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この冊子はひょうご県政 150 周年記念県民連携事

業の助成金を受けて 2018 年に改訂増刷しました。 
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この冊子はひょうご県政 150 周年記念県民連携事

業の助成金を受けて 2018 年に改訂増刷しました。 



 

 
     六甲山物語１発行に寄せて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 神戸のシンボルである港と六甲山。とりわけ市街地の間近 

に広がる自然豊かな六甲の山並みは、四季折々にさまざまな 

表情を見せ、神戸市民をはじめ多くの人々の憩いの場として 

親しまれています。現在の豊かな緑は、明治以来の植林によっ 

て生まれたものであり、まさに、人の暮らしや営みとともに 

育まれてきた貴重な財産です。 

 神戸市民の参画と協働により地域の将来像を描いた「神戸 

地域ビジョン」においても「自然との共生のシンボル」として 

位置づけられ、六甲山をもっと知り、親しみ、楽しむ場にし 

ていこうと多彩な活動が繰り広げられています。     

「六甲山自然保護センターを活用する会」は、その中心的なグループの一つです。

ビジョンの実現をめざして尽力されてきた堂馬さんを中心として平成１４年に設立され

て以来、セミナーや企画展の開催をはじめ、散策コースの清掃活動など意欲的に活動

されています。 

今回、同会が開催してきた「六甲山魅力再発見セミナー」の内容が、「六甲山物語１」

として発行されます。収録されている３６話には、山の成り立ちから動植物などの自然

環境、文化やレクリエーションまで六甲山の多彩な情報が凝縮されています。環境学習

や生涯学習の貴重なテキストとして活用できるほか、日頃から六甲山に親しまれている

皆さんにも、きっと新たな発見があることでしょう。 

 本書が広く親しまれ、六甲山が人と自然、人と人がふれあい、交流を育む場として

より生かされていくことを願っています。 

 

 

  

兵庫県知事  
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このたび、『六甲山物語１』を発刊することができました。六甲山についての知識や情報を総

合的に掴むことは難しいですが、多様な視点から理解を深めるための案内書として十分活用し

ていただけるものだと思います。 

 

 私ども「六甲山自然保護センターを活用する会」は、兵庫県神戸県民局の地域ビジョン委員

の有志が中心になって設立した市民団体です。「六甲山を活かす県民行動プログラム」を提言し

具体的に実践するため、リニューアルオープンした県立六甲山自然保護センターの有功活用を

目指しました。「六甲山魅力再発見市民セミナー」を着想し毎月第３土曜日に開催しました。 

井戸敏三知事から「六甲山のことを頼みます」と期待を寄せられ、県立人と自然の博物館の

中瀬勲副館長にも「できる限りの応援をする」と励まされました。四季を問わずに六甲山上に

人を集めるのは至難で、１回限りで講演をお願いする講師の方を探すことなど、常に知恵や工

夫を必要としました。「六甲山を知り、語り、交流する」という新たな文化を創造する意欲に支

えられて継続し、現在は第５期目の準備を整えています。 

 

 この『六甲山物語１』は、３６回の市民セミナーの報告書を「六甲山を深く知る３６話」と

いうコンセプトで開催時期を問わずに６つのジャンルにくくり直しています。「六甲山を見渡

す」「六甲山を辿る」「六甲山の植物を知る」「六甲山の動物を知る」「六甲山のくらし・学び」

「六甲山に親しむ」という編成です。学術的な体系ではありませんが、市民が手づくりで六甲

山という「地域研究」を続けるには適切な枠組みだと思います。巻末には４３７項目の索引も

掲載しましたので用語の参照もできます。 

 

 多くの皆さんからご支援やご協力をいただいて勇気づけられ、ようやくお役に立つものを産

み出しました。私どもは、このような「六甲山を知る情報発信」を軸に、「自然探勝フィールド

づくり」と「六甲山らしさを生かした環境学習」の３つの課題を三位一体化して展開していく

つもりです。改めて、感謝を申し上げるとともに、今後の活動へのご理解・ご支援もお願いす

る次第です。 

２００７年３月 

六甲山自然保護センターを活用する会 

代表幹事 堂馬 英二 
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六甲山物語１ 目次     
  

「六甲山物語１」発行に寄せて：兵庫県知事 井戸 敏三                 Ｐ１ 

ごごごご挨拶挨拶挨拶挨拶：：：：六甲山自然保護センターを活用する会代表幹事 堂馬 英二        Ｐ２ 
 
目次目次目次目次                                          Ｐ３ 
１１１１．．．．六甲山六甲山六甲山六甲山をををを見渡見渡見渡見渡すすすす～～～～六甲山六甲山六甲山六甲山のののの成成成成りりりり立立立立ちとちとちとちと都市環境都市環境都市環境都市環境～～～～                         Ｐ４ 

 ①六甲山をつくる花崗岩の性質とその影響       先山  徹      Ｐ５～７ 

 ②宇宙から見た六甲山                宮崎 ひろ志     Ｐ８～１０ 

③都市環境と六甲山                 澤木 昌典     Ｐ１１～１３ 

④六甲山の景観計画を考える             中瀬  勲     Ｐ１４～１６ 

⑤六甲山の森づくり                 高橋 敬三     Ｐ１７～１９ 

⑥六甲おろし～今昔物語～              近藤 浩文     Ｐ２０～２２ 

⑦六甲山の清掃運動と水質調査            岡  敏明     Ｐ２３～２５ 
 
２．六甲山を辿る～六甲山の歴史と文化～                     Ｐ２６ 

①六甲山地に埋められた宝物             谷  正俊     Ｐ２７～２９ 

 ②六甲山南山麓の歴史～歴史探遊と講演～       豊田  實     Ｐ３０～３２ 

③六甲山北山麓の歴史～歴史探遊と講演～       豊田  實     Ｐ３３～３５ 

④摩耶詣について                  伊藤 浄厳     Ｐ３６～３８ 

⑤名所図会から見た六甲山と神戸           田原 直樹     Ｐ３９～４１ 

⑥グルームと神戸外国人居留地文化          桑田  優     Ｐ４２～４４ 

⑦六甲山開発史                   森地 一夫     Ｐ４５～４７ 
 
３．六甲山の植物を知る～六甲山の生物～                       Ｐ４８ 

①六甲山の植生                   武田 義明     Ｐ４９～５１ 

 ②六甲山のブナについて               松井 光利     Ｐ５２～５４ 

③六甲山とツツジ                  白岩 卓巳     Ｐ５５～５７ 

④六甲山のアジサイ                 米村 邦稔     Ｐ５８～６０ 

⑤六甲山のシダ植物                 鈴木  武     Ｐ６１～６３ 

⑥六甲山の苔                    秋山 弘之     Ｐ６４～６６ 
 
４．六甲山の動物を知る～六甲山の生物～                      Ｐ６７ 

①六甲山での野生生物との共存を考える        坂田 宏志     Ｐ６８～７０ 

 ②六甲山の野鳥                   松下  猛     Ｐ７１～７３ 

③六甲山の昆虫                   八木  剛     Ｐ７４～７６ 

④六甲山と昆虫たちの冬越し             戸田 信示     Ｐ７７～７９ 
 
５．六甲山のくらし・学び～生活文化と環境学習～                Ｐ８０ 

①六甲山小学校の総合的な学習            高光 正明     Ｐ８１～８３ 

 ②六甲山を子供達の遊び場に             越智 正篤     Ｐ８４～８６ 

③出る杭をのばす教育の実践  ラーンネット・グローバルスクール     Ｐ８７～８９ 

④六甲山における野外教育～六甲山ＹＭＣＡの活動～  池田 勝一     Ｐ９０～９２ 

⑤六甲山と環境教育                 岩木 啓子     Ｐ９３～９５ 

⑥六甲山に生涯学習の場を求めて         あけびグループ     Ｐ９６～９８ 
 
６．六甲山に親しむ～スポーツからレジャーまで～               Ｐ９９ 

①六甲全山縦走大会の生い立ちと歴史         中島  龍   Ｐ１００～１０２ 

 ②六甲山を楽しもう                 桑田  結   Ｐ１０３～１０５ 

③六甲山でハーブを楽しもう             高畑  正   Ｐ１０６～１０８ 

④六甲山で草玉をつくろう              伊東 吉夫   Ｐ１０９～１１１ 

⑤六甲山を描いて                  浅井 審一   Ｐ１１２～１１４ 

⑥六甲山で俳句をつくろう              半田 陽生   Ｐ１１５～１１７ 
 
索引／H15～17 市民セミナー・プログラム    Ｐ１１８～Ｐ１２２ 

編集後記：『六甲山物語１』編集委員会                 Ｐ１２３ 
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１．六甲山を見渡す 
～六甲山の成り立ちと都市環境～ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
六甲山は「こうべ」のシンボルといわれています。南北約１０キロ、東西約４０キロの

山塊が六甲山地で、山麓の神戸市などに２００万人以上の市民が住んでいます。大都市に

隣接する世界でも稀な自然環境で、瀬戸内海国立公園の六甲地区に編入されています。阪

神大震災以降は山麓の都市環境が急激に人工化しており、貴重な自然環境である六甲山を

「市民の庭」として見直す必要が増しています。 

「六甲山物語」の始まりは「六甲山を見渡す」というくくりです。六甲山の成り立ちや

都市環境について、いわば「地球市民」という大きな視点からとらえてみましょう。 

先山さんには六甲山の成り立ちを花崗岩など地質から、宮崎さんには宇宙から見た環境

の特徴をお話いただきます。澤木さんには地球環境・都市環境の観点、中瀬さんには六甲

山の景観計画というビジョンづくりを提起していただきます。高橋さんには明治以来の森

づくり、近藤さんには六甲山の自然環境の味わい、岡さんには六甲山の環境調査について

語っていただきます。 

①①①①六甲山六甲山六甲山六甲山をつくるをつくるをつくるをつくる花崗岩花崗岩花崗岩花崗岩のののの性質性質性質性質とととと         
    そのそのそのその影響影響影響影響                                            ＰＰＰＰ５５５５～～～～７７７７ 

先山先山先山先山        徹徹徹徹             
兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
主任研究員主任研究員主任研究員主任研究員 
第２４回市民セミナー講演 

２００５年３月１９日 

 
②②②②宇宙宇宙宇宙宇宙からからからから見見見見たたたた六甲山六甲山六甲山六甲山                    ＰＰＰＰ８８８８～～～～１０１０１０１０ 

宮崎宮崎宮崎宮崎    ひろひろひろひろ志志志志             
兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
研究員研究員研究員研究員 
第１４回市民セミナー講演 

２００４年５月１５日 

 
③③③③都市環境都市環境都市環境都市環境とととと六甲山六甲山六甲山六甲山                    ＰＰＰＰ１１１１１１１１～～～～１３１３１３１３ 

澤木澤木澤木澤木    昌典昌典昌典昌典             
大阪大学大学院大阪大学大学院大阪大学大学院大阪大学大学院 
助教授助教授助教授助教授 
第２２回市民セミナー講演 

２００５年１月１５日 

 
④④④④六甲山六甲山六甲山六甲山のののの景観計画景観計画景観計画景観計画をををを考考考考えるえるえるえる    ＰＰＰＰ１４１４１４１４～～～～１６１６１６１６ 

中瀬中瀬中瀬中瀬        勲勲勲勲             
兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
副館長副館長副館長副館長 
第２６回市民セミナー講演 

２００５年５月２１日 

 
⑤⑤⑤⑤六甲山六甲山六甲山六甲山のののの森森森森づくりづくりづくりづくり                    ＰＰＰＰ１７１７１７１７～～～～１９１９１９１９ 

高橋高橋高橋高橋    敬三敬三敬三敬三             
神戸市森林整備事務所神戸市森林整備事務所神戸市森林整備事務所神戸市森林整備事務所 
所長所長所長所長 
第３回市民セミナー講演 

２００３年６月２１日 

 
⑥⑥⑥⑥六甲六甲六甲六甲おろしおろしおろしおろし～～～～今昔物語今昔物語今昔物語今昔物語～～～～        ＰＰＰＰ２０２０２０２０～～～～２２２２２２２２ 

近藤近藤近藤近藤    浩文浩文浩文浩文             
環境省登録環境省登録環境省登録環境省登録 
環境環境環境環境カウンセラーカウンセラーカウンセラーカウンセラー 
第１０回市民セミナー講演 

２００４年１月１７日 

 
⑦⑦⑦⑦六甲山六甲山六甲山六甲山のののの清掃運動清掃運動清掃運動清掃運動とととと 
水質調査水質調査水質調査水質調査                                    ＰＰＰＰ２３２３２３２３～～～～２５２５２５２５ 

岡岡岡岡        敏明敏明敏明敏明             
兵庫県勤労者山岳連盟兵庫県勤労者山岳連盟兵庫県勤労者山岳連盟兵庫県勤労者山岳連盟 
 
第２９回市民セミナー講演 

２００５年８月２０日 
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六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

１１１１１１１１１１１１－－－－－－－－－－－－①①①①①①①①①①①①            

 

 

 

有馬温泉（金泉）は珍しい温泉有馬温泉（金泉）は珍しい温泉有馬温泉（金泉）は珍しい温泉有馬温泉（金泉）は珍しい温泉 

 六甲山地は災害が起きやすい地質ですが、みか
げ石や有馬温泉という花崗岩地帯ならではの恵み
もあります。有馬温泉（金泉）は、全国に５箇所
しかない珍しい泉質であると聞き、大変関心を持
ちました。 

質疑応答も活発に行われました。先山さんの南
極観測の体験談もあり、興味の尽きない話が続き
ました。先山さんの専門的な話に加えてユニーク
な体験も伺って、一層親しみがわきました。 

冬の贅沢なおもてなしが終わる冬の贅沢なおもてなしが終わる冬の贅沢なおもてなしが終わる冬の贅沢なおもてなしが終わる    

 平成１６年度最後の市民セミナーも大変盛況で
した。里見ホールの暖炉や、焼き芋も食べ納めと
なり、来月からは会場を自然保護センターに戻し、
清貧の時代？に変わります。来年度も充実したセ
ミナーを継続していきたいです。 

※詳しくは、１．２ページをお読みください。 
 
 

 先山先生のお話を聞いて、 
私の住んでいる東灘区住吉 
は素晴らしいところと思い 
ました。住吉川周辺には六 
甲花崗岩、丹波層群など、 
地質図を見るといろんな地 
層がみられるようです。 

六甲山地の接峰面図や、 
地質図と、普通の地図を重ね合わせながら山を
歩く楽しみが増えました。 

 

主催：主催：主催：主催：六甲山自然保護センターを活用する会六甲山自然保護センターを活用する会六甲山自然保護センターを活用する会六甲山自然保護センターを活用する会    

後援：後援：後援：後援：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局    兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館 
   灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所    神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会    

六甲山の春はまだ遠い？六甲山の春はまだ遠い？六甲山の春はまだ遠い？六甲山の春はまだ遠い？        

 ３月に入り、街中は少しずつ春めいてきました。
六甲山上は肌寒く、近畿自然歩道の日陰には霜柱
がありました。街から近いとはいえ、標高１００
０m の貫禄を感じます。シュラインロードの麓は
アセビが満開でしたが、自然歩道沿いのアセビは
つぼみの状態でした。六甲山上の春はこれからの
ようです。来月は満開になるものと心待ちです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六甲山地の花崗岩を知六甲山地の花崗岩を知六甲山地の花崗岩を知六甲山地の花崗岩を知ったったったった    

 県立人と自然の博物館の主任研究員、先山徹さ

んに今年度最後の市民セミナーを締めくくってい

ただきました。先山さんは、南極観測にも行かれ

た花崗岩研究の専門家です。岩石見本やスライド

で、六甲山地の地形や地質、大部分を占める花崗

岩について解説していただきました。六甲山地は、

活断層の運動による隆起でできた山で、約９～８

千万年前の花崗岩でつくられていることを理解し

ました。 

市民セミナーVol.24 
六甲山をつくる花崗岩の
性質とその影響/先山 徹 
2005 年 3 月発行 

 第２４回テーマ：六甲山をつくる花崗岩の 

性質とその影響 
      

    

                                                講演内容講演内容講演内容講演内容    

                                            ①六甲山地の地形と地質①六甲山地の地形と地質①六甲山地の地形と地質①六甲山地の地形と地質    

                                            ②花崗岩とはどんな石か②花崗岩とはどんな石か②花崗岩とはどんな石か②花崗岩とはどんな石か 

                                            ③有馬温泉のでき方③有馬温泉のでき方③有馬温泉のでき方③有馬温泉のでき方 

 

                                         実施日：平成１７年３月１９日（土） 

                                                               午後１時 ～ ４時 

                                               場    所：六甲山ＹＭＣＡ 

                                                               里見ホール 

参加の感想参加の感想参加の感想参加の感想        久保久保久保久保    紘一紘一紘一紘一さんさんさんさん 

講師：講師：講師：講師：先山先山先山先山
さきやま

    徹徹徹徹
とおる

さんさんさんさん    
プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    
１９５４年生まれ。岐阜県
出身。岡山大学理学部、同
温泉研究所を経て、１９８
５年広島大学大学院理学
研究科（地質学鉱物学専
攻）修了。第２８次南極地
域観測隊員。兵庫県立人と
自然の博物館主任研究員。 
 

【助成金をいただいている機関】【助成金をいただいている機関】【助成金をいただいている機関】【助成金をいただいている機関】    

灘区「地域力を高める」事業、ひょうご環境保全創造灘区「地域力を高める」事業、ひょうご環境保全創造灘区「地域力を高める」事業、ひょうご環境保全創造灘区「地域力を高める」事業、ひょうご環境保全創造

活動、コープこうべ環境基金、コベルコ自然環境保全活動、コープこうべ環境基金、コベルコ自然環境保全活動、コープこうべ環境基金、コベルコ自然環境保全活動、コープこうべ環境基金、コベルコ自然環境保全

基金基金基金基金    

六甲山地の地六甲山地の地六甲山地の地六甲山地の地質についてお話を聴く質についてお話を聴く質についてお話を聴く質についてお話を聴く    

六甲山から望む市街地六甲山から望む市街地六甲山から望む市街地六甲山から望む市街地    

兵庫県南部地震で崩壊した兵庫県南部地震で崩壊した兵庫県南部地震で崩壊した兵庫県南部地震で崩壊した    

なまず石（芦屋川上流）なまず石（芦屋川上流）なまず石（芦屋川上流）なまず石（芦屋川上流）    
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丹波層群：ジュラ紀（約２億年前）で海溝により 

     堆積した地層。 

有馬層群：白亜紀（約９千万年～８千万年前）で 

火山活動によりできた地層。 

神戸層群：古第三紀（約３千５百万年前）植物化 

石やほ乳類の化石が見つかっている。 

甲山安山岩：新第三紀：（約１千５百万年前）大陸 

続きの日本が列島となる。そのときに 

甲山ができた） 

大阪層群：約２百万年～５０万年前に、隆起して 

     六甲山ができた。 

※層群とは、地層が重なって、ひと続きのものを 

 まとめたもの。 

約５０万年前から、左右の力が加わって隆起が

起こり六甲山地となる。隆起したため、地下の岩

石（花崗岩）が盛り上がってきた。（下図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２．．．．花崗岩花崗岩花崗岩花崗岩とはどんなとはどんなとはどんなとはどんな石石石石かかかか    

■■■■花崗岩花崗岩花崗岩花崗岩のののの特徴特徴特徴特徴    
地下でマグマがゆっくり固まってできたもの。

石英・斜長石・カリ長石を主とし、黒っぽい鉱物

が多い。花崗岩は大陸地殻にしかない。（海は玄武

岩）日本列島では、白亜紀から古第三紀（９千万

年～３千万年前）に貫入。花崗岩は、マグマだま

りの化石とも言える。大陸がどうやってできたの

かを調べることができる。風化しやすい。 

■■■■六甲山地六甲山地六甲山地六甲山地のののの大部分大部分大部分大部分をををを占占占占めるめるめるめる六甲花崗岩六甲花崗岩六甲花崗岩六甲花崗岩 

 有馬層群の下で固まったものが、六甲花崗岩と

なる。六甲山地は、六甲花崗岩がほとんどで、そ

の他に布引花崗閃緑岩がある。花崗岩は磁力を持

っており、その強さは場所によって違う。（糸で

ぶら下げた磁石を石に近づけると、磁石が六甲花
崗岩にくっついた） 

講演講演講演講演のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ（（（（先山先山先山先山    徹徹徹徹さんさんさんさん）））） 

 私は、神戸の西鈴蘭台 
に住んでいます。大きな 
見方をすれば六甲山に住 
んでいると言えます。 
 出身は岐阜県です。新 
婚旅行で神戸を訪れ、六 
甲山ホテルに泊まりまし 
た。今日は、六甲山の地 
形と地質、花崗岩とはど 
んな石か、またその花崗岩によって起こることを

紹介します。 

講演内容講演内容講演内容講演内容 

 前半は、六甲山地の地形と地質、花崗岩につい

ての解説。後半は、みかげ石や有馬温泉について

ご紹介いただきました。 

１１１１．．．．六甲山地六甲山地六甲山地六甲山地のののの地形地形地形地形とととと地質地質地質地質    

■六甲山六甲山六甲山六甲山はどんなはどんなはどんなはどんな山山山山かかかか？？？？ 

地形の特徴：断層でできた山 

六甲山地は海のすぐ側にあり、急傾斜で高い山

である。接峰面図（地形の概略図）を見ると、六

甲山は急傾斜の部分と平坦な部分が階段状にな

る。傾斜が急なところには断層がある。 

海からすぐ急斜面となるが、山上部分はなだら

かで平らである。したがって開発がしやすく、９

００ｍの高さにゴルフ場がつくれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地質の特徴：花崗岩でできた山 

六甲山地の大部分が約９千万年～８千万年前

（中生代白亜紀）の花崗岩でつくられている。活

断層の運動による隆起でつくられた山地で、花崗

岩以外には、４つの層群と安山岩からなる。 

 

テーマ：六甲山をつくる花崗岩の性質とその影響 

第２４回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    

１．あいさつ：１３：００～１３：１０ 

２．講 演 ：１３：１０～１５：０５ 

３．休 憩 ：１５：０５～１５：２５ 

４．交流会  ：１５：２５～１５：５５ 

講演講演講演講演 

①①①①六甲山地六甲山地六甲山地六甲山地のののの地形地形地形地形とととと地質地質地質地質 

②②②②花崗岩花崗岩花崗岩花崗岩とはどんなとはどんなとはどんなとはどんな石石石石かかかか 

③③③③有馬温泉有馬温泉有馬温泉有馬温泉のできのできのできのでき方方方方    

ニコニコニコニコニコニコニコニコ顔顔顔顔のののの先山先山先山先山さんさんさんさん 

断層断層断層断層のののの運動運動運動運動とととと隆起隆起隆起隆起 

東西方向東西方向東西方向東西方向のののの力力力力がががが加加加加わるわるわるわる 

現在現在現在現在 

約約約約５０５０５０５０万年前万年前万年前万年前～～～～ 

六甲山地六甲山地六甲山地六甲山地のののの地形地形地形地形 

（（（（接峰面図接峰面図接峰面図接峰面図））））    

※パワーポイントと岩石見本を用いて、 
 講演していただきました。 
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■■■■六甲山地六甲山地六甲山地六甲山地はははは石材石材石材石材（（（（みかげみかげみかげみかげ石石石石））））のののの産地産地産地産地    
花崗岩のことを一般に「みかげ石」というが、そ

れはもともと六甲花崗岩のことである。みかげ石

は、御影で採石した石ではなく、御影村から運んで

いったことから、みかげ石とつけられている。 

江戸時代の摂津名所図会に、御影の村より御影の

浜から諸国へ牛車で運ぶ様子が描かれている。 

みかげ石の質に関して、近江の木戸より優れ、京

都の白川より劣ると記されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００２年６月、芦屋市六麓荘浄水場の工事の

際、みかげ石採石場の跡が見つかっている。くさび

を打ち込んで切ったと思われる跡や工具も見つか

っている。石切場跡をみると、その部分がかつての

土石流による堆積物で、それによって運ばれてきた

岩石を切り出して石材にしていたのがわかる。 

■■■■花崗岩花崗岩花崗岩花崗岩がもたらすものがもたらすものがもたらすものがもたらすもの    
花崗岩からなる六甲山地は、地震による崩壊や、

土石流などの災害が多い。花崗岩は風化しやすく、

はげ山になりやすい。風化は、節理の間隔によって

異なる。 

 

 

 

 

 

 

 

ロックガーデン（芦屋市奥山）：節理の間隔が広い。

比較的硬い岩が積み重なり、トア（岩塔）ができる。 

蓬莱峡（西宮市山口）：節理の間隔が狭い。風化し

た花崗岩が風雨にさらされて浸食され、切り立った

地形になる。ガリーと呼ばれる溝ができる。    

    

    ◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど 

 ・スライド（３種） 
 ・岩石見本（約２０種） 
 ・レジュメ    
 ・企画展案内チラシ 

 ・ひとはくセミナーガイド 

 ・ひとはく通信ハーモニー    

    

    

    

    

    

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者のののの感想感想感想感想    ～～～～アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより～～～～     

・花崗岩と災害や温泉の関係がよく理解できた。 

・有名なみかげ石の話は、興味深かった 

・持参した石の鑑定もして頂け、有り難かった。 

・自分の足の下（地下）の歴史にとても感動した。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２５名（順不同・敬称略） 
先山  徹 八木  浄 村上 定広 大谷安規永 
久保 紘一 石田 澄子 中垣内 博 泉 美代子 
岩田 勝清 山口 紀子 川口嬉預子 光宗 智子 
兼貞  力 澤田 俊哉 岩島 年子 山田 良雄 
舟木 冴子 山本 悟而 久保 順一 尾崎 尚子 
遠井 方子 堂馬 英二 米村 邦稔 中川貴美子 
小野 律子 

３３３３．．．．有馬温泉有馬温泉有馬温泉有馬温泉のできのできのできのでき方方方方    

■■■■有馬温泉有馬温泉有馬温泉有馬温泉のののの謎謎謎謎 

花崗岩地帯（近畿～中国地方）は温泉が多い。温

泉水の起源には、有馬型、グリーンタフ型、海岸型、

火山性に分類される。有馬温泉の金泉は、有馬型温

泉（銀泉は炭酸泉）。有馬温泉の起源は古海洋水で、

何万年も前の海水が 

入り凝縮されて深い 

断層からあがってき 

ていると考えられる。 

活断層（有馬―高槻 

構造線）が高温の温 

泉をもたらしたと考 

えられる。はっきり 

有馬型温泉といえる 

場所は、有馬・宝塚 

・石仏・塩野・鹿塩の５カ所といわれている。 

六甲山六甲山六甲山六甲山のののの恩恵恩恵恩恵恩恵をををを活用活用活用活用しようしようしようしよう（（（（まとめまとめまとめまとめ）））） 

 六甲山の地質持性が、街に大きな影響を与えてい

ます。交通障害、地震や水害も起こりやすいが、天

然のよい港や温泉、石材などすばらしいものもあり

ます。六甲山は人と密接した山であり、気軽に入る

ことができる、使って楽しい山です。防災を考える

と同時に、自然の恩恵をもっと活用すべきだと思い

ます。 

質疑応答質疑応答質疑応答質疑応答などなどなどなど 

 質疑応答では、岩石についての質問や参加者が持

参した石の鑑定と活発にやり取りが行われた。さら 

に、南極観測の経験もお話いただいた。 

 

 

 

４２年間六甲山ホテルに 

いました。本日の花崗岩に 

ついてのセミナーは大変参 

考になりました。最後の６ 

年間は土作りをして、ホテ 

ルで使う野菜を作っていま 

した。また、山菜がたくさ 

ん採れるのも、花崗岩のせいでしょうか？ 
    

市民セミナーVol.24 
六甲山をつくる花崗岩の
性質とその影響/先山 徹 
2005 年 3 月発行 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想        岩田岩田岩田岩田    勝清勝清勝清勝清さんさんさんさん 

摂津名所図会摂津名所図会摂津名所図会摂津名所図会 

（（（（人人人人とととと自然自然自然自然のののの博物館所蔵博物館所蔵博物館所蔵博物館所蔵）））） 

ロックガーデンロックガーデンロックガーデンロックガーデン 蓬莱峡蓬莱峡蓬莱峡蓬莱峡 

有馬温泉有馬温泉有馬温泉有馬温泉のののの金泉金泉金泉金泉とととと銀泉銀泉銀泉銀泉のののの違違違違いいいい 

兵庫県立人と自然の博物館 

〒669-1546 三田市弥生が丘6丁目 

TEL：079-559-2001 FAX：079-559-2007 

URL：http://hitohaku.jp/ Mail:root@hitohaku.jp 
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参加交流参加交流参加交流参加交流がががが板板板板についてきたについてきたについてきたについてきた    

 市民セミナーの回数を重ねるうちに、参加者同

士の交流が見えてきました。会員の泉さんが昼食

時におにぎりと手作りの煮物を持ってこられ、お

いしく頂いたりするなど、知らずのうちに六甲山

上での交流と楽しみができ、嬉しく思いました。 
 また、今回当会の赤字運営を助けていただきた

く、茶菓子コーナーにカンパ箱を設置しました。

ご協力いただきありがとうございました。皆様の

ご厚意に感謝します。  

※詳しくは１～２ページをお読みください。 
 
 

 宇宙から世界各地の緑 
の分布と比較しながら六 
甲山の緑の多い画像を見 
せていただき、その重要 
性と私たちが無意識のう 
ちにその恩恵に預かって 
いることを改めて再認識 
しました。もし、明治の 
はげ山のままであったらと想像すると、次代
のためにも緑を守り育てなければと考えさせ
られました。 
 １時間目から予備の時間まで、先人の知恵
のすばらしさや、野球の解説にもないような
六甲颪のお話など、身近な例を取り上げて分
かりやすくお話をしていただき楽しませてい
ただきました。 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局    兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
   灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所    神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

総会後総会後総会後総会後のののの記念講演記念講演記念講演記念講演はひとはくのはひとはくのはひとはくのはひとはくの宮崎宮崎宮崎宮崎さんさんさんさん    

 新緑がまぶしいさわやかな六甲山で、当会初め

ての平成１６年度総会を開きました。午前中は会

員が集合し、事業報告や会則等について話し合い

ました。  
 総会終了後、午後からは記念講演として県立人

と自然の博物館研究員の宮崎さんにご出講いただ

きました。宇宙からというこれまでにない大きな

スケールで六甲山を見つめることができました。 

六甲山六甲山六甲山六甲山はははは真真真真っっっっ赤赤赤赤だっただっただっただった    

 人工衛星からの映像に写る六甲山にビックリ！

なんと真っ赤でした。驚きながらも話を聞いてい

くと、この赤は緑地を表示しているということで

した。神戸は六甲山のお陰で国際レベルの緑地を

持っていることを改めて理解し、安心と同時に六

甲山の重要さを確認しました。宮崎さんのフラン

クな感じと優しい語り口により、難しい内容を理

解しつつ、和やかな時間を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民セミナーVol.14 
宇宙からみた六甲山/ 
宮崎ひろ志 
2004 年 5 月発行 

第１４回テーマ： 宇宙からみた六甲山 
 

                                                    講演内容講演内容講演内容講演内容 

                                                ①①①①物理物理物理物理：：：：赤外放射強度赤外放射強度赤外放射強度赤外放射強度    
                                                        宇宙宇宙宇宙宇宙からみたからみたからみたからみた六甲山六甲山六甲山六甲山 

                                                ②②②②歴史歴史歴史歴史：：：：風水学風水学風水学風水学のののの発達発達発達発達    
                                                        京京京京のののの鬼門鬼門鬼門鬼門、、、、神戸神戸神戸神戸のののの鬼門鬼門鬼門鬼門 

                                                ③③③③地理地理地理地理：：：：地形地形地形地形とととと気候気候気候気候 
                                                        六甲颪六甲颪六甲颪六甲颪とととと阪神阪神阪神阪神タイガースタイガースタイガースタイガース 
                                                ④④④④数学数学数学数学：：：：ベクトルベクトルベクトルベクトル    内積内積内積内積 
                                                ⑤⑤⑤⑤家庭家庭家庭家庭：：：：六甲颪六甲颪六甲颪六甲颪とととと脳梗塞脳梗塞脳梗塞脳梗塞 

                                                    実施日：平成１６年５月１５日（土） 

                                                                午後１時～３時５５分 

                                                    場    所：六甲山自然保護センター内 
                                                           レクチャールーム 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想            山内山内山内山内    邦子邦子邦子邦子さんさんさんさん 

講師講師講師講師：：：：宮崎宮崎宮崎宮崎
みやざき

    ひろひろひろひろ志志志志
し

さんさんさんさん 

プロフプロフプロフプロフィールィールィールィール 
１９５９年神戸市東灘区生
まれ。神戸大学工学部環境計
画学科卒業。博士（工学）、
一級建築士。現在、兵庫県立
人と自然の博物館研究員、兵
庫県立大学講師。専攻は建築
学、都市環境計画学。 上空上空上空上空７００７００７００７００キロキロキロキロからからからから眺眺眺眺めるめるめるめる 

六甲山六甲山六甲山六甲山のののの強烈強烈強烈強烈なななな赤赤赤赤にくぎづけにくぎづけにくぎづけにくぎづけ 

 

   
 

 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

１１１１１１１１１１１１－－－－－－－－－－－－②②②②②②②②②②②②
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外国外国外国外国とととと比比比比べてみるべてみるべてみるべてみる 

アメリカアメリカアメリカアメリカ：：：：大都会ニューヨークは緑が多い。 

ドイツドイツドイツドイツ：：：：森の中に原子力研究所がある。屋上緑化 

が多い。ベンツ社のビルの屋上も緑だそうだ。 

 

 

 

 

 

 

フランスフランスフランスフランス：：：：パリ市内にも大きな緑地が残されている。 

メキシコメキシコメキシコメキシコ：：：：真四角の耕地が整列する。右ははげ山

で草が生えている程度。明治時代の六甲山みたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 神戸は緑が国際レベル並にある。六甲山は神戸

にとってありがたい存在なのである。 

２時間目以降は問題形式で始まった。（答えは次

のページにあります。） 

■■■■２２２２時限目時限目時限目時限目：：：：歴史歴史歴史歴史    風水学風水学風水学風水学のののの発達発達発達発達    

〔練習問題〕 

 左右の語句のうち関係するものを線で結べ。    
表鬼門・・・・   ・・・・南西 

裏鬼門・・・・   ・・・・北西 

 表鬼門、裏鬼門など一般に広まっている家相は

京都の人が考えた。鬼門にはトイレと釜戸を作る

なという。家相をかりて先人の知恵を伝える。京

都では、裏鬼門は比叡山、表鬼門は淀川で、どち

らかの方向に風が吹く。 

■■■■３３３３時限目時限目時限目時限目：：：：地理地理地理地理    地形地形地形地形とととと気候気候気候気候 

〔準備問題〕 

 甲子園名物「浜風」は次のうちどちらか。    
（ア）センターからバックネット方向に吹く風 

（イ）ライトからレフト方向に吹く風 

 六甲山に沿って東西に横風が吹く。 

 

講演講演講演講演のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ（（（（宮崎宮崎宮崎宮崎    ひろひろひろひろ志志志志さんさんさんさん）））） 

 今日のレジュメを見て 
何をするのか不安かもし 
れませんが、気軽にお聞 
き下さい。 
 今、地球人口は一日に 

２０万人増えています。 

このまま街を作り続けて 
いくと、地球はパンクし 
そうです。人が自然を壊さずに生活するにはどう

したらいいのか考えてみたいと思います。 

講演内容講演内容講演内容講演内容 

■■■■１１１１時限目時限目時限目時限目：：：：物理物理物理物理    赤外放射強度赤外放射強度赤外放射強度赤外放射強度    

 人工衛星ランドサットがとらえた神戸の映像写

真。上空７００キロ、２００１年に撮影したもの

である。宮崎さんの学生時代にはこの種のデータ

が４８万円で売られていたが、現在は１０万円位。

しかし今回はアメリカのＧＬＣＦ(メリーランド

大学)サーバから無償でダウンロードしたもの。

（http://glcfapp.umiacs.umd.edu:8080/esdi/index.jsp） 

 赤色の部分が緑地である。六甲山が五助谷断層

を境に、２つの山塊から成っているのが分かる。 

大阪市の緑被率６.７％、車窓などから緑が多いと

感じる東京都区部はなんと６.５％で、実は大阪の

ほうが緑は多かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

テーマテーマテーマテーマ：：：：宇宙宇宙宇宙宇宙からみたからみたからみたからみた六甲山六甲山六甲山六甲山 

第１４回市民セミナーの流れ 

    
市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    

１．あいさつ：１３：００～１３：１０ 

２．講  演：１３：１０～１４：４０ 

３．質疑応答：１４：５０～１５：１５ 

４．懇 談 会：１５：１５～１５：５５ 

講演講演講演講演 

    ①①①①物理物理物理物理：：：：赤外放射強度赤外放射強度赤外放射強度赤外放射強度～～～～宇宙宇宙宇宙宇宙からみたからみたからみたからみた六甲山六甲山六甲山六甲山 

    ②②②②歴史歴史歴史歴史：：：：風水学風水学風水学風水学のののの発達発達発達発達～～～～京京京京のののの鬼門鬼門鬼門鬼門、、、、神戸神戸神戸神戸のののの鬼門鬼門鬼門鬼門 

    ③③③③地理地理地理地理：：：：地形地形地形地形とととと気候気候気候気候～～～～六甲颪六甲颪六甲颪六甲颪とととと阪神阪神阪神阪神タイガースタイガースタイガースタイガース 
    ④④④④数学数学数学数学：：：：ベクトルベクトルベクトルベクトル    内積内積内積内積 

    ⑤⑤⑤⑤家庭家庭家庭家庭：：：：六甲颪六甲颪六甲颪六甲颪とととと脳梗塞脳梗塞脳梗塞脳梗塞 

アセビアセビアセビアセビ 

真真真真っっっっ赤赤赤赤なななな六甲山六甲山六甲山六甲山 

（（（（衛星画像衛星画像衛星画像衛星画像はははは緑地緑地緑地緑地をををを見見見見やすくするためやすくするためやすくするためやすくするため赤色赤色赤色赤色でででで表示表示表示表示するするするする）））） 

アメリカアメリカアメリカアメリカ    ニューヨークニューヨークニューヨークニューヨーク    

フランスフランスフランスフランス    パリパリパリパリ メキシコメキシコメキシコメキシコ 

 授業仕立授業仕立授業仕立授業仕立てでてでてでてで 

 進進進進めますめますめますめます！！！！ 

ドイツドイツドイツドイツ カールスルーエカールスルーエカールスルーエカールスルーエ 
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■■■■４４４４時限目時限目時限目時限目：：：：数学数学数学数学    ベクトルベクトルベクトルベクトル 

〔山勘問題〕 

 次のベクトルのうち、内積が０とならないも 

 のはどれか。 

（１）白雪と剣菱   （２）呉春と白雪 

（３）呉春と剣菱 

ヒント：二つのベクトルが直交するとき、内積は０

になる。白雪（伊丹）剣菱（御影）呉春（池田）    

おいしいおおいしいおおいしいおおいしいお酒酒酒酒のののの理由理由理由理由    

 発酵した酒を冷ます技術は、風に当てること。

（寒づくりはおいしさの秘訣。）おいしいお酒の条

件とは、①六甲おろし、②山田錦、③宮水の３条件

である。六甲颪があるから冷ませる。ちなみに呉春

は猪名川の風で冷ますそうだ。 

■■■■予備予備予備予備：：：：家庭家庭家庭家庭    六甲颪六甲颪六甲颪六甲颪とととと脳梗塞脳梗塞脳梗塞脳梗塞 

「「「「脳梗塞脳梗塞脳梗塞脳梗塞になりやすいになりやすいになりやすいになりやすい環境環境環境環境」」」」とはとはとはとは？？？？ 
 断熱のない家は脳梗塞になりやすいそうだ。立っ

た時に頭の温度と足下の温度差が５度以上違うと

危険。足の血管が縮まり、血液が頭の方へ上昇する。

冬、暖かい居室から寒いトイレや風呂場へ行くとき

の温度差が原因で亡くなる人も多い。これをヒート

ショックという。予防方法は、①頭の温度を下げる、

②床暖房にする。ストーブ類（空気を暖める器具）

はやめた方がいい。（暖かい空気は上昇するため） 

質疑応答質疑応答質疑応答質疑応答    

 ビル風のしくみ、風を循 
環させるのには暖炉がおす 
すめ等、家の中での風の利 
用方法について説明してい 
ただいた。 
 
 ２時限目の答え：表鬼門－北西、裏鬼門－南西 
 ３時限目の答え：（イ） ４時限目の答え：（１） 
 

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど：：：： 

・レジュメ配布「これが宇宙から見た六甲山」 

・問題用紙 

 

 

    

    

◆◆◆◆カンパカンパカンパカンパにににに感謝感謝感謝感謝！！！！ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。    
 カンパ箱へのご協力誠にありがとうございまし

た。集まりました金額１，３５２円については、次

回の市民セミナーの茶菓子代にさせて頂きます。 

◆◆◆◆報告書報告書報告書報告書４４４４月号月号月号月号（（（（vol.13vol.13vol.13vol.13））））のののの訂正訂正訂正訂正    
 第１３回の市民セミナー報告書につきまして、

２ページの上段顔写真が井上和子さんとなってお

りましたが、正しくは磻田晴紀子さんです。また、

同じく２ページ小坂さんの参加の感想につきまし

て、８行目に秋の庭とありますが、正しくは私の

庭です。訂正と同時にお詫び申し上げます。 

 

◆◆◆◆セミナーセミナーセミナーセミナーのののの感想感想感想感想 
・時間割と優しい語り口で、小学生に戻ったよう 
 な気分だった。 
・世界の各都市と神戸を緑化状況から比較し、六 
 甲山の役割が非常に大きいことがよくわかった。 
・酒蔵の位置が風の方向に関係して異なっている 
 のは面白かった。 
・今回のテーマからどんな難しいお話かと思って 
 いたが、とても分かり易く興味深い話だった。 
・住居に関する生活の智恵は役立ちそう。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２８名（順不同・敬称略） 
宮崎ひろ志 澤田  中 石田 澄子 小坂 忠之 
村上 定広 三村栄三郎 西尾 智明 荒井 貴夫 
近藤 佳里 山内 邦子 岡井 敏博 戸田 清彦 
泉 美代子 兼貞  力 山本 悟而 八木  浄 
北山健一郎 青木 光子 高光 正明 堂馬 英二 
米村 邦稔 松井 光利 小野 律子 中川貴美子 
遠井 方子 藤井宏一郎 中野  一 菖蒲 美枝 
 

参加者参加者参加者参加者のののの声声声声    アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより 

新新新新たなたなたなたな顔顔顔顔ぶれぶれぶれぶれ ～～～～感想文感想文感想文感想文をおをおをおをお願願願願いしましたいしましたいしましたいしました～～～～ 

 

 

 

 幼少から少年期を過ごし 
た六甲山は、常に気になり、 
「六甲山」の言葉の響きを 
聞くたびに、その一瞬は自 
分の少年時代に立ち返る。 
そんな六甲山でボランティ 
ア活動につられて参加した 
のですが、宇宙から見た六甲山の凄い映像を

拝見出来感動致しました。随分と緑の多さに

安心しましたが、同時に子供の頃に山肌をみ

せた斜面で水晶拾いをしたことも想い出され

ました。そしてこのセミナーの事を友人達に

知らせねばと手紙を書きました。 

 

 

 

 

 初めて参加させていただ 
きました。久しぶりの六甲 
山で俗世の仕事を離れてリ 
フレッシュできました。 
 さて、「授業」は宇宙か 
ら六甲山を見るとどうなる 
かというテーマでしたが、 
六甲山があってこそ、風が吹き、水が流れ、

お酒もタイガースも人の生活も歴史も左右さ

れるということで、改めて六甲の存在の大き

さが鮮明になった気がしました。昔からなじ

んできた「登る山」とは違う楽しみ方が発見

できました。ありがとうございました。 

 

 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    岡井岡井岡井岡井    敏博敏博敏博敏博さんさんさんさん 

市民セミナーVol.14 
宇宙からみた六甲山/ 
宮崎ひろ志 
2004 年 5 発行 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    村上村上村上村上    定広定広定広定広さんさんさんさん 

兵庫県立人と自然の博物館 

〒669-1546 三田市弥生が丘6丁目 

TEL：079-559-2001 FAX：079-559-2007 

URL：http://hitohaku.jp/ Mail:root@hitohaku.jp 

ビルビルビルビル風風風風のしくみをのしくみをのしくみをのしくみを解説解説解説解説 
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恵恵恵恵まれたまれたまれたまれた環境環境環境環境をををを持持持持つつつつ阪神間阪神間阪神間阪神間のののの居住地居住地居住地居住地 

 阪神間は瀬戸内海に面し、六甲山の南斜面に位
置する郊外居住地の先進地域です。明治半ば以降、
快適な環境を求めて都市から郊外へと人が集ま
り、郊外化の進行と同時に様々な環境問題も発生
してきました。 

コンパクトタウンコンパクトタウンコンパクトタウンコンパクトタウンをををを目指目指目指目指すすすす神戸神戸神戸神戸 

 コンパクトな生活圏の集まりで市街地を構成
し、周囲に自然環境を保全していく形が神戸のあ
り方と澤木さんは話されました。澤木さんからの
冷静な投げかけには、地球環境から見つめる１０
０万年のあり方、私たちのあり方について啓示を
受けた１日でした。 
 

※詳しくは、１．２ページをお読みください。 

 
 
 
 山の鼓動、木々の息づき 
を感ずるような静寂の中、 
凍てついた山の小道を歩い 
たとき、遠い子どもの頃の 
ことを思い出しました。 
 一方教室では、澤木先生 
の話を一言も聞き漏らした 
くないと伺い、皆さんの熱 
心な様子、好を同じくする 
人達の集いの素晴らしさに感激しました。 
 そして、しんしんと降る雪、ほかほか焼きい
も、暖炉で燃える薪の香がこの一日の新しい記
憶として残っています。 

 

 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局    兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
   灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所    神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

瞬瞬瞬瞬くくくく間間間間にににに銀世界銀世界銀世界銀世界になったになったになったになった    

 この日の六甲山には、大晦日に降った雪がまだ
残っていました。記念碑台周辺の散策路には１０
センチくらいの霜柱やつららなど、市街地では見
られない光景を目に、冬本番を実感しました。 
 ２３名の熱心な参加者が里見ホールに集まりま
した。今や恒例となった暖炉で焼いた焼き芋を片
手に、ざっくばらんにお話を聴きました。講演が
始まるにしたがい雪がどんどん降り積もり、マイ
カーで参加された２名の方は、下山が危険なので
途中で帰られました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地震地震地震地震のののの積積積積みみみみ重重重重ねでつくられたねでつくられたねでつくられたねでつくられた六甲山地六甲山地六甲山地六甲山地    

 澤木さんは、都市環境デザイン学がご専門で、
都市計画やまちづくりなどを研究されています。
今回は、都市から六甲山を見つめるという切り口
でお話しいただきました。今年は阪神大震災１０
周年で、澤木さんが撮影されたスライドを見なが
ら震災の様子を振り返りました。神戸にはたくさ
んの活断層がある、六甲山は１００万年以上をか
けて地殻変動を繰り返し、形成された山であると
の解説に、大自然の脅威を痛感しました。 

市民セミナーVol.22 
都市環境と六甲山/ 
澤木 昌典 
2005 年 1 月発行 

 第２２回テーマ： 

    都市環境と六甲山 
                                                    

                                講演内容講演内容講演内容講演内容 

                            ①①①①都市都市都市都市とととと自然自然自然自然からからからから見見見見るるるる六甲山六甲山六甲山六甲山 

                            ②②②②郊外居住郊外居住郊外居住郊外居住とととと自然自然自然自然からからからから見見見見るるるる六甲山六甲山六甲山六甲山 

                            ③③③③地球環境時代地球環境時代地球環境時代地球環境時代からからからから見見見見るるるる六甲山六甲山六甲山六甲山 

                             

 

                                  実施日：平成１７年１月１５日（土） 

                                                  午後１時 ～ ３時３０分 

                                  場    所：六甲山ＹＭＣＡ 

                                                  里見ホール 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想        田中田中田中田中    有司有司有司有司さんさんさんさん 

講師講師講師講師：：：：澤木澤木澤木澤木
さ わ き

 昌典昌典昌典昌典
まさのり

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
１９５７年生まれ。１９８２
年大阪大学大学院工学研究
科環境工学専攻博士前期課
程修了。１９９２年兵庫県立
人と自然の博物館研究員・兵
庫県立大学助手。２００４年
９月大阪大学大学院教授。 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

灘区灘区灘区灘区「「「「地域力地域力地域力地域力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」事業事業事業事業、、、、ひょうごひょうごひょうごひょうご環境保全創造環境保全創造環境保全創造環境保全創造

活動活動活動活動、、、、コープコープコープコープこうべこうべこうべこうべ環境基金環境基金環境基金環境基金、、、、コベルココベルココベルココベルコ自然環境保全自然環境保全自然環境保全自然環境保全

基金基金基金基金 

どんどんどんどんどんどんどんどん降降降降りりりり積積積積もるもるもるもる雪雪雪雪 

六甲山六甲山六甲山六甲山からからからから望望望望むむむむ市街地市街地市街地市街地 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

１１１１１１１１１１１１－－－－－－－－－－－－③③③③③③③③③③③③
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２２２２．．．．郊外居住郊外居住郊外居住郊外居住とととと自然自然自然自然というというというという観点観点観点観点からからからから六甲山六甲山六甲山六甲山をををを見見見見るるるる 

■■■■居住地居住地居住地居住地としてとしてとしてとして恵恵恵恵まれたまれたまれたまれた資質資質資質資質をもつをもつをもつをもつ阪神間阪神間阪神間阪神間 
 都市に住むということから六甲山を見てみる
と、郊外居住の歴史はたかだか１００年位である。
阪神間や神戸は住宅地として非常に発達してお
り、日本全国から見ても先端の地域であった。 

＜阪神間の恵まれた条件＞ 

・南向きの斜面（六甲山を背山） 
・日当たり良し（瀬戸内式気候） 
・明るい（真砂土＝六甲山の風化花崗岩から） 
・海と山という自然が接近 
・空気がきれい 
・大阪に近い（神戸にも近い） 

 もとは都市の中に住んで、自分の家やすぐそば
に働く場所があった。明治半ば以降、農村から都
市へたくさんの人が集まってきた。都市の居住環
境の悪化と同時期に鉄道が発達し、郊外に交通機
関が整備された。海外からの影響もあり、郊外に
住むことが憧れの文化生活となり、明治の後半か
ら急速に広まっていった。 

■■■■阪神電鉄阪神電鉄阪神電鉄阪神電鉄やややや阪急電鉄阪急電鉄阪急電鉄阪急電鉄がががが宣伝宣伝宣伝宣伝    
 阪神電鉄は、大正初期に雑
誌を発行し、郊外生活がいか
に楽しいかを提示。六甲山が
つくってきた阪神間のいい
気候風土の中で、人間らしい
健康的な生活をしていこう
と呼びかけた。 
 

■■■■郊外住宅郊外住宅郊外住宅郊外住宅のののの事例事例事例事例 
 戦前、六甲山南山麓には、理想郷に近いような
自然環境を活用した地域づくりがあった。 

（（（（芦屋芦屋芦屋芦屋・・・・六麓六麓六麓六麓荘荘荘荘）））） 
イギリスの租借地をモデルにしている。自然の

風致を損なわないように開発思想の中に六甲山の
南斜面、松林を中心とする自然風致を残していこ
うとする意図が見られる。 

（（（（住吉村住吉村住吉村住吉村）））） 
多くの富豪が大阪から阪神間に移り住んできた

中で一番著名なのは住吉（昔の住吉村）である。
旧住吉村の財産管理は、幼稚園や小学校、病院な
どをつくって、今も続いている。 
 

講演講演講演講演のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ（（（（澤木澤木澤木澤木    昌典昌典昌典昌典さんさんさんさん）））） 

 私の専門は都市環境デザイン学で、都市計画や
まちづくり等、人間にとって何が快適か、いい街
にするにはどうすればいいかを探求しています。 
 都市や都市空間、地域の
あり方を考える中で、環
境・自然・人の調和（共生）
という視点に立ち、研究・
教育に取り組んでいます。 
 今日は、都市との関わり 
の中での六甲山の話を、地 
球環境的視野も広げなが
らお話したいと思います。   
 
講演内容講演内容講演内容講演内容 

１１１１．．．．都市都市都市都市とととと自然自然自然自然というというというという観点観点観点観点からからからから六甲山六甲山六甲山六甲山をををを見見見見るるるる    

■■■■阪神大震災阪神大震災阪神大震災阪神大震災をををを振振振振りりりり返返返返るるるる    
 今年で震災１０周年。震災当日に六甲山の中腹
から見た景色や御影周辺の様子など、澤木さんが
撮られた写真で当時を振り返った。そして、地震
が起こる断層について説明を聞いた。兵庫県の地
震を引き起こした断層は、逆断層で横ずれ断層で
あった。 

地震の起きるメカニズム 
正断層 横に引っ張られて起きる 
逆断層と横ずれ断層 両方から圧縮されて起きる 

■■■■２００２００２００２００万年前万年前万年前万年前のののの六甲山地六甲山地六甲山地六甲山地はなだらかはなだらかはなだらかはなだらかなななな丘陵地丘陵地丘陵地丘陵地    
 たくさんの断層がある六甲山地は、約２００万
年前、高い山ではなくなだらかな丘陵地であった。 
 約１００万年前から活断層は大きく崩れ動き、
六甲山地を上昇、大阪湾を沈降させた。約５０万
年前になると、上昇した六甲山地は河川によって
激しく浸食された。その後、後退して阪神間に扇
状地が形成され、その扇状地も活断層によって持
ち上げられ、台地になった。 
 六甲山の段丘面
には、大阪湾の海
底にある地層と同
じ年代のものがあ
り、相当多くの大
地震の繰り返しに
より形成された。 
 
 

 

テーマテーマテーマテーマ：：：：都市環境都市環境都市環境都市環境とととと六甲山六甲山六甲山六甲山 

第２２回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    

１．あいさつ：１３：００～１３：１０ 

２．講 演 ：１３：１０～１４：５０ 

３．質疑応答：１４：５０～１５：１０ 
４．懇  談  ：１５：１０～１５：３０ 

講演講演講演講演 

①①①①都市都市都市都市とととと自然自然自然自然からからからから見見見見るるるる六甲山六甲山六甲山六甲山    

②②②②郊外居住郊外居住郊外居住郊外居住とととと自然自然自然自然からからからから見見見見るるるる六甲山六甲山六甲山六甲山    

③③③③地球環境時代地球環境時代地球環境時代地球環境時代からからからから見見見見るるるる六甲山六甲山六甲山六甲山    

 
神戸市街地神戸市街地神戸市街地神戸市街地とととと六甲山六甲山六甲山六甲山をををを境境境境するするするする諏訪山断層諏訪山断層諏訪山断層諏訪山断層（出典 1）） 

澤木澤木澤木澤木    昌典昌典昌典昌典さんさんさんさん 

１００１００１００１００万年前万年前万年前万年前のののの六甲山地周六甲山地周六甲山地周六甲山地周辺辺辺辺（出典 1）） 

阪神鉄道発刊阪神鉄道発刊阪神鉄道発刊阪神鉄道発刊    月刊月刊月刊月刊「「「「郊外生活郊外生活郊外生活郊外生活」」」」→→→→ 

 



 13 

 

３３３３．．．．地球環境時代地球環境時代地球環境時代地球環境時代というというというという観点観点観点観点からからからから六甲山六甲山六甲山六甲山をををを見見見見るるるる 

■■■■環境問題環境問題環境問題環境問題のののの発生発生発生発生 
 ２０世紀後半から様々な環境問題が起き、９０年
代から地球環境問題が指摘された。従来の環境問題
は害を出す発生源（加害者）がはっきりしているが、
現在は誰が悪いと言えないような大きな問題が起
きている。すぐには被害が出ず、被害は後世代に及
ぶ。また、人間の生活を便利にするための化学物質
が、人体に健康被害を及ぼすことも認識されてき
た。 

＜２０世紀後半から見る環境問題の移り変わり＞ 
１９６０年代 産業公害 公害病 
  ７０年代 高速交通公害 空港、新幹線公害 
  ８０年代 生活公害 洗剤、ゴミ公害 
  ９０年代 地球環境問題 酸性雨・オゾン層 
 ９５年以降 化学物質問題 ダイオキシン他 

■■■■コンパクトシティコンパクトシティコンパクトシティコンパクトシティ    

    先進国など環境負荷をかけてきた都市は、地球環

境に負荷をかけない形の持続可能性のある都市を
つくろうと考えている。そのひとつがヨーロッパで
議論されている、コンパクトシティである。コンパ
クトシティは、分散した都市ではなく、密度の高い
多様な機能を持って自動車に依存しない都市をつ
くっていくのが一つの流れ。ヨーロッパ、特に大陸
の都市は、もともと都市を単位に自律的に発達して
きたので、このような形の都市を考えている。 

■■■■ニューニューニューニュー・・・・アーバニズムアーバニズムアーバニズムアーバニズム（（（（アメリカアメリカアメリカアメリカ）））） 
アメリカは、エネルギーの使用量、一人あたりの

二酸化炭素排出量が世界で最も高い国である。新し
い都市をつくる発想に、ニュー・アーバニズムがあ
る。徒歩圏の規模で、住宅・商業・文化施設等の複
合機能、周囲の自然環境や歴史的環境の保全、環境
配慮などが考えられ、近隣周辺にグリーンベルト等
の自然を残そうとしている。 

    

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど：：：： 

・スライド（澤木さん持参） 
・レジュメ 

※現在『都市環境と六甲山』の講演記録を作成し 
 ています。ご希望の方は事務局までお申し出く 
 ださい。 
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者のののの感想感想感想感想    ～～～～アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより～～～～     

・非常にわかりやすい講演であった。特に六甲山 
 の成り立ちがよくわかった。 
・人が快適に暮らすことだけを考えるのはあつか 
 ましいことだと感じた。 

・銀世界の六甲山がとても新鮮だった。 

◆事務局事務局事務局事務局よりよりよりより 
大雪の中での下山は大変でした。 
お車の方（小笠原さん、近藤さん、桑田さん）、便
乗させていただきありがとうございました。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２３名（順不同・敬称略） 
澤木 昌典 八木  浄 村上 定広 藤當 和子 
北山健一郎 大谷安規永 新木 里志 高光 正明 
小笠原康人 久保 紘一 田中 有司 中垣内 博 
白岩 卓巳 久保 順一 近藤 佳里 柴田 正生 
堂馬 英二 桑田  結 中川貴美子 小野 律子 
藤井宏一郎 中野  一 菖蒲 美枝 

■■■■神戸神戸神戸神戸でもでもでもでもコンコンコンコンパクトタウンパクトタウンパクトタウンパクトタウンをををを構想構想構想構想    

震災後、神戸市は、ヨーロッパのコンパクトシ
ティのようなコンパクトという言葉を使った街を
目指そうとしている。 
わがまち意識を育てる地域のまとまりの中で、

住民の日常生活がある程度可能で、そうしたコミ
ュニティに自律性を持たせる。住民は自らの町の
あり方を発想し、地域の自然や歴史、文化などの
個性を大切にしたまちづくりを自ら実践していく
ことによって、安全で安心して快適に暮らすこと
のできる生活圏を築いていく。安全・安心につい
ては、震災で人々のつながりが非常に大切なこと
に気づいた。このようなコンパクトな地域のまと
まりの中で、自立したまちを神戸市内につくって
いこうという構想である。 

澤木澤木澤木澤木さんのまとめさんのまとめさんのまとめさんのまとめ 

六甲山は、神戸市をは
じめ山麓の都市から見
ると、非常に貴重な場所
になる。都市からの環境
負荷を減らすことを前
提としながら、コンパク
トな生活圏の集まりか
ら構成される市街地部
分と周囲に豊かな自然
環境を保全する、このよ
うな形が神戸市のあり
方だと思う。 

六甲山と阪神間の都市は、まさにセットになっ
ている。さらにその六甲山の背後（神戸市北区や
西区など）には農村地域もあるので、都市と農村
と六甲山の自然、この３つの大きな資源を包含し
た地域循環も築くことができるのではないか。 

（図出典)：1)兵庫県立人と自然の博物館編 

      「兵庫県南部地震を考える」（1996.3） 

市民セミナーVol.22 
都市環境と六甲山/ 
澤木 昌典 
2005 年 1 月発行 

天候天候天候天候をををを気気気気にしつつにしつつにしつつにしつつ記念撮影記念撮影記念撮影記念撮影 

３３３３つのつのつのつの大大大大きなきなきなきな資源資源資源資源 

都市都市都市都市（（（（市街地市街地市街地市街地））））・・・・農村農村農村農村・・・・自然自然自然自然 

自然 

六甲山 

農村 

市街地 

海 



 14 

 

景観計画景観計画景観計画景観計画はみんなでつくるものはみんなでつくるものはみんなでつくるものはみんなでつくるもの 

 質疑応答も活発に行われました。中瀬さんは、

これまで景観に関わる計画は行政がつくっていた

が、これからは参画と協働の緑づくりが大切で、

一般市民がビジョンや運営を考える時期に来てい

ると話されました。六甲山はみんながつかう山、

みんなで提案をしようと投げかけられました。 

考考考考えるえるえるえる方向方向方向方向がわかってきたがわかってきたがわかってきたがわかってきた    

 今回のお話で自然との共生や公園のバリアフリ

ー化など、海外の景観づくりの先端事例も知りま

した。これからの六甲山の景観計画を考えるヒン

トを得たように思います。今後の市民参画につい

て大いに励ましていただきました。 

※詳しくは、１．２ページをお読みください。 

 
 
 

 中瀬先生のお話をいろいろと聞 
かせていただいて、今後の六甲山 
の姿がいかにあるべきかを自分の 
中でも考えるきっかけになったと 
思います。 
 特に日本庭園やドイツでのビオ 
トープの取り組み方や、小さいと 
きからの環境教育の徹底などの話 
を聞いたときには、本当になるほどなぁと思うことし
きりでした。これからも六甲山の景観をよくするため
に自分も何らかの形で関われたらいいなと思います。 

 

 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保六甲山自然保六甲山自然保六甲山自然保護護護護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

協力協力協力協力：：：：兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所 神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

さわやかにさわやかにさわやかにさわやかに３３３３年目年目年目年目のののの踏踏踏踏みみみみ出出出出しししし    

 六甲山は初夏を思わせるさわやかなお天気でし

た。自然保護センターは屋根や外壁を改修中で、

六甲山ガイドハウスの完成に続いて記念碑台の様

子が変わりつつあります。 

 午前中は当会の総会を開催し、３年目の事業活

動を本格的に稼働しました。午後からは、来賓で

お越しいただいた県立人と自然の博物館副館長の

中瀬勲さんに記念講演をお願いしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「「「「体当体当体当体当たりでのたりでのたりでのたりでの勉強勉強勉強勉強」」」」をををを重視重視重視重視    

 中瀬さんは『みどりのコミュニティデザイン』

他、多くの著書がある景観計画分野の第一人者で

す。専門家として行政からの委嘱やＮＰＯ支援で

もご活躍です。 
 今回は、日本庭園の美意識や外国の景観事例等

を前段にして、六甲山の景観計画のあり方につい

てお話いただきました。中瀬さんは「私の教育技

法は体当たりでの勉強だ」と、実践の大切さを強

調されていました。気さくなお人柄にはとても親

近感がわき、皆で楽しくお話を聴きました。 

 市民セミナーVol.26 
 六甲山の景観計画を 
 考える/中瀬 勲 
 2005 年 5 月発行 

   第２６回テーマ：六甲山の  

          景観計画を考える 

      講演内容講演内容講演内容講演内容 

                                         ①①①①日本庭園日本庭園日本庭園日本庭園のののの美美美美 

                                         ②②②②六甲山六甲山六甲山六甲山はははは世界世界世界世界のののの都市林都市林都市林都市林 

                                         ③③③③六甲山六甲山六甲山六甲山のののの景観計画景観計画景観計画景観計画をををを考考考考えるえるえるえる 
                                                                             
 

                            実施日：平成１７年５月２１日（土） 

                                                                        午後１時 ～ ３時４０分 

                            場    所：六甲山自然保護センター内 

                                                            レクチャールーム 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想        福永福永福永福永    一登一登一登一登さんさんさんさん 

講師講師講師講師：：：：中瀬中瀬中瀬中瀬
な か ぜ

    勲勲勲勲
いさお

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
１９４８年大阪府生まれ。
大阪府立大学農学部卒業、
同大学院農学研究科修士
課程修了。カリフォルニア
大学客員研究員等を経て
兵庫県立大学自然・環境科
学研究所教授、兵庫県立人
と自然の博物館副館長。 
 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

（（（（財財財財））））大阪大阪大阪大阪コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ財団財団財団財団（（（（東洋東洋東洋東洋ゴムグループゴムグループゴムグループゴムグループ環境環境環境環境

保護基金保護基金保護基金保護基金）、（）、（）、（）、（財財財財））））ひょうごひょうごひょうごひょうご環境創造協会環境創造協会環境創造協会環境創造協会 

あずまやのあずまやのあずまやのあずまやの前前前前ででででテーブルテーブルテーブルテーブルをををを設設設設けてけてけてけて、、、、 

のんびりとおのんびりとおのんびりとおのんびりとお弁当弁当弁当弁当をををを楽楽楽楽しむしむしむしむ皆皆皆皆さんさんさんさん 

 

改修中改修中改修中改修中のののの自然自然自然自然保護保護保護保護センターセンターセンターセンター 

 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

１１１１１１１１１１１１－－－－－－－－－－－－④④④④④④④④④④④④
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２２２２．．．．六甲山六甲山六甲山六甲山はははは世界一世界一世界一世界一のののの都市林都市林都市林都市林    

■■■■神戸神戸神戸神戸のののの魅力魅力魅力魅力はははは六甲山六甲山六甲山六甲山    
「日本の庭園は世界で最も美しいのに、なぜ街

は汚いのか。」と、外国人の留学生によく聞かれる。

私たちは街の汚さに慣れてしまっている。では六

甲山はどうするべきなのか。 

六甲山は、神戸近辺の人達にとっての原風景か

もしれない。海外の山のない街に行ってみると、

神戸が六甲山によっていかに魅力的になっている

かがわかる。 

音や香りも全部景観の一部である。英語の「ラ

ンドスケープ」は「見える」が基本で、ドイツ語

の「ランドシャフト」は「地域的な広がり」を指

す。六甲山ではこの２つを採り入れて考えたい。 

■■■■世界世界世界世界にににに通通通通じるじるじるじる都市林都市林都市林都市林 

日本の観光地は、松島や天橋立など海際であっ

たが、明治以降、内陸へ拡大した。六甲山は元々

里山ではなく奥山であり、それが都市林へと変わ

った。六甲山の開祖と呼ばれるＡ.Ｈ.グルーム氏が

森林の楽しさを日本に紹介し、内陸の美意識を教

えてくれたのである。六甲山は日本の近代レクリ

エーション発祥の地である。 

世界の名だたる都市には都市林がある。ニュー

ヨークにはセントラルパーク、パリにはフォンテ

ーヌブローの森、神戸には六甲山である。 

 六甲山は世界一の 

都市林であり、六甲 

山を活用すればする 

ほど都市林としての 

価値は大きくなるだ 

ろう。 

 

 

 

講演のあいさつ（中瀬  勲さん） 

 私は３０数年間造園学、

景観学を勉強しています。 

 博物館の宣伝ですが、生 

涯学習や環境教育を応援

していまして、たくさんの

セミナーを行っています。

講義内容は濃密ですので、

是非参加してください。 

講演内容 

 スライドを用いて日本庭園の美や外国の景観事

例等を解説いただきました。そして、事例を参照

しながら六甲山の景観計画についてお話を進めて

いただきました。 

１１１１．．．．日本庭園日本庭園日本庭園日本庭園のののの美美美美        

■■■■日本人日本人日本人日本人のののの美意識美意識美意識美意識    
 日本人の美の対象は大木や山々、雷など自然へ

の恐れや神秘であり、自然をＤＮＡとした美意識

を持っている。 

 日本民族は桜が大好きだが、それは桜が散るか

らである。外国でお花見をしている人を見かける

が、大半が日本人である。こうした美意識の背景

には、仏教や死の概念などが存在する。 

■■■■日本庭園日本庭園日本庭園日本庭園ののののデザインデザインデザインデザイン    ～～～～借景借景借景借景とととと縮景縮景縮景縮景～～～～  

 借景は日本のオリジナル。六甲山を考えた場合、

神戸の街を借景していると言え、逆に神戸は六甲

山を借景しているとも言える。神戸から六甲山を

取ってしまうと面白くない街になってしまう。 

 縮景とは、距離を縮めて五感を通じて美を感じ

取る技法。距離が近くなった分、触覚や嗅覚で感

じ取ることができる。 

 日本庭園にはストーリーがある。映画は短いカ

ットを時系列化したものだが、日本庭園では視線

を灯篭に注目させるなど、景色の一部を意図的に

隠すことで部分（カット）に分けられていて、全

体のストーリーが構成されている。 

■■■■景観景観景観景観はははは五感五感五感五感でででで感感感感じるじるじるじる 
 景観は「見る」だけではない。水琴窟やししお

どしなど、「聞く」景観もある。日本庭園を歩けば

足の裏でも感じる。触る、匂う、聞くなどいろい

ろな感覚を使う。桂離宮や修学院離宮などの庭園

は、世界の宝物である。 

 

 

テーマ：六甲山の景観計画を考える 

第２６回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    

１．あいさつ：１３：００～１３：１５ 

２．講  演：１３：１５～１４：４０ 

３．休  憩：１４：４０～１４：５５ 

４．質疑応答：１４：５５～１５：４０ 

講演講演講演講演 

①①①①日本庭園日本庭園日本庭園日本庭園のののの美美美美 

②②②②六甲山六甲山六甲山六甲山はははは世界一世界一世界一世界一のののの都市林都市林都市林都市林 

③③③③六甲山六甲山六甲山六甲山のののの景観計画景観計画景観計画景観計画をををを考考考考えるえるえるえる    

中瀬中瀬中瀬中瀬    勲勲勲勲さんさんさんさん 

いろいろないろいろないろいろないろいろな事例事例事例事例をををを聞聞聞聞くくくく 

桂離宮桂離宮桂離宮桂離宮    修学院離宮修学院離宮修学院離宮修学院離宮 

日本初日本初日本初日本初ののののゴルフゴルフゴルフゴルフ場場場場    
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３３３３．．．．六甲山六甲山六甲山六甲山のののの景観計画景観計画景観計画景観計画をををを考考考考えるえるえるえる    

■■■■住民参加住民参加住民参加住民参加でででで考考考考えたいえたいえたいえたい    
六甲山の景観計画は、今までは専門家や欧米人が

担ってきた。これからは我々市民が考えなければな

らない。観光をレクリエーション、レクリエーショ

ンをエコと呼びかえるだけではいけない。 

ウィーンの森は、平日働いた人が健康を取り戻す

場所である。六甲山も同じだ。環境教育や生涯学習

の拠点となってもいい。 

六甲山グリーンベルトの構想は、住民参加でなけ

ればいいものができないかもしれない。また、山頂

や山腹にどんどん増えている住宅地との兼ね合い

は課題である。動物は住まいをつくるのに、自然を

利用してちゃんとつくる。人間の方が家づくりは下

手かもしれない。動物の身になることも必要だ。 

■■■■ドイツドイツドイツドイツではではではでは生生生生きききき物物物物をををを含含含含めためためためた土地利用計画土地利用計画土地利用計画土地利用計画    
 ドイツには緑の党の流れがあって自然保護が当

たり前になっており、「生き物を含めた土地利用計

画」＝ＡＢＳＰがある。ＡＢＳＰは市民参加でつく

られ、高層住宅地や工業地域から軍用地まで、地域

全体がビオトープとされている。 

 ドイツのミュンヘン空港には、真ん中に大きなグ

リーンベルトが通っている。開発工事をする前に生

き物への対応が考えられている。 

 日本の場合、ＡＢＳＰが無い状態で、ケースバイ

ケースで意見を言うから進展しにくい。六甲山でも

生き物のためのビオトーププランをつくるべきだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

    

    ◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど 

 ・スライド、レジュメ 
・県立人と自然の博物館案内パンフレット 

 ・ひとはく手帖（２００５年セミナーガイド） 

 ・プチシンポジウム３報告書 

  『２１世紀の六甲山を見渡そう』 

     

    

    
        

    

    

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者のののの感想感想感想感想    ～～～～アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより～～～～     

・各地の日本庭園を気持ちよく拝観しているが、精密  

 に縮景や借景が配慮されていることに感動した。 

・ニュージーランドの幼児の自然教育は感心した。 

・懇親会はファミリーな雰囲気で話ができ楽しかった。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２８名（順不同・敬称略） 
中瀬  勲 八木  浄 村上 定広 大谷安規永 
小坂 忠之 浅井 審一 澤田  中 鈴木  武 
青木 孝子 泉 美代子 田中 有司 久保 順一 

中垣内 博 北山健一郎 新木 里志 田中 弘子 

山口 紀子 中務 勝子 福永 一登 堂馬 佑太 
堂馬 英二 桑田  結 米村 邦稔 松井 光利 
小野 律子 中川貴美子 藤井宏一郎 菖蒲 美枝 
 

質疑応答・感想など 

ビオトープの意味は？：ＢＩＯ（生き物）＋ＴＯＰ

（空間）で生き物の住む空間。日本ではトンボの池

や学校の池など、矮小化されてしまっているが、本

来は地域全体を含むものである。 
景観計画は、一市民としてどうやって作ればいいの

か？：いろいろな人を呼んできてチームをつくり、

ＮＰＯが提案すればいい。但馬・丹波など都市計画

がないところには緑条例があって、集落の人が「こ

うしよう」という提案に行政が合意するという仕組

みになっている。六甲山でも勉強会を開いて、行政

の担当者に話を聞いてもらい提案していけばいい。 

老若男女が楽しめる公園はあるか？：シドニーの公

園やニュージーランドの幼児教育が先進事例。 

六甲山のビジョンをつくろう（（（（まとめまとめまとめまとめ）））） 

 今まで公園づくりにおいても、構想と運営が欠け

ていた。昔はグルーム氏のように「個人」の六甲山

のビジョンがあった。しかし現在は、六甲山をどう

しようという「共通」のビジョンがない。ＡＢＳＰ

みたいなものを皆さんでつくっていったら素晴ら

しいのではないだろうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事務局より 

 今回、景観計画に関する国内外の事例をたくさん

知ることができました。六甲山の景観計画を考える

上で参考情報やヒントを得ました。みんなで考え、

提案することを考えていきたいと思います。 

 市民セミナーVol.26 
 六甲山の景観計画を 
 考える/中瀬 勲 
 2005 年 5 月発行 

兵庫兵庫兵庫兵庫ののののビオトーププランビオトーププランビオトーププランビオトーププラン 

兵庫県立人と自然の博物館 

〒669-1546 三田市弥生が丘6丁目 

TEL：079-559-2001 FAX：079-559-2007 

URL：http://hitohaku.jp/ Mail:root@hitohaku.jp 

ドイツドイツドイツドイツののののＡＢＳＰＡＢＳＰＡＢＳＰＡＢＳＰ    
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第３回テーマ ： 六甲山の森づくり 

         講演内容講演内容講演内容講演内容 

（（（（１１１１））））森林森林森林森林 

林業林業林業林業・・・・森林森林森林森林・・・・林学林学林学林学 

（（（（森林科学森林科学森林科学森林科学）））） 

     （（（（２２２２））））六甲山六甲山六甲山六甲山のののの緑化緑化緑化緑化とととと活用活用活用活用 

        ～～～～六甲山六甲山六甲山六甲山のののの緑緑緑緑をををを育育育育てるてるてるてる 

 六甲山六甲山六甲山六甲山のののの１００１００１００１００年年年年     

そしてこれからのそしてこれからのそしてこれからのそしてこれからの１００１００１００１００年年年年 

 

 

         実施日：平成１５年６月２１日（土） 午後１時～４時 

         場 所：六甲山自然保護センター内 レクチャールーム 

六甲山六甲山六甲山六甲山のののの森森森森づくりのづくりのづくりのづくりの課題課題課題課題をををを知知知知ったったったった    

 六甲山の１００年におよ 

ぶ植林、治山の歴史を紹介 

していただいた。戦国時代 

の禿山、明治中期の居留外 

国人の開発、｢森林美学」を 

踏まえた植林の開始、昭和 

１３年の大水害後の砂防、 

戦後の大規模植林など、六 

甲山が緑に包まれるように 

なった経緯を見渡すことが 

できた。禿山に人の手で緑 

を回復した世界的にも誇れ 

る植林活動。 

これからは「（優良な森林を育てるために）木を伐

って伐って伐りまくる」ことも含めて、楽しめる、そ

してより豊かな六甲山の森をつくる課題に直面して

いる。 

専門家揃専門家揃専門家揃専門家揃いでいでいでいで論議論議論議論議がががが賑賑賑賑わったわったわったわった 

 国土交通省六甲砂防事務所長の星野さん、神戸県民

局県土整備部の釜谷さんなど行政の専門家。県立人と

自然の博物館の鈴木さん、兵庫生物学会会長の白岩さ

ん、兵庫県の生活創造センター所長の西川さんなど研

究者や教育関係者が参加された。ブナを植える会やひ

ょうご森の倶楽部、自然観察指導員の常連の方々。間

伐材の活用や自然環境の保全に見識をお持ちの方な

ど、多彩な顔ぶれであった。講師とのやりとり、参加

者同士へと活発に論議が交わされた。 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 
            兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

梅雨梅雨梅雨梅雨のののの晴晴晴晴れれれれ間間間間でででで定員一杯定員一杯定員一杯定員一杯のののの盛況盛況盛況盛況    

 この日は梅雨時に珍しい好天に恵まれ、記念碑台と

自然保護センターを訪ねてくる人が多かった。「六甲山

の森づくり」という格好のテーマや講師の高橋さんに

惹かれてか、市民セミナーへの参加者も３２名となり、

定員の３０名を越えた。準備した資料が不足したり、

当日の参加申し込みを受け入れられなかったり、予想

以上の盛況に戸惑った。募集定員を増やすことを考慮

する弾みを与えていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

森森森森づくりにかけるづくりにかけるづくりにかけるづくりにかける高橋高橋高橋高橋さんのさんのさんのさんの情熱情熱情熱情熱    

 神戸市に採用後、公園緑地部緑地課自然公園係（今

の森林整備事務所）に配属されて六甲山を歩き回った

青年時代、そして今、同事務所の所長として１００年

の歴史を踏まえて六甲山のこれからの１００年を構

想されている。高橋さんにとっては六甲山の森づくり

はまさにライフワークだ。一貫して大好きな六甲山に

関わってこられたのは幸せなことでもあり、そこに打

ち込まれる深い情熱には感動を覚える。    

    

講師講師講師講師：：：：高高高高
たか

橋橋橋橋
はし

 敬敬敬敬
けい

三三三三
ぞう

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

昭和２１年生まれ 神戸・西宮育ち 

鳥取大学大学院卒業後神戸

市就職、森林整備事務所勤務 

平成１４年より４月から 

神戸市建設局公園砂防部 

市民セミナーVol.3 

六甲の森づくり/高橋敬三 

2003 年 6 月発行 

講演講演講演講演にににに聞聞聞聞きききき入入入入るるるる参加者参加者参加者参加者    

森森森森づくりのづくりのづくりのづくりの活動活動活動活動    

 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

１１１１１１１１１１１１－－－－－－－－－－－－⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤            

 

森林整備事務所森林整備事務所森林整備事務所森林整備事務所 
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テーマテーマテーマテーマ：：：：六甲山六甲山六甲山六甲山のののの森森森森づくりづくりづくりづくり 

講演講演講演講演のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ（（（（高橋敬三高橋敬三高橋敬三高橋敬三さんさんさんさん）））） 

今日は森の達人がたく

さんおられて、僕なんかが

しゃべると釈迦に説法み

たいですので、話題提供し

てその後で皆さんに色々

ご意見を伺いたいと思い

ます。 

 

講演内容講演内容講演内容講演内容 

これからのこれからのこれからのこれからの５０５０５０５０年年年年がががが勝負勝負勝負勝負 

 花粉症などでよく話題になる日

本のスギ、ヒノキの人工林は戦後植

えられたものが多いので、１００年

の森にするにはあと５０年の関わり

が大事である。 

明治３５年に始まった六甲山の森

づくりに、「森林美」への造詣が深か

った本多静六先生が関わったのは、

ひとつの大きなポイント。 

六甲山の北側に帝
たい

釈
しゃく

丹
たん

生
じょう

山系 

というのがある。里山としての利 

用が昭和３０年代まで続いていたのは帝釈丹生の

方である。大都市がなかったら六甲山も丹生山も

同じような山だったろう。 

六甲山六甲山六甲山六甲山ははははハゲハゲハゲハゲ山山山山だっただっただっただった    

神戸は、京都と西国九州を結ぶ交通の要所であるた

め、度々戦乱に巻き込まれ街が焼き払われた。その戦

災復興のために木材が使われ、過剰な需要に自然の回

復力が追いつかなくて山が荒れていった。だからすで

に戦国時代には六甲山は禿山だったといわれる。その

後も農用林いわゆる里山として過剰な利用が続いた。 

    

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    

１．講演準備：１３：００～１３：１５ 

２．あいさつ：１３：１５～１３：２０ 

３．講  演：１３：２０～１４：３０ 

４．質疑応答：１４：３０～１５：２０ 
５．懇 談 会：１５：４０～１６：１０ 

レクリエーションレクリエーションレクリエーションレクリエーション利用利用利用利用のはじまりのはじまりのはじまりのはじまり（（（（明治中期明治中期明治中期明治中期）））） 
 六甲山では禿山に植林を始めるのと同時期にレク

リエーションの利用も始まった。その活動の中心は神

戸ゴルフ倶楽部を日本最初のゴルフ場として開拓し

たグルームさん。彼はまた、山荘に来た兵庫県知事や

神戸市長に、荒れた山への植林の必要性も説いた。 

植林植林植林植林のののの始始始始まりまりまりまり（（（（明治明治明治明治３５３５３５３５年年年年）））） 
 明治３０年ごろ、国土保全に必要な基本的な法律が

整い、砂防法や森林法というような法律が時期を同じ

くしてできた。完成した布引の貯水池に大雨の度に土

砂が流れ込むのを防ぐために、そして水源地を緑化す

るために、明治３５年に六甲山の再度山付近で計画的

な砂防植林が始められた。 

昭和昭和昭和昭和１３１３１３１３年年年年のののの大水害大水害大水害大水害    

 昭和１３年の阪神大水害が、国土交通省の六甲砂防

事務所ができるきっかけになった。まわりの村が神戸

市に編入され、旧村の山林が神戸市に移管された時期

である。昭和１２年に神戸市有山林を所管する部署が

拡充されて、山林管理の体制が充実しかけたころに大

水害が起こった。その後始末に追われているうちに戦

争の影響が色濃くなっていった。明治半ばの第１期の

造林後は、大水害まで手入れ刈りと補植以外あまり手

入れがされない状態が続いたようである。 

大規模植林大規模植林大規模植林大規模植林（（（（戦後戦後戦後戦後））））    

 戦争後、昭和３６年頃から、 

マツクイムシの被害地の植林 

が始まり、昭和４２年から森 

林改造事業という大規模な植 

林が始まった。毎年大面積に 

植林を続けた時代が１０年程 

続き、いまは樹種転換が主に 

なっている。これは戦災復興 

のためにスギ、ヒノキという 

建築材の植林が奨励された国 

の政策が背景にあった。 

美美美美しいしいしいしい森森森森づくりづくりづくりづくり    

 本多先生の時代にもいろんな木を混植して、街から

見ても四季が感じられる、山の中に入ってもレクリエ

ーションを楽しめる気持ちの良い森を作りたいという

考えがあったのではないか。現在も神戸市の森林整備

は、昭和４２年から植えてきたスギ、ヒノキの間伐を

行い、林の中に広葉樹を植えて針広混交林に変えてゆ

く作業を進めている。 

 

講演講演講演講演 

（１）森林 

  林業・森林・林学（森林科学） 

（２）六甲山の緑化と活用 

  ～六甲山の緑を育てる 

六甲山の１００年 そしてこれからの１００年 

 

第３回市民セミナーの流れ 

            禿山禿山禿山禿山のののの植林植林植林植林                    →→→→            再度山再度山再度山再度山のののの現在現在現在現在 

高橋敬三高橋敬三高橋敬三高橋敬三さんさんさんさん 

『森林美学』新島善直 
／村山醸造共著 

植林植林植林植林されされされされ森森森森にににに    

 ・六甲山の森を育てる 

 ・大規模植林の開始など 

 ・六甲山グリーンベルトなど 

 ・市民の参画と協働 

 



19 

 

ニセアカシアニセアカシアニセアカシアニセアカシアのののの処理作業処理作業処理作業処理作業    

砂防造林のために植えられたニセアカシアの林は

早く緑化するが、林の移り変わりがなく２０年位経つ

と根こそぎ倒れることが多い。土を持って倒れるの

で、それが土砂崩れの原因になる。そのために春先か

ら花が咲く頃に幹の皮をまるく剥いで立ち枯れさせ

る。しかし、結構労力のかかる仕事なのでなかなか進

められていない。 

利用利用利用利用のののの森森森森にしようにしようにしようにしよう 

 森を植えて育てるところか 

ら、さらに切った木を使って 

家具を作るなど、利用すると 

ころまでやる。ハイキングコ 

ースの補修や王子動物園のパ 

ンダが寝ている床にも六甲山の木を使っている。森で

育てた木を、目に見える形で利用することになれば、

六甲山の森が生活の中にも見えるものとなっていく。 

市民市民市民市民のののの力力力力がががが大大大大きくきくきくきく影響影響影響影響    

六甲山の場合は、常に緑化に市民の力というのが加

わっている。（例：グルームさんやワーレンさんの私

財提供。阪急百貨店の清水社長の呼びかけで六甲を緑

にする会が発足、その寄付で行政機関が植林、六甲山

緑化基金など。）そういう市民の力が常にバックにな

って六甲山の緑は育ってきている。裏を返せば市民の

方々の六甲に寄せる思いが強い。 

 

◆◆◆◆配布資料配布資料配布資料配布資料：：：： 

・『森林美学』からの「解題」部分 

・頒布資料（５００円以上の寄付） 

『六甲山の１００年 そしてこれ 
からの１００年』      → 
－六甲山緑化１００周年記念報

告書－（お問い合わせは下記） 

 

    

    

    

    

    

 
◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：32名（順不同・敬称略） 
高橋 敬三  山西 一平  小笠原晋子  八木  浄 
山田 良雄  内海  薫  大谷安規永  中川貴美子 
遠藤  博  河本あゆ子  星野 和彦  西川智恵子 
小野 律子  河津 幸生  松島 朋子  前田 清子 
松井 光利  釜谷 正博  三上加津子  岩井百合子 
青木 光子  高橋 直樹  堂馬 英二  西谷  実 
富永 邦夫  前田 和子  前田 節子  米村 邦稔 
宮島 敦子  白岩 卓也  岩浅 敬由  鈴木  武 

質疑応答 

様様様様々々々々なななな意見意見意見意見がががが飛飛飛飛びびびび交交交交ったったったった 

・六甲砂防事務所の星野所長にグリーンベルト構想や防

災についての質問が集中した。 

・ニセアカシアの有用性や 

木を切って森林に光を入 

れることが論議された。 

・遠藤さんから間伐材の利 

用について提言があった。 

・街中のイノシシと共生す 

るという意見もあった。 

卒業生卒業生卒業生卒業生のののの森森森森のののの提案提案提案提案 

六甲山をどう活用するかということを考えていきた

い。学習の森には、葺合中学や生田中学などの卒業生が

植えた森がある。彼らが大人になって世界中飛び回るよ

うになったときに、神戸に帰って故郷意識を感ずる一番

の元になってくる。県も市も良く考えて、基本的な六甲

山をどう活用して思い出の故郷にするかということを考

えていくべき。（白岩） 

高橋さんのまとめ 
 六甲山は今後もレクリエーションの山として、都市の

背景の山として整備を続けていくことになる。１００年

後に良い六甲山が残ったなぁと言われるようになった

らいい。市民懇話会の座長の田辺眞人先生から「一緒に

六甲山緑化２００年史書こう」と言われているので、あ

と１００年間は死ねない。 

 

◆◆◆◆懇談会懇談会懇談会懇談会：：：： 

 講演参加者の約半数の 
方が引き続いて懇親会に 
参加された。初参加の方 
からは六甲山に関心を深 
めたという意見があった。 
アリマノウマノスズク 
サの研究家である白岩さ 

んと記念写真を撮られた 
り、鈴木さんから「ひとは 
くキャラバン」の展示の紹 
介もあった。 
講演テーマから発展して、 

同席の専門家のお話に親しむこともでき、多様な交流

の場になった。      （記録協力：高橋直樹） 
 

 

 

 

 

 

 

 

神戸森林整備事務所（「森の小学校」併設） 

所在地：〒651-1102 

神戸市北区山田町下谷上中一里山 再度公園内 

TEL：078-371-5937 FAX：078-371-1087 

http://www.portnet.ne.jp/~patapata/ms01.html 

市民セミナーVol.3 

六甲の森づくり/高橋敬三 

2003 年 6 月発行 

懇談会懇談会懇談会懇談会のののの風景風景風景風景 

質疑質疑質疑質疑のののの様子様子様子様子    

六甲山六甲山六甲山六甲山のののの木木木木をををを利用利用利用利用    

※お詫び：高橋さんが用意されたパワーポイントの資料を映写できませんでしたことをお詫び

いたします。同時に、講演準備の間、アジサイの話をして頂いた米村さんにお礼申し上げます。 

アリマノウマノスズクサアリマノウマノスズクサアリマノウマノスズクサアリマノウマノスズクサをはさんでをはさんでをはさんでをはさんで 

山西山西山西山西さんさんさんさん 河本河本河本河本さんさんさんさん 
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 特に植物については、もっとご紹介いただきた

かったのですが、時間切れとなりました。近藤さ

んの軽妙な話しぶりに魅せられ、含蓄と専門知識

の豊かさに引き込まれた１時間余りでした。 

六甲山六甲山六甲山六甲山のののの思思思思いをいをいをいを新新新新たにしましたたにしましたたにしましたたにしました 

 講演の質疑応答に入る前に休憩をしました。里

見ホールの暖炉を囲んだり、窓の外の雪景色を眺

めたりしてくつろぎました。新年で特別に用意し

た、おしるこ、甘酒等も味わっていただきました。 

 終盤の懇談会では、それぞれが自己紹介をしな

がら六甲山についての思いや魅力など語り、六甲

山への愛着を一層強めました。熱心な聞き手に集

まっていただき、また当日入会していただいた方

もおられ、この市民セミナーが着実に歩んでいる

と実感しました。 
 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局    兵庫県兵庫県兵庫県兵庫県立人立人立人立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
   灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所 

今年一番今年一番今年一番今年一番のののの大雪大雪大雪大雪にににに恵恵恵恵まれたまれたまれたまれた！？！？！？！？        

 セミナーの前夜からどんどんと冷え込み、翌日

の積雪の対応に苦慮しました。天気予報の通り、

六甲山は一面雪景色となりました。２５名の熱心

な参加者が揃い、「雪の六甲山はすばらしい」と

異口同音に感激。「よくぞ皆さん来てくれました」

と、スタッフ一同も感謝の気持ちでいっぱい。最

高の雪景色と参加者に恵まれた一日になりました。 
 
 
    

    

    

    

    

    

    

    

近藤近藤近藤近藤さんのさんのさんのさんの軽妙軽妙軽妙軽妙なななな語語語語りりりり口口口口    

 阪神大震災の９周年の日ということで、全員で

１分間の黙とうを捧げ、講演へと進みました。 

スピーカーの近藤浩文さんは植物学を専門とさ

れ、六甲山通として有名な方です。また、環境保

全活動に対する助言などを行う環境カウンセラー

としても活躍されています。震災、阪神タイガー

ス、六甲おろし、和歌、笹、六甲山の植物など幅

広い知識と話題を紹介していただきました。 

市民セミナーVol.10 
六甲おろし 今昔物語 
/近藤 浩文 
2004 年 1 月発行 

  第１０回テーマ： 六甲おろし ～今昔物語～ 

 

                                                            講演内容講演内容講演内容講演内容 

                                                            ①①①①現在現在現在現在のののの六甲六甲六甲六甲おろしおろしおろしおろし 

                                                                        ・・・・阪神阪神阪神阪神タイガースタイガースタイガースタイガース応援歌考応援歌考応援歌考応援歌考 

                                                            ②②②②古典古典古典古典からからからから見見見見るるるる六甲山系六甲山系六甲山系六甲山系 

                                                                        ・・・・百人一首他百人一首他百人一首他百人一首他 

                                                                        ・・・・黄葉黄葉黄葉黄葉するするするするネザサネザサネザサネザサ 

                                                            ③③③③六甲山六甲山六甲山六甲山のののの植物植物植物植物 

 

                 実施日：平成１６年１月１７日（土） 

                     午後１時～３時４０分 

                 場 所：六甲山ＹＭＣＡ 里見ホール 

里見里見里見里見ホールホールホールホールののののテラステラステラステラスでででで雪雪雪雪だるまづくりだるまづくりだるまづくりだるまづくり 

暖炉暖炉暖炉暖炉をををを囲囲囲囲んでんでんでんで 

講師講師講師講師：：：：近藤近藤近藤近藤
こんどう

    浩文浩文浩文浩文
ひろぶみ

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

昭和６年 神戸市魚崎生まれ 

昭和２７年神戸大学教育学部

卒業、京都大学植物学教室で

研修。環境カウンセラー（環

境省）、兵庫県環境審議会委

員、兵庫県自然保護指導員 

 

六甲山魅力再発見市民セミナー ３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

１１１１１１１１１１１１－－－－－－－－－－－－⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥            

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    あけびあけびあけびあけびグループグループグループグループ 中務勝子中務勝子中務勝子中務勝子さんさんさんさん 

 六甲山上は一面の銀世界。部屋の中は赤々と暖

炉の火、窓の外は降りしきる白い雪とまるで別世

界でした。平安時代の和歌の中にも六甲颪が詠ま

れていて、１０００～１２００年前から六甲颪を

肌で感じて使っていた等、和歌の中に詠まれてい

る笹や植物などの見本を手にとりながら、名前の

由来や種類などユーモアたっぷりのお話に、私達
もつっこみをいれたり、ボケたりと参加者と先生
と一体化し、あっという間に時が過ぎ、六甲山の

冬の楽しさ、美しさ、厳しさを感じた一日でした。 
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講演講演講演講演のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ（（（（近藤近藤近藤近藤    浩文浩文浩文浩文さんさんさんさん）））） 

１月に冬の六甲山の講

演ということで何を話そ

うかと困りました。昨年は

阪神タイガース優勝でフ

ァンは何百回と「六甲おろ

し」を絶唱しましたが、こ

の「六甲おろし」について、

今と昔の様子をご紹介し

たいと思います。 

講演内容講演内容講演内容講演内容 

六甲六甲六甲六甲おろしとはおろしとはおろしとはおろしとは    

 「六甲おろし」とは「比叡おろし」「伊吹おろし」

などのように、晩秋から初冬にかけて遠い北の大

陸から吹き出した寒風が、それぞれの山を越えて

吹き下ろす強風のこと。天気図で見れば、「西高東
低」冬型の気圧配置の時に吹く風が「六甲おろし」

といえる。（風速８ｍ/ｓ以上の木枯し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在現在現在現在のののの六甲六甲六甲六甲おろしおろしおろしおろし    ～阪神タイガース応援歌～ 

 ♪六甲颪に颯爽と、蒼天翔る日輪の～♪阪神タ

イガースの歌、通称「六甲おろし」。しかし、「六

甲おろし」は晩秋から吹く風で、ペナントレース

が終わる頃。作詞をされた佐藤惣之助さんはきっ

と日本一になることを想定して作られたのではな

いだろうかと考える。（近藤さんの説、笑い） 

 ちなみに昨年の９月１５日、１０月２３日も西
高東低の気圧配置で、天気図までも阪神タイガー

スのユニホームの縦縞模様になったとは…。 

昔昔昔昔からからからから詠詠詠詠まれていたまれていたまれていたまれていた六甲六甲六甲六甲おろしおろしおろしおろし    

 「六甲おろし」を歌っているのは現在の阪神タ

イガースファンだけかと思いがちだが、実は、今
は昔、平安から鎌倉時代の日本古来の和歌集でも

詠まれている。 

 

 
 
 
 
 
 有間山とは六甲山のこと。おろすあらしはまさ

に「六甲おろし」である。ゐなのは現在の伊丹周

辺の台地。六甲おろしが吹いて、猪名野の笹原が

一面黄色くもみじしたと詠んでいる。その笹は六

甲山麓一帯に多く自生し、秋から冬の木枯らし「六

甲おろし」で黄葉するネザサと考察できる。黄葉
するネザサを「ささも 

みじ」という。枯れた 

とは言わずにもみじす 

るというのは風情豊か。 

 約千年前の当時のこ 

の付近の自然環境が推 

察できる貴重な短歌だ。 

六甲山系六甲山系六甲山系六甲山系ののののササササササササ    

ミヤコザサ： 

冬、葉のふちに白い隈どりができるので 通称クマ 

ザサと呼ばれている。葉の裏面に毛が密生する。 

標高５００～６００ｍ以上に多く自生。 

スズタケ： 

  太平洋側のブナの林床に多く、六甲山では紅葉谷や 

住吉谷、徳川道などで見られる。 

 

 

 

 

 

 

ミヤコザサとスズタケの違い： 

 節が丸々としているのがミヤコザサ、節から枝が 

 出て枝分かれしているのがスズタケ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さらに、六甲山系に関係する様々な歌、万葉時

代の西宮の地形、えびす神社、広田神社の由縁等々

を詳しくお話しいただいた。 

 

テーマテーマテーマテーマ：：：： 六甲六甲六甲六甲おろしおろしおろしおろし～～～～今昔物語今昔物語今昔物語今昔物語～～～～ 

第１０回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    
１．昼食懇親：１２：１５～１３：００ 

２．挨拶案内：１３：００～１３：２０ 

３．講  演：１３：２０～１４：４０ 

４．質疑応答：１４：５０～１５：１５ 

５．懇 談 会：１５：１５～１５：４０ 

講演講演講演講演 

①①①①六甲六甲六甲六甲おろしとはおろしとはおろしとはおろしとは 

②②②②現在現在現在現在のののの六甲六甲六甲六甲おろしおろしおろしおろし 

    ・・・・阪神阪神阪神阪神タイガースタイガースタイガースタイガース応援歌考応援歌考応援歌考応援歌考     

③③③③古典古典古典古典からからからから見見見見るるるる六甲山系六甲山系六甲山系六甲山系 
    ・・・・百人一首他百人一首他百人一首他百人一首他    ・・・・黄葉黄葉黄葉黄葉するするするするネザサネザサネザサネザサ 

軽妙軽妙軽妙軽妙なななな近藤節近藤節近藤節近藤節    

黄葉黄葉黄葉黄葉するするするするネザサネザサネザサネザサ    

有間山おろすあらしの吹きよせて 

ゐなの笹原もみじしにけり 藤原堅隆（夫木和歌抄） 

有間山ゐなのささはら風吹けば 

 いでそよ人を忘れやはする  大貳三位（百人一首） 

吾妹子に猪名野は見せつ名次山 

 角の松原いつか示さむ    高市黒人（万葉集） 

しなが鳥猪名野を来れば有間山 

 夕霧立ちぬ宿はなくして  読み人しらず（万葉集） 

西高東低西高東低西高東低西高東低のののの気圧配置気圧配置気圧配置気圧配置    

阪神優勝阪神優勝阪神優勝阪神優勝のののの号外号外号外号外    

スズタケスズタケスズタケスズタケ ミヤコザサミヤコザサミヤコザサミヤコザサ 
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六甲山六甲山六甲山六甲山のののの植物植物植物植物をををを紹介紹介紹介紹介    

 続いて、サルトリイバ 

ラ、サネガズラ、ヤブツ 

バキ、サルナシ等、六甲 

山の植物を、現物を見せ 

ながら、名前の由来など 

を説明いただいた。 

 時間の都合により、話 

を途中で切り上げることになり、続編をお聞きし

たいという声があがった。 

近藤先生近藤先生近藤先生近藤先生のまとめのまとめのまとめのまとめ 

 ２１世紀の今日、多くの阪神タイガースファンが絶
唱した「六甲おろし」ですが、実は、すでにはるか万
葉の時代、そして平安～鎌倉時代の人々によって肌身
に感じて詠まれていたのです。冗談を交えながらの講

演でしたが、いくつか覚えて帰ってもらえればと思い

ます。ありがとうございました。 

 

 

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料：：：： 

 講演レジュメ配布 

～～～～書籍紹介書籍紹介書籍紹介書籍紹介～～～～ 
『六甲山の植物』 近藤浩文（共著） 
 神戸新聞総合出版センター 
 ２３００円（税別） 
『六甲山』（登山・ハイキング案内） 

 近藤浩文（共著） 山と渓谷社 

 六甲博物誌（四季の花） 

 解説・写真担当・執筆 

 １２００円（税別）    

近藤近藤近藤近藤さんへのおさんへのおさんへのおさんへのお問問問問いいいい合合合合わせはわせはわせはわせは当会事務局当会事務局当会事務局当会事務局にごにごにごにご連絡下連絡下連絡下連絡下さいさいさいさい。。。。 

市民セミナーVol.10 
六甲おろし 今昔物語 
/近藤 浩文 
2004 年 1 月発行 

 ◆◆◆◆セミナーセミナーセミナーセミナーのののの感想感想感想感想 
近藤さんの博識と笑いを交えた話に感心した。 
平安時代、万葉集の話が良かった。 
軽妙な語り口と文学・歴史・自然学と幅広い話題 
で、あっという間に時間が過ぎてしまった。 
全ての事が耳新しく面白く居眠りの間がなかった。 

 ◆◆◆◆冬冬冬冬のののの六甲山六甲山六甲山六甲山のののの印象印象印象印象などなどなどなど 

子供の頃の耐寒ハイクを思い出した。 

裏六甲と表六甲の景色（雪）の違いに驚いた。 
六甲山の雪景色は初めての体験で感動した。 
足跡のない雪道、何の音もしない静けさに感激。 

 ◆◆◆◆阪神大震災阪神大震災阪神大震災阪神大震災９９９９周年周年周年周年についてについてについてについて一言一言一言一言 

何年経ってもあの時の「恐さ」を忘れない。 
よくここまで立ち直ったと思う。 
災害はまたやって来る。心の準備・物の準備・人 
のつながりを大切にしたいと改めて思った。 

人間に出来ない事はないような錯覚をしているが、 
実は大自然の前には何とも無力なものであること 
を再確認すべき。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２５名（順不同・敬称略） 
近藤 浩文 石田 澄子 青木 孝子 中務 勝子 
山田 良雄 山西 一平 三村栄三郎 西尾 智明 
山本 悟而 山田  勇 八木  浄 朝比奈 洋 
兼貞  力 長尾 雅人 松島 朋子 村岡 義博 
山脇 俊哉 堂馬 英二 米村 邦稔 松井 光利 
那波 昌彦 小野 律子 藤井宏一郎 中野  一 

菖蒲 美枝 
 

参加者参加者参加者参加者のののの声声声声    アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより 

懇談会懇談会懇談会懇談会 

 自己紹介の後、それぞれの六甲山についての魅

力や楽しみ方等、意見を交わし新年の思いを新た

にしていただいた。 
※参加者主体という特色を強めるために、今回は

お二方に感想をお願いしました。表紙記載の中務

さん、山田さん、ご協力ありがとうございました。 

 

 

 「六甲おろしと植物のお 

話」どうつながるのかと講 

演をお聞きしていると、小 

倉百人一首～ありまやま～ 

を切り口に、六甲の笹の種 

類・高度差による植生の観 

察、と素人には大変わかり 

やすいお話で嬉しくお聞きしました。 

 講演後の懇談会は、幹事の上手な司会で全員が 

発言し、こもごも山と自然への愛着による参加動 

機が語られました。野次馬の私は「面白そう」の 

不純な動機ながら、見当違いの発言にも丁寧に教 

えていただけるのを楽しんでいます。 

 

名前名前名前名前のののの由来由来由来由来をををを説明説明説明説明 

近藤近藤近藤近藤さんをさんをさんをさんを囲囲囲囲んでんでんでんで記念撮影記念撮影記念撮影記念撮影 

三村三村三村三村 栄三郎栄三郎栄三郎栄三郎さんさんさんさん 山西山西山西山西 一平一平一平一平さんさんさんさん 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    山田山田山田山田 良雄良雄良雄良雄さんさんさんさん 
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飲飲飲飲みみみみ水水水水のののの決決決決めめめめ手手手手はははは大腸菌大腸菌大腸菌大腸菌のののの有無有無有無有無 

 兵庫労山では六甲山系の水質調査を自主的に定

期調査されています。最近の実施結果や調査時の

工夫や苦労話などを伺いました。コップが置いて

あっても飲めない水場があることに驚きました。

六甲山系の水は飲めるか飲めないかという話題で、

大腸菌の有無が判断の基準になるとのことでした。 

全市民全市民全市民全市民ににににクリーンクリーンクリーンクリーン運動運動運動運動をををを呼呼呼呼びかけたいびかけたいびかけたいびかけたい    

 六甲山で活動している団体や一般市民が一緒に

なって、大々的な六甲山の清掃運動“１０万人ク

リーン作戦”をしたらどうかという声がありまし

た。今回をきっかけに何か試みを考えていきたい

と思います。 

※詳しくは、１．２ページをお読みください。 

 
 
 

 山歩きが好きな私にとって、 
六甲山は地元の山として一番身 
近な存在。以前からゴミを拾い 
ながら歩いているグループをよ 
くお見かけしましたが、今回兵 
庫労山さんの長年にわたる取組 
みについてお話を伺うことがで 
きて改めて感服しました。地道 
なご活動がハイカーのモラル向 
上などにも影響を与え、「よい循環」を作り出してい
るように思います。今後も更に多くの人を巻き込ん
で「六甲山のよき習慣」となればいいですね。 

  

 

 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

協力協力協力協力：：：：兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所 神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

記念碑台周辺記念碑台周辺記念碑台周辺記念碑台周辺のののの清掃整備清掃整備清掃整備清掃整備をををを見直見直見直見直したしたしたした 
 六甲山はとても涼しく夏の終わりを感じまし

た。自然保護センターの展望テラスから見晴らし

が良く神戸空港も見えていました。 
 午前の清掃整備ボランティア活動では、神戸市

森林整備事務所の高橋所長から活動についての指

導や助言を受けました。記念碑台周辺の散策コー

スを高橋所長と１０名のメンバーが一緒に歩きな

がら、整備清掃の進め方を話し合いました。 

兵庫労山兵庫労山兵庫労山兵庫労山ののののゴミゴミゴミゴミをををを一掃一掃一掃一掃するするするする運動運動運動運動をををを知知知知ったったったった    

 岡敏明さんは、兵庫県勤労者山岳連盟（略称：

兵庫労山）に加盟している摩耶山友会の会員で、

兵庫労山では理事（自然保護担当）をされていま

す。今回は清掃登山運動「六甲山からゴミを一掃

する運動」と六甲山系の水質調査を中心に、スラ

イドや調査マップを用いてお話しいただきまし

た。清掃登山運動は２７年間も続いており、環境

大臣賞を受けるなど社会的に高く評価されていま

す。セミナーには岡さんと同じく兵庫労山の仲間

も参加され、積極的な発言で場を盛り上げていた

だきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 市民セミナーVol.29 
 六甲山の清掃運動と 
 水質調査/岡 敏明 
 2005 年 8 月発行 

            第２９回テーマ： 

               六甲山の清掃運動と 

                     水質調査 
         講演内容講演内容講演内容講演内容 

                                            ①①①①六甲山六甲山六甲山六甲山からからからから 

                                                        ゴミゴミゴミゴミをををを一掃一掃一掃一掃するするするする運動運動運動運動 

                                             ②②②②六甲山六甲山六甲山六甲山におけるにおけるにおけるにおける 

                                                                水質調査水質調査水質調査水質調査とととと植樹植樹植樹植樹 

                                                  
                                                                                
                            実施日：平成１７年８月２０日（土） 

                                                                        午後１時 ～ ３時３０分 

                            場    所：六甲山自然保護センター 

                                                                 レクチャールーム 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    根岸根岸根岸根岸    真理真理真理真理さんさんさんさん 

講師講師講師講師：：：：岡岡岡岡
おか

    敏明敏明敏明敏明
としあき

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
１９４７年兵庫県加西市
生まれ。神戸大学経済学部
卒、日本ペイント(株)勤
務。１９９７年兵庫県勤労
者山岳連盟傘下摩耶山友
会入会、兵庫県勤労者山岳
連盟理事（自然保護担当） 
 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

（（（（財財財財））））大阪大阪大阪大阪コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ財団財団財団財団（（（（東洋東洋東洋東洋ゴムグループゴムグループゴムグループゴムグループ環境環境環境環境

保護基金保護基金保護基金保護基金）、（）、（）、（）、（財財財財））））ひょうごひょうごひょうごひょうご環境創造協会環境創造協会環境創造協会環境創造協会、、、、コープコープコープコープこうこうこうこう

べべべべ環境基金環境基金環境基金環境基金、、、、灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所「「「「地域力地域力地域力地域力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」事業助成事業助成事業助成事業助成 

２７２７２７２７年間年間年間年間にもにもにもにも及及及及ぶぶぶぶ運動運動運動運動にににに感動感動感動感動 

                六甲山六甲山六甲山六甲山からからからからゴミゴミゴミゴミをををを 
                        一掃一掃一掃一掃するするするする運動運動運動運動 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

１１１１１１１１１１１１－－－－－－－－－－－－⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦            



 24  

■■■■六甲山六甲山六甲山六甲山からからからからゴミゴミゴミゴミがががが減減減減ってきたってきたってきたってきた    
 長年清掃活動を続けてきた成果で、ゴミの量は

減った。登山者から「ゴミが減った」という声も

聞くようになった。１９９８年には兵庫県知事賞、

２００４年には環境大臣賞を受賞した。賞をもら

うためにやっている訳ではないが、多くの人に評
価してもらったことを喜んでいる。 

■■■■六甲山六甲山六甲山六甲山からからからから兵庫県全体兵庫県全体兵庫県全体兵庫県全体へへへへ    
登山道のゴミは減ったものの、車道などではポ

イ捨てがあったり、家庭の電化製品などの大型ゴ

ミの不法投棄があったり、ゴミの質が変化してき

ている。また、六甲山以外に汚れた山がまだまだ

あるので、２００４年からは「兵庫の山からゴミを

一掃する運動」という名称に変えて活動している。 

２２２２．．．．六甲山六甲山六甲山六甲山におけるにおけるにおけるにおける水質調査水質調査水質調査水質調査とととと植樹植樹植樹植樹    

清掃以外の取り組みとしては、水質調査や植樹
をしている。２００２年からはハイカーが好んで

利用するような湧き水の水質調査を行っている。

検査を専門機関に依頼すると１回で７、８０００

円かかるので余り多くの場所ではできない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■大腸菌大腸菌大腸菌大腸菌がががが一番問題一番問題一番問題一番問題    
 水質調査ではＣＯＤ（化学的酸素消費量）や酸
性かアルカリ性かを見るｐＨなどを調べるが、一

番重要なのは大腸菌。大腸菌がいると、赤痢菌や

疫痢菌が入っている可能性が高いことが問題に

なる。 

■■■■水質水質水質水質はははは時季時季時季時季でででで変変変変わるわるわるわる    
 湧き水の水質は時季によって変わる。１回検査

をして問題がなくても、２回目でだめな場合もあ

る。たまに飲む程度なら大腸菌がいたからといっ

て死ぬことはないが、六甲山の湧き水を飲む場合

は基本的に沸かして飲んだ方がいい。 

 

講演のあいさつ（岡 敏明さん） 

 兵庫労山が２７年間続け 

てきた運動についてご紹介 

します。私が携わってきた 

のは８年位になります。 

 

講演内容 

 兵庫県勤労者山岳連盟の自然保護の活動につい

て、スライド、「六甲クリーン＆グリーン地図」、

水質調査の結果一覧表などを用いて解説していた

だきました。 

はじめにはじめにはじめにはじめに：：：：勤労者山岳連盟勤労者山岳連盟勤労者山岳連盟勤労者山岳連盟（（（（労山労山労山労山））））のののの紹介紹介紹介紹介    

労山とは勤労者山岳連盟の略で、１９６０年に

創立された。登山技術の向上や遭難防止活動、山

岳自然保護を目的として活動しており、約２万人

の会員がいる。労山には各都道府県に支部があり、

兵庫労山は会員数約２５００人で東京に次ぐ規
模。兵庫労山は５０の山の会で構成されている。 

１１１１．「．「．「．「六甲山六甲山六甲山六甲山からからからからゴミゴミゴミゴミをををを一掃一掃一掃一掃するするするする運動運動運動運動」」」」    

■■■■「「「「ゴミゴミゴミゴミがなくなるまでがなくなるまでがなくなるまでがなくなるまで半永久的半永久的半永久的半永久的にににに取取取取りりりり組組組組むむむむ」」」」    

 １９７４年に全国労山の呼びかけで、年１回、

全国一斉に清掃登山が行われるようになった。当

時、六甲山は深刻なゴミ問題を抱えており、兵庫

労山では登山者のモラルが良くなり、「ゴミがな

くなるまで半永久的に取り組む」ことを決めた。

以来１９７８年から２７年間に渡り、兵庫県のみ

は毎年１１回の清掃運動を続けている。（現在は

年６回） 

■■■■集集集集めためためためたゴミゴミゴミゴミはははは３５０３５０３５０３５０トントントントン    
 兵庫労山の各会で六甲山の清掃区域を決めてい

る。各会の責任でゴミを集めて、缶・ビン・粗大

ゴミ・燃えるゴミに分別して処理している。集め

たゴミは毎月集計する。２７年間で集めたゴミは

計３５０トンで、参加者は延べ１２万人にのぼる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ：六甲山の清掃運動と水質調査 

第２９回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    

１．あいさつ：１３：００～１３：１０ 

２．講  演：１３：１０～１４：４０ 

３．休  憩：１４：４０～１５：００ 

４．質疑応答：１５：００～１５：３０ 

講演講演講演講演 

①①①①六甲山六甲山六甲山六甲山からからからから 

            ゴミゴミゴミゴミをををを一掃一掃一掃一掃するするするする運動運動運動運動 

②②②②六甲山六甲山六甲山六甲山におけるにおけるにおけるにおける 
                    水質調査水質調査水質調査水質調査とととと植樹植樹植樹植樹 

植樹活動植樹活動植樹活動植樹活動 

水場水場水場水場のののの看板看板看板看板 

岡岡岡岡    敏明敏明敏明敏明さんさんさんさん 

ゴミゴミゴミゴミ拾拾拾拾いいいい ゼッケンゼッケンゼッケンゼッケンをををを付付付付けてけてけてけて呼呼呼呼びかけるびかけるびかけるびかける 
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■■■■植樹活動植樹活動植樹活動植樹活動 
阪神大震災で被害を受け、荒らされた山肌を直す

ため植樹活動も行っている。グリーンベルト構想の

一環としての活動でもあり、森林整備事務所の指導を

受け、主にクリーンハイクコースに植樹をしている。 

質疑応答 

清掃運動に行政はどう関わっているのか？：行政は

集めたゴミの回収やゴミ袋、軍手などを提供してく

れる。行政は申請さえすれば協力してくれる。 

自前の水質検査はどうやるのか？：東急ハンズなど

で売っている試薬を使う。２５パックで２、３００

０円程度。大腸菌はパックテストではわからないの

で１２時間培養して検査する。（身体につけて）培
養は難しく、個人差が出る場合もある。 

 

    ◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど 

 ・レジュメ、スライド 
 ・「六甲クリーン＆ 
       グリーン地図」 
 ・資料 
  ①「自然保護運動の歩み」 
  ②「自然保護とゴミに対する 
        モラルについて」 
  ③水質調査結果一覧表 

 

 
    
 

  

 

     

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者のののの感想感想感想感想    ～～～～アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより～～～～     

・水質に関する内容が興味深かった。六甲山系の至る所 
 に湧き水が出ることは驚きだった。 

・兵庫労山の２７年間の活動に感動した。六甲山での関 
 わり方として地味な姿だが、とても大事なことを改め 
 て認識しました。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２５名（順不同・敬称略） 
岡  敏明 浅井 審一 大谷安規永 村上 定広 
青木 孝子 八木  浄 北山健一郎 福井 壽彦 
喜多 伸介 久保 順一 酒井 醇一 根岸 真理 
澤田  中 岡本 武蔵 尾崎 尚子 大塚 正勝 
柴田 正生 川原田 俊 栄  和美 森本 順三 
堂馬 佑太 堂馬 英二 藤井宏一郎 菖蒲 美枝  

労山の活動には横のつながりはあるのか？：横のつ

ながりは薄い。清掃ハイクも実践は山の会に任され

ているので、会によってやり方は大きく違う。今後

は労山以外の団体も含めて横のつながりを強化す

ることも課題になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡さんのまとめ 

 六甲山は昔に比べて確かにきれいになったが、    

ゴミがなくなったわけではない。今後とも自分たち

だけが「ゴミを捨てない。ゴミを拾う」だけではな

く、山に登るすべての人にも働きかけるよう運動を

継続していきたい。 

 

 

 おなじ仲間内として清掃 
運動に関わってきましたが、 
まとまった話を聞くことが 
出来、一区切りついた思い 
です。私は、初期から参加 
していますが、昨今ハイカ 
ーとしても拾うゴミは確か 
に少なくなってきました。 
今後の問題は大きな産廃で 
す。これには行政の力を必要とします。労山より
外の方の意見が少ないのは残念です。 

事務局より 

 我々も六甲山の清掃をしていますが、大先輩がさ

れている運動には感服しました。ハイカーのマナー

は良くなりゴミの問題から環境保全へ発展してき

ています。市民が積極的な関わりが出来るように啓

発する大事さを感じました。これからも進んで活動

していこうと触発されました。 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    川原田川原田川原田川原田    俊俊俊俊さんさんさんさん 

 市民セミナーVol.29 
 六甲山の清掃運動と 
 水質調査/岡 敏明 
 2005 年 8 月発行 

兵庫労山兵庫労山兵庫労山兵庫労山がががが実施実施実施実施したしたしたした六甲山系六甲山系六甲山系六甲山系のののの水質調査水質調査水質調査水質調査 

（（（（六甲六甲六甲六甲クリーンクリーンクリーンクリーン＆＆＆＆グリーングリーングリーングリーン地図地図地図地図よりよりよりより））））    

兵庫県勤労者山岳連盟 

〒651-0095 神戸市中央区旭通３－４－１２ 

TEL：078-222-2463 FAX：078-222-2109 

URL：http://www.nextftp.com/hyougo-rousan/ 

六甲六甲六甲六甲クリーンクリーンクリーンクリーン＆＆＆＆グリーングリーングリーングリーン地地地地図図図図    

喜多喜多喜多喜多    伸介伸介伸介伸介ささささんんんん 福井福井福井福井    壽彦壽彦壽彦壽彦ささささんんんん 

場所 検査日 大腸菌
一般細菌
（100ml中）

 1.武庫川廃線跡右岸 02年2月4日 陽性 65個

    [×] 02年7月22日 陽性 3個

 2.宝塚塩尾寺下 03年1月27日 陰性 2個

    [○] 03年7月14日 陰性 4個

 3.宝珠水（荒地山下） 03年1月27日 陰性 5個

    [×] 03年8月26日 陽性 9個

 4.芦屋ゴルフ場 03年1月27日 陰性 なし

 （雨ケ峠下蛇口） [○] 03年7月14日 陰性 なし

 5.五助堰堤上 [×] 02年2月4日 陽性 1個

02年7月22日 陽性 400個

 6.逢山峡キャンプ場 03年1月27日 陰性 なし

    [○] 03年7月14日 陰性 なし

 7.石切道分岐下 [×] 02年2月4日 陽性 3個

02年7月22日 陽性 67個

 8.有馬紅葉谷降り口 02年2月4日 陰性 1個

    [○] 02年7月22日 陰性 2個
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    ２．六甲山を巡る 
      ～歴史と文化～ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
①①①①六甲山地六甲山地六甲山地六甲山地にににに埋埋埋埋められためられためられためられた宝物宝物宝物宝物    ＰＰＰＰ２７２７２７２７～～～～２９２９２９２９ 

谷谷谷谷        正俊正俊正俊正俊 
神戸市教育委員会文化財課神戸市教育委員会文化財課神戸市教育委員会文化財課神戸市教育委員会文化財課 
学芸員学芸員学芸員学芸員 
第２５回市民セミナー講演 

２００５年４月１６日 

②②②②六甲山南山麓六甲山南山麓六甲山南山麓六甲山南山麓のののの歴史歴史歴史歴史 
    ～～～～歴史探遊歴史探遊歴史探遊歴史探遊とととと講演講演講演講演～～～～                ＰＰＰＰ３０３０３０３０～～～～３２３２３２３２ 

豊田豊田豊田豊田        實實實實 
神戸歴史神戸歴史神戸歴史神戸歴史クラブクラブクラブクラブ 
理事長理事長理事長理事長 
第２回市民セミナー講演 

２００３年５月１７日 

③③③③六甲山北山麓六甲山北山麓六甲山北山麓六甲山北山麓のののの歴史歴史歴史歴史 
    ～～～～歴史探遊歴史探遊歴史探遊歴史探遊とととと講演講演講演講演～～～～                ＰＰＰＰ３３３３３３３３～～～～３５３５３５３５ 

豊田豊田豊田豊田        實實實實 
神戸歴史神戸歴史神戸歴史神戸歴史クラブクラブクラブクラブ 
理事長理事長理事長理事長 
第６回市民セミナー講演 

２００３年９月２５日 

 
④④④④摩耶詣摩耶詣摩耶詣摩耶詣についてについてについてについて                        ＰＰＰＰ３６３６３６３６～～～～３８３８３８３８ 

伊藤伊藤伊藤伊藤    浄巌浄巌浄巌浄巌 
摩耶山天上寺摩耶山天上寺摩耶山天上寺摩耶山天上寺 
貫主貫主貫主貫主 
第２１回市民セミナー講演 

２００４年１２月１１日 

 
⑦⑦⑦⑦六甲山開発史六甲山開発史六甲山開発史六甲山開発史                            ＰＰＰＰ４５４５４５４５～～～～４７４７４７４７ 

森地森地森地森地    一夫一夫一夫一夫             
ボーイスカウトボーイスカウトボーイスカウトボーイスカウト 
西宮地区役員西宮地区役員西宮地区役員西宮地区役員 
第３１回市民セミナー講演 

２００５年１０月１５日 

⑥⑥⑥⑥グルームグルームグルームグルームとととと神戸外国人居留地文化神戸外国人居留地文化神戸外国人居留地文化神戸外国人居留地文化 
                                                        ＰＰＰＰ４２４２４２４２～～～～４４４４４４４４ 

桑田桑田桑田桑田        優優優優 
神戸国際大学経済学部神戸国際大学経済学部神戸国際大学経済学部神戸国際大学経済学部 
教授教授教授教授 
第７回市民セミナー講演 

２００３年１０月１８日 

⑤⑤⑤⑤名所図会名所図会名所図会名所図会からからからから見見見見たたたた 
六甲山六甲山六甲山六甲山とととと神戸神戸神戸神戸                            ＰＰＰＰ３９３９３９３９～～～～４１４１４１４１ 

田原田原田原田原    直樹直樹直樹直樹             
兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
主任研究員主任研究員主任研究員主任研究員 
第１１回市民セミナー講演 

２００４年２月１４日 

六甲山の歴史といえば、グルーム氏をはじめとする明治時代の外国人による六甲山の開

発が有名です。目を転じると、六甲山腹や山麓には縄文時代・弥生時代の遺跡もあり、中

世や近世の歴史も豊富です。昭和初期の六甲山開発は現在にも大きく影響しています。六

甲山は古来より山麓の生活文化と直結し、地元の産業との関係も深い「利用の山」です。 

「六甲山物語」の第２段は「六甲山を辿る」というくくりで、六甲山にちなむ歴史や生

活文化という視点で、２０００年以上にわたる人間との関わりの変遷に焦点を当てます。 

谷さんには古代の埋蔵物や生活について、唯一２回ご登場の豊田さんからは六甲山を南

北に縦断して山麓の歴史を案内していただきます。伊藤さんには摩耶山の文化と歴史、田

原さんには江戸時代の名所図会から当時の様子を紐解いていただきます。桑田優さんには

グルーム氏など居留地外国人の活動ぶり、そして森地さんには意外に知られてない昭和初

期の話題を提供していただきます。 
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活していました。古墳時代では、瀬戸内海沿いに
古墳が並び、高取山や甲山などが信仰の対象とさ
れていたことを学びました。現在私たちが六甲山
を活用するように、遙か古代の先祖も六甲山地と
関わる生活をしていたことを身近に感じました。
六甲山のグリーンベルト地帯と山麓の遺跡が符合
しているのに、奇縁を感じます。 

足足足足下にあった遺跡に感動下にあった遺跡に感動下にあった遺跡に感動下にあった遺跡に感動    

 今回、自分達の足下にある遺物や遺跡に触れる
ことができました。六甲山麓の古代史を知り、地
元神戸に愛着が深まりました。 
 平成１７年度第一弾の市民セミナーが快調に発
信できました。 

※詳しくは、１．２ページをお読みください。 
 
 

  神戸は、源平の頃と維新の 
開港以来の町、というイメー 
ジが強かったので、弥生時代 
の銅鐸などが出土していると 
いうのは意外でした。また出 
土した場所が市街地ではなく 
山の中と聞き、古代人達がそ 
こで何をし、何のために使っ 
たのか、謎めいて面白いと思いました。 
 私の住まい神戸市西区の近くでも、たこ壷が
見つかった遺跡があり、当時の生活ぶりが窺え
るとともに案外現代にも通じるものがある気が
しました。  

 

 

 

 

主催：主催：主催：主催：六甲山自然保護センターを活用する会六甲山自然保護センターを活用する会六甲山自然保護センターを活用する会六甲山自然保護センターを活用する会    

協力：協力：協力：協力：兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館兵庫県立人と自然の博物館    

後援：後援：後援：後援：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所    神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会    

小春日和の六甲山、ストーブに集結小春日和の六甲山、ストーブに集結小春日和の六甲山、ストーブに集結小春日和の六甲山、ストーブに集結        

 六甲山に春がやってきました。ドライブウェイ
に咲く山桜、自然歩道で満開のアセビやクロモジ
など、山は美しい装いでした。 
 １１月末から冬期 
休館していた自然保 
護センターが開館し、 
４ヶ月ぶりにレクチ 
ャールームへ集合し 
ました。外に比べて 
部屋の中は冷んやり 
しており、１台のス 
トーブを囲んで暖を 
取りました。 
 

「僕は考古学ボーイ」と語る谷さん「僕は考古学ボーイ」と語る谷さん「僕は考古学ボーイ」と語る谷さん「僕は考古学ボーイ」と語る谷さん    

 谷さんは、神戸市西区の「神戸市埋蔵文化財セ
ンター」に勤務され、２０年間埋蔵文化財の発掘
調査や遺跡調査に従事されています。 
 講演の冒頭は、あまり紹介されていない発掘作
業や文化財になるまでの一連作業の様子をご紹介
いただきました。想像以上に細かく根気のいる作
業内容を知って、大変驚きました。 

古代人にとってかけがえのない六甲山地古代人にとってかけがえのない六甲山地古代人にとってかけがえのない六甲山地古代人にとってかけがえのない六甲山地 

灘区の桜ヶ丘や東灘区の渦が森などから発見さ
れている銅鐸や遺跡を紹介していただきました。 

弥生時代、人々は六甲山地の小高い丘に集落を
つくり、外敵から身を守る一時避難場所として生 

 市民セミナーVol.25 
 六甲山地に埋められた 
 宝物/谷 正俊 
 2005 年４月発行 

  第２５回テーマ：六甲山地に 

          埋められた宝物 

      講演内容講演内容講演内容講演内容    

                                            ①六甲山に埋められた①六甲山に埋められた①六甲山に埋められた①六甲山に埋められた    

                                                                謎の宝物（銅鐸）謎の宝物（銅鐸）謎の宝物（銅鐸）謎の宝物（銅鐸）    

                                            ②山の上に弥生時代の②山の上に弥生時代の②山の上に弥生時代の②山の上に弥生時代の 
                                                                    ムラを発見！ムラを発見！ムラを発見！ムラを発見！ 

                                            ③③③③海人海人海人海人
あ ま

たちも山を活用したたちも山を活用したたちも山を活用したたちも山を活用した 

 

                             実施日：平成１７年４月１６日（土） 

                                                                            午後１時 ～ ４時 

                             場    所：六甲山自然保護センター内 

                                                                レクチャールーム 

参加の感想参加の感想参加の感想参加の感想        澤田澤田澤田澤田    俊哉俊哉俊哉俊哉さんさんさんさん 

講師：講師：講師：講師：谷谷谷谷
たに

    正俊正俊正俊正俊
まさとし

さんさんさんさん    

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    
１９６０年生まれ。立命
館大学文学部卒業後、１
９８４年に神戸市教育
委員会文化財課に所属。
以来、神戸市内の埋蔵文
化財発掘調査に従事し、
市内各地の遺跡調査を
行う。 
 

【助成金をいただいている機関】【助成金をいただいている機関】【助成金をいただいている機関】【助成金をいただいている機関】    

（財）大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境（財）大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境（財）大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境（財）大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境

保護基金）保護基金）保護基金）保護基金）    

ストーブを囲みながら談話ストーブを囲みながら談話ストーブを囲みながら談話ストーブを囲みながら談話    

灘区桜ヶ丘出土銅鐸・銅戈灘区桜ヶ丘出土銅鐸・銅戈灘区桜ヶ丘出土銅鐸・銅戈灘区桜ヶ丘出土銅鐸・銅戈    

神戸市立博物館神戸市立博物館神戸市立博物館神戸市立博物館    所蔵所蔵所蔵所蔵    

    

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

２２２２２２２２２２２２－－－－－－－－－－－－①①①①①①①①①①①①            
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１．六甲山地に埋められた謎の宝物（銅鐸）１．六甲山地に埋められた謎の宝物（銅鐸）１．六甲山地に埋められた謎の宝物（銅鐸）１．六甲山地に埋められた謎の宝物（銅鐸）    

■銅鐸について■銅鐸について■銅鐸について■銅鐸について    
 銅鐸は、コメづくりの始まった弥生時代（２３
００～１８００年前）頃（中国でいうと、漢～三
国時代）につくられた。外国にまったく同じもの
はなく、日本のオリジナルに近い。出土するのは
山の斜面や頂上、谷の奥など変わったところで、
ムラの中で出土することはほとんどない。何に使
われたかは諸説があるが、確定していない。 

■桜ヶ丘銅鐸■桜ヶ丘銅鐸■桜ヶ丘銅鐸■桜ヶ丘銅鐸（１４本の銅鐸と７本の銅戈） 
 約５０年前、現在の親和女子大学付近で花崗岩
の崩壊した土を採取中に発掘された。終戦直後の
時期で作業中に「カチン」とした音がしたため、
最初は不発弾かと思われたが、周りを掘ると、い
くつも出土。１４個も出土するのは稀である。 
 銅戈は、もとは中国の武器で、馬の脚を引っ掛
けて倒す武器である。日本には馬が少ないので、
祭りの道具として使われた。 

■表面に美しい模様■表面に美しい模様■表面に美しい模様■表面に美しい模様    

 表面に細かい模様(（流水紋） 

がある。四角の区画の中にシ 

カや亀の模様などをレリーフ 

のように施している。絵画を 

レリーフにしたものは少ない。 

絵画の意味は神話とも物語と 
も思われるが不明。 

※「神戸市桜ヶ丘出土銅鐸銅戈 

調査報告書」（昭和 47 年兵庫県 

教育委員会刊）の桜ヶ丘 4号銅 

鐸実測図よりＢ面を引用した。 

 

■見る銅鐸へ変化■見る銅鐸へ変化■見る銅鐸へ変化■見る銅鐸へ変化    
 青銅の出土品は青色 
だが、当時は光り輝い 
ていた。銅鐸は実際に 
鐘として使われていた 
跡がある。４～５００ 
年間使われた。 
 時代によって装飾が 
豊かになり、巨大化す 
るなど形や大きさが変 
化した。聞く銅鐸から 
見る銅鐸＜御神体＞へ 
と変化した。 
 
 
 

講演講演講演講演のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ（（（（谷谷谷谷    正俊正俊正俊正俊さんさんさんさん）））） 

 神戸市内の埋蔵文化 
の調査を仕事としてい 
ます。大規模な工事や 
公共工事によって、埋 
蔵物などが破壊される 
前に調査をしています。  

講演内容講演内容講演内容講演内容    

 神戸市埋蔵文化財センターのご紹介後、スライ
ドを用いて、発掘作業の風景や文化財になるまで
の一連の作業様子をご紹介いただきました。そし
て、神戸市内の遺物や遺跡、弥生時代の人々の生
活、古墳時代の人々と六甲山地の関係をお話いた
だきました。 

発掘から文化財になるまで発掘から文化財になるまで発掘から文化財になるまで発掘から文化財になるまで        

■根気のいる地道な作業■根気のいる地道な作業■根気のいる地道な作業■根気のいる地道な作業    
 神戸市内は、震災による復興・区画整理などで
発掘調査が増加した。他の自治体からの応援協力
を受けて行っている。 
＜現場作業＞ 
遺跡の表面まで土を、ショベルカー等で取り除く。
→遺跡の表面が近づいてきたら手作業で削り出
す。→溝や柱を削り出すと、黄色の土と黒の土の
境界があらわれ、溝の底から土器などが出てくる。
→状況を記録にとり図面に起こす。→製図・記録。 

＜遺物の整理＞ 

出土した遺物などは、埋蔵文化財センターへ運ぶ。

→出土品は土や泥だらけなので、水で手洗いする。 
→土器の破片に１枚ずつ出土場所とその状況を墨
で書く。→同じような部分で土器を分類。→破片
の不足部分は石膏で埋めて、同系の色を塗る。→
展示・報告書の作成後、展示などをする。 
 金属・木製品などの場合は、別の特殊な保存方
法を使う。 
金属の場合：錆具合をチェ 
ックし、ある程度錆をグラ 
インダーで取り除く。手先 
の作業で慎重を要する。 
木製品の場合：木の中に樹 
脂を入れる。日本では地下 
水に漬かった状態で見つか 
る。木の細胞膜に樹脂を注 
入して保存。水と樹脂をゆ 
っくりと入れ替える。 

 

テーマ：六甲山地に埋められた宝物    

第２５回市民セミナーの流れ 

市民セミナー市民セミナー市民セミナー市民セミナー    

１．あいさつ：１３：００～１３：１０ 

２．講  演：１３：１０～１５：０５ 

３．休  憩：１５：０５～１５：２０ 

４．交 流 会：１５：２０～１５：５０ 

講演講演講演講演    

①六甲山に埋められた謎の宝物①六甲山に埋められた謎の宝物①六甲山に埋められた謎の宝物①六甲山に埋められた謎の宝物    

（銅鐸）（銅鐸）（銅鐸）（銅鐸）    

②山の上に弥生時代のムラを発見！②山の上に弥生時代のムラを発見！②山の上に弥生時代のムラを発見！②山の上に弥生時代のムラを発見！ 

③③③③海人海人海人海人
あ ま

たちも山を活用したたちも山を活用したたちも山を活用したたちも山を活用した    

谷谷谷谷    正俊さん正俊さん正俊さん正俊さん    

作業の様子作業の様子作業の様子作業の様子    

神戸市神戸市神戸市神戸市埋蔵埋蔵埋蔵埋蔵文化財文化財文化財文化財センタセンタセンタセンターーーー

所蔵所蔵所蔵所蔵    
最も大型の最も大型の最も大型の最も大型の 6666号銅鐸Ａ面号銅鐸Ａ面号銅鐸Ａ面号銅鐸Ａ面    

神戸市立博物館所蔵神戸市立博物館所蔵神戸市立博物館所蔵神戸市立博物館所蔵 

銅鐸に描かれたレリーフ銅鐸に描かれたレリーフ銅鐸に描かれたレリーフ銅鐸に描かれたレリーフ    

桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘桜ヶ丘出土遺跡出土遺跡出土遺跡出土遺跡    

「神戸市桜ヶ丘銅鐸銅「神戸市桜ヶ丘銅鐸銅「神戸市桜ヶ丘銅鐸銅「神戸市桜ヶ丘銅鐸銅戈戈戈戈調査報告書」調査報告書」調査報告書」調査報告書」    
／兵庫県教育委員会編より引用／兵庫県教育委員会編より引用／兵庫県教育委員会編より引用／兵庫県教育委員会編より引用    
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２．山の上に弥生時代のムラを発見！２．山の上に弥生時代のムラを発見！２．山の上に弥生時代のムラを発見！２．山の上に弥生時代のムラを発見！    

■小高い丘にムラの跡■小高い丘にムラの跡■小高い丘にムラの跡■小高い丘にムラの跡    
 狩猟採集の縄文時代は、争いは少なかったが、弥
生時代には、田をつくるための土地や水の争いが起
こり、人間同士の殺し合いも増えた。 
 平地や小高いところにムラがつくられた。ムラに
は溝がめぐらされた。（環濠集落）見晴らしがよく、
外敵がよく見えることから、山の上に集落（＝高地
性集落）をつくったが、常時人が住んでいたわけで
はない。敵から身を守る一時的な避難場所とした。 

３．海人たちも山を活用した３．海人たちも山を活用した３．海人たちも山を活用した３．海人たちも山を活用した 

■海に面して並ぶ古墳■海に面して並ぶ古墳■海に面して並ぶ古墳■海に面して並ぶ古墳    
 古墳時代は、１８００年前～７世紀頃まで、各地
に古墳がつくられた。神戸や瀬戸内海では海に面し
たところに古墳が多い。海に近い古墳は海人たちの
有力者の墓ではないかと考えられる。 
 五色塚古墳（長さ１９４ｍ、兵庫県下最大）、東
求女塚古墳（東灘区）、処女塚古墳、西求女塚（４
００年前の地震で崩壊。 
三角縁神獣鏡が出土） 
 蛸壺や製塩土器など 
海との関わりの深いも 
のも出土されている。 
（製塩土器は、土器の 
中に海水を入れ、沸か 
して塩を作る使い捨て 
の土器） 
 

■■■■山は海で生きる人にとって目印山は海で生きる人にとって目印山は海で生きる人にとって目印山は海で生きる人にとって目印 
 保久良神社、高取山、砂（いさご）山、甲山など
は、海から良く見える特徴的な山で、灯台のような
役目をしていた。いずれも神社と関わりが深く、海
に生きる人にとって目印 
（漁場のポイント、天候） 
となり、信仰の対象とな 
った。外洋に出られる構 
造船をつくり、朝鮮半島 
へと向かった。海人とは、 
丸木船や準構造船を造っ 
た人々のことをいう。 
 

    ◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など◆参考・配布資料など    

 ・スライド（３種）、レジュメ 
・神戸市埋蔵文化財センターパンフレット 

 ・企画展案内チラシ 
※掲載写真等は、神戸市立博物館、兵庫県教育委

員会調査報告書、神戸市埋蔵文化財センター他
の所蔵・発行物より転載（改訂版出典）。 

 神戸市埋蔵文化財センターは入館無料。    

    
        

    

    
  

◆参加者の感想◆参加者の感想◆参加者の感想◆参加者の感想    ～アンケートより～～アンケートより～～アンケートより～～アンケートより～        

・桜ヶ丘に住んでいながら遺跡のことを知らなかった。 
・私たちが生活している身近な場所で、遺物や遺跡が発 
 見されていることに感動した。 
・少し花冷えしましたが、ストーブの周りのティータイ 
 ムが楽しかった。 

◆参加者：◆参加者：◆参加者：◆参加者：１９名（順不同・敬称略） 
谷  正俊 八木  浄 村上 定広 大谷安規永 
久保 順一 青木 孝子 中垣内 博 泉 美代子 
浅井 審一 澤田 俊哉 新木 里志 霜田 泰功 
福谷真知子 堂馬 佑太 堂馬 英二 米村 邦稔 
小野 律子 藤井宏一郎 菖蒲 美枝 

質疑応答質疑応答質疑応答質疑応答・・・・感想感想感想感想などなどなどなど    

出土された遺物は地元のもの？：地元産だけでな
く、四国や山陰などの土器も神戸で発掘されてい
る。交流があったと推測される。 
古代の神戸の人口や集落規模は？：データの積算根
拠がなく不明。集落は、大規模でなくこじんまりと
した小さいものが多い。 

自分自分自分自分たたたたちのちのちのちの足下足下足下足下にににに歴史歴史歴史歴史があるがあるがあるがある（（（（まとめまとめまとめまとめ）））） 

 自分たちの足下に歴史があることを知ってもら
いたいです。教科書の歴史は、中央の人たちがつく
った歴史。奈良、平安、鎌倉時代など政治の中心者
の歴史です。実際には、それぞれの地域にたくさん
の人が生活をしていて、地元に歴史があることを理
解してほしいです。神戸市内の遺跡は今でも見つか
っていないのが多く、当時の人口やムラの数は特定
できていません。今後も調査を続けていきます。 

事務局より 

 今回は六甲山地の古代史を学び、市民セミナーで
紹介されてきた六甲山地の歴史がつながってきま
した。参加者の皆さんも感心され、もっと多くの人
に伝えたいという声が多かったです。六甲山の麓か
ら中腹は、古代の歴史文化が埋もれていて大変興味
深いです。六甲山麓のグリーンベルト沿いに歴史探
遊するのも面白そうですね。    
    
    

    六甲山地の麓から、数多くの 
銅鐸が２３００年～１８００年 
前(弥生時代)に創られ各地で出 
土された。銅鐸を造る技術のみ 
ならず、彫られている文様のす 
ばらしさと文化がしのばれます。 
又、時代が進むに従って、銅鐸 
が大きくなり祭りが行われるよ 
うになったのも、面白いです。 
 今日あるのも、昔の人達の生活文化の発展があっ
てこそだと歴史を見るとき感じられます。出土近く
に行くことがあれば、覚えて現場をのぞきたいと思
います。    
    
    

 市民セミナーVol.25 
 六甲山地に埋められた 
 宝物/谷 正俊 
 2005 年４月発行 

参加の感想参加の感想参加の感想参加の感想        霜田霜田霜田霜田    泰功さん泰功さん泰功さん泰功さん 

神戸市埋蔵文化財センター 

〒651-2273 神戸市西区糀台6丁目1 

TEL：078-992-0656 

五色塚古墳五色塚古墳五色塚古墳五色塚古墳    

神戸市神戸市神戸市神戸市埋蔵埋蔵埋蔵埋蔵文化財文化財文化財文化財センタセンタセンタセンターーーー所蔵所蔵所蔵所蔵    

保久良神社の「灘の一つ火」保久良神社の「灘の一つ火」保久良神社の「灘の一つ火」保久良神社の「灘の一つ火」    
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冒頭で豊田さんは「午前中に六甲山の南斜面を歩    

かれて、もう一度誰かと行きたいと思ってもらえ    

れば試みは成功です」と。「これからさらに、六甲

山を取り囲む環境および祖先の生活を振り返りな

がら、素晴らしい六甲山を紹介したいと思います」

と述べられ、疲れを見せず熱弁をふるわれました。 

◆◆◆◆講演内容講演内容講演内容講演内容：：：：    

１．修験道場の山六甲山 ２．赤松円心則村と摩耶合戦 

３．倭大乱と高地性住居 ４．酒造りと水車業 

５．六甲山開発の恩人（アーサー・ヘスケス・グルーム氏） 

マンションマンションマンションマンションばかりのばかりのばかりのばかりの山麓山麓山麓山麓にににに別世界別世界別世界別世界をををを発見発見発見発見    

六甲ケーブル下の土橋駅をスタートし、狭く急な車

道を下ってしばらくで、大土神社の石垣をくぐって境

内に入ります。一瞬で静寂の中に踏み込みタイムスリ

ップしたかのようです。 

さらに、水車のあった 

六甲川に下ると、きれ 

いな水の流れに出会っ 

て感動しました。 

ケーブルケーブルケーブルケーブル下駅下駅下駅下駅からからからから    

都賀川都賀川都賀川都賀川までがまでがまでがまでが六甲川六甲川六甲川六甲川    

急峻な六甲川の周辺 

には、弥生時代の遺跡 

 

   

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 
            兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

や摩耶合戦の砦跡もあります。学校やマンションが建

ち並ぶ場所で、遠い昔に思いを馳せました。 

４４４４つのつのつのつの社寺社寺社寺社寺をををを訪訪訪訪ねねねね廻廻廻廻ったったったった 

六甲川を下りながら、大土神社、厳嶋神社、祥竜寺、

六甲八幡宮を次々訪ねました。いずれも由緒があり、

歴史の趣が豊かでした。 

豊田豊田豊田豊田さんのさんのさんのさんの名調子名調子名調子名調子にににに感激感激感激感激 

歴史探訪の熟達者である豊田さんの熱のこもっ

たお話しに感銘したり、大笑いしたりの楽しい２

時間でした。 

お陰様で、１２名の参加者は六甲山麓２０００

年の歴史に魅入られました。 

市民セミナーVol.2 

六甲山南山麓の歴史/

豊田 實 

2003 年 5 月発行 

第２回テーマ ： 
六甲山南山麓の歴史 
～～～～歴史探遊歴史探遊歴史探遊歴史探遊とととと講演講演講演講演～～～～  

☆☆☆☆セミナーセミナーセミナーセミナー１１１１：：：：歴史探遊歴史探遊歴史探遊歴史探遊 
    （（（（１０１０１０１０：：：：１５１５１５１５～～～～１１１１１１１１：：：：５５５５５５５５）））） 

六甲ケーブル下駅（土橋）発→ 大土
神社→神戸大学入り口（赤松城跡）
→伯母野山下→厳嶋神社→祥竜寺→
→六甲八幡宮→阪急六甲バス停 

阪急バス乗車→六甲山自然保
護センター着→昼食 

☆☆☆☆セミナーセミナーセミナーセミナー２２２２：：：：講演講演講演講演 
六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターにてにてにてにて 

    （（（（１３１３１３１３：：：：３０３０３０３０～～～～１６１６１６１６：：：：１０１０１０１０）））） 

実施日：平成１５年５月１７日（土） 

 

祥竜寺祥竜寺祥竜寺祥竜寺にてにてにてにて 

 

締めくくりで「歴史 

が好きになったのは母 

親に処女塚に連れて行 

ってもらった時」と語 

られた豊田さん。 

郷土史をライフワー 

クにされる背景を知り、 

共感を深めました。 

熱弁をふるう豊田さん 

    セミナセミナセミナセミナーーーー１１１１：：：：歴史探遊歴史探遊歴史探遊歴史探遊        （（（（六甲川沿六甲川沿六甲川沿六甲川沿いにいにいにいに下下下下るるるる、、、、２２２２時間弱時間弱時間弱時間弱ののののコースコースコースコース）））） 

    セミナーセミナーセミナーセミナー２２２２：：：：講講講講        演演演演        （（（（六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターでででで１３１３１３１３：：：：３０３０３０３０からからからから開講開講開講開講）））） 

六甲川勝雄橋、松蔭女子大学へ 

講師講師講師講師：：：：豊田豊田豊田豊田
と よ だ

    實實實實
みのる

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
大正１５年神戸市生まれ 
神戸歴史クラブ理事長  
昭和５９年神戸市立福住小学

校校長、昭和６２年神戸市立総

合教育センター主任指導員、平

成５～９年日本教育新聞社関

西支社兵庫支局長 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

２２２２２２２２２２２２－－－－－－－－－－－－②②②②②②②②②②②②            
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おおおお地蔵地蔵地蔵地蔵さんをさんをさんをさんを訪訪訪訪ねつつねつつねつつねつつ八幡八幡八幡八幡のののの森森森森へへへへ⑥⑥⑥⑥ 

六甲川沿いにバス道を越え、地蔵や五輪塔に出会

う。摩耶合戦の戦死者を供養したもの。 

 

セミナー１：歴史探遊 六甲川沿いの２時間足らずのコースをご案内します。 

 

テーマ：六甲山南山麓の歴史 

２２２２．．．．石垣石垣石垣石垣をくぐってをくぐってをくぐってをくぐって境内境内境内境内にににに 

車道から石垣をくぐ

り抜けて静寂の境内に

入って驚いた。クスの木

の葉をふむ音がより一

層神社の雰囲気を出す。 
 

静寂静寂静寂静寂のののの大大大大
おお

土土土土
つち

神社神社神社神社①①①① 

水車新田村の鎮守で有

名。一帯が市民の森に指

定されている。かえる石

もある。 

 

水水水水もきれいなもきれいなもきれいなもきれいな六甲川六甲川六甲川六甲川 

音ケ平の２５輌の水車

小屋があった六甲川は河

川公園になっている。 

花崗岩でできた水車の

「臼」の話を聞く。 

 

３３３３．．．．幻幻幻幻のののの赤松城跡赤松城跡赤松城跡赤松城跡②②②②をををを思思思思うううう 

神戸大学の入り口付近

での説明。６７０年前頃、

赤松円心則村が後醍醐天

皇を奉じて砦を築き、六波

羅軍と戦った。 

 

 

 

 

 

４４４４．．．．伯母伯母伯母伯母
お ば

野山下野山下野山下野山下
のやました

のののの道端道端道端道端③③③③ 

昔の高地性住居、今は高

級住宅地。安藤忠夫設計の

マンションを背にして、弥

生時代の高地性住居の話

を聞く。 

 

５５５５．．．．由緒由緒由緒由緒あるあるあるある厳厳厳厳
いつく

嶋嶋嶋嶋
しま

神社神社神社神社④④④④ 

神戸有数の急な坂道、六

甲学院の生徒に混じって

下る。規模は小さいが、１

１８０年平清盛創建の格

式が見られる。 

→増山さんと延地さん 
８２才の延地さんは「大満足、 
また参加します」 

６６６６．．．．臨済宗臨済宗臨済宗臨済宗のののの祥祥祥祥
しょう

竜竜竜竜
りゅう

寺寺寺寺
じ

⑤⑤⑤⑤ 

（表紙にも写真）鐘楼の楼
門と水天宮を備えた清楚
な庭園。本尊は地蔵菩薩、
赤いよだれかけのいわれ。
神戸大学生も座禅で利用。
「鈴木よね」の胸像。「寺
水」を毎日汲む人がいる。 
 
 
 
 
 
 

 
７７７７．．．．森森森森のののの中中中中のののの六甲八幡宮六甲八幡宮六甲八幡宮六甲八幡宮⑦⑦⑦⑦ 
八幡の合戦の地。灘の酒

を江戸に運んだ樽廻船、こ
ま犬の土台に刻まれた寄進
者の名。色鮮やかな「厄神さ
ん」をお参りし締めくくり。 

１１１１．．．．六甲六甲六甲六甲ケーブルケーブルケーブルケーブル 
下駅下駅下駅下駅をををを出発出発出発出発 

（１０：１５） 

 

８８８８．．．．阪急六甲阪急六甲阪急六甲阪急六甲バスバスバスバス停停停停にににに到着到着到着到着・・・・解散解散解散解散（１１：５５） 

２時間足らずの歴史探遊 

を終了し、いったん解散。 

順路順路順路順路マップマップマップマップ①①①①～～～～⑦⑦⑦⑦ 

参考資料参考資料参考資料参考資料「「「「ヤマケイヤマケイヤマケイヤマケイ関西関西関西関西ブックスブックスブックスブックス六甲山六甲山六甲山六甲山」」」」 

参加者１２名で

六甲川の左岸の

狭い車道を下っ

ていく。 

 

急峻急峻急峻急峻なななな六甲川六甲川六甲川六甲川をのぞくをのぞくをのぞくをのぞく（表紙に写真） 

六甲川を渡り松蔭女子大学へ。深い谷あい、ダム（段

差）で川の勢いを弱めている。大きな青サギが飛んだ。 
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◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者のののの声声声声・・・・質疑応答質疑応答質疑応答質疑応答・・・・懇談会懇談会懇談会懇談会（（（（提案提案提案提案））））：：：： 

 施設利用や案内チラシについての意見、自然保護セ

ンターを無料休憩所にしてはどうかとか施設周辺の環境を

アピールしてはという意見で盛り上がりを見せました。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：１４名（順不同・敬称略） 
 豊田 實 松井 光利 小野 律子 新木 里志 
 八木 浄 出口 延之 延地 義一 小笠原晋子 
 増山 良子 藤井宏一郎 松島 朋子 堂馬 英二 
 島崎 渉 中野 一 

◆◆◆◆配布資料配布資料配布資料配布資料：：：： 
・「六甲山南山麓探遊歴史ウォーク」（ポケットガイド） 
・「六甲山探遊物語（六甲山の語り部）」 

※※※※「「「「神戸歴史神戸歴史神戸歴史神戸歴史クラブクラブクラブクラブ」：」：」：」： 

 生涯学習の一環として、高齢者の方々の健康と知識の拡

充を目的として活動をしています。 
 

セミナー２：講演 「六甲山南山麓の歴史」 

    

    

    

    

    

    

    

    

１１１１．．．．修験道場修験道場修験道場修験道場のののの山六甲山山六甲山山六甲山山六甲山    

「六甲山には天狗岩がやたらに多い」 

六甲山系が造山運動で押し上げられた際にでき風化

した岩が多い。岩の上で修行する修験者や行者を村人

は天狗と呼んでいた。天狗岩をはじめ修行に使われた

岩場が随所にある。唐櫃の四鬼 

さんは役行者の子孫。千年前か 

ら六甲山は素晴らしい修験道場 

だった。 

２２２２．．．．赤松円心則村赤松円心則村赤松円心則村赤松円心則村とととと摩耶合戦摩耶合戦摩耶合戦摩耶合戦    

「六甲山麓に合戦の歴史」 

上郡から出た地方豪族の赤松 

円心が後醍醐天皇を奉じて、六波羅軍と戦った。摩耶山

に碑があるが神戸大学内にも砦の跡がある。魚崎の雀の

松原、御影の浜の戦い、八幡の林でも合戦した。芦屋に

は大楠公の碑がある。楠正成が天皇に忠誠を尽くしたの

に対し、赤松円心は報償の不満から足利側に寝返り反逆

の罪に問われた。後には円心も出家している。 

３３３３．．．．倭倭倭倭
やまと

大乱大乱大乱大乱
たいらん

とととと高地性住居高地性住居高地性住居高地性住居    

「古代の住民の生活もうかがえる」 

紀元前５００年頃、神武天皇の東征以来、倭大乱で

この辺りも荒れた。松蔭女子大学の辺りから伯母野山

下が住みやすかった。男は昼間海に魚介類を捕りに行

き、女子供は安全のために高地住居で生活した。高地

で農耕作業をしたのが高地性住居の時代。 

 

連絡先：神戸歴史クラブ 豊田 實 

神戸市須磨区平田町 1-1-16 八ヶ代ビル内 

TEL：078-861-4923 FAX：078-861-4923 

市民セミナーVol.2 

六甲山南山麓の歴史/豊田 實 

2003 年 5 月発行 

４４４４．．．．酒造酒造酒造酒造りとりとりとりと水車業水車業水車業水車業    

「江戸時代に灘の樽酒 

が大人気」 

江戸時代に幕府は勝 

手酒で酒づくりの認可。 

昔はどぶろく、御影 

の「沢の井」の水で酒 

を作ったら清酒になった。六甲山の水と米と空気

と麹の四つが美味しさの要件、吉野杉の樽も付け

加えたい。吉野杉を新宮から筏で新在家まで運ん

で酒樽を作った。江戸時代にはこも被りの素晴ら

しい４斗樽が来たと喜ばれた。 

私の家は職業で樽作りをしていた。 

５５５５．．．．六甲山開発六甲山開発六甲山開発六甲山開発のののの恩人恩人恩人恩人（（（（アーサーアーサーアーサーアーサー・・・・ヘスケスヘスケスヘスケスヘスケス・・・・グルームグルームグルームグルーム氏氏氏氏））））    

「六甲山の開発を再考する」 

六甲山の歴史は２千年以上も辿ることができる。明治

の居留地の外国人が六甲山を開発したのが始まりでは

ない。親日家で六甲山にゴルフ場や別荘を造ったグルー

ムさんは、開発の恩人である。自分たちの娯楽だけでな

く、当時禿げ山であった六甲山に植林することに着手す

ればさらに良かった。 

 

（質疑応答で、神戸事件や兵庫 

大仏の建立など、居留地で威張 

る外国人と日本人との軋轢にも 

話が及んだ） 

    

    

★★★★豊田豊田豊田豊田さんのしめくくりさんのしめくくりさんのしめくくりさんのしめくくり    

「人間味のある歴史を学んで欲しい」 

地域に即したいろんな掘り起しをしていくことがこ

れからの楽しい歴史を学ぶひとつ。歴史が好きになった

のは母親に処女塚に連れて行ってもらったとき。聞かさ

れた話に「何でやねん」と疑問を持った。 
歴史は自分の生活に直結した時に、もういっぺん行っ

てみようかと思う、その時から学習が始まる。 

（記録協力：中野 一） 

セミナーセミナーセミナーセミナーでのでのでのでの和気和気和気和気あいあいとしたあいあいとしたあいあいとしたあいあいとした様子様子様子様子 

「自然保護センターの名前 
 を変えよう」八木さん 

「六甲川はきれいな水だ。 
また行きたい」新木さん 

松島・小笠原・小野さん 
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 雨の中の歴史探遊を無事終えて、温かいお茶で一息つ

いた後、講演は始まりました。講演から４名が新たに参

加しました。今回は大半が朝からの参加者だったので、

話が重複しないように六甲山北山麓に限定せず進めてい

きました。脱線めいた話もあり、盛り上がりました。 

 豊田先生は「古老、四鬼さんから聞いた話が皆さんの

心に一番残ったと思います。直接話を聞くことが一番の

収穫です。歴史の本では数行でしか書いていない。今日

雨雨雨雨にもにもにもにも関関関関わらずわらずわらずわらず元気元気元気元気ににににスタートスタートスタートスタート    

 今回は神戸電鉄六甲駅に集合。スタッフは事前に下見

をして準備万端で本番を迎えました。当日は小雨が降り

不安定なお天気でしたが、元気な顔が続々と集まりまし

た。「唐櫃古道、シュラインロードを歩きながら、影に隠

れた昔の生活の歴史を感じて欲しいと思います。」と豊田

先生の言葉を念頭に出発しました。 

心心心心にににに残残残残るるるる四鬼家四鬼家四鬼家四鬼家でのおでのおでのおでのお話話話話    

四鬼（しき）家に到着。庭の中へ入ると、四鬼さんご

夫婦らが暖かく迎えてくれました。当主の四鬼啓二さん

のお歳は９０歳。四鬼さんの子 

供の頃のお話を伺い、六甲山の 

池の氷を挽く時に使用したのこ 

ぎりも拝見。お話の後「道中気 

をつけて」とお茶を一本ずつい 

ただき、全員感激しました。 

（※詳しくは２ページ参照） 

 

   

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 
            兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

シシシシュラインロードュラインロードュラインロードュラインロードでででで野仏野仏野仏野仏をををを拝拝拝拝むむむむ 
石仏は全部で三十三体ありシュラインロードの左右に

点々と祀られています。この道で野盗等に襲われた人の

供養や、道中無事、商売繁盛を願って建立されたとのこ

と。そのうちの九体は裏六甲ドライブウェイの道路工事

ために国土交通省により一箇所にまとめられました。六

甲山を歩いたイギリス人がこれらを見て感激し、この道

を聖なる道“シュラインロード”と名付けたとのことで

す。皆で番号を確認しながら上っていきました。 

行者堂行者堂行者堂行者堂でででで一息入一息入一息入一息入れるれるれるれる    

 雨に濡れながらやっとの 

思いで行者堂に到着し昼食 

をとりました。 

昼食後も豊田先生の軽妙 
な話を聞き入り、充実した 
歴史探遊をしました。皆様 
お疲れ様でした。 
 
感を得た半日となりました。

第６回テーマ ： 

六甲山北山麓の歴史 
～～～～歴史探遊歴史探遊歴史探遊歴史探遊とととと講演講演講演講演～～～～  

☆☆☆☆セミナーセミナーセミナーセミナー１１１１：：：：歴史探遊歴史探遊歴史探遊歴史探遊 
    （（（（１０１０１０１０：：：：００００００００～～～～１３１３１３１３：：：：４０４０４０４０）））） 

神戸電鉄六甲駅発→山王神社→ 

四鬼家→唐櫃道→シュラインロード

（野仏三十三体）→行者堂（昼食）

→前ヶ辻→自然保護センター 

 

☆☆☆☆セミナーセミナーセミナーセミナー２２２２：：：：講演講演講演講演 
六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターにてにてにてにて 

    （（（（１４１４１４１４：：：：００００００００～～～～１５１５１５１５：：：：３０３０３０３０）））） 

実施日：平成１５年９月２０日（土） 

 唐櫃道唐櫃道唐櫃道唐櫃道にてにてにてにて 

    セミナーセミナーセミナーセミナー１１１１：：：：歴史探遊歴史探遊歴史探遊歴史探遊        （（（（雨雨雨雨のののの中中中中のののの六甲越六甲越六甲越六甲越ええええ・・・・唐櫃古道唐櫃古道唐櫃古道唐櫃古道、、、、修験道者修験道者修験道者修験道者のののの気分気分気分気分ででででコースコースコースコースをををを楽楽楽楽しむしむしむしむ）））） 

はすばらしい物が手に 

入ったと思います」と 
冒頭で述べ、歴史探訪 
の成果を共感しました。 
講演内容： 

 お地蔵さんのよだれ 

かけの話、灘の酒樽の 

話六甲の財産区の話他。 

 

市民セミナーVol.6 

六甲山北山麓の歴史/

豊田 實 

2003 年 9 月発行 

 

四鬼四鬼四鬼四鬼ごごごご夫妻夫妻夫妻夫妻 やっとやっとやっとやっと一息一息一息一息、、、、ランチタイムランチタイムランチタイムランチタイム    

セミナーセミナーセミナーセミナーのののの様子様子様子様子    

    セミナーセミナーセミナーセミナー２２２２：：：：講講講講        演演演演        （（（（六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターでででで１４１４１４１４：：：：００００００００からからからから開講開講開講開講）））） 

講師講師講師講師：：：：豊田豊田豊田豊田
と よ だ

    實實實實
みのる

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
大正１５年神戸市生まれ 
神戸歴史クラブ理事長  
昭和５９年神戸市立福住小学

校校長、昭和６２年神戸市立総

合教育センター主任指導員、平

成５～９年日本教育新聞社関

西支社兵庫支局長 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

２２２２２２２２２２２２－－－－－－－－－－－－③③③③③③③③③③③③            
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セミナー１：歴史探遊  六甲越え・唐櫃古道、シュラインロード、約３時間のコースをご案内します。 

 

テーマ：六甲山北山麓の歴史 

①①①① 

⑦⑦⑦⑦ 

⑤⑤⑤⑤ 

⑥⑥⑥⑥ 

④④④④ 

③③③③ 

②②②② 

⑧⑧⑧⑧ 

⑨⑨⑨⑨ 

順路マップ①～⑨（参考資料「山と高原地図 53」） 

 

１１１１．．．．神鉄六甲駅神鉄六甲駅神鉄六甲駅神鉄六甲駅をををを出発出発出発出発（10：13） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 小雨の中、参加者１８名で

六甲越え・唐櫃古道の歴史探

遊へ出発。 

２２２２．．．．山王神社山王神社山王神社山王神社にににに到着到着到着到着（10：16） 

 「鎮守の森」と言われ、境

内は兵庫県の環境緑地保全地

域に指定されている。 

３３３３．．．．四鬼家四鬼家四鬼家四鬼家にににに到着到着到着到着（10：35） 

 

 

 

 
 

４４４４．．．．九体仏九体仏九体仏九体仏（11：35） 

 

 

 

 

５５５５．．．．シュラインロードシュラインロードシュラインロードシュラインロード入口入口入口入口 

 

 

 

 

６６６６.シシシシュラインロードュラインロードュラインロードュラインロードのののの野仏野仏野仏野仏 

 

三十三体の観音菩薩は

それぞれ顔や姿が違う。 

ここで役行者が護摩を 

焚いて祈願をした。 

７７７７．．．．行者堂行者堂行者堂行者堂にににに到着到着到着到着（12：15） 

雨が一層趣き深い雰囲気

を出してくれた。 

８８８８．．．．雨雨雨雨のののの中中中中をををを歩歩歩歩くくくく ９９９９．．．．前前前前ヶヶヶヶ辻辻辻辻（13：10）    

シュラインロード終点。 
アイスロードの降り口。 
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◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者のののの声声声声（（（（アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより抜粋抜粋抜粋抜粋）））） 

・唐櫃台に住んでいるのに初めての事ばかりでとても

有意義な一日だった。・小雨の歴史探遊も趣き深い。 
・北から登るのは初めてで魅力を再発見した。・また

秋に行きたい。・参加しやすい雰囲気で楽しかった。 
◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２２名（順不同・敬称略） 
 松島 朋子 河津 幸生 青木 孝子 菖蒲 一枝 
 山本 悟而 門  昭子 門  真郎 藤坂 公子 
 八木  浄 仁木智恵美 北野 孝子 鞘本 益子 
 石田 澄子 黒田 郁子 白岩 卓巳 坂本 豊子 
 戸田 清彦 島崎  渉 豊田  實 堂馬 英二 
 中野  一 菖蒲 美枝 
 

◆◆◆◆配布資料配布資料配布資料配布資料：：：： 
・「六甲山物語（六甲山の語り部）」 

※※※※「「「「神戸歴史神戸歴史神戸歴史神戸歴史クラブクラブクラブクラブ」：」：」：」： 
 生涯学習の一環として、高齢者の方々の健康と知識

の拡充を目的として活動をしています。 

 

連絡先：神戸歴史クラブ 豊田 實 

神戸市須磨区平田町 1-1-16 

八ヶ代ビル内 

TEL：078-861-4923 FAX：078-861-4923 

セミナー２：講演 「六甲山北山麓の歴史」    

おおおお地蔵地蔵地蔵地蔵さんのよだれかけさんのよだれかけさんのよだれかけさんのよだれかけ    
 シュラインロードには観音菩薩の野仏が並んでいる

が、六甲山には他に地蔵菩薩も祀られている。地蔵菩薩

にはよだれかけがしてある。よだれかけは、子を守る母

親の思いからつけられたそうだ。次のような話がある。 
 江戸時代の初期 
頃飢饉があり、疫 
病が流行った。疫 
病で乳呑み児を亡 
くした母親は我が 
子が三途の川でい 
じめられない様に 
地蔵にお願いした。 
 すると地蔵は「その子の香りがほしい」と呟き、母親

は乳呑み児のよだれかけを地蔵の首にかけた。地蔵はそ

れと同じ香りの子を守り、見届けてくれたそうだ。 

灘灘灘灘のののの樽酒樽酒樽酒樽酒のののの話話話話    
 大吟醸の灘の生一本、これを“下り酒”という。樽廻
船で灘から江戸へ４、５日かけて運ぶが、１０隻のうち
３隻は沈没していたようである。当時江戸へ向かうこと

を「下る」としており、江戸に下る物は上等、下らない

物は下等とされた。灘酒は輸送の過程で、吉野杉の香り

と酒が混ざり熟し、江戸の酒より旨いと人気があった。 

 樽酒には薦（こも）が巻いている。船で運ぶ際ショ
ックで樽が壊れないようにつけたものである。 

 

六甲媛神社六甲媛神社六甲媛神社六甲媛神社とはとはとはとは？？？？ 
 心経岩と雲ヶ岩の間にあ 

る。お堂の裏にご神体岩磐 
（いわくら）が祀ってある。 

六甲山全体を守るやきもち 
やきの女神とのこと。 

六甲六甲六甲六甲のののの財産区財産区財産区財産区とはとはとはとは？？？？    
 財産区とは、地方自治体に定められた特別地方公共団
体のこと。旧住吉村の財産を自主的に管理する財団法人
で有名な住吉学園がある。終戦後、住吉村に別荘を持ち
住んでいた大会社の重役達（観音クラブ）が知恵を出し、

住吉学園という財団法人をつくった。現在、住吉学園は

六甲山の南面の土地を大きく所有し、別荘や保養所は借
地で運営されている。 

豊田先生豊田先生豊田先生豊田先生のまとめのまとめのまとめのまとめ 
 歴史というのは、自分が 

歩いて証拠をつかむべき。 

実際に歩いてみないとわか 

らない。年代覚えだけでは 

意味がない。汗を流して体 

験し、もっと知りたいと思 

うことが大切である。今日 

の体験や学んだことをぜひ 
自分の子供や孫に話をして 

伝えて欲しい。 

    

市民セミナーVol.6 

六甲山北山麓の歴史/豊田 實 

2003 年 9 月発行 

黒田黒田黒田黒田さんさんさんさん・・・・石田石田石田石田さんさんさんさん・・・・青木青木青木青木さんさんさんさん 

六甲山六甲山六甲山六甲山のののの池池池池のののの氷氷氷氷をををを挽挽挽挽くくくく時時時時にににに使用使用使用使用したしたしたした「「「「のこぎりのこぎりのこぎりのこぎり」」」」をもってをもってをもってをもって記念撮影記念撮影記念撮影記念撮影 

四鬼家四鬼家四鬼家四鬼家をおをおをおをお訪訪訪訪ねしてねしてねしてねして 

 四鬼さんは役行者の弟子の子孫。代々唐櫃の地に住み

古くから信頼を集めている家柄。人々は無事に闇夜の山

越えが出来るよう四鬼家を訪ねて一服し、魔よけとして

火縄とちょうちんを授かり出発したとのこと。 

子供の頃のお話を伺った。「昔から唐櫃の人は役行者を

信仰しておりました。先達は７、８歳くらいの子供を連
れて大峰山へ役行者参りをします。そこに西ののぞきと

いう所があり、先達は子供をそののぞきから前に出して

『お父さんとお母さんの言うことをちゃんと聞くんや

で。先祖を大事にするんやで。』と言い聞かせます。子供
は一途に守り、これが唐櫃の習慣となっていました。唐

櫃の人は役行者を神様として崇めており心の中に溶け込
んでいるのです。」全員が感激しました。 

今日今日今日今日のののの話話話話をををを皆皆皆皆にににに伝伝伝伝えたいえたいえたいえたい

とととと山本山本山本山本さんさんさんさん    

 

河津河津河津河津さんさんさんさん、、、、松島松島松島松島さんさんさんさん 
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全国的全国的全国的全国的にににに知知知知られたられたられたられた民俗行事民俗行事民俗行事民俗行事「「「「摩耶詣摩耶詣摩耶詣摩耶詣」」」」 
 摩耶山は俳句が有名で、「摩耶詣」は春の季語

として歳時記に載っています。摩耶詣とは、飼馬

の無難息災を祈るために馬を連れて天上寺を参拝

する西国の珍しい行事です。摩耶詣には蕪村ほか、

有名な文人や俳人が訪れており、俳句から当時の

摩耶山の賑わいの様子を偲びました。 

神戸神戸神戸神戸でででで伝統伝統伝統伝統やややや文化文化文化文化をををを大切大切大切大切にしようにしようにしようにしよう    

 天上寺では摩耶協議会の主催で「摩耶詣祭」を

毎年開催し、民俗行事を伝統文化として守ってい

ます。伊藤貫主が、神戸は一過性行事になる傾向

があり、文化が長続きしないと問題を提起されま

した。伝統や文化を定着していく大切さを改めて

考えました。 
※詳しくは１～２ページをお読みください。 
 
 

 六甲山ＹＭＣＡの暖炉のある 

部屋で、薪の燃える匂いの中、 

博覧強記の伊藤浄厳貫主のお話 

は「摩耶詣」にとどまらず、神 

戸人気質の新しいものを受け入 

れる良さの反面、古いものを大 

切にしない等、的をいたお話に 

同感あり反省ありでした。 

 思いがけず石焼いもを作ってくださり熱々をご馳

走になり、スタッフのお心配りにお礼申し上げます。 

 四季折々の摩耶六甲を訪ねて俳句を作りたいもの

と改めて思いました。 

 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局    兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
   灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所    神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

六甲山六甲山六甲山六甲山ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡのののの暖炉暖炉暖炉暖炉とととと再会再会再会再会    

 ８ヶ月ぶりに会場を六甲山ＹＭＣＡに移しまし

た。敷地内ではシジュウガラ、メジロ、ジョウビ

タキが樹木を飛び回り、師走の寒さも感じません

でした。講演前には暖炉がある里見ホールで、伊

藤貫主とご一緒に参加者がカレーライスを食べな

がら懇談をしました。講演では焼きいもをいただ

きながら、質疑応答も活発でした。そして、再度

お話を伺いたいという要望が集まりました。 

西国西国西国西国のののの名刹名刹名刹名刹「「「「忉利天忉利天忉利天忉利天
とうりてん

上寺上寺上寺上寺
じょうじ

」」」」    

 今回は六甲山上の西にある、摩耶山天上寺の伊

藤浄厳貫主にご講演いただきました。天上寺は、

大化二年（西暦６４６年）、インドの高僧法道仙

人が開創された由緒あるお寺です。弘法大師が釈

迦の生母摩耶夫人尊を天上寺に奉安され、摩耶夫

人の昇天された「忉利天」の名にちなんで寺の名

を「忉利天上寺」と号し、これが略されて「天上

寺」と呼ばれているそうです。 
 天上寺が略名であったことに大変驚きました。

最盛期には、約三千人の僧を擁する摂津地方第一

の大寺であったなど、興味深いお話を伺いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市民セミナーVol.21 
摩耶詣について/ 
伊藤浄厳 
2004 年 12 月発行 

 第２１回テーマ： 

       摩耶詣について 
                                                    

                                講演内容講演内容講演内容講演内容 

                            ①①①①六甲三山六甲三山六甲三山六甲三山（（（（六甲山六甲山六甲山六甲山、、、、摩耶山摩耶山摩耶山摩耶山、、、、 

                                再度山再度山再度山再度山））））のののの自然自然自然自然とととと歴史歴史歴史歴史、、、、 

                                文化文化文化文化とととと宗教宗教宗教宗教    

                            ②②②②摩耶山摩耶山摩耶山摩耶山とととと文人文人文人文人・・・・墨客墨客墨客墨客のののの交流交流交流交流 

                            ③③③③西国西国西国西国のののの奇習奇習奇習奇習・・・・奇祭奇祭奇祭奇祭「「「「摩耶詣摩耶詣摩耶詣摩耶詣」」」」 

                                     

                                    実施日：平成１６年１２月１１日（土） 

                                                午後１時 ～ ３時５０分 

                                    場    所：六甲山ＹＭＣＡ 

                             里見ホール 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想        半田半田半田半田    陽生陽生陽生陽生さんさんさんさん 

講師講師講師講師：：：：伊藤伊藤伊藤伊藤
い と う

 浄厳浄厳浄厳浄厳
じょうごん

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
昭和１３年神戸市生まれ 
昭和４７年高野山大学大
学院文学研究科博士課程
修了。昭和４９年高野山大
学文学部仏教学科専任講
師。平成８年高野山専修学
院能化。昭和５０年より摩
耶山天上寺貫主。 

天上寺天上寺天上寺天上寺にににに関心関心関心関心をををを高高高高めるめるめるめる参加者参加者参加者参加者 

 

天上寺参道天上寺参道天上寺参道天上寺参道 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

灘区灘区灘区灘区「「「「地域力地域力地域力地域力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」事業事業事業事業、、、、ひょうごひょうごひょうごひょうご環境保全創造環境保全創造環境保全創造環境保全創造

活動活動活動活動、、、、コープコープコープコープこうべこうべこうべこうべ環境基金環境基金環境基金環境基金、、、、コベルココベルココベルココベルコ自然環境保全自然環境保全自然環境保全自然環境保全

基金基金基金基金 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

222222222222------------④④④④④④④④④④④④            
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 仏母摩耶夫人尊は、 
女性のあらゆる難病や 
苦しみを救い給う女尊 
であり安産と子育て、 
子授かりの守護仏とし 
て全国的に知られてい 
る。日本で最初に安産 
腹帯を授けた寺として 
有名である。 

摩耶詣摩耶詣摩耶詣摩耶詣    ～～～～まやもうでまやもうでまやもうでまやもうで～～～～ 

 摩耶詣とは、江戸時代から旧暦２月の初午の日

に近隣の人々が馬を連れて天上寺に参詣し、飼馬

の息災を祈願した。 
「摩耶かんざし」と呼ばれる花かんざしを馬に飾

り、土産に若狭から運んだ昆布「摩耶昆布」を糸

に通して持って帰ると言う珍しい風習。「摩耶詣」

は俳句の春の季語として歳時記などで紹介されて

いる。 

■■■■人人人人もももも動物動物動物動物もももも共共共共にににに生生生生きるきるきるきる「「「「生活共同体生活共同体生活共同体生活共同体」」」」 

馬は人間に役立つ物でなく、馬は共に働き生活

する生き物「生活共同体」とされていた。人間だ

けでなく馬にも慰労をして厄除けをしに詣でた。

家に帰って神棚に摩耶昆布を吊り下げ、子どもに

は摩耶かんざしをつけ「生活共同体」を知らせな

がら遊んだ。遊びながら子供に教え、行事を伝え

ていった。 
摩耶山は庶民により親しみやすく開かれた山と

して、摩耶山信仰は神戸や大阪を超え広がってい

た。明治末頃からは近代化で馬が少なくなり、必

要もなくなって、摩耶詣も廃れていった。山の馬

道もなくなった。 

■■■■摩耶詣摩耶詣摩耶詣摩耶詣のののの復活復活復活復活 
 天上寺では摩耶協議会の主催で、神戸の伝統文

化として守り続けるために昔の習わしを再現した

「摩耶詣祭」を毎年お彼岸の中日に開催している。

六甲山牧場の馬を 
借りて行っている。 
大きい馬は扱いが 
大変なので、小さ 
な馬を使っている。 
木曽馬や与那国馬 
などの小馬たちで 
ある。 
 

講演講演講演講演のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ（（（（伊藤伊藤伊藤伊藤    浄厳浄厳浄厳浄厳さんさんさんさん）））） 

キリスト教のＹＭＣＡ 
で話をしていいのかと思 
われますが、実は古くか 
ら交流があります。日本 
や外国で「世界宗教者会 
議」が行われ、比叡山や 
高野山などで世界の宗教 
者が集まります。 

講演内容講演内容講演内容講演内容 

由緒由緒由緒由緒あるあるあるある「「「「摩耶山摩耶山摩耶山摩耶山天天天天上寺上寺上寺上寺」」」」    

 天上寺は、飛鳥時代の大化２年（西暦６４６年）、

孝徳天皇の勅願により、インドの高僧、法道仙人

が開創された由緒あるお寺である。最盛時には比

叡山、高野山、摩耶山と並べられ、伽藍が三百、

僧数は三千人という大寺であった。（江戸時代に

は５０ヶ寺、幕末には１０ヶ寺、現在は４ヶ寺） 

ご本尊はお釈迦様が自ら造られたといわれる、

「十一面観世音菩薩像」で、大きさ一寸八分（約

６cm）の黄金の仏像。秘仏でありご本尊の胎内に

納められている。法道仙人が中国を経て日本に伝

来し八州(摂津、播磨、淡路、河内、和泉、紀伊、

但馬、丹波)の守護仏とされた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■■■■仏母摩耶夫人尊仏母摩耶夫人尊仏母摩耶夫人尊仏母摩耶夫人尊 

 平安時代に弘法大師が、唐に留学した際に当時

中国で女人守護の御仏として盛んに崇拝されてい

た摩耶夫人（まやぶにん）像を、日本に請来され

天上寺に泰安された。摩耶夫人はお釈迦様の生母

であり、仏教の聖母とされている。以来、当山を

「仏母摩耶山」（略して摩耶山）、寺名を「忉利

天上寺（とうりてんじょうじ）」と号するように

なった。「忉利天」は須弥山の上にかかっている

天で、その上にある寺の意。天城通の上にある寺

ではない。（笑） 

 

テーマテーマテーマテーマ：：：：摩耶詣摩耶詣摩耶詣摩耶詣についてについてについてについて 

第２１回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    

１．あいさつ：１３：００～１３：１０ 

２．講 演 ：１３：１０～１４：５０ 

３．休 憩 ：１４：５０～１５：００ 
４．質疑応答：１５：００～１５：５０ 

講演講演講演講演 

①①①①六甲三山六甲三山六甲三山六甲三山（（（（六甲山六甲山六甲山六甲山、、、、摩耶山摩耶山摩耶山摩耶山、、、、再度山再度山再度山再度山））））

のののの自然自然自然自然とととと歴史歴史歴史歴史、、、、文化文化文化文化とととと宗教宗教宗教宗教    

②②②②摩耶山摩耶山摩耶山摩耶山とととと文人文人文人文人・・・・墨客墨客墨客墨客のののの交流交流交流交流    

③③③③西国西国西国西国のののの奇習奇習奇習奇習・・・・奇祭奇祭奇祭奇祭「「「「摩耶詣摩耶詣摩耶詣摩耶詣」」」」    

 

伊藤浄厳伊藤浄厳伊藤浄厳伊藤浄厳さんさんさんさん 

法道仙人法道仙人法道仙人法道仙人のののの像像像像 

 

仏母摩耶山仏母摩耶山仏母摩耶山仏母摩耶山忉利天忉利天忉利天忉利天上寺扁額上寺扁額上寺扁額上寺扁額 

 

摩耶詣祭摩耶詣祭摩耶詣祭摩耶詣祭 

 

仏母摩耶夫人尊仏母摩耶夫人尊仏母摩耶夫人尊仏母摩耶夫人尊 
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摩耶山摩耶山摩耶山摩耶山をををを訪訪訪訪れたれたれたれた俳人俳人俳人俳人やややや文人墨客文人墨客文人墨客文人墨客 

 「摩耶詣」「摩耶参」 
「摩耶昆布」が俳句の 
季題に選定されことに 
より、摩耶山は俳句の 
山で有名になった。 
 天上寺にある碑には 
下記のような句歌が書 
かれている。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

■■■■近松門左衛門近松門左衛門近松門左衛門近松門左衛門    

 近松門左衛門の、さきがけの作品である『仏母摩

耶山開帳』を本堂落慶記念に皆さんに贈呈した。尼

崎や西宮から研究家が天上寺を来訪するが、神戸の

人には全くといっていいほど知られていない。 

■■■■泉鏡花泉鏡花泉鏡花泉鏡花    

    摩耶山を舞台にした伝奇小説『峰茶屋心中』。山々

を自由自在に描写。泉鏡花は明治人であったが、発

想豊かで巧みな日本語で摩耶山を表現している。 
 

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど：：：： 

・摩耶天上寺パンフレット 

・摩耶山天上寺絵図 
・摩耶詣『図説俳句大歳時記・春』より抜粋 
・各種行事案内パンフレット 

◆天上寺天上寺天上寺天上寺へのへのへのへのアクセスアクセスアクセスアクセス 
交通：ＪＲ三宮駅、六甲道駅、阪急六甲駅から神
戸市バス１８系統に乗り「摩耶ケーブル下駅」で
下車、まやケーブル・ロープウェイで山上「星の
駅」へ。自然観察園を通り徒歩にて約１０分 

    

    

    

    

※参加者の皆様へ：カンパ箱へのご協力ありがと 
 うございました。    

    

 
     
 
 
 
 
 

 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：３２名（順不同・敬称略） 
伊藤 浄厳 小坂 忠之 八木  浄 村上 定広 
澤田  中 浅井 審一 浅井 康枝 呂 
北山健一郎 石田 澄子 大谷安規永 新木 里志 
高光 正明 吉松 昌紀 霜田 泰功 水谷 真平 
久保 紘一 山本 悟而 小林 俊彦 半田 陽生 
渡辺 洋 常見甲子次郎 三島 嘉浩 小久保 晃 
下村 光子 門  昭子 尾崎 尚子 白岩 卓巳   

堂馬 英二 小野 律子 藤井宏一郎 菖蒲 美枝 
 

興味興味興味興味のののの尽尽尽尽きないおきないおきないおきないお話話話話    

・奇数は縁起の良い数字で３や７は特にいい数字。 

 安定する数字、成就数。３は永遠数、７は完成 

 数。人には１礼、神には２礼、仏は３礼。（３回 

 繰り返す） 

・摩耶山は原生林が残っているので摩耶道を歩き 

 面白い発見につなげてほしい。 

・六甲山・摩耶山は江戸時代の百名山に入っている。 

・ヨーロッパ人は、海、港、町、田園の４つの風 

 景が揃っていると理想的な都市文化がつくれる 

 と言う。神戸はまさに当てはまる。 

・六甲山はグルーム氏が開祖といわれているが、 

 それ以前から里山として開かれていた。 等々 

神戸神戸神戸神戸にににに伝統文化伝統文化伝統文化伝統文化をををを～～～～伊藤貫主伊藤貫主伊藤貫主伊藤貫主～～～～ 

神戸は人口移動が激しく、定住して代々住む人

は非常に少ない。現在の世界的な近代都市国家の

流れと考えられる。およそ３０年交替で建物が建

て変わる、「掘り起こし」が神戸の特徴。これで

は文化が育たない。また行事を宣伝しないとすぐ

に忘れてしまい、一過性行事になる傾向があり、

なかなか長続きしない。京都のように恒例行事を

生活文化にして欲しい。 
一気に大きなこと 

をしようとせずに、 
このセミナーの主旨 
のように、地道に参 
加してもらいながら 
魅力を知ってもらう 
ことが大切だ。 

六甲山六甲山六甲山六甲山のののの「「「「不易流行不易流行不易流行不易流行」」」」をををを実感実感実感実感    ～～～～事務局事務局事務局事務局～～～～    

 今回のお話で天上寺を改めて見つめ直し発見が

ありました。改めて、天上寺にてお話を伺う機会

を設けたいと思います。来年の摩耶詣を見物でき

るのが楽しみです。そして、神戸の伝統文化を大

切にしていきたいと思います。  

市民セミナーVol.21 
摩耶詣について/ 
伊藤浄厳 
2004 年 12 月発行 

摩耶山天上寺 

〒657-0105 神戸市灘区摩耶山町 2-12 

TEL：０７８－８６１－２６８４ 

FAX：０７８－８０１－２２００ 

菜菜 菜菜
のの のの
花花 花花
やや やや
 

月月 月月
はは はは
東東 東東
にに にに
 
日日 日日
はは はは
西西 西西
にに にに
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るでパズルを解くような緻密な解析に一同が惹き

込まれました。お寺と神社には当時の景観や植生

が残っていること、湊川神社や生田の杜の変遷、

明治維新から５０年で市街化した神戸、失われた

松原を探すなど、興味の尽きないお話でした。 

冬季冬季冬季冬季のののの市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナーにもにもにもにも確確確確かなかなかなかな手応手応手応手応ええええ 

 市民セミナーも１１回を経ました。定員近くの

参加者が集まって、お互いに交流を図りこれまで

以上に盛り上がりました。六甲山の楽しみ方も板

につき、参加者主体で運営するという取り組みも

着実に展開していると、勇気づけられています。 

 八木さんには講演記録のテープ起こし、山口さ

んと山本さんには感想文を引き受けていただき、

ありがとうございました。 
 

 

 

 年が明け、はじめて六甲山に登ってきました。

当日は日差しが暖かく感じられ、春の芽吹きも感

じられました。名所図会を現在の景観と対比させ、

ほぼ同じところも多いということにはとても興味

深く新鮮な驚きでした。２００年も前に描かれた

図、時々何気なく目にするものも、こういった観

点で見るととても面白いものです。生田神社の松

ぎらいのエピソードや神戸の町並み等、名所図会

と合わせて見ると楽しいものですね。歴史をたど

るウォークをしてみたいです。 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局    兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
   灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所 

灘区長灘区長灘区長灘区長もひょっこりごもひょっこりごもひょっこりごもひょっこりご出席出席出席出席    

 寒さが和らぎ、六甲山ＹＭＣＡの星野池の氷も

ほとんど溶けていました。開講時に灘区長の小川

雄三さんがひょっこり顔を 
出され、皆驚きました。 

里見ホールのマントルピ 
ースで焼き上げた焼き芋を 
頬張りながら、気軽に講演 
を聞ける雰囲気に小川さん 
も感心されました。そして、 
発足した「灘百選の会」を 
抜かりなくＰＲされました。 

田原田原田原田原さんはさんはさんはさんは異色異色異色異色のののの経歴経歴経歴経歴のののの持持持持ちちちち主主主主 

田原さんは、青年海外協力隊でアフリカのマラ

ウイに行かれてカルチャーショックを受け、建築

会社の技術者から開発途上国の都市計画の研究に

転進されました。そして「ひとはく」の設立時か

ら運営に参画されています。自然が売り物の「ひ

とはく」では自然に一番遠い存在だと自称され、

名所図会から植生の変遷を探るという比類のない

研究をされています。 

名所図会名所図会名所図会名所図会のののの「「「「ひもときひもときひもときひもとき」」」」ににににビックリビックリビックリビックリ！！！！ 

 「ひとはく」所蔵の「空飛ぶ絵師の鳥瞰図」が

特徴の「西国名所図会」と、「摂津名所図会」を「旅

行ガイド」に、２００年前の江戸時代にタイムス

リップしました。「江戸時代の裏六甲は樹木があっ

たが、表六甲は禿山だった」という結論への、ま

講師講師講師講師：：：：田原田原田原田原
た は ら

    直樹直樹直樹直樹
な お き

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

昭和２８年生まれ 大阪大学大

学院工学研究科博士課程修了。

専門は都市計画、環境計画。建

設会社、青年海外協力隊等を経

て研究者の道へ。現在兵庫県立

人と自然の博物館主任研究員 

市民セミナーVol.11 

名所図会から見た六甲

山と神戸/田原 直樹 

2004 年 2 月発行 

第１１回テーマ： 

名所図会から見た六甲山と神戸 

    講演内容講演内容講演内容講演内容 

        ①①①①名所図会名所図会名所図会名所図会をををを読読読読むむむむ 

        ②②②②名所図会名所図会名所図会名所図会にににに見見見見るるるる地域地域地域地域のののの変貎変貎変貎変貎 

        ③③③③名所図会名所図会名所図会名所図会がががが教教教教えてくれるえてくれるえてくれるえてくれる 

                                二百年前二百年前二百年前二百年前のののの植生植生植生植生 

        ④④④④昔昔昔昔のののの里山里山里山里山はははは豊豊豊豊かだったのかかだったのかかだったのかかだったのか？？？？ 
 

 実施日：平成１６年２月１４日（土） 

午後１時～３時４０分 

場 所：六甲山ＹＭＣＡ 里見ホール 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    あけびあけびあけびあけびグループグループグループグループ 山口紀子山口紀子山口紀子山口紀子さんさんさんさん 

灘区長灘区長灘区長灘区長 小川雄三小川雄三小川雄三小川雄三さんさんさんさん 

西国名所図会西国名所図会西国名所図会西国名所図会    

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

２２２２２２２２２２２２－－－－－－－－－－－－⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤            
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講演講演講演講演のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ（（（（田原田原田原田原    直樹直樹直樹直樹さんさんさんさん）））） 

名所図会とはどんなも

のなのかを知って頂きた

いと思います。そこに描か

れた地域がどのように変

わったか、またその地域の

山に生えていた植物がど

のように変わったかをご

紹介します。 

講演内容講演内容講演内容講演内容 

名所図会名所図会名所図会名所図会はははは現在現在現在現在のののの旅行旅行旅行旅行ガイドガイドガイドガイド    

 名所図会は、江戸時代中期に作られた名所案内

記のことで、現在のガイドブックにあたる。大衆

向けに作られ、たくさん普及したもので、やさし

い文章や多くの挿絵などで構成されている。 

 次の「西国名所図会」と「摂津名所図会」の原

本は、人と自然の博物館が所蔵している。 

「「「「西国名所図会西国名所図会西国名所図会西国名所図会」」」」：屏風のように裏表に２０枚位の

絵がある。出発点は大阪の安治川で、船で瀬戸内

海を二十箇所寄港しながら萩へ到着する。作者は

五雲亭貞秀（横浜浮世絵の第一人者）で、鳥瞰図

という上から見下ろした風景が得意で「空飛ぶ絵

師」と呼ばれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「「「「摂津名所摂津名所摂津名所摂津名所図会図会図会図会」」」」：かなを用いて文章がたくさん書

かれているのが特徴。複数の絵師が描いた挿絵も

たくさんある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

二百年前二百年前二百年前二百年前のののの六甲山遠望六甲山遠望六甲山遠望六甲山遠望とととと神戸神戸神戸神戸    

 名所図会を見ると、自然状態、人の暮らし、景 

 

テーマテーマテーマテーマ：：：： 名所図会名所図会名所図会名所図会からからからから見見見見たたたた六甲山六甲山六甲山六甲山とととと神戸神戸神戸神戸 

第１１回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    
１．昼食懇親：１２：１５～１３：００ 

２．挨拶案内：１３：００～１３：２０ 

３．講  演：１３：２０～１４：３０ 

４．質疑応答：１４：３０～１５：１０ 

５．懇 談 会：１５：１０～１５：４０ 

講演講演講演講演 

    ①①①①名所図会名所図会名所図会名所図会をををを読読読読むむむむ 

    ②②②②名所図会名所図会名所図会名所図会にににに見見見見るるるる地域地域地域地域のののの変貎変貎変貎変貎 

    ③③③③名所図会名所図会名所図会名所図会がががが教教教教えてくれるえてくれるえてくれるえてくれる 
                            二百年前二百年前二百年前二百年前のののの植生植生植生植生 
    ④④④④昔昔昔昔のののの里山里山里山里山はははは豊豊豊豊かだったのかかだったのかかだったのかかだったのか？？？？ 

 

西国名所図会六甲山遠望西国名所図会六甲山遠望西国名所図会六甲山遠望西国名所図会六甲山遠望    

西国名所図会西国名所図会西国名所図会西国名所図会    湊川周辺湊川周辺湊川周辺湊川周辺    
西国名所図会西国名所図会西国名所図会西国名所図会    

摂津名所図会摂津名所図会摂津名所図会摂津名所図会    

観などについて描かれ   

た頃と現代の違いがわ

かる。大阪の安治川の

川口から見た六甲山

は、当時、武庫山と呼

ばれていた。 

大げさに強調して表

現されているが、案外

写実的に描かれてい

る。何処から見て描い

たのか判らないといわ

れるが、あちこちから

見たものを合成したよ

うで、全体としては想

像図になっている。 

 次の図には湊川神社になった楠正成公の墓があ

る。当時湊川には、街道沿いと川の両側に松がい

っぱい生えていたことが判る。楠公の墓や湊川神

社の廻りは、全部田であったと読みとれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

失失失失われたわれたわれたわれた松原松原松原松原をををを探探探探すすすす    

 江戸時代、鎮守の杜といえば松と思えば良かっ

た。現在その松が残っている所が少ない。比較的

松がよく残っているのは、住吉神社や西宮神社。

広田神社は、非常に珍しい長い松の参道が今も残

っている。昔の神社のイメージは、今の西宮戎神

社みたいなものだった。現在、楠が中心になった

鎮守の杜は、明らかに明治以降のものである。 

二百年前二百年前二百年前二百年前からからからから現在現在現在現在のののの植生植生植生植生へのへのへのへの変遷変遷変遷変遷    

 江戸時代の名所図会は「松の絵巻」といえるく

らい、植物的観点から見ると松ばっかり描かれて、

松しかなかったと思われる程である。 
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ところが、松の世界がだんだん終わりつつある。

大阪の市内にはとにかく松や名所がいっぱいあっ

た。その名所を調べてみたら全然松がない。記述 
を見ると、昭和の初期まではあったが、ほとんど

排気ガスで駄目になった。 

 里山に関しては、植生はむしろ良くなっている、

と言ってよい。松は失われて、だんだん照葉樹林

に変わりつつある。結果的に、生物の多様性とし

ては高くなっている。だから「昔は、人手が入ら

なくて里山は豊かだったけど、人間が手を加えた

から、だんだん貧しくなった」というのは、全体

の話としては正しいのだが、江戸時代までの話と

しては、決してそうでなくて逆に植生は豊かにな

っている部分がある。 

裏六甲裏六甲裏六甲裏六甲はははは禿禿禿禿げていなかったげていなかったげていなかったげていなかった？？？？    

 禿げ山のように描かれてい 

る六甲山に対して裏六甲山は、 

斑点がいっぱい描かれている。 

斑点は樹木を表現していると 

すると、六甲山の表は禿げて 

いたが、裏は樹木がありそれ 

ほど禿げてはいなかったと解 

釈するのが一番理にかなっていると思われる。 

田原先生田原先生田原先生田原先生からからからから「「「「実際実際実際実際にににに歩歩歩歩いていていていて下下下下さいさいさいさい」」」」 

名所図会に描かれているものが今どうなってい

るかを実際に訪ねて歩く「町歩きセミナー」を「ひ 
とはく」で行っていますので、興味のある方はご

参加いただければと思います。（まとめ） 
 

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料：：：： 

 講演レジュメ、名所図会（カラーコピー）配布 

～～～～書籍紹介書籍紹介書籍紹介書籍紹介～～～～ 
 自然環境ウォッチング 

 「六甲山」 

 兵庫県立人と自然の博物館 

 「六甲」研究グループ・編 

 神戸新聞総合出版センター    

    
※現在講演記録を作成しています。ご希望の方は事務局

までお問い合わせ下さい。 

町歩町歩町歩町歩ききききセミナーセミナーセミナーセミナーのごのごのごのご案内案内案内案内    

名所図会にある場所を実際に訪ねて歩く「町歩きセミナ

ー」があります。大阪編：５月２２日、６月１９日、神

戸編：１０月１６・３０日、１１月６・２０日。 

※詳細は下記の人と自然の博物館までお問い合わせください。 

◆◆◆◆セミナーセミナーセミナーセミナーのののの感想感想感想感想 
・阪神間の歴史と植木の関係が理解できた。 
・今後も自分で勉強してみたいと思う。 
・今、名所図会が昔を知るためにこれだけ役立ってい 

ることに感動した。 
・図会から見た松の植生は本当に貴重な話であった。 
・江戸時代と現在の対比が特に面白かった。 

 ◆◆◆◆冬冬冬冬のののの六甲山六甲山六甲山六甲山のののの印象印象印象印象などなどなどなど 

・前回は一面の雪だったが、今回は春を感じた。 

・六甲山ＹＭＣＡのペチカは心温まり、とても素敵。 
下界との温度差を実感した。 
・冬の六甲山もなかなかいいなと思った。 
 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２５名（順不同・敬称略） 
田原 直樹 山田 良雄 山西 一平 高光 正明 

兼貞  力 村岡 義博 三村栄三郎 石田 澄子 
青木 孝子 中務 勝子 山口 紀子 田中 弘子 
白石 郁子 山本 悟而 山田  勇 八木  浄 
小川 雄三 西尾 智明 杉本 和彦 西崎俊一郎 
堂馬 英二 米村 邦稔 松井 光利 中川貴美子 
菖蒲 美枝 
 

参加者参加者参加者参加者のののの声声声声    アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより 

六甲六甲六甲六甲のののの歴史歴史歴史歴史がつながったがつながったがつながったがつながった 

 今年度の市民セミナーの講演では、万葉時代（第

１０回）、平安・鎌倉時代（第２．６回）、江戸時

代（第１１回）、幕末明治（第７回）、昭和初期（第

３回）が語られた。六甲山に関する自然環境や生

活文化の変化が見え、歴史がつながってきた。 

懇談会懇談会懇談会懇談会 

 講演後の質疑応答では、 
なぜ今は松でなく楠なの 
か、名所図会の松は赤か 
黒か？その他名所につい 
ての話が交わされた。 
 
 
 
 今回で３回目の参加とな 

ります。毎回素晴らしいお 

話に感動して満ち足りた気 

分で帰りのバスに乗ってい 

ます。今日もまた驚きの連 

続でした。名所図会は当時 

の景観を知るための貴重な 

情報源であるということの 

他、多くのことを教えて頂きました。年１回くら 

いはもっと集まりやすいところで、六甲山自然保 

護センターを活用する会のＰＲも兼ねて市民セミ 

ナーを開催されてはいかがでしょうか。小人数で 

聴くにはもったいない話ばかりです。 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    山本山本山本山本 悟而悟而悟而悟而さんさんさんさん 

市民セミナーVol.11 
名所図会から見た六甲

山と神戸/田原 直樹 

2004 年 2 月発行 

兵庫県立人と自然の博物館 

〒669-1546 三田市弥生が丘6丁目 

TEL：079-559-2001 FAX：079-559-2007 

URL：http://hitohaku.jp/ Mail:root@hitohaku.jp 

初参加初参加初参加初参加のののの西崎西崎西崎西崎さんさんさんさん    
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旧居留地旧居留地旧居留地旧居留地３８３８３８３８番館番館番館番館 

グルームグルームグルームグルームのののの出生出生出生出生・・・・死亡届死亡届死亡届死亡届をををを見見見見たたたた    

 本邦初公開！グルー 
ムの出生届、死亡届を 
拝見することができま 
した。桑田さんは、神 
戸国際大学経済学部の 
教授であり、他面では 
駐日英国外交官につい 
て研究されていて、神 
戸外国人居留地研究会 
の事務局長をされてい 
ます。資料入手のため 
毎年イギリスへ出かけ 
られるそうです。この 
度、神戸外国人居留地をはじめ、イギリス人であ

るグルームに関するたくさんの貴重な資料を集め

ていただき、スライドにて紹介していただきまし

た。桑田先生の資料収集力ならびに追求する熱心

さにとても感動しました。講演へのご配慮に感謝

いたします。 

懇談会懇談会懇談会懇談会もにぎわったもにぎわったもにぎわったもにぎわった 

 質疑応答の後、お茶を飲みながら和やかな雰囲

気で懇談会へと進みました。成徳小学校の４年生

担当である福谷先生より総合的な学習に対する方

針をご紹介いただき、皆で聞き入りました。懇談

は参加者同士へと活発になり意見が交わされました。 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 
            兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

今年最後今年最後今年最後今年最後ののののセンターセンターセンターセンターでのでのでのでのセミナーセミナーセミナーセミナー    

 この日は素晴らしい秋晴れで、自然保護センタ

ーの入口前にはコスモスやススキが揺れており、

たくさんの方が訪れていました。センターでの市

民セミナーは今回が今年最後となりました。（来

月からは六甲山ＹＭＣＡにて開催します）参加者

３２名が揃い、神戸市立成徳小学校の先生や生徒

さん、婦人大学卒業生「あけび」の会の皆さん他、

多彩なリスナーが集まり充実したセミナーを開催

することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居留地居留地居留地居留地というものがわかったというものがわかったというものがわかったというものがわかった    

 今回は神戸のイメージの一つにある外国人居留

地に注目しました。居留地成立の歴史や建設、ま

た居留地に関わる外国人達、その中の１人、六甲

山開祖、アーサー・ヘスケス・グルームの活動に

ついてご紹介いただきました。六甲山の開発は居

留地文化が源流にあり、六甲山開発の背景や文化

を知ることができました。 

市民セミナーVol.7 

グルームと神戸外国人

居留地文化/桑田  優 

2003 年 10 月発行 

 

 

 

    第７回テーマ ：グルームと 

                神戸外国人居留地文化 

    講演内容講演内容講演内容講演内容 

①①①①神戸外国人居留地神戸外国人居留地神戸外国人居留地神戸外国人居留地 

                        文化文化文化文化のののの成立成立成立成立 

    ②②②②居留地居留地居留地居留地にやってきたにやってきたにやってきたにやってきた 

                イギリスイギリスイギリスイギリス人人人人たちたちたちたち 

    ③③③③グルームグルームグルームグルームのののの活動活動活動活動 

 

 

 実施日：平成１５年１０月１８日（土）午後２時～５時 

 場 所：六甲山自然保護センター内 レクチャールーム 

講師講師講師講師：：：：桑桑桑桑
くわ

田田田田
た

 優優優優
まさる

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
昭和２０年神戸市生まれ 
昭和６０年八代学院大学（現：
神戸国際大学）経済学部教授、
現在に至る。平成５年、オック
スフォード大学日産日本問題
研究所研究員、平成９年同研究
所客員所員、平成１３年ケンブ
リッジ大学東洋学部客員研究員 

 

 

神戸外国人神戸外国人神戸外国人神戸外国人 

居留地跡居留地跡居留地跡居留地跡のののの碑碑碑碑 

成徳小学校成徳小学校成徳小学校成徳小学校のののの生徒生徒生徒生徒さんもさんもさんもさんも参加参加参加参加 

 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

２２２２２２２２２２２２－－－－－－－－－－－－⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥            
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テーマテーマテーマテーマ：：：：グルームグルームグルームグルームとととと神戸外国人居留地文化神戸外国人居留地文化神戸外国人居留地文化神戸外国人居留地文化 

講演講演講演講演のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ（（（（桑田桑田桑田桑田    優優優優さんさんさんさん）））） 

 私は、江戸時代の古
文書を読むのが専門で

すが、海外に留学する

ためのネタとして、外

交官居留地の研究をし

ています。今日は外国

人が日本にやって来た

１１０年位前の話をし

たいと思います。 

講演内容講演内容講演内容講演内容 
幕末幕末幕末幕末のののの開国開国開国開国    

嘉永６年６月３日（１８５３年７月８日）アメ

リカのペリーが来航。翌年３月３日に幕府は日米
和親条約を結ぶ。 

安政５年正月１２日下田の領事ハリスとの交渉
により日米修好通商条約を結ぶ。長崎、神奈川、

兵庫、新潟の四港の開港と江戸・大阪の二市の開

市が決定した。 

５５５５年遅年遅年遅年遅れてれてれてれて兵庫開港兵庫開港兵庫開港兵庫開港 
 日米修好通商条約の交渉において最初は京都近
辺の堺を開港場としていた。しかし堺の近辺には

皇室の古墳や天皇家の古墳があり、そういった堺
を開港場にすると外国人の遊歩区域内に古墳の場

所が入ってしまう。これを恐れて幕府は堺をやめ

て兵庫に変更した。 

 堺の港は大和川からの土砂により浅瀬のため、

大きな船が入れないということで、アメリカは兵
庫への変更をすんなりと受け入れた。 

 １８６３年の１月１日の開港予定であったが、

当時幕末攘夷活動が盛んで、京都に近い兵庫の開

港を予定通り行うと非常に危険であるということ

で、幕府は使節をイギリスに派遣し、５年間の延
期を求めた。この文久２年５月９日（１８６２年

６月６日）ロンドン覚書により、慶応３年１２月

７日（１８６８年１月１日）に兵庫開港となった。 

神戸村神戸村神戸村神戸村にににに神戸外国人居留地神戸外国人居留地神戸外国人居留地神戸外国人居留地のののの成立成立成立成立    

 慶応３年４月１３日、「兵庫・大阪規定書」とし

て外国行使団との間で兵庫の開港についての取り

決めが行われた。その中で、貿易を行うためにや

って来た外国人を居住させる場所として神戸村を

居留地に定めた。 

居留地の範囲（約２６ヘクタールの広さ） 

東：旧生田川 

 （現在のフラワーロード・市役所東側） 

西：鯉川（現在の鯉川筋・大丸西側） 

北：西国街道（現在の大丸神戸店北側、三宮神社 

       の間の道路） 

南：海岸線（現在の国道２号線） 

 明治３年より競売が行われるが、価格はどんど
ん上昇。国別ではイギリスが圧倒的に多かった。 

居留地以外居留地以外居留地以外居留地以外にににに山手異人館山手異人館山手異人館山手異人館などのなどのなどのなどの雑居地雑居地雑居地雑居地 

 幕府によって建設が進むが、完成したのは運上
所と番所だけでまだ人が住める状態でなかった。

そのため居留地以外のところに外国人が住む事を

許した。これが雑居地であり、 

山麓の山手異人館もこれに 

あてはまる。 

 兵庫にやって来た中国 

人は条約の締結国ではな 

いので居留地内には住め 

なかったため、中国人達 

は居留地の近くに「南京 

町」をつくり居住した。 

第７回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    

１．あいさつ：１３：１５～１３：２０ 

２．講  演：１３：２０～１４：３０ 

３．質疑応答：１４：３０～１５：２０ 
４．懇 談 会：１５：４０～１６：１０ 

講演講演講演講演 

（１）神戸外国人居留地の成立 

（２）居留地の建設 

（３）居留地にやってきたイギリス人たち 

（４）Ａ．Ｈ．グルームの活動 

 

※講演用に作成されたパワーポ

イントで多くの写真や資料を

紹介していただきました。 

遊歩区域 

 
 
居
留
地
 

内
外
人
 

 
 
雑
居
地
 

内
地
 

神戸外国人居留地神戸外国人居留地神戸外国人居留地神戸外国人居留地 

（（（（数字数字数字数字はははは居留地居留地居留地居留地のののの区画番号区画番号区画番号区画番号）））） 

 
原図原図原図原図ははははジャパンジャパンジャパンジャパン・・・・クロニクルクロニクルクロニクルクロニクル紙紙紙紙ジュビリーナンバージュビリーナンバージュビリーナンバージュビリーナンバー「「「「神戸神戸神戸神戸 

外国人居留地外国人居留地外国人居留地外国人居留地」（」（」（」（堀博堀博堀博堀博・・・・小出石史郎訳小出石史郎訳小出石史郎訳小出石史郎訳、、、、土居晴夫解説土居晴夫解説土居晴夫解説土居晴夫解説よりよりよりより 

神木哲男神木哲男神木哲男神木哲男・・・・崎山昌廣崎山昌廣崎山昌廣崎山昌廣『『『『神戸神戸神戸神戸３３３３／／／／４４４４世紀世紀世紀世紀』（』（』（』（１９９３１９９３１９９３１９９３年年年年    神戸神戸神戸神戸

新聞総合出版新聞総合出版新聞総合出版新聞総合出版センターセンターセンターセンター）））） 

 

 

桑田桑田桑田桑田    優優優優さんさんさんさん 
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ＡＡＡＡ.ＨＨＨＨ.グルームグルームグルームグルームのののの生生生生いいいい立立立立ちとちとちとちと活動活動活動活動 

 １８４６年ロンドン生まれ。父は弁護士。明治
４年（１８７１）、グラバー商会を退社、神戸の

菩照寺の離れに下宿し、住職の媒酌で日本人宮崎
直と結婚する。居留地の英１０１番に商館を建て、

貿易商社を経営、日本茶を輸出しセイロン紅茶の

輸入をはじめた。明治１３年ごろから横浜へ進出

し、生糸の輸出もしていたが、明治２３年に神戸

に帰り、居留地の播磨町３４・３５番に商社をか

まえ茶の輸出を継続する。明治２９年に８０番館
のオリエンタルホテルの取締役として、明治３３

年には社長となる。 

 

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料：：：： 
講演レジュメ配布 
    ～～～～書籍紹介書籍紹介書籍紹介書籍紹介～～～～ 
『近代における駐日英国外交官』 
    桑田 優 著 
 （敏馬書房 ６０００円） 
 

 

 

 

 

◆◆◆◆アンケートアンケートアンケートアンケート：：：： 
＊居留地とグルームと六甲山のつながりが分かっ
た。＊居留地成立の由来が分かった。神戸文化の

原点を見直した。＊居留地の跡をたどってみたい。  

＊次回はグルームの個人的なエピソードが聞きたい。 

 

 

◆◆◆◆懇談会懇談会懇談会懇談会：：：： 

・神戸市立成徳小学校４年生担当の福谷先生より総合

的な学習の方針の紹介 
・婦人大学卒業生「あけび」より六甲山の活動紹介 
・兵庫県生物学会白岩先生よりホームページの案内 

※今回の講演記録を作成中です。ご希望の方にはお分

けしますので事務局までお問合せください。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：３３名（順不同・敬称略） 
桑田  優  米村 邦稔  白岩 卓巳  八木  浄 
戸田 清彦  桑田  結  青木 孝子  澤田 俊哉 
石田 澄子  霜田 泰功  植松富士子  光宗 智子 
白石 郁子  山口 紀子  田中 弘子  藤本 武子 
川口嬉預子  中務 勝子  福谷真知子  北山健一郎 
藤田 一豊  藤田 昭子  山田 良雄  伊沢 信雄 
伊藤 邦生  三代地 光  川植茉亜子  安喜  茜 
大上 紗璃  堂馬 英二  藤井宏一郎  中野  一 

菖蒲 美枝 

 

市民セミナーVol.7 

グルームと神戸外国人

居留地文化/桑田  優 

2003 年 10 月発行 

ＡＡＡＡ.ＨＨＨＨ.グルームグルームグルームグルーム氏氏氏氏                                出生地出生地出生地出生地：：：：メリルボーンメリルボーンメリルボーンメリルボーン    

六甲山開発六甲山開発六甲山開発六甲山開発～～～～明治末明治末明治末明治末にはにはにはには６３６３６３６３戸戸戸戸のののの別荘別荘別荘別荘    

 グルーム氏は、明治２８年、六甲山の三国池近
辺の土地を借り、<１０１番屋敷>と名乗る平屋２

棟の別荘を建てた。明治３４年六甲山上に４ホー

ルのゴルフ場を開設、明治３６年、９ホールに増
設して日本最初のゴルフクラブの神戸ゴルフ倶楽
部を創設。六甲の山頂生活も宣伝した。明治４３

年にはイギリス人２８戸、日本人１２戸、ドイツ
人、フランス人各９戸、アメリカ人４戸、ベルギ

ー人１戸、計６３戸の別荘が建ち並び、彼は「六

甲市長グルーム」と呼ばれるようになった。明治
４５年、長年の功績に対し、「六甲開祖之碑」が

山頂に建てられた。 

事実確認の質疑応答 
 居留地という言葉の意味や条件について踏み込んだ

質問がありました。また、グルームの功績について質

問があり、米村さんから補足説明をいただきました。 

桑田さんのまとめ 
 今回は、神戸外国人居留地文化がメインとなり、時

間切れで足りない部分もあったと思います。本当は写
真だけではなしに六甲山とグルームの関係などをもう

少し話が出来れば良かったと思います。今後さらに研

究を進めたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※事務局としては、外国人居留地文化について初めて

知りました。多くの方に知ってもらいたいです。 

連絡先：神戸外国人居留地研究会 

神戸市東灘区向洋町中 9-1-6 

神戸国際大学桑田研究室 

TEL&FAX：078-845-3315 

グルームグルームグルームグルームのののの出生届出生届出生届出生届    

桑田桑田桑田桑田さんがさんがさんがさんがイギリスイギリスイギリスイギリスののののファミリーレポートセンターファミリーレポートセンターファミリーレポートセンターファミリーレポートセンターにににに行行行行っっっっ
てててて死亡届死亡届死亡届死亡届とととと共共共共にににに入手入手入手入手されたものですされたものですされたものですされたものです。（。（。（。（初公開初公開初公開初公開））））    

セミナーセミナーセミナーセミナーのののの様子様子様子様子    
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昭和初期昭和初期昭和初期昭和初期のののの賑賑賑賑わいをわいをわいをわいを辿辿辿辿るるるる    

 開発の概要の話に続いて、４つのグループに分

かれてフィールドワークをしました。探訪マップ

をもとに記念碑台周辺を歩き、昭和初期の写真と

現在とを見比べました。六甲山ホテルの旧館や六

甲登山ロープウェイ跡地など六甲山開発の名残を

確かめながら、当時の賑やかな様子に思いを馳せ

ました。 

六甲山六甲山六甲山六甲山スローライフスローライフスローライフスローライフ探検隊探検隊探検隊探検隊がががが踏踏踏踏みみみみ出出出出したしたしたした    

 六甲山開発の歴史を探求する興味が募りまし

た。これからの六甲山への関わりを考えるには、

昭和初期の六甲山を知ることは重要です。森地さ

んの実践に学びながら、六甲山でのスローライフ

が賑わった時代に注目していきます。 

※詳しくは、１．２ページをお読みください。 

 
 
  
 普段何気なく眺めていた 

六甲山、開発当時のことも 

考えたことはありませんで 

した。今回参加して、明治 

時代から戦前にかけて、山 

に想いをかけた人々の努力 

によって開発が進んだこと 

を解説いただき、その一端 

をうかがい知ることができました。また、開発
当時の痕跡を、実際にフィールドを通して知る
ことができたことも有意義でした。 

 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

協力協力協力協力：：：：兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所 神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

実践実践実践実践こうべこうべこうべこうべ学第学第学第学第２２２２回回回回とととと併催併催併催併催 
 今回の市民セミナーは、「実践こうべ学」の第

３回講座と併催しました。県立神戸生活創造セン

ター、県立人と自然の博物館と当会の三者が共催

で実施しているものです。自然保護センターに総

勢４８名が集まり、レクチャールームは満員で賑

わいました。雨が降ったりやんだりと天気は不安

定でしたが、「それも六甲山の自然の魅力だ！」

と雨や霧の景色を楽しみました。 

森地森地森地森地さんのさんのさんのさんの探求心探求心探求心探求心にににに感服感服感服感服    

 講師の森地一夫さんはホームページ「祖父の見

た六甲山」を開設しています。六甲山の開祖とい

われるＡ.Ｈグルーム氏以降の六甲山開発につい

て調べている卓越したフィールドワーカー（オタ

ク？）です。講演では、阪神と阪急の開発競争を

ひも解かれ、意外と知られていない昭和初期の六

甲山開発の様子を解説していただきました。また

六甲山に関する本や地図など貴重な資料もたくさ

ん紹介されました。小さな疑問を大切にする森地

さんの探求心には感服しました。 
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              第３１回テーマ： 

                   六甲山開発史 

                                                    講演内容講演内容講演内容講演内容    

                                                    ①①①①昭和初期昭和初期昭和初期昭和初期のののの六甲山六甲山六甲山六甲山    
                                                            阪神阪神阪神阪神・・・・阪急阪急阪急阪急のののの開発競争開発競争開発競争開発競争    

                                                    ②②②②戦後戦後戦後戦後のののの六甲山六甲山六甲山六甲山    
                                                            国立公園化国立公園化国立公園化国立公園化            

                                                    ③③③③記念碑台記念碑台記念碑台記念碑台のののの移移移移りりりり変変変変わりわりわりわり    
                                                        ((((フィールドワークフィールドワークフィールドワークフィールドワークのののの案内案内案内案内))))    

                                                                                      
              実施日：平成１７年１０月１５日（土） 

                  午後１２時３０分～３時 

              場    所：六甲山自然保護センター 

                  レクチャールーム 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    戸次戸次戸次戸次    寿一寿一寿一寿一さんさんさんさん 

講師講師講師講師：：：：森地森地森地森地
も り ち

    一夫一夫一夫一夫
か ず お

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
１９６０年生まれ。関西学院
大学理学部卒業、神戸大学大
学院理学研究科数学専攻理学
修士。コンピューター・ソフ
トウエア会社に勤務。ボーイ
スカウト西宮地区役員。ＨＰ
「祖父の見た六甲山」を開設。 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

（（（（財財財財））））大阪大阪大阪大阪コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ財団財団財団財団（（（（東洋東洋東洋東洋ゴムグループゴムグループゴムグループゴムグループ環境環境環境環境

保護基金保護基金保護基金保護基金）、（）、（）、（）、（財財財財））））ひょうごひょうごひょうごひょうご環境創造協会環境創造協会環境創造協会環境創造協会、、、、コープコープコープコープこうこうこうこう

べべべべ環境基金環境基金環境基金環境基金、、、、灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所「「「「地域力地域力地域力地域力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」事業助成事業助成事業助成事業助成 

レクチャールームレクチャールームレクチャールームレクチャールームはははは満員状態満員状態満員状態満員状態 

六甲登山六甲登山六甲登山六甲登山ロープウェイロープウェイロープウェイロープウェイ跡跡跡跡    
をををを背背背背にににに解説解説解説解説    

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

２２２２２２２２２２２２－－－－－－－－－－－－⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦            
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六甲山は麓住民の里山として、氷や薪・山菜など

の天然資源を供給してきた山で、共有物として使わ

れてきた。その利用権（入会権）が大正１５年に解

消され、昭和からの一大開発ラッシュにつながった。 

■■■■阪神阪神阪神阪神によるによるによるによるインフラインフラインフラインフラ整備整備整備整備    
昭和２年に阪神が有野村から山上 

の広大な土地を購入し、開発に着手 

した。阪神は山上を住宅別荘・水源・ 

森林・遊園・商業の五区に分けて開 

発計画を立て、貸し別荘やオリエン 

タルホテルを建設。六甲越有馬鉄道 

（六甲ケーブル）を建設し、昭和 8 

年には六甲山回遊道路を整備した。 

 

■■■■阪神阪神阪神阪神・・・・阪急阪急阪急阪急のののの開発競争開発競争開発競争開発競争 

 山麓での対抗意識を山上に持ち込む 

形で阪急が開発に参入。六甲山ホテル 

や六甲登山ロープウェイを建設した。 

阪神と阪急の競争は「まるで早慶戦そ 

の儘―山の神聖を患ふる葺合署」とい 

う新聞記事になるほどだった。 

 山上には数百の別荘ができ、土日に 

はドライブウェーを高級車が砂煙をあ 

げ疾走。昭和１２年頃には１００万人 

以上六甲山に上ったという。 

 六甲山の賑わいは絶頂を極めたが、 

開発は無駄が多く、節操を欠いたものになった。 

■■■■体位向上体位向上体位向上体位向上のののの山山山山 

 戦時中はこの活気も軍靴の足音に消され、六甲山

は銃後の備え「体位向上の山」としての役割を担う

ことになった。排英運動の高まりを受けて、昭和１

５年（１７年？）に「六甲開祖之碑」は撤去された。

ロープウェイは金属回収のために昭和１９年に撤

去。今はアイスロードの脇にその廃墟だけが残る。 

２２２２．．．．戦後戦後戦後戦後のののの六甲山六甲山六甲山六甲山～～～～国立公園化国立公園化国立公園化国立公園化    

■■■■戦後戦後戦後戦後のののの六甲山六甲山六甲山六甲山    
 戦争を経て六甲山は荒廃し、六甲山ホテルが昭和

２６年に再開業したものの、茶店は１３軒ほどに減

っていた。六甲山を愛した阪急の小林一三氏は朝日

新聞（昭和２７年）に「六甲山は泣いている」とい

う一文を投稿している。さらに神戸市との折衝を進

め、表六甲ドライブウェーの再建に出資、国立公園

化に向けて中心的な働きをした。ロープウェイを復

活させるという話もあったが、小林氏は「これから

はモータリゼーションの時代」と一蹴したという。 

 

講演のあいさつ（森地一夫さん） 

 ホームページ「祖父の見 

た六甲山」を開設していま 

す。祖父は六甲山ホテルの 

支配人を務めた人で、祖父 

の残した六甲山の昔の地図 

がきっかけで六甲山の歴史 

を調べ始めました。分から 

ないことを調べるうちにだ 

んだんとはまっていき、六甲山オタクになりまし

た。今日はオタクの心意気を皆さんに感じていた

だきたいと思います。 

講演内容 

１１１１．．．．昭和初期昭和初期昭和初期昭和初期のののの六甲山六甲山六甲山六甲山～～～～阪神阪神阪神阪神・・・・阪急阪急阪急阪急のののの開発競争開発競争開発競争開発競争    
■■■■昭和初期昭和初期昭和初期昭和初期～～～～にぎやかなにぎやかなにぎやかなにぎやかな六甲山六甲山六甲山六甲山    

 関西山小屋「六甲山特 

輯（しゅう）」（昭和１２ 

年）には｢およそ六甲ほど 

変化に富んだ山はなく、 

六甲ほど多種多様の登山 

者を見る山はない｣とあ 

る。「パラソルを差して美

しい和服の麗人」や「葉巻をくゆらし、ゴルフパ

ンツをはいた肥満ブルジョア氏」、「リュックサッ

クにセーラー服の女学生」、「ニッカボッカに登山

靴の実業登山団」などなど色々な人たちで賑わっ

ていた。 

■■■■明治明治明治明治のころののころののころののころの六甲山六甲山六甲山六甲山    
 グルームが六甲山に惚れ込んで開発を始めた。家

を建てて道を整備し、居留地にいる外国人を誘った。

明治４３年頃の六甲山の地図に住民の名前が書か

れているが、４０数軒中、一人を除き全員外国人。 

 当時はカゴで山に登った。山麓の五毛や大石は

カゴの出発点として賑わった。山上には茶店があ

り、ホテルより安く泊まることができた。 

 明治の終わり頃に「六甲開祖之碑」が建てられ、

その場所が「記念碑台」と呼ばれるようになった。 

■■■■昭和初期昭和初期昭和初期昭和初期のののの六甲山開発六甲山開発六甲山開発六甲山開発    
 第１次大戦が起こって、外国人はどんどん帰国。

一時さびれたが、代わりに軍需景気で成金になった

日本人が急激に増えた。代表格は天王寺で鋳鋼所を

経営した奥村氏。儲かって仕方がないので社員にボ

ーナスを３３ケ月分出し、丁字ケ辻の辺りに家を建

てて、昭和４年に自費で道路（表六甲ドライブウェ

ーの戦前版）を建設。兵庫県に寄付した。 

 

テーマ：六甲山開発史 

第３１回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    
１．あいさつ：１２：３０～１２：４５ 
２．講  演：１２：４５～１３：２５ 

３．ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ：１３：２５～１４：２５ 
４．質疑応答：１４：２５～１５：００ 
 

講演講演講演講演 

①①①①昭和初期昭和初期昭和初期昭和初期のののの六甲山六甲山六甲山六甲山～～～～阪神阪神阪神阪神・・・・阪急阪急阪急阪急のののの開発競争開発競争開発競争開発競争 

②②②②戦後戦後戦後戦後のののの六甲山六甲山六甲山六甲山～～～～国立公園化国立公園化国立公園化国立公園化 
③③③③記念碑台記念碑台記念碑台記念碑台のののの移移移移りりりり変変変変わりわりわりわり～～～～フィールドワークフィールドワークフィールドワークフィールドワーク 

森地森地森地森地 一夫一夫一夫一夫さんさんさんさん 

大阪毎日新聞大阪毎日新聞大阪毎日新聞大阪毎日新聞のののの石碑石碑石碑石碑 
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３３３３．．．．フィールドワークフィールドワークフィールドワークフィールドワーク    

    開発史の話の後、森地さんから記念碑台周辺の探

訪マップを渡されて野外調査に出向いた。①～⑨の

記号が付けられた所に昔の遺跡を求めて探検した。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

あいにくの雨、欲を出して方々を見て回り、気づ

くと予定の３０分を大幅に過ぎてしまっていた。 

■■■■探訪探訪探訪探訪マップマップマップマップでででで取取取取りりりり上上上上げたげたげたげた場所場所場所場所    

①白髭神社②六甲山開発記念之碑③六甲山ホテル

④六甲山郵便局⑤月見橋⑥お地蔵さん⑦六甲銀座

⑧六甲山廻遊道路之碑⑨記念碑台    

＜＜＜＜探訪探訪探訪探訪マップマップマップマップのののの解説解説解説解説のののの一部一部一部一部＞＞＞＞    
③六甲山ホテル：森地さんの祖父、高岡勇さんが描

かれた六甲山の鳥類の絵を発見。六甲山にいないは

ずの「キタタキ」の絵が描かれているのは謎。 

⑤月見橋：阪急のロープウェイ駅の名残。ロープウ

ェイは函館山ロープウェイも手掛けた川浪知熊氏

の設計。高い技術力が注目され、海外からも依頼。 

    ◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど 

 ・レジュメ ・スライド 

 ・年表 

 ・地図（昭和１１年版 

    六甲山頂明細地図） 

 ・参考図書、資料等 

 ・フィールドワーク 

  探訪マップ 

 

 

  

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：４８名（「実践こうべ学」受講者２０名） 

（順不同・敬称略、ゴシック字は実践こうべ学受講者） 
森地 一夫 森地 洋子 久保 順一 大谷安規永 
久保 紘一 白岩 卓巳 半田 陽生 鴨谷 敏明 
浅井 審一 泉 千代子 澤田  中 戸次 寿一 
門脇 正宏 尾崎 尚子 大上 卓男 福永 一登 
坂本勝比呂 吉岡 至浩 高橋 敬三 村田 佳子 
竹田 明子 村上 定広 八木  浄 小坂 忠之 
石田 澄子 中務 勝子 伊藤 邦生 植松富士子 
栗原 徹  栗原 隆  香西 直樹 小林 秀樹 
芝崎 康子 津村 駿三 長尾 勝彦 長田 勝彦 
原田 正造 藤本 武子 藤野 拓二 前田とし子 
前田 康男 岩浅 敬由 竹田 充志 宮崎ひろ志 
鈴木  武 堂馬 英二 堂馬 佑太 菖蒲 美枝  

⑥お地蔵さん：アイスロードでは昔、牛を引いて上

っていた。牛車で荷物を運ぶ途中落ちた死傷者を祀

ったもの。アイスロードから移してきた。 

⑦六甲銀座：戦後、観光客が増えるにしたがって、

みやげ物や食べ物屋などが立ち並び、「六甲銀座」

と呼ばれて賑わった。 

⑧六甲山廻遊道路之碑：昭和７年に建立。阪神が建

設した六甲山廻遊道路は全長約７キロメートル 

 

 

 
 
 
 
 

まとめ 

一気に多くの話題をお話したが、六甲山にはまだ

まだわからないことがある。 

●昭和初期の六甲山の様子はどうだったか？：写真

を発掘し、当時の地図と現在を比較して調べること

も必要だ。 

●六甲山開発の動力は？：誰がイニシアチブを取っ

ていたか。山上の住人はどう関わったか。生き証人

へのヒアリングも必要だ。現在の動きはどうか。 

●小さい疑問へのこだわり：六甲開祖之碑はどこ

へ？１００万ドルの夜景っていつから？六甲山頂

の楠公像はどこへ？など。 

●今後の六甲山はどうあるべきか？：何も考えずに

利用すると戦前の節操のない開発と同じだ。戦後は

国立公園になったが、自然との共生の中でどのよう

に利用するかを考えなければならない。 

事務局より 

 森地さんのフィールドワーカーとしての心意気

に感服しました。何気なく通り過ぎていた景色の中

にもそれぞれ歴史があり、往時の六甲山の繁栄振り

を想像しながら、今後の六甲山のあり方を考えてい

きたいと思いました。 

市民セミナーVol.31 

六甲山開発史/森地  一夫 

2005 年 10 月発行 

 

ホームページホームページホームページホームページ「「「「祖父祖父祖父祖父のののの見見見見たたたた六甲山六甲山六甲山六甲山」」」」    
http://www2.osk.3web.ne.jp/~morichi/rk/ 

六甲山開発六甲山開発六甲山開発六甲山開発をたどるをたどるをたどるをたどる貴重貴重貴重貴重なななな資料資料資料資料    

探訪探訪探訪探訪マップマップマップマップ 現在現在現在現在のののの六甲銀座六甲銀座六甲銀座六甲銀座 昔昔昔昔のののの六甲銀座六甲銀座六甲銀座六甲銀座 

③③③③六甲山六甲山六甲山六甲山のののの鳥類鳥類鳥類鳥類のののの絵絵絵絵 

（（（（六甲山六甲山六甲山六甲山ホテルホテルホテルホテル）））） 

⑥⑥⑥⑥おおおお地蔵地蔵地蔵地蔵さんさんさんさん 

（（（（道路沿道路沿道路沿道路沿いいいい）））） 
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     ３．六甲山の植物を知る 
     ～六甲山の生物～ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑥⑥⑥⑥六甲山六甲山六甲山六甲山のののの苔苔苔苔                                ＰＰＰＰ６４６４６４６４～～～～６６６６６６６６ 

秋山秋山秋山秋山    弘之弘之弘之弘之 
県立人県立人県立人県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
主任研究員主任研究員主任研究員主任研究員 
第２７回市民セミナー講演 

２００５年６月１８日 

 
⑤⑤⑤⑤六甲山六甲山六甲山六甲山ののののシダシダシダシダ植物植物植物植物                    ＰＰＰＰ６１６１６１６１～～～～６３６３６３６３ 

鈴木鈴木鈴木鈴木        武武武武             
兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
研究員研究員研究員研究員 
第１９回市民セミナー講演 

２００４年１０月１６日 

 
①①①①六甲山六甲山六甲山六甲山のののの植生植生植生植生                            ＰＰＰＰ４９４９４９４９～～～～５１５１５１５１ 

武田武田武田武田    義明義明義明義明 
神戸大学発達科学部神戸大学発達科学部神戸大学発達科学部神戸大学発達科学部 
人間環境科学科助教授人間環境科学科助教授人間環境科学科助教授人間環境科学科助教授 
第３４回市民セミナー講演 

２００６年１月２８日 

 
②②②②六甲山六甲山六甲山六甲山ののののブナブナブナブナについてについてについてについて            ＰＰＰＰ５２５２５２５２～～～～５４５４５４５４ 

松井松井松井松井    光利光利光利光利 
ブナブナブナブナをををを植植植植えるえるえるえる会会会会 
副会長副会長副会長副会長 
第１回市民セミナー講演 

２００３年４月１９日 

 
③③③③六甲山六甲山六甲山六甲山ととととツツジツツジツツジツツジ                        ＰＰＰＰ５５５５５５５５～～～～５７５７５７５７ 

白岩白岩白岩白岩    卓巳卓巳卓巳卓巳 
兵庫県生物学会兵庫県生物学会兵庫県生物学会兵庫県生物学会 
会長会長会長会長 
第１３回市民セミナー講演 

２００４年４月１７日 

 
④④④④六甲山六甲山六甲山六甲山ののののアジサイアジサイアジサイアジサイ                    ＰＰＰＰ５８５８５８５８～～～～６０６０６０６０ 

米村米村米村米村    邦稔邦稔邦稔邦稔 
六甲山六甲山六甲山六甲山ののののアジサイアジサイアジサイアジサイをををを育育育育てるてるてるてる会会会会     
会長会長会長会長 
第４回市民セミナー講演 

２００３年７月１９日 

六甲山の山頂は１０００メートル近い標高で南斜面が急峻という地形です。特殊な地形

ですので六甲山には数多くの種類の植物が生育しています。明治時代には植物学者の牧野

富太郎氏が調査・研究するなど、六甲山においては植物の研究が盛んです。 

「六甲山物語」の第３段は「六甲山の植物を知る」というくくりです。六甲山の自然観

察、特に植生や植物の観察は大きな魅力です。六甲山の代表的な植物について各分野の専

門家の方々に語っていただき、貴重な自然環境である六甲山を彩っている植物についての

理解を進めます。 

六甲山の植生研究のオーソリティである武田さんには「六甲山の植生分布」について、

「六甲ブナ」の発見者の松井さんには六甲山に自生するブナの育樹など、アリマウマノス

ズクサの研究で有名な白岩さんにはツツジのお話、米村さんには六甲山の花であるアジサ

イのお話やシチダンカの挿し木をご紹介いただきます。身近であっても見落としがちな植

物のシダやコケについては、シダ類の専門家の鈴木さん、コケ類の専門家の秋山さんに解

説をしていただきます。 
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六甲山六甲山六甲山六甲山のののの植生植生植生植生のののの様相様相様相様相をををを知知知知ったったったった    

 六甲山は炭や建材による伐採など、人の手が入

った山で、特にブナは樹の根際から複数の幹が出

る「株立ち」が多く見られるそうです。これまで

管理していたところが放置されて、植生や種多様

性などの問題が起きていることを知りました。 
質疑応答では、六甲山で実際に自然保全に取り

組む人たちの具体的な意見も出て充実しまた。そ

の他、今後の森林管理についても話しました。 

手手手手をををを入入入入れたれたれたれた以上以上以上以上はははは管理管理管理管理しししし続続続続けるけるけるける  

 今回のお話で、六甲山の自然は放置できない状

況であることがわかりました。これまでの自然の

変遷を理解し、植生を維持することの課題や管理

の必要性を認識できました。次世代に残すために

も私たちは何ができるのかを考えてみたいです。 

※詳しくは、１．２ページをお読みください。 

 
 

六甲山の現状植生だけでな 
く、１００年前のはげ山から 
スタートした植生の経過につ 
いて、写真等を交えながら説 
明して頂きました。また、人 
の手が入らなくなったことで 
淘汰されつつある種を、どの 
ように保全していくのかという、今後の森林の管理
のあり方など興味深く聞かせて頂きました。 
里見ホールの暖炉の暖かさと薪の燃える良い香り

がとても心地良い、普段とはひと味違った講義も魅
力のひとつでした。 
 

 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

協力協力協力協力：：：：兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所 神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

冬本番冬本番冬本番冬本番をををを実感実感実感実感！！！！  

今年最初に登った六甲山は美しい雪景色でし

た。気温マイナス１度の寒さにも負けず、ノース

ロードから記念碑台まで散策路を清掃しました。

お昼にＹＭＣＡへ戻って、熱々の鍋焼きうどんと

天ぷらをいただいて心身共に温もりました。 
午後は２１名の熱心な参加者が揃いました。新

しい顔ぶれもあり、和やかに講演が始まりました。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

六甲山六甲山六甲山六甲山のののの植生植生植生植生ののののオーソリティーオーソリティーオーソリティーオーソリティー    

 武田義明さんは、六甲山の植生について３０年

以上も調査研究を続けられています。その他ご自

宅近くの里山である吹田紫金山の環境保全活動に

も取り組まれているそうです。  
 講演では、明治以降の六甲山の植林や自然回復

の変遷、ブナやシイなどの現存する植物群落を垂
直分布の階層に分けて、わかりやすく解説いただ

きました。また、深い知識と経験に裏付けられた

内容は大変興味深く、植生調査研究の重みを感じ
ました。 

市民セミナーVol.34 

六甲山の植生/武田 義明  

2006 年 1 月発行 

                第３４回テーマ： 

                   六甲山の植生 

                                                            講演内容講演内容講演内容講演内容    

①①①①六甲山六甲山六甲山六甲山のののの植生植生植生植生のののの由来由来由来由来    

                                                                ②②②②六甲山六甲山六甲山六甲山のののの主主主主なななな    

現存植生現存植生現存植生現存植生とととと植物植物植物植物    

③③③③種多様性種多様性種多様性種多様性とととと森林管理森林管理森林管理森林管理    

    

                                 実施日：平成１８年１月２８日（土） 

                      午後１時 ～ ３時３０分 

                      場 所：六甲山ＹＭＣＡ 里見ホール 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    小野小野小野小野    涼子涼子涼子涼子さんさんさんさん 

講師講師講師講師：：：：武田武田武田武田
た け だ

    義義義義
よし

明明明明
あき

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
１９４８年生まれ。１９７１
年３月神戸大学農学部卒業。
１９７２年２月神戸大学教
育学部文部技官。１９９５年
１２月神戸大学発達科学部
助教授。２００５年１０月神
戸大学発達科学部教授。 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

（（（（財財財財））））大阪大阪大阪大阪コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ財団財団財団財団（（（（東洋東洋東洋東洋ゴムグループゴムグループゴムグループゴムグループ環境環境環境環境

保護基金保護基金保護基金保護基金）、（）、（）、（）、（財財財財））））ひょうごひょうごひょうごひょうご環境創造協会環境創造協会環境創造協会環境創造協会、、、、コープコープコープコープこうこうこうこう

べべべべ環境基金環境基金環境基金環境基金、、、、灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所「「「「地域力地域力地域力地域力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」事業助成事業助成事業助成事業助成 

六甲山六甲山六甲山六甲山のののの植生植生植生植生のののの由来由来由来由来をををを知知知知るるるる        

散策路散策路散策路散策路のののの点検点検点検点検とととと整備整備整備整備についてについてについてについて検討検討検討検討 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

３３３３３３３３３３３３－－－－－－－－－－－－①①①①①①①①①①①①            
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市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    
１．昼食懇親：１２：１５～１３：００ 
２．あいさつ：１３：００～１３：１０ 
３．講  演：１３：１０～１４：１５ 
４．質疑応答：１４：３５～１５：００ 

５．懇 談 会：１５：００～１５：３０ 

 

講演の挨拶（武田義明さん） 

神戸大学で植生の研究をしてい 
ます。最近は里山保全の観点から 
話をすることが増えています。 
 植生とは、地表面を覆っている 
植物群落のことです。 

講演内容 

１１１１．．．．六甲山六甲山六甲山六甲山のののの植生植生植生植生のののの由来由来由来由来 

■明治時代に植林 
六甲山は江戸時代にはハゲ山だったと言われて

いる。六甲山は人間の手が入る以前は、おそらく

シイ・カシの林だった。人間が燃料や墨、建材と

して伐採し、やがてアカマツやコナラの林になっ

た。さらに伐採を続け 
て土壌が劣化・流出し、 
ハゲ山になった。大雨 
が降ると洪水が起こる 
ようになり、明治時代 
に植林がされることに 
なった。 

■植物群落の遷移 
植物群落は時間とともに変化していく。はじめ、

裸地から一年生草本群落となる。ススキやイタド

リなどの背の高い植物が入り、多年生草本群落と

なる。やがてよく日の当たるところに育つ、マツ
などの陽樹の林になる。続いて日陰でもある程度

育つ陰樹のカシやシイが入ってきて、最終的には

陰樹の高木の群落「極相」になる。 

２２２２．．．．六甲山六甲山六甲山六甲山のののの主主主主なななな現存植生現存植生現存植生現存植生とととと植物植物植物植物 

■六甲山の垂直分布 
六甲山は日本全体の潜在自然植生では照葉樹林

帯だが、六甲山は標高によって植生が分かれてい

る。大まかに、標高約７５０ｍ以上はブナ林、４
５０ｍ以上はカシ林、それ以下はシイ林となる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

■ブナ林：ブナは六甲山に約１３０本あるが、次

の世代が育っていない。六甲山はブナが生息でき

るギリギリの標高であり、地球温暖化が進むと六 
甲山からブナがなく 
なる可能性が高い。 

六甲山のブナは株 
立ちが多い。昔から 
切られていた証拠だ。 
ブナは普通株立ちし 
ないのでよく残った 
と思う。 

イヌブナは数が多く、調査しただけで１５００

個体はあった。イヌブナはブナと違って稚樹もあ

るので更新していくだろう。 
ブナ林の代表的な植物：オオカメノキ、ゴヨウツ
ツジ、ベニドウダンなど。 

■シイ・カシ林：西区の太山寺の裏山のシイ林は、

近畿でも有数の広さで２０ヘクタールある。 
シイ・カシ林の代表的な植物：スダジイ、アカガ
シ、ウラジロガシなど。 

■アカマツ林：陽の当たるところが好きなのでハ

ゲ山は格好の生育場所だった。植林から時代を経

て、コナラ林などに変わっているところが多い。 

３３３３．．．．種多様性種多様性種多様性種多様性とととと森林管理森林管理森林管理森林管理 

■東おたふく山の草原 
かつて東おたふく山は茅場であり、山火事でと

きどき燃えたので、ススキ草原が維持されていた。

今は、人の背丈より高くなったネザサがびっしり

と生えて、地表には他の植物がない状態になった。 
神戸市は草刈をし

て背の高さを低く抑
えているが、予算不
足で全部はカバーし

きれない。管理をし

ないと、他の草原性

の植物がなくなって

しまう。 
 
■外来植物の持ち込み 

最近、湿地などに外国の植物を持ってきて植え

る人がいる。本人は良かれと思ってやっているよ

うだが、いったん生えてしまうと退治できない。

既に動物では外来種の問題が大きく言われてい

る。植物でも今後、大きな問題になるだろう。 

 

 

テーマ：六甲山の植生 

もはやもはやもはやもはや名物名物名物名物！！！！中川亭中川亭中川亭中川亭のやきいものやきいものやきいものやきいも 

武田義明武田義明武田義明武田義明さんさんさんさん 

第３４回市民セミナーの流れ 

講演講演講演講演 

①①①①六甲山六甲山六甲山六甲山のののの植生植生植生植生のののの由来由来由来由来 

②②②②六甲山六甲山六甲山六甲山のののの主主主主なななな現存植生現存植生現存植生現存植生とととと植物植物植物植物 
③③③③種多様性種多様性種多様性種多様性とととと森林管理森林管理森林管理森林管理 

 

１９７０１９７０１９７０１９７０年代年代年代年代のののの東東東東おたふくおたふくおたふくおたふく山山山山 

六甲山六甲山六甲山六甲山のののの植生植生植生植生のののの垂直分布垂直分布垂直分布垂直分布    

明治時代明治時代明治時代明治時代のののの植林植林植林植林（（（（再度山再度山再度山再度山）））） 
 

ブナブナブナブナ林林林林のののの内部内部内部内部 
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■湿地の移植 
垂水にあった湿地は工事で潰されることになり、

表土を剥ぎ取って移植をした。３年後、一見湿地は

復元できたが、肝心の貴重な植物は消えて、強い植

物だけが残った。移植は元の環境と違う場所ではほ
とんどうまくいかない。 

■松枯れ 
実はマツクイムシという虫はいない。マツノマダ

ラカミキリが媒介するマツノザイセンチュウとい

う線虫がマツに入り、松枯れを起こすと言われる。 
松枯れの原因には、土壌の質の変化や酸性霧説な

どもあり、どれが正解かはわからない。六甲山では

松枯れは南側に多く、標高の高い場所のマツはよく

残っている。松枯れには複合的要因があると思う。 

■再度山での３０年間の植生変化 
再度山の１０ｍ四方のある場所を３０年間定点

調査しているところがある。３０年で植物の種類数

はだんだん減る傾向にある。落葉樹が減り気味で、

常緑樹が増えてきている。里山は人の手をいれず、

放置すると変化していく。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

■身の回りの環境保全活動 
私は自宅の近所にある里山、吹田紫金山の手入れ

をしている。常緑樹を切ってコバノミツバツツジだ

けを残すようにすると、春にはキレイに咲くように

なった。 

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど 

 ・レジュメ、スライド 

 ・図書紹介『六甲山の植物』 

武田義明（共著） 

  神戸新聞総合出版センター 

（２３００円税別） 

 

 武田さんへのお問い合わせは当会までお願いします。 
 

 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者のののの声声声声～～～～アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより～～～～ 

 ・特にブナ関連の話は興味深かった。 

 ・現在の六甲山の状況を理解できた。 

 ・地元で活動する人の話が聞けてよかった。 

 ・次回は野外でお話してほしい。 

・アットホームな雰囲気でゆっくりできた。初めて 

暖炉を見て興奮した。  

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２２名（順不同・敬称略） 
武田 義明 村上 定広 浅井 審一 浅井 康枝 
石田 澄子 中務 勝子 藤本 武子 泉 美代子 
福永 一登 武野 真也 本間 尚子 小野 涼子 
遠井 方子 岡  敏明 福井 壽彦 山本 悟而 
野口 裕美 堂馬 英二 中川貴美子 小野 律子 
堂馬 佑太 菖蒲 美枝 
  

質疑応答 

◆植林で植える木はどういう基準で選んだのか？ 
はげ山に強い木。早く緑化できるようにハゲシバリ
との異名をとるオオバヤヤシャブシなどを植えた。 
◆紅葉谷に大きなブナがあるが、伐採は？ 
伐採されている。戦後伐採されなくなったので残っ

たのだと思う。ブナの寿命は２～３００年だが六甲

山のブナはまだ若い。 

まとめ（武田さん） 

生態学では小地域の変化はほとんど影響を及ぼ

さないが、それが重なると全体に影響を及ぼすと言
われます。自然の保全は、できるとことろから肩肘

張らず始めていきたいですね。六甲山は身近なみん

なの山。豊かにしていければと思います。 

参加者の横顔（武野さんと本間さんは初参加） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 常に一定だと思っていた森も 
１０年～２０数年で気付かない 
うちに変化していっていること 
を知り、森も生きていることを 
実感しました。 
 地球温暖化という地球規模の 
変化が身近な六甲山にも影響を 
与えていることにも驚きました。 

事務局より 

 昔から人間の手を入れてきた六甲山は、常に管理し

ないと自然を保全しないことを知りました。できるこ

とから自然の保全をはじめていきたいと思います。 
 

神戸大学発達科学部人間環境学科 
〒657-8501 神戸市灘区鶴甲３－１１  
TEL：078-803-7753 FAX：078-803-7761 
URL：http://www.h.kobe-u.ac.jp/ 

    

武野真也武野真也武野真也武野真也さんさんさんさん    

市民セミナーVol.34 

六甲山の植生/武田 義明  

2006 年 1 月発行 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    野口野口野口野口    裕美裕美裕美裕美さんさんさんさん 

里山里山里山里山のののの遷移遷移遷移遷移    

本間尚子本間尚子本間尚子本間尚子さんさんさんさん    泉美代子泉美代子泉美代子泉美代子さんさんさんさん    

照葉樹林（極相林） 

シイ・カシ林 

アカマツ林 

コナラ林 
はげ山 

照葉樹林 
（二次林） 
アラカシ林 

竹林化 
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主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 

            兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

風雨風雨風雨風雨のののの六甲山六甲山六甲山六甲山ででででストーブストーブストーブストーブをををを囲囲囲囲むむむむ    

 六甲山上は濃霧に加えて風雨が激しく、傘もさせな

い風雨の中を熱心な参加者が１８名集まりました。定

刻に開始し、ストーブで暖を取りながら進行しました。 

トップバッタートップバッタートップバッタートップバッターはははは「「「「六甲山六甲山六甲山六甲山ののののブナブナブナブナ」」」」    

 「六甲山魅力再発見市民セミナー」を月例で定期開

催しました。無期限で地道に継続を重ねて、講演記録

は「六甲山魅力再発見ガイド」としてまとめる予定で

す。第１回市民セミナーは、１００年～２００年後の

六甲山を考えて、六甲生まれのブナを植樹されてい

る、「ブナを植える会」の副会長で通称ブナおじさん

と親しまれている松井光利さんにお願いしました。

「ブナを植える会」からは立派な看板をご寄贈いただ

き、前途を祝していただきました。 

「「「「六甲山六甲山六甲山六甲山のののの豊豊豊豊かなかなかなかな自然自然自然自然？？？？にににに親親親親しみしみしみしみ、、、、楽楽楽楽しくしくしくしく語語語語りりりり

合合合合いましょういましょういましょういましょう」」」」    

 六甲山生まれのブナの種子の発見と苗作りから植

樹。六甲山緑化植林の歴史を振り返りながら、六甲山

の豊かな自然の中に親しみを見つけて、楽しみ方を話

し合いましょう。（テーマについてのメッセージ） 

ＶＴＲＶＴＲＶＴＲＶＴＲででででブナブナブナブナのののの生態生態生態生態にににに感動感動感動感動    

 ブナを熟知している方から、六甲山もよく知らない

方まで様々。世界遺産で有名な白神山地のブナの四季

や、六甲山のブナの植樹でブナを植える会の活躍ぶり

がＶＴＲで紹介されました。自然のバロメーターと言

われるブナの醸し出す雰囲気に誘い込まれました。 

雪崩遭難防止雪崩遭難防止雪崩遭難防止雪崩遭難防止でででで「「「「ブナブナブナブナをををを植植植植えるえるえるえる会会会会」」」」がががが発足発足発足発足    

 昭和５年のハチ高原スキー場での雪崩遭難事故の

５０周忌に、皆伐されているブナ林を目にした仲間が

ブナを植えていくことを決意し、ブナを植える会を結

成しました。以来２４年、但馬や六甲山で１１０００

本以上のブナを植林しています。 

六甲山六甲山六甲山六甲山ににににブナブナブナブナをををを植植植植えるえるえるえる、、、、熱熱熱熱いいいい思思思思いいいい    

 六甲山頂部にはブナとイヌブナの天然林が１００

本前後残っています。樹齢１００～２００年くらいで

後継樹となるはずの種子、実生苗、若木も見あたらず、

絶滅が危惧されていました。しかし、平成５年秋に「六

甲ブナ」として初の実入りの種子が松井さんたちによ

って大量発見され採取されました。六甲生まれのブナ

を植えて、１００～２００年後には六甲山にブナ林を

実現したい、という松井さんのライフワークが始まっ

たわけです。 

 

六甲山六甲山六甲山六甲山ののののブナブナブナブナ 

市民セミナーVol.1 

六甲のブナ/松井光利 

2003 年 4 月発行 

六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンター 

講師講師講師講師：：：：松松松松
まつ

井井井井
い

    光光光光
みつ

利利利利
とし

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

昭和１１年１月２０日生まれ 

サラーリーマン歴４０年 

現在、ブナを植える会 副会長 

日本自然保護協会・自然観察指導

員登録・ひょうご森の倶楽部・

森林ボランティア（親林隊）登録 

 

第１回テーマ ： 
六甲山のブナについて 

 

講演内容講演内容講演内容講演内容 
１１１１：：：：ブナブナブナブナをををを植植植植えるえるえるえる会会会会のののの紹介紹介紹介紹介 
２２２２：：：：ブナブナブナブナのののの樹樹樹樹とはとはとはとは 
３３３３：：：：ブナブナブナブナをををを通通通通してしてしてして多多多多くのくのくのくの人人人人とのとのとのとの出会出会出会出会いいいい 
４４４４：：：：六甲六甲六甲六甲ののののブナブナブナブナへのかかわりへのかかわりへのかかわりへのかかわり 
５５５５：：：：六甲山六甲山六甲山六甲山ブナブナブナブナ林林林林のののの保全増殖保全増殖保全増殖保全増殖 

についてのについてのについてのについての私見私見私見私見 

 

実施日：平成１５年４月１９日（土） 

    午後１時～４時 

場 所：六甲山自然保護センター内 
    レクチャールーム 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

３３３３３３３３３３３３－－－－－－－－－－－－②②②②②②②②②②②②            
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1．講演のあいさつ（松井光利さん） 
 

今回のセミナーで、六甲山生

まれのブナの種子発見と苗作

りから植樹を通して、六甲山緑

化植林の歴史を振り返ります。 

六甲山の自然に興味を持つ

きっかけ作りを目指しました。 

 

 

２．ＶＴＲ鑑賞 

 参加者の中には「ブナの木」についてご存知ない方

もおられたので、ブナの講演に先立ってＶＴＲで視覚

的に「ブナの木」を印象付けられたことは、講演を通

して「ブナの木」を慈しむ気持ちも深まるのではない

かと思います。 

ブナにからんだＶＴＲ（テレビ放映された数編を松

井講師が録画編集したもの）を鑑賞しました。 

・「ブナ」～『白神山地 命育てる森』 

・『六甲山のブナ』→山頂付近に１００本、絶滅が心配 

・『和泉葛城山のブナ』→大阪みどりのトラスト協会 

・『六甲山で一番立派なブナ』 

 →２００年以上、「根性ブナ」と命名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．講演内容 

 六甲山生まれのブナの種子の発見と苗作りから植

樹。六甲山緑化植林の歴史を振り返ると共に、今後の

六甲山ブナについても考えました。 
 

１． 市民セミナー開催の主旨説明 

 六甲山に活力を取り戻す活動の拠点と

して「県立六甲山自然保護センター」を有

効活用しましょう。市民セミナーを継続開

催することによって六甲山上に市民の関

心を集めて行きます。皆さんの積極的なご

協力を期待します。 （堂馬英二さん） 

 ◆◆◆◆要旨要旨要旨要旨 

ブナブナブナブナのののの起源起源起源起源：：：： 
 ブナの木は縄文時代

からの生き残りの樹木

であります。 

ブナブナブナブナ林帯林帯林帯林帯：：：： 
 山の８合目から上の

「深山、奥山」と呼ば

れる人が踏み入ること

を戒めてきた処にあり

ます。 

「「「「ブナブナブナブナをををを植植植植えるえるえるえる会会会会」」」」結成動機結成動機結成動機結成動機：：：： 
 昭和５年のハチ高原スキー場での雪崩遭難事故に

あります。５０周忌に当る昭和５５年に集まった当時

の仲間達が遭難現場周辺のブナ林が開発のために皆

伐採されていたのをみて「皆でブナを植えて行こう」

と「ブナを植える会」を結成しました。 

 

 

 

 

 

六甲六甲六甲六甲ののののブナブナブナブナ林林林林：：：：    

    六甲山でブナやイヌブナの生えているところには

人手の加わらない原自然が残っています。 

 アカマツ、ヤシャブシ、ニセアカシヤ等の砂防林で緑

を回復させたとされている六甲山系にも小規模ながら

もブナとイヌブナの天然林が残っております。しかしそ

こには、樹齢１００～２００年位で直径２０cm～８０cm

位のものが大小合わせて１００本前後しかなく、後継樹

となるはずの種子、実生苗、若木も見当たらず早晩絶滅

するのではないかと危惧されていました。 

六甲六甲六甲六甲ブナブナブナブナのののの植林植林植林植林：：：： 

 ところが幸いなことに平成５年秋に「六甲ブナ」と

して初の実入りの種子が大量発見され採取することが

できました。 

 

２．講演 

①あいさつ 

②ＶＴＲ鑑賞：13：10～13：40 

③講 演 内 容：13：40～14：30 

④質 疑 応 答：14：40～15：20 
講演やＶＴＲ鑑賞での質疑応答 

３．懇談会（提案）：15：30～16：00 

ＶＴＲＶＴＲＶＴＲＶＴＲをををを鑑賞中鑑賞中鑑賞中鑑賞中のののの様子様子様子様子    

 

松井光利松井光利松井光利松井光利さんさんさんさん 

ブナブナブナブナのののの語源語源語源語源をををを解説解説解説解説 

 

第１回市民セミナーの流れ 

セミナーセミナーセミナーセミナーのののの準備風景準備風景準備風景準備風景 

ブナを植える会連絡先 

所在地：神戸市兵庫区和田山通 1-2-25 D102 

TEL：078-652-7624 FAX：078-652-7625 

HP：http://www.bunawouerkai.jp 
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◆◆◆◆配布資料配布資料配布資料配布資料：：：： 
・「六甲山自然保護センター

を活用する会」の挨拶文 
・六甲山魅力再発見市民セ

ミナー第２回 
 案内パンフレット 
・「ブナを植える会」活動紹

介資料 
 
 
 
◆◆◆◆懇談会懇談会懇談会懇談会（（（（提案提案提案提案））））：：：： 

 自然保護センターを使った感想や今回のセミナー

に対する意見が活発に発表されました。そのような盛

況の中、16時になり第 1 回セミナーを閉会しました。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：18名（順不同・敬称略） 
 松井 光利   米村 邦稔    鈴木 英之 
 河本 昌子   小野 律子    黒田 健次 
 都築 純子   数井 郁子    重野遊佐子 
 冨士水英一   遠井 方子    尾崎 尚子 
 長田 英利   藤井宏一郎    近藤 佳里 
 堂馬 英二   戸田 清彦    山内 邦子 

採取した種子は『神戸市立森林植物園』、『人と自然の博

物館』等に送り、大勢の有志でブナの苗木作りに挑戦して、

六甲ブナ初の苗木が４～６年かけて育ち始めました。 

 平成１０年～１２年の３年間に六甲山上の旧極楽茶

屋周辺の市有地に六甲ブナ初の実生苗１５０本を植樹

することが出来ました。また平成１４年には六甲山最

高峰頂上に六甲ブナ１０本を植樹しました。 

六甲六甲六甲六甲ブナブナブナブナのののの育樹育樹育樹育樹：：：： 

 今後「六甲ブナ」の苗の苗木の成長を助けるた

めに、下草刈りやりやツル切り等の育樹作業を続

けていかなければなりません。 

六甲六甲六甲六甲ののののブナブナブナブナ林林林林のののの増殖拡幅増殖拡幅増殖拡幅増殖拡幅：：：： 

 豊かな自然の象徴である「六甲のブナ林」の１００

年～２００年先を見据えて、兵庫県民、神戸市民の財

４．質疑応答 
 講演やＶＴＲ鑑賞での質疑応答 
※回答要旨のみ 

・ブナの苗木成長は３年で１０cm位になる。 （松井） 

・ブナの種子は笹の上に落ちると地面に届かないので

駄目。 （松井） 

・米が凶作の年はブナの種子が豊作のようで、平成５

年は東北地方が冷害となり六甲ブナの種子は豊作で

あった。この周期は７～８年に１回。 （松井） 

・ブナの成育適温は最高２５℃。六甲山頂にはブナ林

を再現できるかもしれない。 （米村） 

・六甲山は混植が多く、ブナは他の木に負けてしまう

かもしれない。 （米村） 

・樹木の種は６万のうち育つのは１個。 （米村） 

・ブナの芽は、最初は貝割れ大根と同じ双葉。 

 雪が多くて湿潤な所が凍りつかなくてよい。 （松井） 

市民セミナーVol.1 

六甲のブナ/松井光利 

2003 年 4 月発行 

早春の六甲に芽吹くブナの開花   ブナを植える会 

松井さん手作りブナの→ 

絵葉書もプレゼント 

 

 参加者にお願いしましたアンケートの結果

を集約してご報告します。 
設問１‐①講演会についてのご感想 
・講師がやさしく語るブナの話に満足 
・ブナへの思いを新たにした 
・ブナの木の前で話を聞きたい 
設問１‐②懇談会についてのご感想 
・活発な意見交換がありよかった 
・今後の活動が楽しみ 
設問２当センターをご利用になった感想 
・資料が貧弱。此処にくれば六甲山がよく分

かるようになればうれしい 
・場所の標記を分かり易くして欲しい 
・世代間交流の場として生かして欲しい 
設問３「六甲山自然保護センターを活用する

会」に対するご意見・ご要望 
・静かな自然の中の環境を活用する活動をし

て下さい 
・子供、幼児、主婦まで幅広く利用しやすい

会にできればと希望します 
・六甲の自然について色々教えて下さい 
 

記録：藤井宏一郎 

アンケートアンケートアンケートアンケートのののの集約集約集約集約 

竹内竹内竹内竹内さんさんさんさん    

米村米村米村米村・・・・尾崎尾崎尾崎尾崎さんさんさんさん    遠井遠井遠井遠井さんさんさんさん 

 

近藤近藤近藤近藤さんさんさんさん    冨士水冨士水冨士水冨士水さんさんさんさん    

長田長田長田長田さんさんさんさん    都築都築都築都築・・・・数井数井数井数井さんさんさんさん    河本河本河本河本さんさんさんさん    

産ともいえる『六甲のブナ林』の保全増殖に向けて皆

さんと共に残し伝えていきたいと願っております。 
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今回今回今回今回からからからからボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動にもにもにもにも着手着手着手着手    

 講演に先立って午前中に、記念碑台及び周辺の

整備・清掃に取り組むボランティア活動を行いま

した。今回１３名に参加していただき、散策用の

マップを手に、センター管理人のお話を伺い、ボ

ランティア活動の主旨を確認。散策ルートと記念

碑台を下見し、ゴミ拾いをしながら課題を確認し

ました。（４ページの「六甲山の広場」参照） 
 市民セミナーの講演後の懇談会では、午前中の

下見で気づいた点も含めて、意見を交わしました。 

※詳しくは１～２ページをお読みください。 
  今回は中務勝子さんにレポートをお願いしました。 
 
 

エーッ！アセビがツ 
ツジの仲間なのー？ア 
セビに始まりホツツジ 
に終わるという、１年 
を通じてツツジの季節。 
驚きました。「六甲山 
はツツジの山」という 
のも頷けます。甲虫「ハナムグリハネカクシ」
による受粉の話、吸蜜の話等、色鮮やかな幾
種ものツツジのスライドと併せて、心豊かに
過ごせた時間でした。これからの季節、幾つ
のツツジにめぐり合えるでしょう。とても楽
しみです。午前の部のボランティア活動も参
加者の話し合いを基に進められるのは、とて
もいい事だと思いました。 
 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局    兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
   灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所（「（「（「（「地域力地域力地域力地域力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」手手手手づくりのづくりのづくりのづくりの活動活動活動活動・・・・事業助成事業助成事業助成事業助成）））） 

平成平成平成平成１６１６１６１６年第年第年第年第１１１１回回回回がががが好好好好スタートスタートスタートスタート    

 鶯も鳴く気持ちのいい春の陽気の中、平成１６

年度第１回目の市民セミナーが開幕しました。冬

季休館であった自然保護センターがこの４月から

開館し、久しぶりで新鮮に感じます。記念碑台の

一部も補修され、参加者の皆さんはセミナー開始

の時間まで、広々した記念碑台から素晴らしい景

色を楽しまれていました。 

これからこれからこれからこれから六甲山六甲山六甲山六甲山をををを彩彩彩彩るるるる美美美美しいしいしいしいツツジツツジツツジツツジ    

 アリマウマノスズクサや水生シダなどの研究で

有名な白岩さんに、六甲山の春を彩るこれからが

シーズンのツツジについてご紹介いただきまし

た。いろいろなツツジ科植物のスライド紹介、実

物を見ながらしくみを説明していただきました。

スライドで見て、花を手にとっての講演で、感心

と納得の連続でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講演で休憩を入れて、お茶を飲みながらのざっ

くばらんな雰囲気で、質疑応答へと進みました。 
 

市民セミナーVol.13 

六甲山とツツジ/白岩卓巳 

2004 年 4 月発行 

第１３回テーマ： 六甲山とツツジ 
 
 

                                    講演内容講演内容講演内容講演内容 

                                ①①①①六甲山六甲山六甲山六甲山ははははツツジツツジツツジツツジのののの生生生生えるえるえるえる山山山山 

                                ②②②②六甲山六甲山六甲山六甲山をををを彩彩彩彩るるるるツツジツツジツツジツツジのののの各種各種各種各種 

                                ③③③③ツツジツツジツツジツツジのののの受粉受粉受粉受粉 
                                                しくみのしくみのしくみのしくみの不思議不思議不思議不思議 

 

          実施日：平成１６年４月１７日（土） 

             午後１時～３時５０分 

          場 所：六甲山自然保護センター内 
            レクチャールーム 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想            青木青木青木青木    孝子孝子孝子孝子さんさんさんさん 

講師講師講師講師：：：：白岩白岩白岩白岩
しらいわ

    卓巳卓巳卓巳卓巳
た く み

さんさんさんさん 
プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
１９３４年生まれ 

神戸大学教育学部卒業 

神戸市小学校教員（神戸市
立住吉小・港島小校長） 

日本植物分類学会、兵庫県
生物学会会長、神戸親和女
子大学講師 

ツツジツツジツツジツツジのののの花花花花をををを手手手手にににに観察観察観察観察するするするする 

久久久久しぶりのしぶりのしぶりのしぶりの自然保護自然保護自然保護自然保護センターセンターセンターセンターにににに集集集集うううう 

 

 

 

  

 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

３３３３３３３３３３３３－－－－－－－－－－－－③③③③③③③③③③③③            
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開花開花開花開花にににに合合合合わせてふわせてふわせてふわせてふ化化化化するするするするジャコウアゲハジャコウアゲハジャコウアゲハジャコウアゲハ    

 アリマウマノスズクサを食草 

とするジャコウアゲハ。モチツ 

ツジはジャコウアゲハの蜜源。 

モチツツジは標高によって開花 

が遅くなるので、開花に合わせ 

てジャコウアゲハは山の上へ移 

動し、年に２～３回ふ化する。 

ツツジはジャコウアゲハによって受粉する。ジャ

コウアゲハは毒を持つので敵に襲われないため、ゆ

っくりと飛んでいる。 

ハナムグリハネカクシハナムグリハネカクシハナムグリハネカクシハナムグリハネカクシをををを発見発見発見発見！？！？！？！？    

 約２０年前、油こぶしの岩のところにアセビがい

っぱい咲いていた。虫が見あたらないのに虫の音が

する。こんな細い花に受粉が出来るのだろうか、考

えられない。これを調べても参考書にも載っていな

かった。小さい虫の飛ぶ音、ハナムグリハネカクシ

という甲虫が、花の中に入ったり出たりしているの

を発見。羽を広げて飛び、花の中へ入って暴れまわ

り受粉する。図鑑だけではなく実際に見て確かめな

いと駄目。 

自然自然自然自然をををを見見見見つめようつめようつめようつめよう 

 六甲山は花崗岩で植物の育ちやすい山です。以

前、標高が９３２．１mで、クサニイチバン（草に

一番）と覚えたほどです。現在の高さは、９３１．

２５ｍとなってしまいましたが。 

 １日ごとに移り変わる四季。ものすごいテンポで

変わっています。自分を見つめるのと同じくらい自

然を見つめましょう。人と自然の共生を考える、見

て、触れていくと自然に関心を持つようになりま

す。参考までにツツジを歌った和歌集を配ります。

俳句も花のことを知っているともっと歌の奥深さ

が分かりますよ。 

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど：：：： 

 ・レジュメ配布 

・牧野富太郎氏 資料 

・六甲山のツツジ花ごよみ 

 ・ツツジを歌った和歌集 

 ～～～～参考図書参考図書参考図書参考図書～～～～ 

 『六甲山のツツジ』 

 神戸市立教育研究所（絶版）    

白岩白岩白岩白岩さんへのおさんへのおさんへのおさんへのお問問問問いいいい合合合合わせはわせはわせはわせは当会事務局当会事務局当会事務局当会事務局にごにごにごにご連絡下連絡下連絡下連絡下さいさいさいさい。。。。    

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：３０名（順不同・敬称略） 
白岩 卓巳 高井  登 山田  勇 井上 和子 

山下 潤治 磻田晴紀子 寺本 君子 青木 孝子 

澤田  中 前田 和子 中務 勝子 山西 一平 

兼貞  力 山本 悟而 八木  浄 中村 年枝 

三村栄三郎 小坂 忠之 荒井 貴夫 西崎俊一郎 

西尾 智明 富永 邦夫 堂馬 英二 米村 邦稔 

松井 光利 小野 律子 中川貴美子 遠井 方子 

藤井宏一郎 菖蒲 美枝            

 

 

◆◆◆◆セミナーセミナーセミナーセミナーのののの感想感想感想感想 
・漠然と六甲山を歩くのではなく、ツツジ等テー 
 マを絞って楽しむのも大きな喜びがある。 
・ユニークに展開する面白い話であった。 
・いつも見慣れているツツジにも不思議な秘密が 
 あるなんでビックリ。 
・ハナムグリハネカクシはしばらく流行語になり 
 そう。 

◆◆◆◆懇親会懇親会懇親会懇親会はいかがだったですかはいかがだったですかはいかがだったですかはいかがだったですか？？？？ 
・親しみが持てて良かった。 
・六甲山をどのようにしていくべきか有意義な 
 意見が聞けた。 
・六甲山の自然を再確認した。 
・六甲山を本当に愛している方が多いのに驚く。 
・世界的に観光客が来る六甲山だが、昔と比較す 
 ると今は輝きが少なくなったように思っていた 
 が、皆感じていることは同じだった。 

参加者参加者参加者参加者のののの声声声声    アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより 

 

熱心熱心熱心熱心にににに講演講演講演講演をををを聴聴聴聴かれるかれるかれるかれる皆皆皆皆さんさんさんさん 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 シュラインロードを経 

てセンターに到着。表六 

甲を眺めながら握り飯を 

食べる。六甲山について 

もっと知りたいと思って 

いたところ、中川さんよ 

り当セミナーの紹介があ 

り参加させていただきました。私の庭にツツジや

サツキがあり、白岩先生のレクチャーを楽しく拝

聴いたしました。これからのセミナーもバラエテ

ィがあり楽しみです。当セミナーに参加して六甲

を知り、六甲の自然を少しでも保護できればと思

います。 

 

  

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    小坂小坂小坂小坂 忠之忠之忠之忠之さんさんさんさん 

市民セミナーVol.13 

六甲山とツツジ/白岩卓巳 

2004 年 4 月発行 

澤田澤田澤田澤田    中中中中さんさんさんさん 寺本寺本寺本寺本    君子君子君子君子さんさんさんさん 

富永富永富永富永    邦夫邦夫邦夫邦夫さんさんさんさん 磻磻磻磻田田田田 晴紀子晴紀子晴紀子晴紀子さんさんさんさん 荒井荒井荒井荒井    貴夫貴夫貴夫貴夫さんさんさんさん 
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◆◆◆◆ミヤコツツジミヤコツツジミヤコツツジミヤコツツジ    
ヤマツツジとモチツツジの雑種。 

◆◆◆◆サツキサツキサツキサツキ 

街で植えているのでよく見られるが、それらは植 

栽で、サツキは現在、絶滅危惧種となっている。 

渓流に沿って生える。水際が本来の自生地。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆シロヤシオシロヤシオシロヤシオシロヤシオ（（（（ゴヨウツツジゴヨウツツジゴヨウツツジゴヨウツツジ））））    
六甲山の名花。ゴヨウ→花の下に葉が５枚。紅葉 

谷から小川谷に降りるところに何本かある。 

◆◆◆◆ベニドウダンツツジベニドウダンツツジベニドウダンツツジベニドウダンツツジ    
紅葉も美しいが現在では気候の変化の影響か紅葉 

は見られない。最高峰の近く、極楽茶屋付近、雲

ヶ岩で見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆リョウブリョウブリョウブリョウブ    
大きなツツジの仲間であるが、ツツジ科に載って

いない場合もある問題のある花。穂状に花をつけ

る。幹の皮がはがれる性質がある。戦時中、新芽

をゆでてごはんに混ぜてかさを増やした。 

◆◆◆◆ホツツジホツツジホツツジホツツジ 
合弁花が多いツツジの中、これは花弁が分かれて 

いる。ツツジ科で最後を飾るのがホツツジ。紅葉 

も見事。２５０m位、住吉谷の岩場で見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

講演講演講演講演のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ（（（（白岩白岩白岩白岩    卓巳卓巳卓巳卓巳さんさんさんさん）））） 

 六甲山について幅広 

い観点で説明したいと 

思います。ツツジを見 

ると、六甲山の１年の 

様子やサイクルがわか 

ります。ツツジを柱と 

して六甲山を歩いて欲 

しいと思います。 

講演内容講演内容講演内容講演内容 

六甲山六甲山六甲山六甲山ははははツツジツツジツツジツツジのののの生生生生えるえるえるえる山山山山    

 六甲山にはツツジがたくさん生える。六甲山は

花崗岩で非栄養地（やせ地）の山なので、水はけ

が良く、陽も良くあたるためツツジが育ちやすい。 

いろいろないろいろないろいろないろいろな種類種類種類種類ののののツツジツツジツツジツツジ    

 ツツジ科はたくさんの種類がある。ほぼ咲く順

番に紹介していく。 

◆◆◆◆アセビアセビアセビアセビ    
１１月に花芽をつけ、寒い冬を越して４月に花を 

咲かせる。 

◆◆◆◆コバノミツバツツジコバノミツバツツジコバノミツバツツジコバノミツバツツジ    
コバ→小さい葉、ミツバ→花の下の葉が３枚。山 

桜と一緒に山上で咲く。咲く期間が短い。理学博 

士の牧野富太郎氏は西宮の群落は日本一と記す。 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆ヤマヤマヤマヤマツツジツツジツツジツツジ    
六甲山の名花。最高峰、縦走路までの道で見られ 

る。２～３人ほどで静かに観賞して欲しい。 

◆◆◆◆モチツツジモチツツジモチツツジモチツツジ    
手で花を触るとモチモチとしている。蜜が多いの

でがく片に虫が付く。 

 

 

 

 

 

 

 

第第第第１３１３１３１３回回回回テーマテーマテーマテーマ：：：：六甲山六甲山六甲山六甲山ととととツツジツツジツツジツツジ 

第１３回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    
１．あいさつ：１３：００～１３：１５ 

２．講  演：１３：１５～１４：４０ 

３．質疑応答：１４：５０～１５：００ 

４．懇 談 会：１５：００～１５：５０ 

 

講演講演講演講演 

    ①①①①六甲山六甲山六甲山六甲山ははははツツジツツジツツジツツジのののの生生生生えるえるえるえる山山山山 

    ②②②②六甲山六甲山六甲山六甲山をををを彩彩彩彩るるるるツツジツツジツツジツツジのののの各種各種各種各種 

    ③③③③ツツジツツジツツジツツジのののの受粉受粉受粉受粉    しくみのしくみのしくみのしくみの不思議不思議不思議不思議 
 

 

ツツジツツジツツジツツジをををを柱柱柱柱にににに六甲山六甲山六甲山六甲山をををを歩歩歩歩こうこうこうこう 

アセビアセビアセビアセビ コバノミツバツツジコバノミツバツツジコバノミツバツツジコバノミツバツツジ 

ヤマツツジヤマツツジヤマツツジヤマツツジ モチツツジモチツツジモチツツジモチツツジ 

ミヤコツツジミヤコツツジミヤコツツジミヤコツツジ サツキサツキサツキサツキ 

ベニドウダンツツジベニドウダンツツジベニドウダンツツジベニドウダンツツジ シロヤシオシロヤシオシロヤシオシロヤシオ 

            ホツツジホツツジホツツジホツツジ リョウブリョウブリョウブリョウブのののの花花花花                リョウブリョウブリョウブリョウブのののの幹幹幹幹    
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アジサイアジサイアジサイアジサイについてについてについてについて博識博識博識博識になったになったになったになった    

アジサイの殆どは鑑賞用とされていますが、栽培さ

れているものは日本原産種でした。アジサイの本種は

１５種～１６種で、園芸種は５００種～１０００種に

も至ります。六甲山地は夏でも２５℃～３０℃までの

気温で霧が多く適度な湿度等、アジサイの育つ条件に

適しているそうです。六甲山の酸性地ではブルーのア

ジサイが今年も見事に咲いていました。（中略） 

・・・・アジサイアジサイアジサイアジサイのののの家系図家系図家系図家系図ってってってって何何何何？？？？ 

・・・・アジサイアジサイアジサイアジサイってってってって何色何色何色何色？？？？    

・・・・米米米米村美穂村美穂村美穂村美穂さんのさんのさんのさんの観察記録観察記録観察記録観察記録    

・・・・挿挿挿挿しししし木実習木実習木実習木実習などなどなどなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あぁっあぁっあぁっあぁっ…………とととと言言言言うううう間間間間にににに 

 米村さんのアジサイに於ける熱弁は参加者一同、納

得と満足に心打たれ、帰り道では、おそらく来た時以

上に「六甲山のアジサイ」に愛情を持って見守って戴

ける事間違いなしといった所で会を終了しました。 

（※尾崎さんにレポートを提供して頂きました。） 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 
            兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

みごとなみごとなみごとなみごとなアジサイアジサイアジサイアジサイのののの中中中中、、、、当日参加者当日参加者当日参加者当日参加者もももも多数多数多数多数    

 「あと数日で梅雨明け？」と気象庁の声が聞こえる

中、正午を少し過ぎた時自然保護センター前のベンチ

に腰を掛けていました。するとセグロセキレイが姿を

現し又ケーブル山頂付近でもコゲラ、シジュウガラの

声も聞こえていました。市民の森、六甲山とさえずっ

ているようでした。 

さて、本日の市民セミナー参加者が楽しみに待って

いました「六甲山のアジサイ」の話が始まります。    

六甲山六甲山六甲山六甲山ががががアジサイアジサイアジサイアジサイでいっぱいにでいっぱいにでいっぱいにでいっぱいに    

 六甲山に暮らして３３年の米村さんが、保養所のゴ

ミ置場付近にアジサイを植えられました。ゴミ置場の

周りは青々と育ったアジサイがその場を飾りつくし

ました。 

 昭和５０年「花と市民の協定」条例第１号として５

年間で２万本のアジサイを植えられ、まさにアジサイ

づくしに花が咲きました。 

 又その昔、氷が作られていたツゲ池は三分の一が歩

道になり信号機も設置されました。 

そのツゲ池前に「ア

ジサイ園」を作られ

今では各種のアジサ

イを楽しむ事ができ

ます。と淡々と話さ

れている内に、六甲

山のアジサイの歴史

に全員が入門してい

ました。 

 

 

講師講師講師講師：：：：米米米米
よね

村村村村
むら

 邦邦邦邦
くに

稔稔稔稔
なり

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
昭和4年、丹波篠山町生まれ。 

昭和29年、西宮市公立小学校教

諭。昭和44年から8年間、タキ

ロン保養所管理人を勤めた後、

岩谷産業山荘の管理人。六甲山

のアジサイを育てる会会長。 

兵庫県神戸地域ビジョン委員。 
「「「「シチダンカシチダンカシチダンカシチダンカ」」」」のののの挿挿挿挿しししし木実習木実習木実習木実習 

市民セミナーVol.4 

六甲山のアジサイ/米村邦稔 

2003 年 7 月発行 

第４回テーマ ： 

六甲山のアジサイ 

講演内容講演内容講演内容講演内容 

１１１１：：：：六甲山六甲山六甲山六甲山でででで発見発見発見発見されたされたされたされたシチダンカシチダンカシチダンカシチダンカ 

・シーボルトの記した「日本植物誌」 

 で紹介された幻の花「シチダンカ」 

２２２２：：：：六甲山六甲山六甲山六甲山ののののアジサイアジサイアジサイアジサイあれこれあれこれあれこれあれこれ 

・六甲山はアジサイの宝庫 

・アジサイの栽培に適した六甲の土壌 

３３３３：：：：シチダンカシチダンカシチダンカシチダンカのののの挿挿挿挿しししし木木木木ををををプレゼントプレゼントプレゼントプレゼント 

実施日：平成１５年７月１９日（土） 

    午後１時～４時 

場 所：六甲山自然保護センター内 

    レクチャールーム 

講演講演講演講演にににに聞聞聞聞きききき入入入入るるるる参加者参加者参加者参加者    
（（（（左左左左：：：：尾崎尾崎尾崎尾崎さんさんさんさん））））    

アジサイアジサイアジサイアジサイのののの観察記録観察記録観察記録観察記録のののの紹介紹介紹介紹介    

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

３３３３３３３３３３３３－－－－－－－－－－－－④④④④④④④④④④④④            
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アジサイアジサイアジサイアジサイのいろいろについてののいろいろについてののいろいろについてののいろいろについての解説解説解説解説 

アジサイアジサイアジサイアジサイのののの原産地原産地原産地原産地はどこはどこはどこはどこ？？？？ 
 アジサイの殆どは鑑賞用とされているが栽培されて

いるものは日本原産種である。 

 アジサイの本種は１５種～１６種で、園芸種は５０

０種～１０００種にも至るが残念なことに研究家が少

ない。挙げるとすれば、山本武臣「日本アジサイ協会」。 

六甲山地は夏でも２５℃～３０℃までの気温で霧が多

く適度な湿度等、アジサイの育つ条件に適している。 

アジサイアジサイアジサイアジサイのののの家系図家系図家系図家系図ってってってって何何何何？？？？（（（（山本武臣説山本武臣説山本武臣説山本武臣説）））） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ユキノシタ科…アジサイ属の仲間。Hydragea はギリ

シャ語の Hydro（水）と Angeo（容器）の合字。 

アジサイアジサイアジサイアジサイってってってって何色何色何色何色？？？？    

                    青青青青、、、、それともそれともそれともそれとも赤赤赤赤    

 アジサイは土中のアルミの 

吸収度によって花の色が変化 

（酸性…青色、アルカリ性… 

ピンク色）するが、それだけ 

でなく色素の酵素も働き、日 

照、温度、湿度等の条件で複 

合される。    

①エゾ（蝦夷）アジサイ系 

②ハマ（浜）アジサイ系(ｶﾞｸｱｼﾞｻｲ) 

③ヤマ（山）アジサイ系 

 

④タマアジサイ 

⑤ノリウツギ 

⑥ツルアジサイ 

⑦コアジサイ 

⑧ヤハズアジサイ 

⑨ガクウツギ 

⑩コガクウツギ 

⑪ヤクシマアジサイ 

 

①コアジサイ型 両性花のみ 

②ガクアジサイ型 両性花と装飾花 

③アジサイ(てまり)型(ﾎﾙﾃﾝｼｱ)装飾花 

④中間種型 両性花も装飾花も多い 

 

ユ
キ

ノ
シ

タ
科
 

ア
ジ

サ
イ

の
花

房
（

花
序

）
の

型
 

 

テーマテーマテーマテーマ：：：：六甲山六甲山六甲山六甲山ののののアジサイアジサイアジサイアジサイ 

講演講演講演講演のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ（（（（米村邦稔米村邦稔米村邦稔米村邦稔さんさんさんさん）））） 

今日は雨降り予報で

人数も１０人ぐらいと

きいておりましたの

で、材料も前日に持ち

込みました。ラフな格

好で失礼します。 

 保養所の管理人をし 

て３４年目になります。 

町内会副会長などいろいろ役をしてきましたが４月に

は終え、これからは自然系のものに注力します。 

六甲山六甲山六甲山六甲山ににににアジサイアジサイアジサイアジサイをををを植植植植えるえるえるえる 

懐懐懐懐かしいかしいかしいかしいＶＴＲＶＴＲＶＴＲＶＴＲをををを鑑賞鑑賞鑑賞鑑賞 
 神戸の花であるアジサイ 

の名所などを収録のビデオ。 

シーボルトが海外に、数が 

少なく幻のアジサイと言わ 

れている「シチダンカ」を 

紹介している。 

六甲山のアジサイ名所案内 

・六甲山ゴルフカンツリー 

・新池遊園地・全山縦走路 

・ケーブル付近 

 また、六甲山の雨の酸性雨を測定した１０年前の

ＶＴＲも鑑賞した。２つのＶＴＲを鑑賞して、六甲山

のアジサイにかける米村さんの粘り強いご努力に、参

加者一同が敬服した。 

六甲山六甲山六甲山六甲山ににににアジサイアジサイアジサイアジサイがきたのはがきたのはがきたのはがきたのは？？？？ 

 六甲山のゴミは野生動物などを寄せつけないよう

にコンテナに入れられている。それが昭和４８、４９

年頃、景観を損ねないように綺麗にしようということ

で六甲山にアジサイが植えられた。さらに、昭和５０

年には、『花と市民の協定』条例第１号として５年間

で２万本のアジサイを植えることを約束。道路も改修

され、その空き地を利用して花壇が作られた。 

記念碑台前のツゲ池の「アジサイ園」では各種のア

ジサイを楽しむ事ができる。また、企業も環境事業の

一環として参加しており、関西電力は春秋１００株づ

つ植えている。 

 

 

第４回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    

１．講演準備：１２：５０～１３：０５ 

２．あいさつ：１３：０５～１３：１５ 
３．講  演：１３：１５～１６：０５ 

※ 懇 談 会：今回は挿し木の実習 

に替えました。 

講演講演講演講演 
①１５年前のＶＴＲ鑑賞 

②六甲山で発見されたシチダンカ 

・シーボルトの記した「日本植物誌」 

で紹介された幻の花「シチダンカ」 

③１０年前のＶＴＲ鑑賞」 

④六甲山のアジサイあれこれ 

・六甲山はアジサイの宝庫 

・アジサイの栽培に適した六甲の土壌 

・米村美穂さんの観察記録 

⑤シチダンカの挿し木をプレゼント 

米村邦稔米村邦稔米村邦稔米村邦稔さんさんさんさん 

『『『『日本植物図譜日本植物図譜日本植物図譜日本植物図譜』』』』    

FLORA JAPONICAFLORA JAPONICAFLORA JAPONICAFLORA JAPONICA    

米村米村米村米村さんさんさんさん持参持参持参持参ののののアジサイアジサイアジサイアジサイ    
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◆◆◆◆配布資料配布資料配布資料配布資料：：：： 

・「アジサイの多様性を学ぶ」、「六甲山のアジサイ」 

・六甲山の名花「シチダンカ」 

 

 

    

    

    

    

 
 
 
 
 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２６名（順不同・敬称略） 

米村 邦稔  阿部小夜子  山田 良雄  呉本 永昌 
長谷川陽子  斉藤美代子  松本 憲子  室橋 雄三 
柏木  貢  堂馬 英二  中野  一  藤井宏一郎 
原田八重子  萩原真理子  原田 恵里  平沙 弘史 
西谷  実  鈴木  武  戸田 清彦  尾崎 尚子 
山西 一平  青木 光子  根岸 真理  北山健一郎 
近藤 佳里  山内 邦子   

幻の花『シチダンカ』の挿し木実習（天挿し） 
１．枝は新しく伸びた枝を挿し木

にしましょう。2節を残し、

葉は丸みをつけて愛情を持

って半分に切る。 

  （1 枚づつ葉を半分に切って

いくのは根が無いので蒸散

を少なくする為） 

２．水中に5分程つけて置く。 

３．土の中に挿す（鉢は苗にあっ

た大きさのものを選ぶ） 

＜注意＞ 

・土は赤玉土又は鹿沼土 

・２週間程で枯れなければ成功。 

・脇芽から芽が伸び、下の根も張

って伸びる。 

（動かさないように！） 

・直射日光は避ける。 

・翌年は倍の大きさの鉢に植え替えよう。 

 

米村美穂米村美穂米村美穂米村美穂さんのさんのさんのさんの研究記録研究記録研究記録研究記録ににににビックリビックリビックリビックリ    

 米村さんの娘さんが、小学３年から中学３年（神戸

市長賞受賞）までの計６年間、アジサイを観察記録。 

 アジサイの葉のつき方（互生から対生のアジサイの

葉を発見したことや、輪生と４枚が出てきたこと）な

ど研究して詳細に記している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夏休みの宿題ですが、本格的に研究し疑問点を徹底

して調べ上げている。研究記録（小学校時代は模造紙、

中学になると画用紙）は米村家の家宝のように大切に

保存されている。 

六甲山のアジサイを育てる会 設立：1984年 

〒657-0101 神戸市灘区六甲山町北六甲631 

TEL：078-891-0254 FAX：078-891-0207 

市民セミナーVol.4 

六甲山のアジサイ/米村邦稔 

2003 年 7 月発行 

 

 今回は挿し木実習に時間がかかり、懇親会

が行えなかったのは残念でした。しかし、参

加者２６名中１６名と多くの方々にアンケー

トを提出して頂きました。 

１．講演会について 
・アジサイの多様性について知らないことが多く

大変勉強になった。 
・注意深く植物を観察していきたい。 
・先生のアジサイへの想いが伝わってきた。 
２．自然保護センターについて 
・静かで勉強しやすい。 
・きれいに整理されている。 
・何か興味のあることを開催して欲しい。 
・いつも開放して欲しい。 
３．活用する会へのご意見・ご要望 
・内容の濃い話を多くの人に紹介することが望ま

れる 
・セミナーに参加することで六甲山が身近になっ

た。 

 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者のののの声声声声 

挿挿挿挿しししし木木木木のののの手順手順手順手順    

うちのうちのうちのうちの庭庭庭庭ののののアジサイアジサイアジサイアジサイしらべしらべしらべしらべ    

原田原田原田原田さんがさんがさんがさんが三世代家族三世代家族三世代家族三世代家族でででで飛飛飛飛びびびび入入入入りりりり参加参加参加参加    

        シチダンカシチダンカシチダンカシチダンカのののの裏話裏話裏話裏話もももも    

 長い間標本も実物もなかった

「シチダンカ」は、六甲山小学校

の荒木用務員が昭和３４年、Ｖ字

型の荒山のような六甲ケーブル沿

線で発見。１株を持ち帰り校庭に

植えた。それを、生物学会会長で

ある室井さんが同定したのであ

る。この荒木株は両性花が蕾のま

ま落ちてしまうので種ができな

い。増殖は荒木株の最初の一株の

挿し木からである。 

 荒木株で定着した「シチダンカ」

は八重咲きの２０種もの山アジサ

イの一つであるが、今まで荒木株

以外に六甲山中で発見された自生

株がないことや、荒木種以外の山

アジサイの方がシーボルトの「シ

チダンカ」の図に似ていることな

どから、荒木株が同定されたこと

には疑問も残る。しかし、何段に

も咲くから“七”段花と名づけら

れたように非常に綺麗な花である

ので、シチダンカ＝六甲の名花と

して通っている。 
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現地観察現地観察現地観察現地観察ではではではでは２２２２２２２２種種種種をををを確認確認確認確認    

 講演で得た知識をもとに、野外観察をしました。

自然保護センターを出て最初の石垣で５種類を見

つけ、葉の裏を見たりルーペで胞子を確かめたり

しました。観察途中に珍しいシダにも出会い、約

１時間の観察で２２種類のシダ植物を目にするこ

とが出来ました。その後の交流会でもシダについ

ての話は更に続き、有意義な時間を過ごしました。

シダ植物の見分けは、なかなか難しかったのです

が、関心を持ついいきっかけとなりました。 

※詳しくは１～２ページをお読みください。 
 会員の尾崎さんにレポートをしていただきました。 
 
 
 

 中学生時代に生物教室 
で教わった時の頃を懐か 
しく思い出させてくれま 
した。 
 鈴木先生は、平易な語 
り口で大変分かり易く、 
且つ写真をラミネートし 
た立派な資料をセットし 
て頂きました。 
 実習編では、実際に自生しているシダを手
にとってみて、更に親しみが実感として伝わ
って参りました。 
 日常何気なく見過ごしていたシダに注意力
を持って見る眼が開かれたことを嬉しく思い
ます。 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局    兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
   灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所    神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

秋秋秋秋なのになのになのになのに春春春春みたいなみたいなみたいなみたいな六甲山六甲山六甲山六甲山    

 六甲山は度重なる台風で、塩害の影響を受けて

いました。木々は所々で落葉して新芽を出したり、

山桜が花を咲かせていました。もみじの紅葉もあ

まり見られず、秋というのに春のような季節感で

例年にない異様な状態でした。 

笑顔笑顔笑顔笑顔ニコニコニコニコニコニコニコニコでででで解説解説解説解説されるされるされるされる鈴木鈴木鈴木鈴木さんさんさんさん    

 講師の鈴木武さんは、県立人と自然の博物館の

研究員で、絶滅危惧植物の保全やシダ植物研究を

専門とされています。たくさんのシダ植物のスラ

イドや標本、更に携行用の資料を配布され、シダ

の基本的な知識や各種の特徴を解説していただき

ました。シダ植物はあまり馴染みがないと思いが

ちですが、実は街中でも意外と見ることが出来る

ことを知りました。シダの精密な構造や分類に感

心し、「これもシダ植物だったのか。」と驚きの

声もありました。鈴木さんは優しい口調で、細か

いところまで丁寧に教えて下さいました。 
 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    北山北山北山北山    健一郎健一郎健一郎健一郎さんさんさんさん 

   
 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

灘区灘区灘区灘区「「「「地域力地域力地域力地域力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」事業事業事業事業、、、、ひょうごひょうごひょうごひょうご環境保全創造環境保全創造環境保全創造環境保全創造

活動活動活動活動、、、、コープコープコープコープこうべこうべこうべこうべ環境基金環境基金環境基金環境基金、、、、コベルココベルココベルココベルコ自然環境保全自然環境保全自然環境保全自然環境保全

基金基金基金基金 

市民セミナーVol.19 
六甲山のシダ植物 
/鈴木  武 
2004 年 10 月発行 

 

講師講師講師講師：：：：鈴木鈴木鈴木鈴木
す ず き

    武武武武
たけし

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
１９６２年生まれ 
東京大学大学院理学系研
究科博士過程単位取得退
学。１９９３年より、兵
庫県立人と自然の博物館
研究員。 

たくさんのたくさんのたくさんのたくさんのシダシダシダシダををををスライドスライドスライドスライドでででで紹介紹介紹介紹介 

記念碑台記念碑台記念碑台記念碑台のののの石垣石垣石垣石垣ででででシダシダシダシダのののの観察観察観察観察        

第１９回テーマ： 六甲山のシダ植物 

 
 

                                        講演内容講演内容講演内容講演内容 

                                            ①①①①シダシダシダシダ植物植物植物植物とはとはとはとは？？？？    

                                            ②②②②六甲山六甲山六甲山六甲山のふもとののふもとののふもとののふもとのシダシダシダシダ植物植物植物植物    

                                            ③③③③実際実際実際実際にににに見見見見てみようてみようてみようてみよう 

                                                （（（（現地観察現地観察現地観察現地観察）））） 

 

                          実施日：平成１６年１０月１６日（土） 

                                        午後１時～４時 

                          場 所：六甲山自然保護センター内 
                                        レクチャールーム 

 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

３３３３３３３３３３３３－－－－－－－－－－－－⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤            
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はじめに（鈴木 武さん） 

 シダ植物はどんな格好をしていて、どんなもの

か、いろんなのがあると認識していただいたら結
構です。まず、ホウライシダとヤブソテツの区別
ができるのが条件です。（笑） 

講演内容 

シダシダシダシダ植物植物植物植物とはとはとはとは    

 種子や花がなく胞子で繁殖する。シダ植物の葉

は細かく切れ込みが入っていることが多いが、全

体で１枚。茎は地下にあるが、木のようになるも

のもある。湿った林の下に多いが、イワヒバのよ

うに乾いた岩の上でも育つものもある。 
 シダ植物はマツバラン類、ヒカゲノカズラ類、

トクサ類、シダ類の４群が属する。（別表参照） 
 日本には約６３０種。 
兵庫県では約２３０種が 
ある。小林禧樹の「六甲 
山地の植物誌」（１９９ 
８年）では１６６種とあ 
る。六甲山地は但馬や丹 
波と比べるとシダの種類 
は少ないが、１日で２０ 
種近くを見ることができ 
る。市街地でも、溝のあ 
る石垣に４、５種のシダ 
が生えている。 

神戸神戸神戸神戸のののの街中街中街中街中ののののシダシダシダシダ植物植物植物植物 

 勾配地が多い六甲山南麓の神戸市内では、石垣

などが多くいろいろなシダ植物がある。神戸市灘
区神戸高校から阪急六甲駅の範囲で調べた分布で

は、ホウライシダやイノモトソウがかなり多い。

その他にはトキワトラノオ、オニヤブソテツ、カ
ニクサ、トラノオシダなど。 

◆ホウライシダ：神戸で見かける代表的なシダで、 
 観葉植物のアジアンタムの仲間。 
◆オニヤブソテツ：日本庭園に植えられることが 
 ある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

テーマテーマテーマテーマ：：：：六甲山六甲山六甲山六甲山ののののシダシダシダシダ植物植物植物植物 

第１９回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    

あいさつ １３：００～１３：１５ 

講  演 １３：１５～１４：１０ 

現地観察 １４：１０～１５：２０ 

質疑応答 １５：２５～１５：４５ 

懇 親 会 １５：４５～１６：００ 

講演内容講演内容講演内容講演内容    

    ①①①①シダシダシダシダ植物植物植物植物とはとはとはとは？？？？    

    ②②②②六甲山六甲山六甲山六甲山のふもとののふもとののふもとののふもとのシダシダシダシダ植物植物植物植物    

    ③③③③実際実際実際実際にににに見見見見てみようてみようてみようてみよう 

        （（（（現地観察現地観察現地観察現地観察）））） 
 

 

ホウライシダホウライシダホウライシダホウライシダのののの胞子嚢胞子嚢胞子嚢胞子嚢（（（（ほうしほうしほうしほうしのうのうのうのう）））） 

 ホウライシダは、葉の 
へりが折り返していて、 
約０．１ミリの大きさで 
胞子を包んでいる胞子嚢 
がある。中に０.０５ミ 
リの胞子が３２または６ 
４個入っている。一株で 
数千万の胞子がある。 

ツクシツクシツクシツクシのののの胞子胞子胞子胞子 

 ツクシは、だ円形をし 
た穂の袋の中に胞子がつ 
いている。はかまは葉で 
ある。化石では１メート 
ル位の大きいものがある。 
 

こんなこんなこんなこんな話話話話もももも知知知知ったったったった（（（（シダシダシダシダのののの豆知識豆知識豆知識豆知識）））） 
◆デンジソウ（田字草）：田の字から四つ葉のク 

 ローバー風。 

◆イノデ：イノシシの手足のように毛が多い。 

◆ウラジロ：葉の成長する様子が１．２年と段々 

 に無限成長する強さから、代々繁栄するという 

 縁起物として、正月のしめ飾りに使われている。 

◆シダ植物の葉にある付け根の毛：春先の芽は毛 

 むくじゃらで役割は、冬の寒さの保護、若い葉 

 の保護、虫からの保護。 

◆へゴ科のマルハチ：木になるシダ。地上に太い 
 茎が直立して、その上に大形の葉が傘を広げた 
 様な形をしている。茎についた葉のあとは丸の 
 中に八の字が残る。だからマルハチ。 
◆マツバラン：根も無く、葉も無く、原始的な植 

 物と考えられている。 

 

＜＜＜＜別表別表別表別表＞＞＞＞シダシダシダシダ植物植物植物植物にににに属属属属するするするする群群群群 
 
 
 
 
 
 
 
 

体体体体ででででシダシダシダシダのののの葉葉葉葉のののの切切切切れれれれ込込込込みをみをみをみを

表現表現表現表現するするするする鈴木鈴木鈴木鈴木さんさんさんさん 

マツバランマツバランマツバランマツバラン類類類類 
日本にはマツバランのみ 
（布引の滝の辺りに生え 
ているらしい。） 

ヒカゲノカズラヒカゲノカズラヒカゲノカズラヒカゲノカズラ類類類類    クラマゴケはこの仲間 

トクサトクサトクサトクサ類類類類 ツクシの仲間 

シダシダシダシダ類類類類 
現生のシダ植物の種の 
９５％以上はこの仲間 

 
オニヤブソテツオニヤブソテツオニヤブソテツオニヤブソテツ 

コシダコシダコシダコシダのののの籠籠籠籠といろいろなといろいろなといろいろなといろいろなシダシダシダシダ 

ホウライシダホウライシダホウライシダホウライシダ 

ホウライシダホウライシダホウライシダホウライシダのののの胞子嚢胞子嚢胞子嚢胞子嚢 

ツクシツクシツクシツクシのののの変化変化変化変化 
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実際に見てみよう（現地観察） 
 スライドで得た知識と資料をもとに、現地観察

へと出発。自然保護センターから六甲山小学校へ
向かい、保養所の間の道で観察をしながら、約１

時間で戻った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

珍珍珍珍しいしいしいしいフユノハナワラビフユノハナワラビフユノハナワラビフユノハナワラビをををを発見発見発見発見！！！！ 

 観察の途中で見つ 
けたフユノハナワラ 
ビ。胞子葉が３本出 
ていて、これは珍し 
い！さっそく、鈴木 
さんは、標本として 
持ち帰られた。 

 
 自然保護センターへ戻って休憩後、みんなで見

つけたシダ植物の種類を確認し合った。 

質疑応答 
 シダ植物の名前は？：○○シダとは限らない。

コケ、ソテツ、ランなどが名前についていてもシ

ダ類。名前だけで種類を区別してはいけない。 

まとめ（鈴木さん） 

 今日は家に帰ってシダ種類を３つくらい思い出

せれば、十分普通の人です。（笑）１歩進むと１０
種位見分けられるでしょう。街中にもあるので、

散歩がてらに見てみましょう。 
 

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど：：：： 

１．携行用資料 

  （ラミネート加工） 
 ①神戸のまちなかのシダ植物 
 ②六甲山のシダ植物 
２．スライド「シダ植物」 
３．シダ植物の標本 
４．コシダで作った籠 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者のののの声声声声～～～～アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより～～～～    
・少し歩いただけでこんなにいろいろな種類のシ 
 ダ植物があるとは思わなかった。 
・レクチャーとフィールドのバランスが良かった。 
・もっと時間が欲しかった。 

☆☆☆☆参加者参加者参加者参加者のののの皆様皆様皆様皆様へへへへ    
 カンパ箱へのご協力、ありがとうございました。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２７名(順不同･敬称略) 
鈴木  武 遠井 方子 八木  浄 村上 定広 
澤田  中 石田 澄子 青木 孝子 白岩 卓巳 
北山健一郎 舟木 冴子 藤當 和子 星山  修 
白石 郁子 近藤 佳里 山内 邦子 垣井 清澄 
垣井 一美 戸田 信示 泉 美代子 兼貞  力 
堂馬 英二 松井 光利 中川貴美子 小野 律子 
藤井宏一郎 尾崎 尚子 菖蒲 美枝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エーッ！これが生えてい 
るところに金（きん）が出 
るの？お金に目がない私は 
「ヘビノネゴザ」と教えて 
いただいたシダを特にチェ 
ックしました。ゲジゲジシ 
ダをはじめ２２種類のシダ 
を短時間でウォッチング出 
来てラッキーでした。 

市民セミナーVol.19 
六甲山のシダ植物 
/鈴木  武 
2004 年 10 月発行 

オクマワラビオクマワラビオクマワラビオクマワラビ 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    舟木舟木舟木舟木    冴子冴子冴子冴子さんさんさんさん 

兵庫県立人と自然の博物館 

〒669-1546 三田市弥生が丘6丁目 

TEL：079-559-2001 FAX：079-559-2007 

URL：http://hitohaku.jp/ Mail:root@hitohaku.jp 

 
クラマゴケ  スギナ  フユノハナワラビ   
ゼンマイ  イヌシダ  トキワトラノオ   
コバノヒノキシダ  トラノオシダ   
シシガシラ  オクマワラビ         ヤブソテツ 
ゲジゲジシダ         ベニシダ  ヤワラシダ   
ハリガネワラビ  イヌワラビ  ヤマイヌワラビ  
ノキシノブ        ヘビノネゴザ  ハクモウイノデ 
ホソバシケシダ  イワヒバ（栽培） 
合計２２種（読み上げ順、囲んであるのは写真参照） 
 

ゲジゲジシダゲジゲジシダゲジゲジシダゲジゲジシダ 

イワヒバイワヒバイワヒバイワヒバ（（（（栽培栽培栽培栽培）））） ヤマイヌワラビヤマイヌワラビヤマイヌワラビヤマイヌワラビ 

        現地観察現地観察現地観察現地観察のののの経路経路経路経路 

自然保護自然保護自然保護自然保護センターセンターセンターセンター 

六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校 

フユノハナワラビフユノハナワラビフユノハナワラビフユノハナワラビ 

現地観察現地観察現地観察現地観察でででで見見見見つけたつけたつけたつけたシダシダシダシダ植物植物植物植物 
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ほんのほんのほんのほんの小一時間小一時間小一時間小一時間でででで１０１０１０１０種類以上種類以上種類以上種類以上をををを発見発見発見発見 

 講演での知識をもとに野外観察をしました。自

然保護センターの周りや記念碑台の広場、駐車場

の石垣、散策道等を見て回りました。センターか

らほんの数十メートルの範囲に１０種類以上のコ

ケを発見。花などを見る視点の数１０センチ下に

はコケの世界が広がっていました。土の上、木の

幹、コンクリートの壁など、ルーペを使ってじっ

と見つめたり触ったりして楽しみました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

もっともっともっともっと自然自然自然自然にににに目目目目をををを向向向向けてみようけてみようけてみようけてみよう    

 今回のセミナーでは、視界に入っていても意外

と見えていないものがたくさんあることを教えて

いただきました。小さな自然に目を凝らすルーペ

の世界はとても面白いものです。庭の隅や道端な

ど身近なところにひっそりと息づき、安らぎを与

えてくれているコケの魅力を改めて見直すことが

できました。 

※詳しくは、１．２ページをお読みください。 

 

 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

協力協力協力協力：：：：兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所 神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

コアジサイコアジサイコアジサイコアジサイがががが可憐可憐可憐可憐なななな花花花花をつけていたをつけていたをつけていたをつけていた 
 梅雨入りして心配だった天気も当日は快晴。散

策路のところどころにはコアジサイが小さな花を

開いていました。そのかわいらしい姿は午前中の

清掃ボランティア活動に参加した１０名の目を和

ませてくれました。 

 自然保護センターの改修も進んでおり、建物の

外装、階段や手すりなどが変わって全体的にウッ

ディ調になっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コケコケコケコケのののの分類分類分類分類をををを知知知知ったったったった    

 今回は県立人と自然の博物館の主任研究員、秋

山弘之さんに講演していただきました。秋山さん

はコケ植物の研究がご専門です。子供の頃からの

面白そうなものを拾い集める癖と登山の趣味が結

びついて、植物採集や分類の研究がライフワーク

になったとのことです。 
 コケといえば、盆栽や庭園などで観賞するもの

のふだんはあまり気に留めることのない目立たな

い存在です。実は様々な種類や生態があることを

知りました。コケでないコケや変わった生態など、

短時間でたくさんの種類を紹介いただきました。 

 市民セミナーVol.27 
 六甲山の苔/秋山弘之  
 2005 年 6 月発行 

    第２７回テーマ：六甲山の苔  

           

    講演内容講演内容講演内容講演内容 

                                    ①①①①苔苔苔苔のののの多様多様多様多様さとそのさとそのさとそのさとその美美美美しさしさしさしさ 

                     ②②②②生生生生きてゆくきてゆくきてゆくきてゆく上上上上でのでのでのでの工夫工夫工夫工夫 

                                     ③③③③六甲山六甲山六甲山六甲山のののの苔苔苔苔をををを実際実際実際実際にににに見見見見てみるてみるてみるてみる 

                                                                                                                  

                           実施日：平成１７年６月１８日（土） 

                                                                        午後１時 ～ ３時３０分 

                           場    所：六甲山自然保護センター内 

                                                         レクチャールーム 
                記念碑台周辺 

講師講師講師講師：：：：秋山秋山秋山秋山
あきやま

    弘之弘之弘之弘之
ひろゆき

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
１９５６年生まれ、大阪府
出身。京都大学大学院理学
研究科博士課程修了。平成
６年より兵庫県立人と自
然の博物館主任研究員。専
門分野は苔植物の分類学。 
 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

（（（（財財財財））））大阪大阪大阪大阪コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ財団財団財団財団（（（（東洋東洋東洋東洋ゴムグループゴムグループゴムグループゴムグループ環境環境環境環境

保護基金保護基金保護基金保護基金）、（）、（）、（）、（財財財財））））ひょうごひょうごひょうごひょうご環境創造協会環境創造協会環境創造協会環境創造協会、、、、コープコープコープコープこうこうこうこう

べべべべ環境基金環境基金環境基金環境基金 

コアジサイコアジサイコアジサイコアジサイ 

みんなでみんなでみんなでみんなで地面地面地面地面をををを見見見見つめるつめるつめるつめる 

スギゴケスギゴケスギゴケスギゴケ 

自然保護自然保護自然保護自然保護センターセンターセンターセンターのののの前前前前ででででコケコケコケコケをををを観察観察観察観察 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

３３３３３３３３３３３３－－－－－－－－－－－－⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥            
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ボルネオ島のキナバル山周辺でコケ植物の調査

を行った。１ｍほどの大きさになるナンヨウスギ

ゴケが見られるなどコケ植物が豊富である。 

 

キナバル山はマレーシアのボルネオ島サバ州に
位置する。標高は４１００ｍで３３００ｍの地点
に山小屋がある。大人も子供も登山を楽しむこと
ができ１９００ｍから３３００ｍまで半日で登
り、夜中に起きて頂上まで登る。ご来光を見た後
は１９００m まで一気に降りる。旅費は沖縄へ行
くよりも安い。皆さんもどうぞ。    

２２２２．．．．コケコケコケコケのののの生態生態生態生態とととと利用利用利用利用    

■■■■コケコケコケコケがががが生生生生きていくきていくきていくきていく工夫工夫工夫工夫 

マルダイゴケ：ギリシャ壺のような形。壺の細胞

からハエを引き寄せる匂いをだす。 

パラソルゴケ：ハエが止まれるようにパラソル状

の形をしている。コケに寄ってきたハエに胞子が

付き、そのままハエが別の糞に飛んでいってそこ

で発芽し増えていく。 

イチョウウキゴケ：イチョウの形をしている。水

に浮かび、倍々に増える。 

ホンモンジゴケ：銅葺き屋根の下の雨水がかかる

ところに生える。銅は生物には毒なので普通は雑

草も生えない。京都の西芳寺（苔寺）などで見る

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■苔苔苔苔のののの利用利用利用利用    
 コケは食料としては全く利用されていない。ス

ギゴケをすりつぶすと吐きそうな臭いがする。コ

ケは虫も食べない。食料にしないので苔庭以外で

は人との関わりは少ない。 

 コケを住処として用い 

る生物がいる。ゲンジボ 

タルは水辺のコケに産卵 

し、オオルリやカワガラ 

スはコケだけを使って巣 

を作る。コケに抗菌作用 

があるためといわれている。 

講演のあいさつ（秋山 弘之さん） 

 人と自然の博物館では 

コケの研究をしています。 

コケは人気がないので「 

ひとはくセミナー」では 
キノコも担当しています。 
ぜひ参加してください。 

講演内容 

 前半はスライドを使ってコケについての誤解や

意外な知識をわかりやすく説明していただきまし

た。後半は六甲山にどんなコケがあるのかを確か

めるために野外観察に出かけました。 

１１１１．．．．コケコケコケコケ植物植物植物植物とはとはとはとは    

■■■■コケコケコケコケ＝＝＝＝コケコケコケコケ植物植物植物植物ではないではないではないではない    

 口でいう「コケ」と植物学的な「コケ」は違う。 

 コケは茎と葉がはっきりしており、不定形のコ

ケはない。 

地衣類もコケと間違えられる。ウメノキゴケの

ように「コケ」の名がついた地衣類もある。地衣

類は大体が白っぽい色で、ペンキのような色をし

たものが多い。コケは光合成をするためのクロロ

フィルがあるので緑色である。 

 シダにも間違えられることもある。シダには根

があるが、コケには根はない。根がないのでコケ

はしっかりと地面に定着しない。 

■■■■木木木木にににに生生生生えるえるえるえる毛毛毛毛のようなもののようなもののようなもののようなもの？？？？ 

コケという名前は、木に生える毛のようなもの

「木毛（モケ）」に由来する。草木で最も小さいも

の「小毛（コケ）」という説もある。コケは大和言

葉で、中国の漢字から苔や蘿の字をあてた。 

■■■■豊豊豊豊かなかなかなかなコケコケコケコケのののの世界世界世界世界 

コケ植物は世界に約１８０００種あり、日本に

は１６６７種ある。５００種のシダ植物より多く、

さらに毎年１種は増えている。日本はコケの研究

が盛んで、戦後に優秀な研究者を多く輩出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ：六甲山の苔 

第２７回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    

１．あいさつ：１３：００～１３：１０ 

２．講  演：１３：１０～１４：３０ 

３．現地観察：１４：３０～１５：２０ 

４．質疑応答：１５：２０～１５：４０ 

講演講演講演講演 

①①①①苔苔苔苔のののの多様多様多様多様さとそのさとそのさとそのさとその美美美美しさしさしさしさ 

②②②②生生生生きてゆくきてゆくきてゆくきてゆく上上上上でのでのでのでの工夫工夫工夫工夫 

③③③③六甲山六甲山六甲山六甲山のののの苔苔苔苔をををを実際実際実際実際にににに見見見見てみるてみるてみるてみる    

秋山秋山秋山秋山    弘之弘之弘之弘之さんさんさんさん 

苔苔苔苔にににに興味興味興味興味ありありありあり！！！！ 

軒下軒下軒下軒下ののののオオルリオオルリオオルリオオルリのののの巣巣巣巣    日本日本日本日本のののの苔苔苔苔のののの分類表分類表分類表分類表    

パラソルゴケパラソルゴケパラソルゴケパラソルゴケ    マルダイゴケマルダイゴケマルダイゴケマルダイゴケ    

ちょっとちょっとちょっとちょっと脱線脱線脱線脱線～～～～キナバルキナバルキナバルキナバル山山山山～～～～ 
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３３３３．．．．六甲山六甲山六甲山六甲山のののの苔苔苔苔をををを実際実際実際実際にににに見見見見てみるてみるてみるてみる    

■■■■観察観察観察観察コースコースコースコース    
 講演の後、自然保護センター周辺で現地観察。セ

ンター前の広場、記念碑台の駐車場、周辺の散策路

を回って約１時間で戻った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■■■■生命力生命力生命力生命力にあふれるにあふれるにあふれるにあふれるコケコケコケコケ    
 記念碑台駐車場の石垣にハマキゴケを発見。根が

ないので土のないところも平気である。コンクリー

トが大好き。 

コケは体が小さいので茎や根に水分を貯められ

ない。乾いたときには休眠する性質があり、体内の

水分が５％以下になっても死なずに、コンクリート

が朝露や雨で濡れるのをじっと待っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    ◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど 

 ・スライド、サブテキスト 
・ひとはくセミナーガイド夏号 

 ・『苔の話』秋山弘之著 
  中公新書（780 円＋税） 

～～～～ひとはくひとはくひとはくひとはくセミナーセミナーセミナーセミナーのごのごのごのご案内案内案内案内～～～～    
 ・秋のキノコ探検隊１：１０月１日 
 ・秋のキノコ探検隊２：１０月２日 

 詳細は下記までお問い合わせ下さい。 

  

     

    

    
        

    

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者のののの感想感想感想感想    ～～～～アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより～～～～     

・苔をテーマにした講演等が少なかったので、とても 

 関心があった。全体像がつかめた。 
・『苔の話』を読んでセミナーを受けて、これをきっ 

 かけに関心を持つことにします。 

・もう少し野外観察の時間がほしかった。 

・注意力を持って見られる観察力への道筋を教えてい 

 ただいた。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２８名（順不同・敬称略） 
秋山 弘之 八木  浄 村上 定広 大谷安規永 
久保 順一 青木 孝子 泉 美代子 松下  猛 
霜田 泰功 浅井 審一 小坂 忠之 山田 良雄 
山本 悟而 前田 和子 遠井 方子 堂馬 佑太 
垣井 清澄 島崎  渉 石光 暁子 岩井百合子 

長尾 雅人 澤田  中 北山健一郎 堂馬 英二 
米村 邦稔 小野 律子 中川貴美子 藤井宏一郎  

■■■■六甲山六甲山六甲山六甲山でででで知知知知られているられているられているられている貴重貴重貴重貴重なななな苔苔苔苔 

ハリミズゴケ（甲山湿原）：どうやら消えてしまっ

たらしい。アオゴケ（裏六甲紅葉谷）：一度見つか

っただけで再発見されていない。スギゴケ（山頂付
近）：数十年前に一度見つかっただけ。 

質疑応答・感想など 

君が代の「コケのむすまで」って？：「悠久の間」
という意。日本でのコケのイメージは「静」「悠久」
そして「死」など。「苔の下」「苔の褥（しとね）」
「苔の庵」などコケにまつわる言葉も多い。 
ミズゴケを輸入している業者が病気になっている
と聞くがなぜ？：スポロトリクム病という。ミズゴ
ケに付着している真菌が原因。命に別状はないがひ
どくただれる。ミズゴケを触ったら手を洗うように
すること。 

 
 
 

 苔のボーダーラインは素人 

には難しい。４年前から植物 

の名前を覚えだしたのだが、 

ダボハゼ方式で名前を調べ、 

身近の方に尋ね、記憶に留め 

る様にしている。樹木、山野 

草から少し離れイネ科、カヤ 
ツリグサ科、シダ、コケとな 

ると興味を示す人が少なく殆ど回答も返って
来ない上に図鑑や写真集で判定するのも難し
い。今日初めて苔とは蘚苔植物の総称でスギゴ
ケで代表される蘚類１０３０種、ゼニゴケの仲
間の苔類が６２０種、これにツノゴケ類１７種
が日本にあると識った。野外でも１２種類の苔
と地衣類を教えて戴いたが小さい為なのかなかな
かその特長が握みにくい。根気が続くとよいが！ 

 

ルーペの世界を知った（事務局） 

 コケは食べられないから人の興味を惹かない。何気

なく見落としているものへの関心を導いてくれた。今

回をきっかけに小さな自然に目を凝らしたい。 

 

 

 

 

ハマキゴケハマキゴケハマキゴケハマキゴケ 

野外観察野外観察野外観察野外観察のののの経路経路経路経路 

兵庫県立人と自然の博物館 

〒669-1546 三田市弥生が丘6丁目 

TEL：079-559-2003 FAX：079-559-2019 

URL：http://hitohaku.jp/ Mail:root@hitohaku.jp 

 市民セミナーVol.27 
 六甲山の苔/秋山弘之  
 2005 年 6 月発行 

＜＜＜＜観察観察観察観察したしたしたしたコケコケコケコケのののの種類種類種類種類＞＞＞＞ 
・ツヤゴケ・コモチイトゴケ・タチゴケ・ヤ
ノウエノアカゴケ・スナゴケ・ネジクチゴケ  
ハマキゴケ・マツゲゴケ（地衣類）・コツボゴ
ケ・オオサナダゴケモドキ など 

『『『『苔苔苔苔のののの話話話話』』』』    

じっとじっとじっとじっと見見見見つめてつめてつめてつめて観察観察観察観察 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    松下松下松下松下    猛猛猛猛さんさんさんさん 
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     ４．六甲山の動物を知る 
         ～六甲山の生物～ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①①①①六甲山六甲山六甲山六甲山でのでのでのでの野生動物野生動物野生動物野生動物とのとのとのとの 
共存共存共存共存をををを考考考考えるえるえるえる                            ＰＰＰＰ６８６８６８６８～～～～７０７０７０７０ 

坂田坂田坂田坂田    宏志宏志宏志宏志 
県立人県立人県立人県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
研究員研究員研究員研究員 
第３３回市民セミナー講演 

２００５年１２月１０日 

 
②②②②六甲山六甲山六甲山六甲山のののの野鳥野鳥野鳥野鳥                            ＰＰＰＰ７１７１７１７１～～～～７３７３７３７３ 

松下松下松下松下        猛猛猛猛 
日本野鳥日本野鳥日本野鳥日本野鳥のののの会会会会 
会員会員会員会員 
第１２回市民セミナー講演 

２００４年３月２０日 

 
③③③③六甲山六甲山六甲山六甲山のののの昆虫昆虫昆虫昆虫                            ＰＰＰＰ７４７４７４７４～～～～７６７６７６７６ 

八木八木八木八木        剛剛剛剛 
県立人県立人県立人県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
研究員研究員研究員研究員 
第５回市民セミナー講演 

２００３年８月１６日 

 
④④④④六甲山六甲山六甲山六甲山とととと昆虫昆虫昆虫昆虫たちのたちのたちのたちの冬越冬越冬越冬越しししし    ＰＰＰＰ７７７７７７７７～～～～７９７９７９７９ 

戸田戸田戸田戸田    信示信示信示信示 
神戸市立青少年科学館神戸市立青少年科学館神戸市立青少年科学館神戸市立青少年科学館 
指導主事指導主事指導主事指導主事 
第２３回市民セミナー講演 

２００５年２月１９日 

六甲山の動物といえば、あまりにも有名なのは餌付けされた野生のイノシシでしょう。

最近は市街地に出没して人身被害を与えるため、神戸市では「イノシシ餌付け禁止条例」

が施行されています。都市に隣接した自然環境である六甲山は植生の多様化が失われて、

野生の生物や動物が生息しにくい環境になっています。六甲山の自然環境を構成する生

物、特に野生動物とどのように関わっていくかを考える必要があります。 

「六甲山物語」の第４段は「六甲山の動物を知る」です。ここでは、昆虫も含めて六甲

山の動物についての理解を深めていきます。まず、坂田さんからは野生動物との共存につ

いての現状や課題について、ツキノワグマ、イノシシ、アライグマなどとの関わり方など

を語っていただきます。松下さんには「六甲山の野鳥」をテーマに、シュラインロードで

の探鳥を案内していただいて、探鳥の進め方や楽しみ方を語っていただきます。 

「ミヤマアカネ」をこよなく愛しておられる八木さんには、六甲山の夏の昆虫採集を案

内していただきます。戸田さんには「昆虫の冬越し」をテーマに、椎茸のほたぎに生息す

る昆虫の幼虫探しを通じて、冬場も生き続けている生命について啓発していただきます。 
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六甲山六甲山六甲山六甲山にいるにいるにいるにいる野生動物野生動物野生動物野生動物のののの実態実態実態実態をををを知知知知ったったったった    

 六甲山にいる主な動物を紹介いただきました。

タヌキの特徴をはじめ、話題となっている「イノ

シシ条例」やペットで飼われていたアライグマな

どの外来生物の存在を確かめました。質疑応答で

は様々な意見が飛び交い、適切な関係で共生して

いくにはどうすべきかを考えました。 

野生動物野生動物野生動物野生動物へのへのへのへの愛情愛情愛情愛情とととと責任責任責任責任をををを正面正面正面正面からからからから考考考考えたいえたいえたいえたい    

 今回のお話で、野生動物の本来のあり方と我々

の関わり方について考えさせられました。そして

野生動物対策をしてくれる人がいるおかげで私た

ちは生活できているという事実を見直しました。

動物への愛情と責任について私たちはどう関わる

べきかを正面から考えたいと思います。 

※詳しくは、１．２ページをお読みください。 

 
 

兵庫県内の野生動物につい 
て現状を分かりやすく説明し 
て頂きました。特にツキノワ 
グマが人里に現れる回数と森 
の木の実の豊凶の関係が分か 
りやすいものでした。また、 
野生動物、外来種について、 
人が自然を理解しないと彼ら 
を傷つけることにつながるのですね。勉強にな
りました。 
 ところで、自然からの贈り物、休憩時間の焼
き芋はおいしかったですね。 
 

 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

協力協力協力協力：：：：兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所 神戸市教育委員神戸市教育委員神戸市教育委員神戸市教育委員会会会会 

久久久久しぶりのしぶりのしぶりのしぶりの六甲山六甲山六甲山六甲山ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡ    

 今月より来年３月まで六甲山自然保護センター

が冬季休館のため、会場を六甲山ＹＭＣＡの里見

ホールに移しました。当日は快晴ながらも朝の気

温は２度と低く、散策道は雪が残っていました。 
 講演の前に講師の坂田宏志さんとご一緒に昼食

懇親をしました。里見ホールの暖炉に火を入れる

と同時にサツマイモを火の中へ。焼き芋の出来上

がりを楽しみにしつつ、講演を始めました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

兵庫県兵庫県兵庫県兵庫県のののの野生動物対策野生動物対策野生動物対策野生動物対策についてについてについてについて理解理解理解理解できたできたできたできた    

 坂田宏志さんは、県立人と自然の博物館の主任

研究員で、兵庫県の野生動物対策にも取り組まれ

ています。講演では２０００年に六甲山の周辺を

ツキノワグマが徘徊した事例や、現在兵庫県が実

施しているツキノワグマの学習放獣についてご紹

介いただきました。自然のバランスが崩れている

実態や生態系の仕組みを、図解を用いて分かりや

すく解説していただきました。 

市民セミナーVol.33 
六甲山での野生動物との 
共存を考える/坂田 宏志 
2005 年 12 月発行 

               第３３回テーマ： 

               六甲山での野生動物との 

                      共存を考える 

                                                    講演内容講演内容講演内容講演内容    

                                                        ①①①①野生動物野生動物野生動物野生動物たちのたちのたちのたちの今今今今    

                                                        ②②②②人人人人とととと野生動物野生動物野生動物野生動物のののの    

                                                                                適切適切適切適切なななな関係関係関係関係とはとはとはとは？？？？    

                                                        ③③③③自然環境自然環境自然環境自然環境のののの恵恵恵恵みとみとみとみと    

                                                                                保全保全保全保全をををを考考考考えるえるえるえる    

                                実施日：平成１７年１２月１０日（土） 

                    午後１時００分～３時４５分 

                     場 所：六甲山ＹＭＣＡ 里見ホール 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    七目木七目木七目木七目木    修一修一修一修一さんさんさんさん 

講師講師講師講師：：：：坂田坂田坂田坂田
さ か た

    宏宏宏宏
ひろ

志志志志
し

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
１９６８年生まれ。京都大
学農学研究科博士後期課程
修了。農学博士。現在、兵
庫県立大学自然・環境科学
研究所助教授、人と自然の
博物館主任研究員。兵庫県
森林動物共生室係長兼務。 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

（（（（財財財財））））大阪大阪大阪大阪コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ財団財団財団財団（（（（東洋東洋東洋東洋ゴムグループゴムグループゴムグループゴムグループ環境環境環境環境

保護基金保護基金保護基金保護基金）、（）、（）、（）、（財財財財））））ひょうごひょうごひょうごひょうご環境創造協会環境創造協会環境創造協会環境創造協会、、、、コープコープコープコープこうこうこうこう

べべべべ環境基金環境基金環境基金環境基金、、、、灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所「「「「地域力地域力地域力地域力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」事業助成事業助成事業助成事業助成 

クリスマスムードクリスマスムードクリスマスムードクリスマスムードがががが    
        あふれるあふれるあふれるあふれる里見里見里見里見ホールホールホールホール    

雪道雪道雪道雪道をををを歩歩歩歩きながらのきながらのきながらのきながらのボランティアボランティアボランティアボランティア清掃清掃清掃清掃 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

４４４４４４４４４４４４－－－－－－－－－－－－①①①①①①①①①①①①            
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市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    
１．昼食懇親：１２：１５～１３：００ 
２．あいさつ：１３：００～１３：１０ 
３．講  演：１３：１０～１５：３０ 
４．質疑応答：１５：３０～１５：５０ 

 
 

講演の挨拶（坂田宏志さん） 

 野生動物、特に農業被害・ 

人身被害など、社会的な課題 

の多い大・中型哺乳類の研究 

をしています。六甲山につい 

ては皆さんにも教えていただ 

きながら進められればと思い 

ます。 

講演内容 

１１１１．．．．ツキノワグマツキノワグマツキノワグマツキノワグマ 

■ツキノワグマの生態 

 ツキノワグマは日本に１万 
頭ぐらいといわれているが正 
確にはわからない。地域的に 
は絶滅が危惧される一方で人 
身事故も起こるので対策が難 
しい動物である。兵庫県では北部に生息している。

２０００年には六甲山系にも出没し、３ヶ月も徘

徊した。六甲山でも暮らしていけるということで、

また、出没するかもしれない。 

■クマと人の関係の変化 

 昔は狩猟もしていたし、クマは人間を怖がって

いた。今、過疎化や高齢化が進む農村では、クマ

が出てきても何もできないことが多い。クマが人

間を恐れず集落に出てくる頻度が高まると、人身

被害の危険も高まる。 
 

 

 

 

 

 

 

■クマへの対策 

 今までは、クマの出没に対し、何もしないか、

殺すかのどちらかしかなかったが、兵庫県では段

階的な対応を取るようになった。具体的には、１．

山中などの目撃では注意喚起。２．里に出てくる

時は、誘因物の除去や防護。３．それでも出てき

たら追い払う。４．それでも出できたら一旦捕獲

して学習（お仕置き）放獣。５．それでも効果が

なければ捕殺、という段階を踏む。 

■学習放獣 

 学習放獣とは、集落に出 
没するクマを捕まえ、おし 
おきをして人里に来てはい 
けないことを学習させ、山 
に放すこと。昨年、学習放 
獣を行ったうち６頭は再び 
出没することはなく成功だったが、３頭は再度出没し

てしまいその内１頭は捕殺された。一方でイノシシの

ワナに間違って捕まったなど被害を出していないク

マは、放獣しても人里には出て来なかった。このよう

な結果を踏まえて対応を改善しなくてはいけない。 

２２２２．．．．イノシシイノシシイノシシイノシシ 

■六甲山以外では人身被害はない 
丹波や但馬地方ではイノシシといえば「農業被害」

と「ぼたん鍋」のイメージ。六甲山ではイノシシに

指を食いちぎられたり、追突されたり、といった「人

身被害」もある。実は人身被害があるのは六甲山だ

けで、丹波但馬では一切ない。 

■イノシシ餌付け禁止条例 

 餌付けによりイノシシが人に慣れ、接触する機

会が増えて人身被害を起こすようになった。神戸

市はイノシシの餌付を禁止する条例を作った。罰

則規定はないが、関係者の努力で餌をやる人は減

っている。しかし、人の迷惑を考えず餌付けを続

ける人がいるので、被害に遭う人は罰則を求めて

いる。本来は法律で縛るよりも、地域で適切な動

物との関わり方を実現するのが理想だが、必要な

ことが守られないのであれば規制も仕方がない。 

■野生動物はペットではない 

 野生動物は、自然の中で餌をとるようにできて

いる。人間の食べ物を与えると動物は喜ぶが長い

目でみると野生動物にいいことはない。自然の中

で餌を捜さなくなり、人間で言う成人病にもなる。

人身事故が起きれば駆除されることになる。子供

のイノシシはかわいいが、一生面倒を見て、被害

の防止や補償をするつもりがないのなら、餌はや

るべきではない。小さくて追い払いやすいうちに、

追い払ってやるのも愛情だと思う。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

テーマ：六甲山での野生動物との共存を考える 

昼食懇親昼食懇親昼食懇親昼食懇親 

クマクマクマクマからからからから逃逃逃逃げるとげるとげるとげると    

坂田宏志坂田宏志坂田宏志坂田宏志さんさんさんさん 

ブタブタブタブタのようにのようにのようにのように太太太太りりりり、、、、毛毛毛毛がががが薄薄薄薄くなったくなったくなったくなったイノシシイノシシイノシシイノシシ 

ツキノワグマツキノワグマツキノワグマツキノワグマ 

クマクマクマクマがやってきてしまうがやってきてしまうがやってきてしまうがやってきてしまう    

第３３回市民セミナーの流れ 

講演講演講演講演 

①①①①野生動物野生動物野生動物野生動物たちのたちのたちのたちの今今今今 

②②②②人人人人とととと野生野生野生野生のののの適切適切適切適切なななな関係関係関係関係とはとはとはとは？？？？ 
③③③③自然環境自然環境自然環境自然環境のののの保全保全保全保全とととと恵恵恵恵みをみをみをみを考考考考えるえるえるえる 

学習放獣学習放獣学習放獣学習放獣のののの様子様子様子様子 
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３３３３．．．．アライグマアライグマアライグマアライグマとととと野生生物野生生物野生生物野生生物とのとのとのとの共存共存共存共存のののの課題課題課題課題 

■アライグマ 

北米からペットとして入ってきた外来生物。全国各

地で数が増えている。見た目はタヌキと似ているが、

５本指で物を掴め、手先が器用で色んなことができる。 
 
 

 

 

 

 

 

■外来生物法が施行された 

２００５年の６月に「外来生物法」が施行され、

アライグマなどの特定の動物は飼うことも、放すこ

とも禁止された。一度放されると影響も大きいの

で、罰則は厳しい。アライグマは根絶を目標に対策

が行われることになると思うが、多くのアライグマ

を捕獲して殺すことになる。もし、これほど広がる

前（８０年代）に対策ができていれば、殺さなけれ

ばならないアライグマは少なかっただろう。 

■野生動物の生息状況 

山が荒れてきたから野生動物が人里に出てきた

という人がいる。戦後からの地図や航空写真を見比

べると、森林が回復した所もあり一概に山が荒れて

いるとは言えない。自然環境や植生は、人と野生動

物の関係に大きく影響するので、正しく現状を把握

した上で対策を考えないといけない。 

■生態系の仕組み 

どんな生物も生態系の中で何らかの効果や影響

を及ぼしている。ある生物が増えれば、別の生物が

減ることもある。野生動物の死体のおかげで、死体

食者や分解者、植物が生きている。生物資源や栄養

分の循環、空気や水の浄化など、生態系機能は人間

に様々な恩恵をもたらしてくれる。 

■野生動物との共存の課題 

まずは相手をよく知ることが必要だ。その上で被

害対策として、農作物等を守り野生動物の人慣れや 

 

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど 

 ・レジュメ 

 ・スライド 

 ・はく製・標本 

  アライグマ、タヌキ、 
     アライグマの骨格 

  

 

 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者のののの声声声声～～～～アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより～～～～ 

 ・生息状況や生態系の実態把握が必要なことが分 

  かった。栄養の循環（海と山）が理解できた。 
 ・自然（動植物）がうまくかつ厳しく関係を持ち 

  共生していることが分かった。 

 ・里見ホールは趣があるが、寒かった。 

 ・中川さんのつくられた焼き芋がおいしかった。  

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２１名（順不同・敬称略） 
坂田 宏志 村上 定広 久保 紘一 浅井 審一  
八木  浄 澤田  中 北山健一郎 泉 美代子 
山田 良雄 小坂 忠之 石田 澄子 矢野 文敏 
福永 一登 高光 正明 大上 卓男 七目木修一 
中川 典夫 堂馬 英二 中川貴美子 堂馬 佑太 
菖蒲 美枝 
  

里慣れを防ぐ。一方で、自然環境を保全して野生動 
物の生息環境の確保を行っていく。そして、動物に

よっては分布や個体数の増減を管理することも避

けられない。野生動物との共存のための社会的な合

意や体制作りも必要だろう。 

まとめ（坂田さん） 

 動物を殺すことは良いことでしょうか、悪いこと

でしょうか？私たちは、動物の肉や毛皮を利用しま

す。動物を殺さずに米や野菜をつくることもできま

せん。人の生活や他の生物に悪影響を与える動物た

ちもいます。誰かが自分の代わりに動物を殺してく

れているおかげで、生活できていることは忘れては

いけないと思います。相手をよく知り、人間同士が

よく話し合い、いやなことからも目をそむけないこ

とが必要だと思います。 

そして、熱のこもった質疑応答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局より 

 「動物を殺したい人は誰もいない。誰かの代わりに

殺してくれる人がいて私たちが生活できる。」という

お話が心に響きました。生命を大切にすることと、野

生動物との共存という難しい課題に直面しました。 
 

 

市民セミナーVol.33 
六甲山での野生動物との 
共存を考える/坂田 宏志 
2005 年 12 月発行 
 

博物館博物館博物館博物館からからからから持持持持ってきてってきてってきてってきて

いただきましたいただきましたいただきましたいただきました。。。。→→→→    

兵庫県立人と自然の博物館 

〒669-1546 三田市弥生が丘6丁目 

TEL：079-559-2001 FAX：079-559-2007 

URL：http://hitohaku.jp/ Mail:root@hitohaku.jp 

左左左左アライグマアライグマアライグマアライグマ右右右右タヌキタヌキタヌキタヌキ    そっくりそっくりそっくりそっくり！！！！ 
 

矢野文敏矢野文敏矢野文敏矢野文敏さんさんさんさん    

山田良雄山田良雄山田良雄山田良雄さんさんさんさん    

アライグマアライグマアライグマアライグマはははは 
指指指指がががが５５５５本本本本 

ツキノワグマを集落に近
づけないために、餌とし
て山にドングリを撒くの
には疑問がある。… 

野生動物が悪いことをする
といって殺したらいいとい
う気持ちにはなれない。… 
私には２匹のアライグマの
友達がいる。… 
六甲山というエリアは野生
動物と一緒に生活している
ところだ。… 
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した。松下さんの軽妙で含蓄豊かな説明に感心し、

「六甲山に来る鳥たち」のスライドの美しさに魅

入られました。 

平成平成平成平成１５１５１５１５年度年度年度年度ののののエンデエンデエンデエンディングィングィングィング 

 懇談会では参加者ひとり一人が感想や意見を紹

介し、六甲山への関心やセミナーへの期待を確か

めました。今回で平成１５年度の市民セミナーを

大盛会に終えました。神戸県民局、県立人と自然

の博物館、灘区役所のご後援も受け、多くの方々

のご支援をいただき、改めて感謝を申し上げます。 

 尾崎尚子さんにレポートをしていただきました。 

 
 

 初めて参加したシュラ 
インロード越え（歴史探 
遊）の時も、今回の時も 
雨に降られました。２回 
とも天気には恵まれませ 
んでしたが、とても楽し 
かったです。野鳥も寒さ 
に耐え、羽を濡らさないようにじっとしてい
たのでしょう。鳥がよく見られなかったのは、
残念でしたが、これも自然の摂理。 
 自然破壊が進む中、環境を守るため幅広く
創造的な活動をされているのがよくわかりま
す。松下さんのお話を聞かせていただき、も
っと野鳥のことが知りたくなりました。 
 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局    兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
   灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所（「（「（「（「地域力地域力地域力地域力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」手手手手づくりのづくりのづくりのづくりの活動活動活動活動・・・・事業助成事業助成事業助成事業助成）））） 

春春春春のののの兆兆兆兆しをしをしをしを感感感感じるじるじるじる六甲山六甲山六甲山六甲山    

 六甲山の木々は新芽で一杯です。桜の開花前線

予想も速まる中、ネコヤナギはそっと日なたぼっ

こです。平成１５年度の市民セミナーは第１２回

「六甲山の野鳥」で締めくくる事になり、世間を

騒がせている鳥インフルエンザも消沈して、３６

名の熱心な参加者は、松下猛さんのお話を楽しみ

に、朝から六甲山ＹＭＣＡに集合しました。 

探鳥会探鳥会探鳥会探鳥会ではではではでは１６１６１６１６種種種種をををを確認確認確認確認    

 本日の探鳥は、六甲山ＹＭＣＡからシュライン

ロードの行者堂を往復するコースです。立ち止ま

って鳥の鳴き声に耳を傾け、松下さんから興味深

い説明を受けました。双眼鏡の使い方も学び、探

鳥の要領を少しずつ身につけました。行者堂に着

く頃には小雨が降り出し一気に寒さを感じて、帰

りの道を急ぎました。 
 
 
 
 
 
 
 

熱気熱気熱気熱気のこもったのこもったのこもったのこもった講演講演講演講演でででで交流交流交流交流 

 六甲山ＹＡＣＡに戻ると里見ホールの暖炉に火

が入り、温かい飲み物も用意されていました。昼

食会は常連と初めての参加者の交流が進みまし

た。午後からの講演は「鳥合わせ」から始まりま

市民セミナーVol.12 

六甲山の野鳥/松下 猛 

2004 年 3 月発行 

第１２回テーマ： 

     六甲山の野鳥 

    探探探探 鳥鳥鳥鳥 

    六甲山六甲山六甲山六甲山ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡ周辺周辺周辺周辺 

        山陽自然歩道山陽自然歩道山陽自然歩道山陽自然歩道（（（（ノースロードノースロードノースロードノースロード）～）～）～）～ 

        シュラインロードシュラインロードシュラインロードシュラインロード行者堂行者堂行者堂行者堂のののの往復往復往復往復 

    講講講講 演演演演 

    ①①①①鳥合鳥合鳥合鳥合わせわせわせわせ 

    ②②②②六甲山六甲山六甲山六甲山にににに来来来来るるるる鳥鳥鳥鳥たちたちたちたち 
                     
 実施日：平成１６年３月２０日（土） 

     午前９時～午後２時３０分 
 場 所：六甲山ＹＭＣＡ 

講師講師講師講師：：：：松下松下松下松下
まつした

    猛猛猛猛
たけし

さんさんさんさん 

ププププロフィールロフィールロフィールロフィール 

昭和１３年横浜市生まれ 

昭和３６年関西学院大学経

済学部卒業後、丸紅株式会社

で繊維営業に従事。 

日本野鳥の会兵庫県支部、大

阪支部に所属。検定１級。 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想            門門門門    昭子昭子昭子昭子さんさんさんさん 

六甲山六甲山六甲山六甲山ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡをををを出発出発出発出発 

探鳥探鳥探鳥探鳥 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

４４４４４４４４４４４４－－－－－－－－－－－－②②②②②②②②②②②②            
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①右目を閉じ左目で前方物を見て視点を合わせる。 

②左目を閉じ右目で前方の同じ物を見て調整。 

（左右の視力の違いから、双眼鏡は自分で合わせ 

 ることが大切） 

〔〔〔〔野鳥野鳥野鳥野鳥をををを観察観察観察観察するするするする時時時時〕〕〕〕 

①双眼鏡は首から安全に 

 注意してぶらさげる。 

②肉眼で野鳥を探す。 

③見つけてから双眼鏡を 

 使う。色、形から姿を 

 楽しみ感動を味わう。 

 

リスリスリスリスのののの巣巣巣巣をををを発見発見発見発見！！！！    

 ４～５メートル上の１本の木に巣を発見。「何の

巣？」松下さんの見上げる姿につられ、我々も見

上げたが何の巣かわからなかった。すると「リス

だ。リスの巣です。」、「へェー！」。六甲山のかわ

いいリスを想像した。これだから「発見は楽しい

ね。」とうなずき、うれしさも倍増。 

 風も冷たくなり、雨 

も降り出しＵターンし 

てＹＭＣＡの裏に帰っ 

て来るとルリビタキの 

雌とヒガラが出迎えて 

くれた。 

講講講講    演演演演    
鳥合鳥合鳥合鳥合わせわせわせわせ    

 松下さんは中学２年から大学まで鳥を見ながら

歩いて来られ、伯父の小林桂助さんの影響を受け、

鳥の観察を続けて来られた。その楽しさと発見の

体験を通しながら今日の鳥合わせをして戴いた。 

 六甲山に見られる冬鳥や留鳥の探鳥リストから

今日見た鳥・声だけ聴いた鳥など各自が印を入れ

たものを全員で確認した。(計１６種を確認) 

見た鳥 

ハシブトガラス、エナガ、シジュウ

ガラ、ヒヨドリ、ルリビタキ(雌)、
アオジ、アトリ、ホオジロ 

鳴き声だけ 

コゲラ、カケス、カワラヒワ、メジ 

ロ、ヤマガラ、ヒガラ、ウグイス、 

シロハラ 

その他 リスの巣（２個） 

出発出発出発出発のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ（（（（松下松下松下松下    猛猛猛猛    さんさんさんさん）））） 

 探鳥リスト（冬鳥１７種・

留鳥３６種）と、鳥のさえず

り（声の聞き分け）が各自に

配布された。「まず、声を聞い

て、姿を見てアウトドアを楽

しみましょう。」と松下さんを

先頭に出発。 

探探探探 鳥鳥鳥鳥 

キョロキョロキョロキョロキョロキョロキョロキョロとととと進進進進むむむむ探鳥探鳥探鳥探鳥    

 六甲山ＹＭＣＡの北側のキャンプ場を通って、

山陽自然歩道（ノースロード）を歩き、シュライ

ンロードの行者堂をＵターンする約１.５キロ、２

時間弱のコース。この付近はリョウブ、ツバキ、

コアジサイ、イヌツゲなどがあり、左右を見なが

ら進んで行った。 

初初初初めにめにめにめに出会出会出会出会ったったったった鳥鳥鳥鳥はははは？？？？    

 何とハシブトガラス。ハシブトは海岸、山中、

街中のゴミ収集場に多く見られる。ハシボソガラ

スは農耕地やハシブトと似た環境に生息するが、

標高の高い山林や林には生息しない事から、田畑、

川原のエサをあさると言う説明を聞いた。生態系

も少しずれて来たのか、近頃我々の生活圏でもハ

シブトやハシボソはよく見られる。ハシブトはく

ちばしが大きく、ハシボソはくちばしが細く体も

５センチ位小さいのが特徴。 

 続いて、「チチッ」と鳴き声が２回、「チッ」と

鳴き声が１回聞こえた。「チチッ」はホオジロ、「チ

ッ」はアオジの声（地鳴き）、そこへウグイスも鳴

き出し、探鳥会はますます楽しくなってきた。 

 「鳥の鳴き声に慣れてくると探鳥が楽しくなり、

奥も深いですよ。」と松下さんの笑顔。少しでも努

力して鳴き声を聞こうと、皆が耳をすました。 

 シュラインロードへ進むと、「チチッ」と２回鳴

き声。「これはさっきのホオジロです。」と松下さ

んが言われ、「うん、うん」とうなずき、殆どの人

が「ホオジロの地鳴き」を覚えた。 

 

鳥が鳴くのはどんな時？ 鳴き方の種類 

①巣をつくる時に鳴く 

②メスを求める時に鳴く 

③縄張りを守る時に鳴く 

①地鳴き 

②さえずり 

③さえずり 

 

テーマテーマテーマテーマ：：：：六甲山六甲山六甲山六甲山のののの野鳥野鳥野鳥野鳥 

第１２回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    
１．探  鳥： ９：０５～１１：３０ 
２．昼食懇親：１１：３０～１２：１５ 

３．挨拶案内：１２：１５～１２：２５ 
４．講  演：１２：２５～１３：４５ 

５．懇 談 会：１３：４５～１４：３０ 

探鳥探鳥探鳥探鳥 
    六甲山六甲山六甲山六甲山ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡ周辺周辺周辺周辺 

講演講演講演講演     
    ①①①①鳥合鳥合鳥合鳥合わせわせわせわせ 
    ②②②②六甲山六甲山六甲山六甲山にににに来来来来るるるる鳥鳥鳥鳥たちたちたちたち 

        （（（（スライドスライドスライドスライドにににによるよるよるよる解説紹介解説紹介解説紹介解説紹介）））） 

 

優優優優しくしくしくしく説明説明説明説明 

リスリスリスリスのののの巣巣巣巣 

静静静静かにかにかにかに見見見見つめるつめるつめるつめる 

双眼鏡双眼鏡双眼鏡双眼鏡のののの扱扱扱扱いいいい方方方方 
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六甲山六甲山六甲山六甲山にににに来来来来るるるる鳥鳥鳥鳥たちたちたちたち 
 松下さんのアシスタントの那波さんから、３３

種の鳥のスライドを提供して戴いた。松下さんの

丁寧な解説といただいた資料を見ながら、より深

い知識を得る事ができた。 

・・・・カワセミカワセミカワセミカワセミ（留鳥） 

雄は求愛時に雌に餌を与える 

が、雌のくちばしはオレンジ 

色である。住吉川の赤土のあ 

る土手に１～２メートルの穴 

をいくつも掘り、お気に入り 

を１つだけ巣づくりに選ぶ。 

・・・・カケスカケスカケスカケス（留鳥） 

声が悪いが頭は良く、鳥と 

は思えないような猫のよう 

な声を出す。六甲山で多く 

見られる。 

・・・・サンコウチョウサンコウチョウサンコウチョウサンコウチョウ（夏鳥） 
六甲山に渡って来て尾羽の 
中央２本が伸びる時、美し 
いハート形になる。 

※留鳥：季節にかかわらず移動しないで、一年中

ほぼ一定の場所に住む鳥 

新新新新たにたにたにたに参加参加参加参加されされされされ、、、、熱心熱心熱心熱心にににに講演講演講演講演をををを聴聴聴聴かれるかれるかれるかれる皆皆皆皆さんさんさんさん 

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど：：：： 

 ・「鳥を見つけた」パンフレット ・探鳥リスト 

 ・双眼鏡（数台を貸与） 

 ～～～～情報情報情報情報～～～～ 

 以前布引ダムへよく 

来ていたオシドリが、 

今年の２月に烏原池に 

約２００羽訪れました。 

神戸新聞他多くの探鳥 

家が確認しており、写 

真に収められています。 

～～～～ごごごご案内案内案内案内～～～～    

 松下さんの伯父、小林桂助さんの鳥コレクション

（絵画）が六甲山ホテルに飾られています。六甲山に

お出かけの際は、是非お立ち寄りご覧下さい。 

    
松下松下松下松下さんへのおさんへのおさんへのおさんへのお問問問問いいいい合合合合わせはわせはわせはわせは当会事務局当会事務局当会事務局当会事務局にごにごにごにご連絡下連絡下連絡下連絡下さいさいさいさい。。。。    

 

 

◆◆◆◆セミナーセミナーセミナーセミナーのののの感想感想感想感想 
・毎回マニアの方々が集まり、話を聞くのが楽しい。 
・探鳥は初めて。楽しかった。心が癒された。 
・鳥の説明を聞きながら楽しく参加できた。 
・今後のハイキングに探鳥の楽しみが追加できそう。 

◆◆◆◆ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動としてのとしてのとしてのとしての清掃清掃清掃清掃やややや整備整備整備整備についてについてについてについて 
・「都合が合えば参加したい」と言う意見が多数。 

◆◆◆◆参参参参加者加者加者加者：：：：３６名（順不同・敬称略） 

松下  猛 山田 良雄 八木  浄 三村栄三郎 

伊沢 信雄 山下 潤治 杉本 和彦 尾崎 尚子 

北山健一郎 西尾 延男 西尾 貴子 青木 孝子 

山田  勇 池上由紀子 門  昭子 堀見 徹二 

山本智愛子 脇坂 昭生 山口 敏子 岩島 年子 

泉 美代子 高光 正明 丹治 英子 水田 桃代 

三村 早苗 青木 光子 大塚紀美子 渡辺  洋 

西岡 智恵 高井  登 堂馬 英二 那波 昌彦 

中川貴美子 小野 律子 藤井宏一郎 中野  一 

参加者参加者参加者参加者のののの声声声声    アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより 

 
 

 

 午前中は、周辺を探鳥。小鳥も雨で濡れるのは

イヤだとみえて、出会えた鳥の数は、残念ながら

少なかった。しかし地面に落ちたエサをついばむ

愛らしいアトリの群れや印象深い模様のルリビタ

キ、シジュウカラなど、観察することが出来た。 

講師の丁寧で興味深い解説で、雨風や寒さ、時間

も忘れさせてくれた。特に印象に残った言葉は、

「姿を見ようとするのと同じくらい鳴き声を聞く

ことに神経を向けなさい」であった。 

 里見ホールの暖炉にくべられる薪の暖かい炎と

パチパチと燃える音が、家族的で和気あいあいと

した雰囲気を醸し出していたようでした。 

 貴会の六甲山の自然保 

護運動に賛同し、自らその

先頭に立って活動されて

おられる姿に感心させら

れ、頭の下がる思いがしま

した。 

 

懇談会懇談会懇談会懇談会 

 参加者全員にお話をお聞きす

る事ができた。それらの体験は

自然との関わりを通した多くの

発見や喜びと共に感動を共有し

合い、心身健康な笑い声がいつ

までも里見ホールを共鳴してい

た。 

 伊沢信雄さんの一句に拍手喝采！ 

   「癒されて 耳そばたてる 春の山」    

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    堀見堀見堀見堀見 徹二徹二徹二徹二さんさんさんさん 

市民セミナーVol.12 

六甲山の野鳥/松下 猛 

2004 年 3 月発行 

カワセミカワセミカワセミカワセミののののプロポーズプロポーズプロポーズプロポーズ 

カケスカケスカケスカケス 

脇坂昭生脇坂昭生脇坂昭生脇坂昭生さんさんさんさん 山下潤治山下潤治山下潤治山下潤治さんさんさんさん 大塚紀美子大塚紀美子大塚紀美子大塚紀美子さんさんさんさん 

サンコウチョウサンコウチョウサンコウチョウサンコウチョウ 

オシドリオシドリオシドリオシドリ 



 74 

 

 

◆◆◆◆エゾゼミエゾゼミエゾゼミエゾゼミ：：：：格調高格調高格調高格調高いいいい高原高原高原高原ののののセミセミセミセミ 

 何とも言えず格調高い虫。クマゼミ

より少し小さくアブラゼミより大き

い。タイガースカラー（黒地に黄色）。

ギーという単調な鳴き声。 
高い山の上にしか分布しておらず、

標高８００ｍより上と言われていま

す。 

◆◆◆◆イナゴモドキイナゴモドキイナゴモドキイナゴモドキ：：：：イナゴイナゴイナゴイナゴのようでのようでのようでのようでイナゴイナゴイナゴイナゴでないでないでないでない 

 バッタの仲間はさらにイナゴとバッタに分かれ、イ

ナゴモドキはそのバッタに属します。違いは前脚の間

の突起（通称のどちんこ）で、イナゴにはあるけれど

も、イナゴモドキにはこの突起はないそうです。 

家族単位家族単位家族単位家族単位でででで昆虫採集昆虫採集昆虫採集昆虫採集、、、、昆虫昆虫昆虫昆虫リストリストリストリストができたができたができたができた！！！！ 

 いよいよ子供たち 

の出番！家族単位で 

出かけました。あみ 

を高く持ち上げ、ま 

るで空を切る様な姿 

で頑張っていました。 

「見つけたよ～！」 

それぞれが八木先生 

に昆虫の名前を教え 

ていただきました。 

 見つけた昆虫の居 

場所を地図に書き込んで昆虫リストの完成です。子供

たちが見つけた六甲山の昆虫はどれも輝いて見えま

した。（※尾崎さんにレポートを提供して頂きました。） 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 
            兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

昆虫採集昆虫採集昆虫採集昆虫採集のあみをもってのあみをもってのあみをもってのあみをもって集合集合集合集合！！！！    

 今年の梅雨は長梅雨、しかも雨量が多く沖縄、九州、

北海道まで日本各地に残した被害は野菜、新米、酪農

まで深刻な問題を残した。 

さて、第５回目はお盆の送り火の翌日。夏休みを有

意義に過ごす親子そして一般参加者が六甲山の昆虫

とふれあっていただく夏のイベントです。 
さぁー昆虫採集あみをもって集合ー！    

六甲山六甲山六甲山六甲山にににに住住住住むむむむ昆虫昆虫昆虫昆虫はははは？？？？    

 県立人と自然の博物館研究員である八木先生は、

「六甲山にはどんな虫がいますか？」とか「図鑑はな

いのですか？」と聞かれるそうです。先生はピシャ

リ！とお答えします。「そんなものありません」と。

聞いた子供たちは目を白黒させていました。 

その答えの理由は昆虫の種類が多い事、どこに居る

のかと言う研究があまり進んでいない事、詳しく調べ

るのが大変な事などが挙げられます。 

８８８８月月月月のおすすめのおすすめのおすすめのおすすめ昆虫昆虫昆虫昆虫はははは３３３３つつつつ    

スライドを見ながら六甲山の虫を紹介。今月のおす

すめの昆虫は３つです。 

◆◆◆◆ミヤマアカネミヤマアカネミヤマアカネミヤマアカネ：：：：日本日本日本日本でででで一番美一番美一番美一番美しいしいしいしい赤赤赤赤とんぼとんぼとんぼとんぼ 

 トンボの仲間で一番う 

つくしいと言われている。 

羽の真中から外側に茶色 

い帯模様がついており非 

常に美しい。オスは尻尾 

の先から頭まで全身赤く 

なる。 

講師講師講師講師：：：：八八八八
や

木木木木
ぎ

    剛剛剛剛
つよし

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

昭和４３年大阪生まれ 

神戸大学大学院農学研究科 

修士課程修了 

県立人と自然の博物館自然・ 

環境評価研究部 

昆虫共生系研究グループ研究員 トンボトンボトンボトンボ取取取取りをりをりをりを終終終終えてえてえてえて 

市民セミナーVol.5 

六甲山の昆虫/八木 剛 

2003 年 8 月発行 

第５回テーマ：六甲山の昆虫 
 
セミナーセミナーセミナーセミナー内容内容内容内容 

１１１１．．．．解説解説解説解説 

①①①①六甲山上六甲山上六甲山上六甲山上ののののトンボトンボトンボトンボとそのとそのとそのとその見分見分見分見分けかたけかたけかたけかた 

②②②②日本日本日本日本でいちばんでいちばんでいちばんでいちばん美美美美しいしいしいしい赤赤赤赤とんぼとんぼとんぼとんぼ 

        「「「「ミヤマアカネミヤマアカネミヤマアカネミヤマアカネ」」」」についてについてについてについて 

③③③③六甲山上六甲山上六甲山上六甲山上のいろいろなのいろいろなのいろいろなのいろいろな昆虫昆虫昆虫昆虫 

２２２２．．．．昆虫採集昆虫採集昆虫採集昆虫採集 

３３３３．．．．成果発表成果発表成果発表成果発表 

実施日：平成１５年８月１６日（土） 

    午後１時～４時 

場 所：六甲山自然保護センター内 
    レクチャールーム 

アジサイアジサイアジサイアジサイ園前園前園前園前でででで採集採集採集採集    

ミヤマアカネミヤマアカネミヤマアカネミヤマアカネ 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

４４４４４４４４４４４４－－－－－－－－－－－－③③③③③③③③③③③③            
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講演講演講演講演のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ（（（（八木八木八木八木    剛剛剛剛さんさんさんさん）））） 

「今回は夏休みという

こともありますので、ち

ゃんとした勉強はしませ

ん。その代わりに皆さん

には手と体を動かしてい

ただいて昆虫採集をして

いただこうと思っていま

す。子供さんだけでなく

大人の方も参加して頂こ 

うと思いますので、その覚悟でお付き合いください」 

六甲山六甲山六甲山六甲山のののの昆虫昆虫昆虫昆虫についてのおについてのおについてのおについてのお話話話話 

六甲山六甲山六甲山六甲山のののの一部分一部分一部分一部分だけでだけでだけでだけで昆虫昆虫昆虫昆虫がががが１０００１０００１０００１０００種類種類種類種類もももも 

 六甲山全体では広すぎるので、極楽茶屋の北側の紅

葉谷（国立公園 特別保護地区）という自然が豊かな

ところで２００１年の５月～１１月の半年間、月１回

１５～２０名のメンバーで調査を行った。その結果、

約１０００種類（１７２科１０１３種類７８６５個

体）の昆虫が見つかった。六甲山全体ではどれだけ見

つかるのか？想像がつかない。 

六甲山六甲山六甲山六甲山ととととミヤマアカネミヤマアカネミヤマアカネミヤマアカネ 

 昨年からミヤマアカネを見つけたらお知らせください

というキャンペーン（「みやまあかねリサーチプロジェク

ト」）を行ったところ、一番多かったのは六甲山周辺。 

 

 

 

 

 

 

 

家族家族家族家族ごとのごとのごとのごとのチームチームチームチームにににに分分分分かれかれかれかれ昆虫採集昆虫採集昆虫採集昆虫採集 

 六甲山自然保護センターを中心とした周辺白地図を

配布。これに記入してもらうことで、昆虫リストのよ

うなものの下地ができる。 

 六甲山に多く見られるミヤマアカネ、エゾゼミ、イ

ナゴモドキが採れるかもしれないという期待感を胸に

昆虫採集に出発。思い思いの場所で楽しみながら、捕

まえた場所を記入していった。 

 

テーマテーマテーマテーマ：：：：六甲山六甲山六甲山六甲山のののの昆虫昆虫昆虫昆虫 

第５回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    
１．講演準備：１２：５０～１３：０５ 

２．講師挨拶：１３：０５～１３：２０ 

３．解 説：１３：２０～１３：５０ 

４．昆虫採集：１４：００～１４：４５ 

５．成果発表：１５：３０～１６：００ 

３３３３．．．．解解解解        説説説説 
①六甲山上で観察できる昆虫の紹介 

②六甲山で採れる今月のおすすめ昆虫 

・ミヤマアカネ 

・エゾゼミ 

・イナゴモドキ 

③六甲山自然保護センター周辺での 

虫採りについてのアドバイス 

みやまあかねのみやまあかねのみやまあかねのみやまあかねの分布図分布図分布図分布図    

昆虫採集昆虫採集昆虫採集昆虫採集したしたしたした地域地域地域地域（（（（六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンター周辺周辺周辺周辺））））    

        八木八木八木八木    剛剛剛剛さんさんさんさん                松本松本松本松本    英君英君英君英君、、、、佐脇佐脇佐脇佐脇さんごさんごさんごさんご家族家族家族家族    

        高永高永高永高永さんごさんごさんごさんご家族家族家族家族                            アジサイアジサイアジサイアジサイ園園園園にてにてにてにて    

六甲山に集中！

六甲山麓の川と山上で記録
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昆虫昆虫昆虫昆虫リストリストリストリストをををを作作作作ろうろうろうろう 

 「このように記録しておくと、去年はこんな虫が採

れたと参考になる。集めてゆくと六甲山自然保護セン

ターのまわりの昆虫という１冊の本ができる。 

 今日のようなお子さんも含めていろいろな方に採っ

ていただいた昆虫は目につきやすく、手にしやすい昆

虫のリストとして非常に意味がある」 （八木） 

 

成果発表    

 自然保護センター 

に戻り、名前のわか 

らない昆虫は八木先 

生に教えてもらった。 

 そして、各チーム 
が白地図に記入した 
ものをＯＨＰシート 
に転記して発表した。 

（結果は成果一覧表として右に示しました） 

本日一番本日一番本日一番本日一番のののの収穫収穫収穫収穫ははははアサギマダラアサギマダラアサギマダラアサギマダラ（（（（浅黄斑浅黄斑浅黄斑浅黄斑）））） 

 吉澤和生君の採集 

したアサギマダラは 

白い部分にりんぷん 

がついていない透明 

できれいな蝶。南方 

系の蝶で、秋になる 

と南へ帰る長距離の 

渡りをする蝶です。 

 

◆◆◆◆配布配布配布配布＆＆＆＆参考資料参考資料参考資料参考資料：：：： 
・「六甲山の昆虫」、・「周辺白地図」・「みやまあかね 
 リサーチプロジェクト」兵庫県立人と自然の博物館 
・「セミナーガイド」兵庫県立人と自然の博物館 

・赤トンボの標本 

 

 

    

    

    

兵庫県立人と自然の博物館 

〒669-1546 三田市弥生が丘6丁目 

TEL：079-559-2001 FAX：079-559-2007 

URL：http://hitohaku.jp/ Mail:root@hitohaku.jp 

市民セミナーVol.5 

六甲山の昆虫/八木 剛 

2003 年 8 月発行 

吉澤吉澤吉澤吉澤    和生君和生君和生君和生君    

昆虫昆虫昆虫昆虫をををを見見見見せせせせ合合合合うううう子供子供子供子供たちたちたちたち 

本日本日本日本日のののの成果一覧表成果一覧表成果一覧表成果一覧表 
（（（（自然保護自然保護自然保護自然保護センターセンターセンターセンター周辺周辺周辺周辺でででで目目目目につきやすいにつきやすいにつきやすいにつきやすい昆虫昆虫昆虫昆虫リストリストリストリスト）））） 

チョウ クロヒカゲ キンモンガ キチョウ 

スジグロシロチョウ アサギマダラ ジャコウアゲハ 

コチャバネセセリ キマダラセセリ 

トンボ ウスバキトンボ マユタテアカネ モノサシトンボ 

オオアオイトトンボ 

甲 虫 ラミーカミキリ ヒメコガネ ミヤマクワガタ 

セ ミ エゾゼミ（ぬけがら） コセアカアメンボ 

ヒグラシ（ぬけがら） 

バッタ ヒメクサキリ（幼虫） ヒナバッタ 

イナゴモドキ（幼虫） ヒシバッタ 

他の虫 ウシアブ 

 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：３１名（順不同・敬称略） 

竹島 智美／隆太／将太／晃太  松本 由貴／英 

佐脇 天／星  高永 徹／美保／優衣／直樹 

サイナン 成光子／デジィ／ジェナー 浮島 伴恵 

吉澤 正浩／和生    北山健一郎 山田 良雄 

松井 光利 桑田  結 中川貴美子 八木  剛 

藤井宏一郎 堂馬 英二 平本 苗実 小野 律子 

松島 朋子 尾崎 尚子 米村 邦稔 

（幼児４名、小学生７名、大人２０名） 

２．六甲山にのぼってみてどうでしたか？ 

・どこを見ても木ばっかしで、きれいだった。 

・暗くておもしろかったよ。・森がいっぱいでおも

しろかったよ。 

３．今日楽しかったこと、よかったことは？ 

・色々な虫がとれてよかったです。・新しい虫の名

前を教えてもらったのでうれしかった。 

 今回は６組のご家族の参加がありました。子供さ

んにもアンケートに回答していただきました。 
１．講演会について 
・昆虫のことは身近である割には、詳しいことまでは

わかっていない事を知りました。・普段の生活でも気

をつけて観察すれば「新発見」ができるかもしれない。 
２．自然保護センターについて 
・初めて来ました。また寄りたいと思います。 
・景色も良く場所としても良かった。 

【子供さん向けアンケート】 

１．今日のトンボとり、虫とりはどうでしたか？ 

・ミヤマアカネはいなかったけど、いろんな虫 

がいたのでおもしろかった。 

◆◆◆◆おおおお父父父父さんさんさんさん・・・・おおおお母母母母さんとさんとさんとさんと一緒一緒一緒一緒 

竹島竹島竹島竹島さんさんさんさん､､､､デジィデジィデジィデジィ君君君君､､､､伴恵伴恵伴恵伴恵さんさんさんさん    尾崎尾崎尾崎尾崎さんさんさんさん､､､､サイナンサイナンサイナンサイナンさんさんさんさん､､､､松本松本松本松本さんさんさんさん    

ミヤマクワガタミヤマクワガタミヤマクワガタミヤマクワガタ    
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童心童心童心童心にににに返返返返ってってってって夢中夢中夢中夢中でででで昆虫探昆虫探昆虫探昆虫探しししし 

 農家から使わなくなった椎茸栽培の榾木（ほた

ぎ）をいただいて、昆虫探しを体験しました。榾

木を注意深く砕いていくと、クワガタやカブトム

シの幼虫、コメツキムシが中にひそんでいました。

全員が童心に返って取り組み、「見つけたー！」と

歓声を上げながら熱中しました。 

六甲山六甲山六甲山六甲山のののの自然自然自然自然にににに関関関関わろうわろうわろうわろう 

 越冬する昆虫を通じて生命の連鎖を学びまし

た。小さな生き物に目を向けることが、六甲山の

大きな自然に目を向けるきっかけをつくります。

自然から学べるものは無数です。積極的に自然と

関わり、次世代へも伝えていきたいと痛感しました。 

※詳しくは、１．２ページをお読みください。 
 
 
 
 
 小学生の頃、菊水山へよく登 
り、クワガタやカナブンのいる 
秘密の場所へ行ったものでした。 
スズメバチに気を付けながら、 
今日こそクワガタをと胸をワク 
ワクさせていました。その頃を 
なつかしく思い出しながら、戸 
田先生のお話を聞かせていただきました。 
 自然を守る、豊かにするとは言っても難しいこと
があるのだなと感じさせられる場面がお話の中にあ
りました。人間も自然の一部になり、六甲山の自然
と共に育っていけたらと思います。（六甲山小 教頭） 

 

 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局    兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
   灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所    神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

新芽新芽新芽新芽がががが出出出出だしてだしてだしてだして春春春春のののの気配気配気配気配    

 朝から小雨が降ったりやんだりで、不安定な天

候の１日でした。先月と比べてかなり暖かくなっ

てきています。午前中のボランティア活動で記念

碑台周辺の散策コースを歩いていると、木々の枝

に新芽を見つけました。六甲山に春が近づいてい

ると感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

越冬越冬越冬越冬するするするする昆虫昆虫昆虫昆虫のののの様子様子様子様子ををををスライドスライドスライドスライドでででで観賞観賞観賞観賞    

 講師の戸田信示さんは、神戸市立青少年科学館

に勤務し、自然史系の企画展などに注力されてい

ます。自然大好き人間の戸田さんから、六甲山地

の昆虫の冬越しの様子をご紹介いただきました。 

 昆虫は春から秋の季節には見かけますが、冬は

山へ行ってもあまり目にすることがありません。

冬の間、昆虫はどこでどうしているのかという素

朴な疑問を切り口に話が進みました。約２０種類

の昆虫のひっそりと越冬する様子を、スライドや

標本を見せていただきました。 

市民セミナーVol.23 
六甲山と昆虫たちの 
冬越し/戸田 信示 
2005 年 2 月発行 

 第２３回テーマ：六甲山と 

    昆虫たちの冬越し 
 
 

                                    講演内容講演内容講演内容講演内容 

                                ①①①①命命命命のののの教育教育教育教育についてについてについてについて 

                                        ～～～～命命命命をどうをどうをどうをどう気気気気づかせるかづかせるかづかせるかづかせるか～～～～ 

                                ②②②②六甲山六甲山六甲山六甲山（（（（神戸神戸神戸神戸））））のののの昆虫昆虫昆虫昆虫 

                                ③③③③六甲山六甲山六甲山六甲山へへへへ行行行行こうこうこうこう 

                                   実施日：平成１７年２月１９日（土） 

                                                   午後１時 ～ ３時４５分 

                                   場    所：六甲山ＹＭＣＡ 

                                                   里見ホール 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想        南馬南馬南馬南馬    進進進進さんさんさんさん 

講師講師講師講師：：：：戸田戸田戸田戸田
と だ

 信示信示信示信示
し ん じ

さんさんさんさん 
プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
１９６０年生まれ。仏教大学
文学部教育学科通信教育課
程卒業。神戸市立小学校教員
として若草小、御影小、六甲
山小、神戸市立神出自然教育
園、本庄小に勤務後、現在神
戸市立青少年科学館指導主
事３年目を迎える。 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

灘区灘区灘区灘区「「「「地域力地域力地域力地域力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」事業事業事業事業、、、、ひょうごひょうごひょうごひょうご環境保全創造環境保全創造環境保全創造環境保全創造

活動活動活動活動、、、、コープコープコープコープこうべこうべこうべこうべ環境基金環境基金環境基金環境基金、、、、コベルココベルココベルココベルコ自然環境保全自然環境保全自然環境保全自然環境保全

基金基金基金基金 

実習用実習用実習用実習用のののの朽朽朽朽ちちちち木木木木をををを囲囲囲囲んでおんでおんでおんでお話話話話をををを聴聴聴聴くくくく 

六甲山六甲山六甲山六甲山からからからから望望望望むむむむ市街地市街地市街地市街地 

 

朽朽朽朽ちちちち木木木木のののの中中中中のののの昆虫探昆虫探昆虫探昆虫探しをしをしをしを体験体験体験体験 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

４４４４４４４４４４４４－－－－－－－－－－－－④④④④④④④④④④④④            
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（みんな死んでしまった）と思っている子もいる。
春に出合うということは、命の連鎖がある。昆虫
は冬も生き続けている。 

■スライド紹介１：昆虫の越冬■スライド紹介１：昆虫の越冬■スライド紹介１：昆虫の越冬■スライド紹介１：昆虫の越冬 
 六甲山地の昆虫たちの様々な越冬形態をスライ
ドで紹介していただいた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミノムシ（ミノガの仲間）：最近六甲山では少なく
なった。病気が広がった可能性がある。 
カマキリの卵：積雪のある寒い時は、雪に埋もれ
ないように木の上などの高い場所に卵をつくる。
たくさん生まれても生き残るのは１～２匹。生ま
れた時から親と同じ姿。ゴキブリに近い。 
オオムラサキ：幼虫の背中 
に４つの突起がある。エノ 
キの葉の裏に幼虫がついて 
いる。（エノキはたくさんの 
昆虫を育てている。) 
ゴマダラチョウ：背中に３ 
つの突起がある。幼虫はオ 
オムラサキと似ている。違 
いは突起の数。 
ギフチョウ：蛹で越冬。 
ヤゴ・ミズカマキリ：水の中で越冬する。 
キベリハムシ：ビナンカズラに卵がつく。他府県
に広がっていない。神戸にはメスしかいない。単
位生殖をする。 
マヤサンオサムシ：摩耶山の名前がついている。 
 冬に虫はいないと思いがちだが、昆虫は動かず
じっとして目につかないところで越冬をしてい
る。季節に関係なく生存競争は起きている。 

■スライド紹介２：朽ち木の中の幼虫■スライド紹介２：朽ち木の中の幼虫■スライド紹介２：朽ち木の中の幼虫■スライド紹介２：朽ち木の中の幼虫    
最近農家の椎茸栽培方法が変わってきている。

榾木（ほたぎ）で育てず、チップ（おがくず）で
育てている。榾木は重くて運ぶのが大変だが、チ
ップは軽くて扱いやすいという理由で移行。チッ
プはサクラなど色々な樹種が混ざっている。 

講演講演講演講演のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ（（（（戸田戸田戸田戸田    信示信示信示信示さんさんさんさん）））） 

 神戸市立青少年科学 
館に勤務しています。 
本来は小学校の教員で 
す。自然に接する事が 
一番子供の教育にいい 
と思っています。青少 
年科学館は物理など理 
工系の施設です。理工 
系だからこそ、自然史 
系の展示が大切だと思います。昨年開催した企画
展では、館内にビオトープもつくりました。 

講演内容講演内容講演内容講演内容    

 次々と質問を投げかけながら、明快な論旨でお
話を進めていかれた。 

１．命の教育（命をどう気づかせるか）１．命の教育（命をどう気づかせるか）１．命の教育（命をどう気づかせるか）１．命の教育（命をどう気づかせるか）    

■昆虫は好きですか？昆虫は好きですか？昆虫は好きですか？昆虫は好きですか？ 
「昆虫は好き？嫌い？虫を食べたことはありま

すか？」と問いかけ。約半分の参加者が「嫌い」
の方に手を挙げた。嫌いな理由は、外観による気
持ち悪さが多い。人間は自分の姿や形と比べて好
き嫌いを決めていることが多い。外見にとらわれ
る差別感をなくしたい。 

■命を気づかせる■命を気づかせる■命を気づかせる■命を気づかせる    
昆虫は私たちと同じ様に命があり、生きている。

動物や植物も同じ。私たちは命を食べて生かされ
ていることを忘れてはならない。命のあるものに
触れるなど生き物に接することは、命というもの
を気づかせる一つの手だてである。 

～生き物と接する～ 
・育てる（成長をみる、世話をする、命の連鎖を知る） 
・命の誕生による経験（喜び・苦労） 
・死との出会い（悲しみ・苦労・思い出の中に生きる） 

 子供への命の教育にあたり、植物、動物などが
教材にあげられる。特に昆虫は身近な生き物で、
成長サイクル（寿命）や飼育観察が比較的容易な
どの点から適切な教材だといえる。 

２．六甲山（神戸）の昆虫～スライドと実習～２．六甲山（神戸）の昆虫～スライドと実習～２．六甲山（神戸）の昆虫～スライドと実習～２．六甲山（神戸）の昆虫～スライドと実習～    

■冬は昆虫がいない？■冬は昆虫がいない？■冬は昆虫がいない？■冬は昆虫がいない？    
昆虫の季節といえば春から秋で、鳴き声や動い

ているのをよく見かける。冬は山へ行ってもあま
り見かけない。子供達の中には、冬は虫がいない

 

テーマテーマテーマテーマ：：：：六甲山と昆虫たちの冬越し     

第２３回市民セミナーの流れ 

市民セミナー市民セミナー市民セミナー市民セミナー    

１．あいさつ：１３：００～１３：１０ 

２．講 演 ：１３：１０～１４：００ 

３．実 習 ：１４：００～１４：５０
４．交流会  ：１５：１５～１５：４５ 

講演講演講演講演    

①命の教育について①命の教育について①命の教育について①命の教育について    

        ～命を気づかせる～～命を気づかせる～～命を気づかせる～～命を気づかせる～    

②②②②六甲山（神戸）の昆虫六甲山（神戸）の昆虫六甲山（神戸）の昆虫六甲山（神戸）の昆虫    

③六甲山へ行こう③六甲山へ行こう③六甲山へ行こう③六甲山へ行こう    

    

戸田戸田戸田戸田    信示さん信示さん信示さん信示さん    

命の教育についてお話を聞いた後、
パワーポイントで六甲山地に冬越し
をする昆虫たちの様子をご紹介いた
だきました。 
実習では、朽ち木の
中の昆虫探し体験を
しました。 

ひっそりと冬ひっそりと冬ひっそりと冬ひっそりと冬越しする昆虫たち越しする昆虫たち越しする昆虫たち越しする昆虫たち    

ミノムシミノムシミノムシミノムシ    オオムラサキオオムラサキオオムラサキオオムラサキ    

キベリハムシキベリハムシキベリハムシキベリハムシ    
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■■■■実習実習実習実習：：：：朽朽朽朽ちちちち木木木木のののの中中中中のののの昆虫探昆虫探昆虫探昆虫探しししし 
農家の使わなくなった椎茸栽培の榾木の朽ち木

を使って、昆虫探しの実習をした。朽ち木の表面に、

クワガタが産卵をしたマーク（図）がある。そこを

目印にドライバーで注意深く砕いていくと、中にク

ワガタやカブトムシなどの幼虫やコメツキムシが

出てきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コメツキムシ：肉食でクワガタの幼虫を食べる。大

きなコメツキムシがいると、幼虫は食べられてしま

っている可能性がある。 
クワガタとカブトムシの見分け方 

幼虫のお尻で見分ける。縦線があるとクワガタ、横
線があるとカブトムシ。 
雄雌の見分け方 

カブトムシのオスは、お尻から数えて２本目と３本
目の線の間にＶ字がある。クワガタのメスは、２本
目と３本目の線の間に卵巣が見える。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど：：：： 

・スライド（２種）、標本 
・レジュメ 
・実習教材 

 （朽ち木、ドライバー、空き瓶） 

・青少年科学館の案内パンフ 

・・・・新聞切り抜き２枚    
    

    

    

    

    

    

    

    
  

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者のののの感想感想感想感想    ～～～～アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより～～～～     

・自分のライフスタイルに「昆虫」はなかった。命の大 

 切さを再確認できた。 

・実習が良かった。子供に帰ったような気持ちになった。 

・持ち帰った幼虫を大事に育てて、孫に成長の様子を見 

 せたい。 

◆事務局事務局事務局事務局よりよりよりより 

 戸田さんには、今回のために標本や朽ち木を農

家より手配していただくなど、大変お手数をお掛
けしました。ご尽力に感謝します。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２１名（順不同・敬称略） 
戸田 信示 八木  浄 村上 定広 大谷安規永 
石田 澄子 青木 孝子 高光 正明 南馬  進 

小坂 忠之 久保 紘一 中垣内 博 浅井 審一 

浅井 康枝 泉 美代子 井上 勝弘 遠井 方子 

堂馬 英二 米村 邦稔 松井 光利 藤井宏一郎 
菖蒲 美枝 

＜＜＜＜幼虫幼虫幼虫幼虫をををを大事大事大事大事にににに育育育育てようてようてようてよう＞＞＞＞    
飼育方法（一つの瓶に 1 匹ずつ育てる） 

①朽ち木を空き瓶に固く詰める。（市販の昆虫マッ
トでもよい。） 

②いっぱいに詰めたら、少し穴を開けて幼虫を置き

ふたを閉める。 

③直射日光が当たらない静かな涼しい所におく。 

④幼虫が瓶の底に見えたら、瓶ごと逆さまにする。 

※瓶には、採集した日と場所を記しておく。 
 

教材教材教材教材のののの宝庫宝庫宝庫宝庫    六甲山六甲山六甲山六甲山へへへへ行行行行こうこうこうこう（（（（まとめまとめまとめまとめ）））） 

 今日はスライドをはじめ、昆虫探し体験をし、朽
ち木の中で命の戦いを目にしました。幼虫を取り出

したからには、責任を持って家で幸せに育ててくだ

さい。オスメスで卵を産ませて、自然へ放しましょ

う。昆虫だけでなく自然は関わり合いです。調べれ

ば調べるほど面白いものです。教材や図鑑でだけで

なく、本物を見るために六甲山へ出かけましょう。

ゆとりを持って、普段何気なく六甲山を見る習慣を

つけ、自然環境を空間として楽しんでほしいです。 

 

    
    

 静かに土に帰るかと思った 
椎茸原木を剥いで行くと、真 
っ先に小さなコメツキムシ。 
「あぁー、この虫に原木が全 
てを託して」と思いきや、い 
やいやチャント居ました。素 
敵な寝室に木屑のカーテンを 
して、クワガタとカブトムシの幼虫が。コメツキ
ムシに自分たちの存在をカムフラージュさせて
いたかもしれない。一本の椎茸原木にも、大きな
地球の営みを実感させられる。 
    
    
    

市民セミナーVol.23 
六甲山と昆虫たちの 
冬越し/戸田 信示 
2005 年 2 月発行 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想        井上井上井上井上    勝弘勝弘勝弘勝弘さんさんさんさん 

今回紹介今回紹介今回紹介今回紹介されたされたされたされた昆虫昆虫昆虫昆虫のののの種類種類種類種類（（（（紹介順紹介順紹介順紹介順）））） 
ノコギリクワガタ・コクワガタ・ミヤマカマ
キリ・カブトムシ・ミノムシ（ミノガの仲間）・
カマキリの卵・オオムラサキ・ゴマダラチョ
ウ・ギフチョウ・エダシャクの仲間・ルリタ
テハ・ヤゴ・ミズカマキリ・マヤサンオサム
シ・キベリハムシ・ベニカミキリ・ツチイナ
ゴ・コメツキムシ・タマムシ・カミキリムシ
以上２０種類 

神戸市立青少年科学館神戸市立青少年科学館神戸市立青少年科学館神戸市立青少年科学館からのおからのおからのおからのお知知知知らせらせらせらせ    
春の企画展Ⅱ「神戸の遺跡が語る災害の記録」 

開催期間：平成１７年３月１９日～５月８日 

神戸の遺跡からわかる災害史を、地層のはぎ取りや埋

蔵物など貴重な資料から科学的に考察します。 

神戸市立青少年科学館 

〒650-0046 神戸市中央区港島中町７－７－６ 

TEL： 078-302-5177 FAX： 078-302-4816 

ホームページ：http://www.ksm.or.jp  

ボランティアも随時募集（詳細は科学館まで） 

昆虫探昆虫探昆虫探昆虫探しにしにしにしに熱中熱中熱中熱中！！！！ 

産卵産卵産卵産卵マークマークマークマーク 

幼虫幼虫幼虫幼虫をををを発見発見発見発見！！！！→→→→ 
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     ５．六甲山のくらし・学び 
        ～生活文化と環境学習～ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑤⑤⑤⑤六甲山六甲山六甲山六甲山とととと環境教育環境教育環境教育環境教育                    ＰＰＰＰ９３９３９３９３～～～～９５９５９５９５ 

岩木岩木岩木岩木    啓子啓子啓子啓子 
ライフデザインライフデザインライフデザインライフデザイン研究所研究所研究所研究所 

FLAP代表代表代表代表 

第１５回市民セミナー講演 

２００４年６月１９日 

①①①①六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校のののの 
総合的総合的総合的総合的なななな学習学習学習学習                        ＰＰＰＰ８１８１８１８１～～～～８３８３８３８３ 

高光高光高光高光    正明正明正明正明             
六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校 

校長校長校長校長 

第８回市民セミナー講演 

２００３年１１月１５日 

 
②②②②六甲山六甲山六甲山六甲山をををを子供達子供達子供達子供達のののの遊遊遊遊びびびび場場場場にににに    ＰＰＰＰ８４８４８４８４～～～～８６８６８６８６ 

越智越智越智越智    正篤正篤正篤正篤             
フィールドオブフィールドオブフィールドオブフィールドオブ・・・・ゆうゆうゆうゆう 

代表代表代表代表 

第１７回市民セミナー講演 

２００４年８月２１日 

 
③③③③出出出出るるるる杭杭杭杭をのをのをのをのばすばすばすばす教育教育教育教育のののの実践実践実践実践    ＰＰＰＰ８７８７８７８７～～～～８９８９８９８９ 

④④④④六甲山六甲山六甲山六甲山におけるにおけるにおけるにおける野外教育野外教育野外教育野外教育 
    ～～～～六甲山六甲山六甲山六甲山ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡのののの活動活動活動活動～～～～    ＰＰＰＰ９０９０９０９０～～～～９２９２９２９２ 

池田池田池田池田    勝一勝一勝一勝一 
六甲山六甲山六甲山六甲山ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡ 

所長所長所長所長 

第３５回市民セミナー講演 

２００６年２月１８日 

六甲山の平坦な山頂部には保養所や別荘、ホテルなどの施設があり、山上で生活を営ん

でいる人たちがいます。六甲山はかつて避暑地として賑わいましたが、夏場のシーズンに

は多くの観光客も訪れます。六甲山の自然環境は生活文化という面を併せ持っています。

街中の喧噪から離れた別天地で静寂な自然環境に溶け込む、六甲山上での「くらし」は自

然環境の中で体験から「学ぶ」ことにもなります。 

「六甲山物語」の第５段は「六甲山のくらし・学び」というくくりで、生活文化と環境

学習に焦点を当てています。高光さんには「六甲山小学校での総合学習」として地域に密

着した学校生活をご紹介いただきます。越智さんには六甲山での幼少児の自然学習、ラー

ンネット・グローバルスクールの皆さんには六甲山上での「創造性を育む教育」、池田さ

んには日本の教育キャンプの発祥地である六甲山ＹＭＣＡの「野外教育」を語っていただ

きます。「生きる力」や「創造性」を育む六甲山上での多彩な教育活動が理解できます。 

岩木さんには環境学習の入門編と六甲山での試みに導入していただき、あけびグループ

からは生涯学習の実践活動と成果をご披露いただきます。 

ラーンネットラーンネットラーンネットラーンネット・・・・ 
グローバルスクールグローバルスクールグローバルスクールグローバルスクール 

第３０回 

市民セミナー講演 

２００５年 

９月１７日 

 

⑥⑥⑥⑥六甲山六甲山六甲山六甲山にににに生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習のののの 
場場場場をををを求求求求めてめてめてめて                                ＰＰＰＰ９６９６９６９６～～～～９８９８９８９８ 

あけあけあけあけグループグループグループグループ 
婦人大学卒業生婦人大学卒業生婦人大学卒業生婦人大学卒業生 

第２０回 

市民セミナー講演 

２００４年 

１１月２０日 
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六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校はまるごとはまるごとはまるごとはまるごと総合的総合的総合的総合的なななな学習学習学習学習 

六甲山小学校は、神戸市内から最寄りの交通機

関で約１時間の位置に本校があり、標高約７９５

メートル、杉の木立に囲まれた緑の中の学校です。 

現在の児童数は２７名で、平成１４年度より校

区を広げて小学生を受け入れる制度「小規模特認

校」となっています。１年生と２年生が単式学級、

３・４年生と５・６年生が複式学級の計４学級か

らなり、１１人の教職員が家族的な雰囲気の中で

日々教育を進めています。昼休みには児童全員が

一緒になって遊びます。 

保護者や地域の方を含めた人間的なふれあいを

大切にされる行事も多く、六甲山小学校がまるご

と総合的な学習であると痛感しました。 

六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校ののののファンファンファンファンになったになったになったになった！！！！ 

 講演後の懇談会 

では、六甲山小学 

校の父兄である稗 

田さんより、お子 

さんの学校生活の 

様子や体験談をお 

話いただき、質問 

も飛び交いました。 

学校と父兄との信 

頼や厚いつながり 

に感銘を受けました。 

 

 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 
            兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

六甲山六甲山六甲山六甲山ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡでででで初初初初めてめてめてめて開催開催開催開催    

 １１月１０日から来年３月末頃まで県立六甲山

自然保護センターは休館のため、セミナー会場を

今回より六甲山ＹＭＣＡに移しました。池田所長

に大変ご配慮いただきました。 
六甲山ＹＭＣＡでは昼食手配が可能ということ

で、一部の方と一緒に昼食をしました。セミナー

参加者の中には、午前 
中に六甲山へ上がり散 
策をして、六甲山ＹＭ 
ＣＡで昼食をとった後 
この市民セミナーに参 
加するというスケジュ 
ールを組んで来られた 
方もいらっしゃいました。 

会場には六甲山小学校の活動掲示物を展示しま

した。今回の参加者は１８名。和やかなムードで

セミナーは始まりました。    

「「「「遊遊遊遊びびびび」」」」をををを説説説説くくくく高光校長高光校長高光校長高光校長    

 今回のスピーカーは神戸市立六甲山小学校の校

長、高光正明さんです。高光校長は平成１３年度

より六甲山小学校の校長に就かれています。今年

で教師勤続３０周年を迎えられました。講演では

「遊び」をキーワードに六甲山小学校の特色や総

合的な学習についてご紹介いただきました。笑っ

たり共感したりの内容で、最高のパフォーマンス

をご披露いただきあっという間の１時間でした。 

市民セミナーVol.８ 

六甲山小学校の総合的な

学習 /高光 正明 
2003 年 11 月発行 

火入火入火入火入れれれれ式式式式 

六甲山六甲山六甲山六甲山ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡ    

教育教育教育教育についてじっくりについてじっくりについてじっくりについてじっくり考考考考えるえるえるえる    

第８回テーマ： 

六甲山小学校の総合的な学習 
 

講演内容講演内容講演内容講演内容 

①①①①六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校のののの特色特色特色特色 

②②②②六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校のののの行事紹介行事紹介行事紹介行事紹介 

③③③③総合的総合的総合的総合的なななな学習学習学習学習「「「「山山山山のののの子学習子学習子学習子学習」」」」 

④④④④六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校のこれからのこれからのこれからのこれから 

実施日：平成１５年１１月１５日（土） 

    午後１時～３時３０分 

場 所：六甲山ＹＭＣＡ 

講師講師講師講師：：：：高光高光高光高光
たかみつ

    正明正明正明正明
まさあき

 さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

昭和２３年 明石市生まれ 

昭和４６年大阪体育大学体育学

部卒業、昭和４８年神戸市立長

田小学校着任、神戸市内７校を

経て平成１３年度より六甲山小

学校校長 教員生活３０年 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

５５５５５５５５５５５５－－－－－－－－－－－－①①①①①①①①①①①①            
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講演講演講演講演のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ（（（（高光高光高光高光    正明正明正明正明さんさんさんさん）））） 

神戸の高高高高い山、六甲山か

ら教育を光光光光らせる、５時か

らは（も）、正正正正しく明明明明るく

生きる、ハイライト高光正

明です。 

私は遊ぶことが好きで、

遊びから学ぶのが一番で

あると思っております。こ

れは六甲山小学校の教育

目標にもなっています。 

講演内容講演内容講演内容講演内容 

六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校のののの歴史歴史歴史歴史    

 昭和２４年に唐櫃小学校の分教場として開校

し、３年後の昭和２７年、六甲山小学校として独

立して現在に至る。標高７９５メートルに位置し、

気候は青森県とよく似ており、冬にはマイナス１

０度になることもある。児童数は昭和３３年の７

３名をピークに一時は１１名まで減少し、現在は

２７名となっている。すぐ隣には幼稚園もあり園

児の数は２名。幼稚園を含めて１５名の職員で児

童を見守る。 

二宮尊道二宮尊道二宮尊道二宮尊道さんがさんがさんがさんが校歌校歌校歌校歌をををを作詞作詞作詞作詞 

 小学校の校歌は二宮金次郎の５代目である二宮

尊道さんが作詞をしている。学校の隅には、二宮

金次郎の銅像があり、二宮金次郎が愛した言葉

「誠」という字が刻まれている。 

全国唯一全国唯一全国唯一全国唯一ののののケーブルケーブルケーブルケーブル通学通学通学通学    

 児童の大半は通学にケーブルを利用しており、ケ

ーブルで通学する小学校は、全国でも六甲山小学

校だけと非常に珍しい。 

小規模特認校小規模特認校小規模特認校小規模特認校とはとはとはとは    

 六甲山小学校は、自然環境に恵まれ、全児童参

加での魚とりやチューリップ・椎茸栽培、六甲山

での地域行事への参加、スキー教室など、特色あ

る取り組みをしている。一般的には児童生徒の通

学する学校は教育委員会で定めた校区による。豊

かな自然環境の中で心身の健康増進を図り、豊か

な人間性を培うことを目的として、保護者・児童

が特に希望する場合には、一定の条件を付して、

他の校区から六甲山小学校への入学・転学を認め

る制度である。現在この特認制度で入学している

児童は１９名で市外・県外から６名が来ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
    

先生先生先生先生とくらすとくらすとくらすとくらす小学校小学校小学校小学校    

 ３年生以上は複式学級で３・４年生と５・６年生

に組まれる。授業は、３年生は３・４年生の教科

を、５年生は５・６年生の教科をすることがある。 

体育の授業は、１・２年生が一緒、３年から６年生が

一緒に受ける。 

給食の時間には、教職員・児童全員がランチル

ームで一緒に食べる。食事の時間が一番家庭の様

子が見える。昼休みには児童全員が運動場いっぱ

いに広がって遊ぶ。一緒にくらすことで教職員と

児童の心は自然と通い合ってくる。 

ふれあいふれあいふれあいふれあい行事行事行事行事    

毎年５月に全児童を対象としたキャンプを六甲山

ＹＭＣＡで行う。期間は２泊３日で、入学したばかり

で落ち着かない時期に行われるため、親はとても心配

する。カヌー遊びなどを通じて、上級生が下級生の面

倒を見たり、お互いに我慢することを学んだりする。

ここで全学年の仲間づくりが始まる。 

子供子供子供子供がががが主役主役主役主役のののの「「「「火入火入火入火入れれれれ式式式式」」」」    

六甲山の恒例の行事として、ストーブへの火入

れ式がある。秋になる 

と毎年、報道関係から 

日程等の問い合わせが 

あり全国に紹介される。 

毎年、二十四節気・霜 

降の日に行い、児童一 

人ひとりの手作りの道 

具を用いて火をおこし 

長い冬をともにするス 

トーブに感謝し点火す 

る。今年も１０月２４ 

日に行われ、取材陣に 

囲まれた。 

 

テーマテーマテーマテーマ：：：：六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校のののの総合的総合的総合的総合的なななな学習学習学習学習 

第８回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    

１．昼食懇親：１２：００～１３：００ 

２．あいさつ：１３：０５～１３：１０ 

３．会場案内：１３：１０～１３：１５ 

４．講  演：１３：１５～１４：４０ 

５．懇 談 会：１４：５０～１５：３０ 

講演講演講演講演 

①①①①六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校のののの特色特色特色特色 

②②②②六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校のののの行事紹介行事紹介行事紹介行事紹介 

③③③③総合的総合的総合的総合的なななな学習学習学習学習「「「「山山山山のののの子学習子学習子学習子学習」」」」 

④④④④六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校のこれからのこれからのこれからのこれから 

 

 

※六甲山ＹＭＣＡにてセミナ

ーを開催しました。食堂で昼

食をとった後、研修室で講演

小道具小道具小道具小道具ももももバッチリバッチリバッチリバッチリ準備準備準備準備    

自分自分自分自分のののの力力力力でででで火火火火をおこすをおこすをおこすをおこす    

二宮金次郎像二宮金次郎像二宮金次郎像二宮金次郎像                    毎日毎日毎日毎日がががが遠足気分遠足気分遠足気分遠足気分ののののケーブルケーブルケーブルケーブル通学通学通学通学    
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◆◆◆◆配布配布配布配布＆＆＆＆参考資料参考資料参考資料参考資料：：：： 
・神戸市立六甲山小学校要覧 

・・レジュメ「六甲山小学校」、新聞切抜き（火入れ式） 
「未来に光きらめく小学校」 

・掲示物、閲覧ファイル 
 

 

    

    

    
 

神戸市立六甲山小学校神戸市立六甲山小学校神戸市立六甲山小学校神戸市立六甲山小学校    

〒657-0101 

神戸市灘区六甲山町北六甲４５１２－４２ 

TEL／FAX：０７８－８９１－０３２８ 

URL：http://www.kobe-c.ed.jp/rks-es/ 

市民セミナーVol.８ 

六甲山小学校の総合的な 
学習 /高光 正明 

2003 年 11 月発行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆◆◆◆アンケートアンケートアンケートアンケート 
・六甲山小学校のあり方、高光校長の生き方が勉強に 
なった。・教育の原点が知らされた思いがした。・学歴 
社会の中で見失われがちな人としての教育が、ここで 
は自然の中で遊びを通じて学び取れるように思う。 
・稗田さんの体験エピソードが実に心にしみた。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：１８名（順不同・敬称略） 
高光 正明 岩島 年子 泉 美代子 青木 孝子 

石田 澄子 吉松 昌紀 菖蒲 一枝 新崎 利文 

小笠原康人 稗田 尚美 鈴木  武 池田 勝一 

堂馬 英二 米村 邦稔 越智 正篤 藤井宏一郎 

中野  一 菖蒲 美枝 

 

 トラブルは無いよりあった方がいいと私は思

う。六甲山小学校でも喧嘩はある。少人数だか

らこじれると気まずい。でも、やはり支えあわ

なければやっていけない。低学年の面倒も見な

ければならないし、園児から六年まで一緒に遊

ぶのには工夫もいる。一人ひとりが皆のことを

考えなければ上手くいかない。そうして、皆が

主役になれる。 

 校長先生はおっしゃる。「雨が降るときは降

る、濡れるときは濡れる。それでええんや。」先

生方は、答えを急がず子供たちの成長を待ち、

見守ってくださる。 

 ぐちゃぐちゃの子供達の靴は、職員室のスト

ーブの周りで湯気を立てていた。 

六甲山小学校の行事は、よく雨が降る。山上

は天気の悪い日が多いのだ。でも、実は校長先

生が雨男なのではという噂もある。６年生との

お別れ遠足も小雨に見舞われた。 

「飯盒炊さんどうするんやろう。」 

「校長先生のことやからやるかもしれへんで。」 

案の定、小雨決行。炊事棟は屋根があるとはい

え、大丈夫だろうか。 

「やっぱりやったでぇ。」 

どろどろでニコニコ帰ってきた息子。湿った木

に火をつける難しさ。煙ばかりでなかなか大き

くならない火に悪戦苦闘した話を聞く。みんな

で協力してやっとできたカレーのおいしさを子

供たちは忘れないだろう。 

「「「「六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校にににに子供子供子供子供をををを通通通通わせてわせてわせてわせて」」」」    ～～～～ 稗田稗田稗田稗田 尚美尚美尚美尚美さんさんさんさん ～～～～ 

質疑応答質疑応答質疑応答質疑応答 

六甲山小学校と幼稚園にお子さんを通わせてい

る稗田さんに実際の様子をお話いただいた。 

◆学校を知ったきっかけは…インターネットで見

つけた。先生の人柄や 

話をうかがって、ここ 

ならやっていけると思 

った。大阪の豊中から 

鶴甲へ引越し、毎日送 

り迎えをしている。 

◆トラブルは？…トラ 

ブルはチャンスだと思 

い子供の変化を楽しん 

でいる。喧嘩もコミュニケーションのいいきっか

けだと思う。 

後日、稗田さんにお願いして原稿を寄せていただきま

した。ありがとうございました。 

高光校長高光校長高光校長高光校長のまのまのまのまとめとめとめとめ 

 現在、生徒数が２５０名以下の学校は、統廃合しよ

うとする考えが神戸市の方向となっている。もっと小

規模のメリットや特色をアピールして学校を売り込

みたい。私の夢は六甲山で幼稚園、小学校、中学校の

校長をすること。一流の教師になる前に人柄の良い一

流の人間になろうという考えで今後も努力する。 

体験体験体験体験をををを語語語語るるるる稗田稗田稗田稗田さんさんさんさん 

高光校長高光校長高光校長高光校長のののの話話話話にににに感動感動感動感動とととと

岩島岩島岩島岩島ささささんんんん    

 

「「「「総合的総合的総合的総合的なななな学習学習学習学習」」」」とはとはとはとは     

「生きる力」の育成を目指し、各学校が創意工

夫を生かして、これまでの教科の枠を超えた学習

などができる時間を平成１４年度より新設。これ

までとかく画一的といわれる学校の授業を変え

て、①地域や学校、子どもたちの実態に応じ、学

校が創意工夫を生かして特色ある教育活動が行

える時間、②国際理解、情報、環境、福祉・健康

など従来の教科をまたがるような課題に関する

学習を行える時間とする。 

（文部科学省ホームページより抜粋） 

「「「「遊遊遊遊びびびび」」」」からからからから学学学学ぶぶぶぶ    

総合的な学習とは簡単にいうと「世の中が変わ

ったから生きる力を養おう」ということ。これは

授業でなく「遊び」を通じて 
成り立つのではないだろうか。 

六甲山小学校に通っていた 
ら、「生きる力」は自然と身 
についている。子供たちが自 
然を相手にしながら、自然か 
ら学んで、そこで身についた 
知恵をどんな風に援助するか 
が教師の役目であると高光校 
長は述べられた。 
 



 84 

 

 

 

 

 

小小小小さなさなさなさな冒険冒険冒険冒険をををを見守見守見守見守るのもるのもるのもるのも冒険冒険冒険冒険    

 全員で野外活動に出発しました。自然保護セン

ターから東へ約１０分の位置にある、山崎さんの

雑木林をお借りして遊びました。子供達は、最初

は斜面を恐る恐る登っていましたがすぐに慣れ、

池に石を投げて遊ぶ等、夢中で楽しむ姿がありま

した。越智さんとスタッフは子供達の挑戦を傍で

見守り、親達もいつもの口は出さず、離れたとこ

ろでじっと見守りました。親子共に、いつもとち

ょっと違う体験ができ、満足の一時間半でした。 

遊遊遊遊べるべるべるべる雑木林雑木林雑木林雑木林がががが見見見見つかったつかったつかったつかった    

 今回の講演にあたり、越智さんは六甲山上で活

動できる場所探しに苦労されました。山崎さんの

ご好意で最適地に出会いました。ハイキング道か

ら外れたところにある魅力ある環境を再発見でき

たことが、今回のセミナーの大きな成果です。 

※詳しくは１～２ページをお読みください。 
 
 

 「六甲山の秘密基地おも 
しろかった！」と今も思い 
出しては息子が話してくれ 
ます。今どきのおもちゃや 
道具がなくてもこんなに楽 
しめるんだということを改 
めて実感しました。 
 「知覚動考（ともかくう 
ごこう）」、これを機に子供だけでなく親も実践
していきたいと思います。 
 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局    兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
   灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所    神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

「「「「おっちゃおっちゃおっちゃおっちゃんんんん」」」」とととと２２２２人人人人のおのおのおのお兄兄兄兄さんさんさんさん    

 街中の３０℃を超える暑さに比べて自然保護セ

ンターは２５℃と爽やかでした。快晴の中、予定

通り野外活動も行いました。参加人数は４０名でレ

クチャールームは子供の元気な声で賑わいました。 
 講師の越智正篤さんは「僕のことをおっちゃん

と呼んでな」と、気さくな挨拶をされて講演は始

まりました。講演の間、退屈しかけた子供達は、

越智さんのところに所属する男性スタッフの坂田

さん、金坂さんと一緒に外で遊び、保護者は、じ

っくりと話をきくことが出来ました。 

「「「「知覚動考知覚動考知覚動考知覚動考」」」」ってってってって何何何何てててて読読読読むのむのむのむの？？？？    

 六甲山麓での野外保育で活動する子供の姿をビ

デオで紹介いただきました。越智さんが活動の軸

とされている「知覚動考」の言葉を知りました。 
 大人の「危ない、汚れる」の一言が子供の遊び

を制限していることに気付き、体験から学ぶ大切

さ、経験を積む過程の重要さを見直しました。「小

さなケガはさせても大きなケガはさせない」最小

限の援助や関わり方について目を開きました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１７回テーマ： 六甲山を子供達の遊び場に 
 

                                                講演内容講演内容講演内容講演内容 

                                                    ①①①①山山山山のののの中中中中っておもしろいっておもしろいっておもしろいっておもしろい？？？？    

                                                    ②②②②子供達子供達子供達子供達ってってってって勝手勝手勝手勝手にににに遊遊遊遊ぶものぶものぶものぶもの？？？？    

                                                    ③③③③大人大人大人大人ってどうってどうってどうってどう関関関関わるのわるのわるのわるの？？？？ 

                                                野外活動野外活動野外活動野外活動 

                                                    記念碑台付近記念碑台付近記念碑台付近記念碑台付近でででで遊遊遊遊ぶぶぶぶ 

                                                    実施日：平成１６年８月２１日（土） 

                                                                午後１時～４時 

                                                    場 所：六甲山自然保護センター内 
                                                           レクチャールーム 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想        石橋石橋石橋石橋    雅子雅子雅子雅子さんさんさんさん 

講師講師講師講師：：：：越智越智越智越智
お ち

    正篤正篤正篤正篤
まさあつ

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
１９５６年神戸市生まれ。
大阪体育大学体育学部卒
業。幼稚園職員を経て、１
９８９年、有限会社フィー
ルド・オブ・ゆうを設立。 
２００３年、ＮＰＯ法人Ｓ
－ｐａｃｅを設立。 

 

   
 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

生活復興県民生活復興県民生活復興県民生活復興県民ネットネットネットネット・・・・地域活動推進講座地域活動推進講座地域活動推進講座地域活動推進講座、、、、灘区灘区灘区灘区「「「「地域地域地域地域

力力力力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」事業事業事業事業、、、、ひょうごひょうごひょうごひょうご環境保全創造活動環境保全創造活動環境保全創造活動環境保全創造活動、、、、 

コープコープコープコープこうべこうべこうべこうべ環境基金環境基金環境基金環境基金、、、、コベルココベルココベルココベルコ自然環境保全基金自然環境保全基金自然環境保全基金自然環境保全基金 

親子親子親子親子でででで熱心熱心熱心熱心にににに話話話話をきくをきくをきくをきく 

野外野外野外野外でででで自由自由自由自由にににに遊遊遊遊ぶぶぶぶ 

市民セミナーVol.17 
六甲山を子供達の遊び
場に/越智 正篤 
2004 年 8 月発行 

 

 

 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

５５５５５５５５５５５５－－－－－－－－－－－－②②②②②②②②②②②②            
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毎年挑戦して、失敗でも成功でも自分なりに納得

する。落ち葉が積もった坂道をすべりながら降り

る。最初は恐くても遊びに変わってくる、この経

験が大事。 
 雨の日でも元気に 
遊ぶ。雨ならではの 
おもしろさがある。 
雨の方が生き物にも 
出会うチャンスも多 
く、晴れの日とは違 
う環境に発見がある。 

子供子供子供子供がががが遊遊遊遊びをびをびをびを選択選択選択選択するするするする 

 いつも遊ぶ場所をどこにするか、子供達と相談
をして現場に行く越智さん。決してスタッフから

遊びの誘いはしない。この前遊んだ場所がどうな

ったのか、確かめに行くのも遊びの一つ。自然に

は偶然の出会いしかない。その時にしかない発見

を大事にしたい。 

危危危危ないことをないことをないことをないことを知知知知らないのがらないのがらないのがらないのが危危危危ないないないない 

 親が危ないことをさせな 
いと、子供は何が危ないの 
か分からなくなる。危なさ 
の限度を知らないことが、 
本当に「危ない」のである。 
 「何で遊ぶのか？何をし 
てくれるのか？」と最近は 
子供が受け身になりすぎて 
いる。現場へ行って体験す 
る事が大事。プロセス（過 
程）の繰り返しが成長につ 
ながる。 
 小さなケガはいい、大人は大ケガだけさせない

ように最小限の援助の関わり方をしよう。最近は、

学校の管理問題を過剰に問うなど、安全を気にし

すぎなのではないだろうか？ 

「「「「知覚動考知覚動考知覚動考知覚動考」～」～」～」～ともかともかともかともかくうごこうくうごこうくうごこうくうごこう～～～～ 

 「知覚動考」を活動の軸にしている。ともかく

うごいてみること。失敗したら工夫を考える。大

人は子供が理屈抜きに動くことを、勝手に止めて

しまっている。大人の関わりはどうするのかが、

とても重要。遊ぶことの大切さや、親の関わり方
を改めて考えて欲しい。 

はじめにはじめにはじめにはじめに（（（（越智越智越智越智    正篤正篤正篤正篤さんさんさんさん）））） 

 「僕のことを、おっちゃ

んと呼んでなー。」ニコニ

コ顔で子供達に自己紹介。 
 ２７～８年間、子供と一

緒に好き勝手に遊んでい

ます。野外活動は２０年以
上になりますが、アウトド
アの専門家ではありませ
ん。この活動の中で、子供

から教わった事はいっぱ
いあります。 

「知覚動考」私はこの言葉が好きで、大事にして

います。さて、なんと読むのでしょうか？考えて

みて下さい。後でお話ししますが、ちょっと頭の

隅に置いていて下さい。 

講演内容講演内容講演内容講演内容    

同同同同じところへじところへじところへじところへ行行行行くおもしろさくおもしろさくおもしろさくおもしろさ    

 山の中って、本当におもしろい？「汗をかく、

しんどい」大半の人がそう思いがち。また、景色
を見て「きれいだった」で、そのまま帰ることも

あるが、得られる感動はそれだけか疑問に感じる。 
 同じところへ子供を何回も連れて行くと、その

うち親が違う場所へ連れて行って欲しいと言い出

すが、同じところでもいいと思う。故郷と一緒。

同じ場所だからといって同じものを目にするとは

限らない。季節や天候によって見えるもの、聞こ

えるもの全てが変わる。この違いを感じとれる感

性を持つことが大切であり、価値があると思う。 

遊遊遊遊びからびからびからびから育育育育つつつつ子供達子供達子供達子供達のののの事例紹介事例紹介事例紹介事例紹介 

 越智さんは、幼児学童を対象に自然体験の実践

を進められている。今回は活動地の一つである御
影山手の北、坊主山でのユニークな活動をビデオ

で解説を交えながら紹介いただいた。 

 ２～３歳の子のガケ登 
り。自分で登り出す。ス 
タッフは、子供が大けが 
をしないように見守る。 
服が汚れることを気にし 
ないこと。 
 降りる時も、スタッフ 
は最小限の援助。支えた 
り手を持ったりはしない。 

 

第第第第１７１７１７１７回回回回テーマテーマテーマテーマ：：：：六甲山六甲山六甲山六甲山をををを子供達子供達子供達子供達のののの遊遊遊遊びびびび場場場場にににに 

第１７回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    

あいさつ １３：００～１３：１５ 

講  演 １３：１５～１４：０５ 

野外活動 １４：０５～１５：２５ 

懇 親 会 １５：３０～１６：００ 

 

講演内容講演内容講演内容講演内容    

 ・山の中っておもしろい？ 

 ・子供達って勝手に遊ぶもの？ 

 ・大人ってどう関わるの？ 
野外活動野外活動野外活動野外活動 

おっおっおっおっちゃんちゃんちゃんちゃん 

ビデオビデオビデオビデオをじっとをじっとをじっとをじっと見見見見るるるる
谷口谷口谷口谷口こもよちゃんこもよちゃんこもよちゃんこもよちゃん 

おおおお尻尻尻尻ですべですべですべですべってってってって降降降降りるりるりるりる／／／／事例事例事例事例 

自分自分自分自分のののの力力力力でででで登登登登るるるる／／／／事例事例事例事例 
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野外活動野外活動野外活動野外活動 

山崎山崎山崎山崎さんのさんのさんのさんの雑木林雑木林雑木林雑木林にににに到着到着到着到着    

 越智さんと子供達を先頭に、自然保護センター

を出発。六甲山小学校を過ぎたところにある山崎

さんの敷地の雑木林に到着。子供達は、最初は様
子を見ながら、少しずつ慣れて斜面を登りだした。 
 ２歳の谷口聡碩君も斜面登りにチャレンジ。池

に大きな石を投げて遊んだり、伐採した木で基地

を作ったりと、大はしゃぎの１時間であった。 
 この間、保護者はじ

っと子供達の行動を

見守った。 
 「エンジンかかって

きたところやけど、時

間やからセンターに

帰るよー。」と越智さ

んの掛け声。もう少し

遊びたい気持ちを抑
えて、渋々、自然保護

センターへ戻った。 

センターセンターセンターセンターへへへへ戻戻戻戻ってってってって    ～～～～越智越智越智越智さんのまとめさんのまとめさんのまとめさんのまとめ～～～～ 

 今日やったことは、昔の子がしていたことをし

ただけです。昔は野外で遊び、親が放っていても

遊んでいた。しかし今は、その環境を見つけるこ

とも難しい。昔の環境がなくなったことを問いか

けたい。また昔は遊びにお金はいらなかった。と

ころが今は、遊ぶのに何かと費用がかかる。これ

はおかしいと思う。お金なしで遊べる環境が欲し

い。公園でも遊具だけで遊ぶのではなく、遊具の

周りで遊ぶことが大切。横道をそれて欲しいです

よね。 
 今回は、雑木林の持ち主の山崎さんに承諾を得
て私有地を使わせてもらった。山崎さんが良い方
で、伐採した木をそのままにしておいて下さった。 
 六甲山はフェンスや柵があって、道から外れた

ところにいけない。ちょっと外れたところに小さ

な冒険のできる場所がある。今後、私有地の了解
を得られれば活動が広がる。この遊びを維持出来
るように支援をお願いします。 

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど：：：： 

・園外保育で運動遊び 
  月刊「保育とカリキュラム」２０００年１０月号 
  より一部抜粋 
・活動紹介のファイル（回覧） 
 
 越智さんへのお問い合わせは下記まで 
 
 

 

 

    

    

☆☆☆☆参加者参加者参加者参加者のののの皆様皆様皆様皆様へへへへ    

 カンパ箱へのご協力、ありがとうございました。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：４０名(順不同･敬称略､子供はゴシック) 
越智 正篤 坂田 喜一 金坂 尚人 八木  浄 
小坂 忠之 村上 定広 高光 正明 青木 孝子 
石田 澄子 安永 純子 安永百合子 澤田  中 
谷口のりえ 谷口喜太郎 谷口こもよ 谷口 大和 
石橋 雅子 石橋 航大 山本 大貴 佐藤 昌枝 
中務 勝子 中務 優花 寺田 由香 寺田 伊織 
寺田 まな 谷口 純子 谷口美咲子 谷口 聡碩 
泉 美代子 岩島 年子 高橋 敬三 小柴 康子 
小柴 元哉 萩野 由美 堂馬 英二 米村 邦稔 
中川貴美子 小野 律子 藤井宏一郎 菖蒲 美枝 
 

  
 

 越智先生のビデオを拝 
見し、「あれ、うちの子 
と同じことしてる…」ス 
クリーンの中のスタッフ 
は見守る姿。それに比べ 
て私と言えば、大人の目 
線で怒る姿でした。 
 実際外に出て何もない 
山の中で楽しそうにして 
走り回る息子。今までちょっとした坂道でさ
え、手をつないで離そうとしなかった娘が、
自分から急な坂道を登ったり下ったり。そん
な姿を見て、何か忘れていたものを思い出し
た様な、そんな気持ちになりました。 
 環境の時代も変化して、子供達が安心して
真の姿で遊び学べる場所が少なくなったのは
事実ですが、子供の心をいつまでも大切にし
てあげたいと感じました。 

 

参加者参加者参加者参加者のののの声声声声 

 孫と一緒に参加しました。自分も一緒に遊んで

しまいました。（中務勝子さん） 
 他の野外体験プログラムを見て、スタッフの意

図が出過ぎて、子供達の自然に対する感性を育む

障害になっているのではないかと疑問を抱きまし

た。越智さんの実践内容を参考にしたいと思い、

参加しました。（高橋敬三さん） 
 
 
 
 
 
 
 

事務局事務局事務局事務局よりよりよりより 

 今回のセミナーで、４０人が「良かった」と感

動した。枠にはめたカリキュラムの実行にこだわ
らないこと、子供を見守る勇気を大切にしたい。 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    寺田寺田寺田寺田    由香由香由香由香さんさんさんさん 

市民セミナーVol.17 
六甲山を子供達の遊び
場に/越智 正篤 
2004 年 8 月発行 

連絡先連絡先連絡先連絡先：：：：有限会社有限会社有限会社有限会社フィールドフィールドフィールドフィールド・・・・オブオブオブオブ・・・・ゆうゆうゆうゆう    

〒657-0816 神戸市灘区国玉 2-8-3 ル・パレ国玉３階 

Tel(Fax)：０７８－８８２－７２３４ 

E-mail fieldyou@osk4.3web.ne.jp  

http://www.fyou.co.jp/index.html 

優花優花優花優花ちゃんとちゃんとちゃんとちゃんと中務中務中務中務さんさんさんさん 高橋高橋高橋高橋    敬三敬三敬三敬三さんさんさんさん 

伐採伐採伐採伐採したしたしたした木木木木でででで基地基地基地基地づくりづくりづくりづくり 
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カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラムづくりをづくりをづくりをづくりを体験体験体験体験    

 講演後はグループに分かれてワークショップを

行いました。「六甲山」を素材に子供たちに伝え

たいことを話し合い、カリキュラムづくりを体験

しました。最初は意見も控えめでしたが、徐々に

いろいろな意見が出て盛り上がりました。グルー

プ発表では歌も飛び出すなど楽しく、和気あいあ

いの雰囲気でした。 

今日今日今日今日のののの出会出会出会出会いをいをいをいを今後今後今後今後にににに生生生生かしたいかしたいかしたいかしたい    

 懇親会では教育についての意見交換が活発に行

われました。同じ山上にある六甲山小学校の先生

との対話もあり、地域のつながりも深まりました。

このセミナーをきっかけに新しい交流も生まれ、

大変嬉しく思いました。 

※詳しくは、１．２ページをお読みください。 

 
 

 六甲山上にふたつの学校があ 
るとは驚きでした。ユニークな 
（デンマークでは当たり前の） 
教育理念にはとても羨ましく思 
いました。自己表現が出来ると 
ともに、周りの人の気持ちも理 
解できる大人に育って欲しいも 
のです。フリップチャートを使 
ってのカリキュラム体験は、１０才くらい若返った気
分になりました。 
 もし、ラーンネット・シニアスクールがオープンさ
れたら、ぜひとも入学をしたい…と思いました。 
  

 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

協力協力協力協力：：：：兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所 神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

散策道整備散策道整備散策道整備散策道整備にににに着手着手着手着手したしたしたした 
 六甲山上は９月に入り朝夕は涼しいものの、日

中はまだまだ暑く汗ばむ陽気でした。 
 整備清掃活動は９名が集まり、散策道のゴミ拾

いや枯木の伐採をしました。記念碑台バス停付近

にある昭和７年に建てられた「六甲山廻遊道路」

の碑の周りを草刈りして見やすくしました。 

「「「「自自自自らららら学学学学ぶぶぶぶ力力力力」」」」をををを育育育育てるてるてるてる学校学校学校学校    

 今回は、ラーンネット・グローバルスクールの

ナビゲータである吉岡至浩さん、石川朋子さん、

中野真季さんにお話いただきました。学校の「六

甲山のびのびロッジ」は六甲山カンツリーハウス

の近くにあります。少人数クラスや独自のカリキ

ュラムの導入など、既存の小中学校とは異なる新

たな仕組みを取り入れています。スライドやビデ

オで学校の特長や、子供たちが自ら集中してのび

のびと学ぶ様子をスライドでご紹介いただきまし

た。参加者は魅力ある学習スタイルに感心し興味

津々でした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民セミナーVol.30 
出る杭をのばす教育の実践/
ラーンネット・グローバルスク
ール 2005 年９月発行 

    第３０回テーマ： 

        出る杭をのばす教育の実践 
    

    

                                                    講演内容講演内容講演内容講演内容    

                                                    ①①①①スクールスクールスクールスクールのののの理念理念理念理念    

                                                    ②②②②カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラムのののの特徴特徴特徴特徴とととと    

                                                                            具体的事例具体的事例具体的事例具体的事例            

                                                    ③③③③テーマテーマテーマテーマ学習体験学習体験学習体験学習体験                                                

                                                                                      
              実施日：平成１７年９月１７日（土） 

                  午後１時 ～ ３時５０分 

              場    所：六甲山自然保護センター 

                  レクチャールーム 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    八木八木八木八木    浄浄浄浄さんさんさんさん 

講師講師講師講師：：：：ラーンラーンラーンラーンネットネットネットネット・・・・ 

          グローバルスクールグローバルスクールグローバルスクールグローバルスクール 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
１９９６年４月設立（代表：炭
谷俊樹）。１９９８年４月全日制
小学クラス開校。同年９月六甲
山上で本格スタート。２０００
年４月幼児クラス、中学クラス
開設。２００１年４月モンテッ
ソーリ幼稚園バンビーナ設立。 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

（（（（財財財財））））大阪大阪大阪大阪コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ財団財団財団財団（（（（東洋東洋東洋東洋ゴムグループゴムグループゴムグループゴムグループ環境環境環境環境

保護基金保護基金保護基金保護基金）、（）、（）、（）、（財財財財））））ひょうごひょうごひょうごひょうご環境創造協会環境創造協会環境創造協会環境創造協会、、、、コープコープコープコープこうこうこうこう

べべべべ環境基金環境基金環境基金環境基金、、、、灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所「「「「地域力地域力地域力地域力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」事業助成事業助成事業助成事業助成 

子供子供子供子供たちのたちのたちのたちの学習事例学習事例学習事例学習事例をををを聴聴聴聴くくくく 

    六甲山六甲山六甲山六甲山のびのびのびのびのびのびのびのびロッジロッジロッジロッジ 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

５５５５５５５５５５５５－－－－－－－－－－－－③③③③③③③③③③③③            
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■■■■先生先生先生先生ではなくではなくではなくではなく「「「「ナビゲータナビゲータナビゲータナビゲータ」」」」 

子どもの学習を側面から支援するという意味

で、先生でなく「ナビゲータ」と呼んでいる。ナ

ビゲータは社会人経験があり、それぞれの豊富な

経験を活かしている。子ども一人ひとりの特長を

観察し、主体性や集中を妨げないように接する。

ナビゲータは、自分が興味をもつ社会分野との関

わりを大切にしながら、常に学び続けている。 

２２２２．．．．カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラムのののの特徴特徴特徴特徴とととと具体的事例具体的事例具体的事例具体的事例    

カリキュラムはベーシック学習とプロジェクト学

習・テーマ学習の総合的な学習で成り立っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■ベーベーベーベーシックシックシックシック教育教育教育教育    
ベーシック教育では体育・アート・音楽・英語・

日本語など基礎学力を身につける。 

◇書道：決まった言葉ではなく、自分の好きな言

葉を表現する。 

◇算数・数学：問題を解くだけではなく、球を転

がしたりすることで概念としての算数を学ぶ。 

◇音楽：歌うだけなく、プロの生演奏を聞いたり、

競演したりする。学期の終わりには発表会をする。 

■■■■テーマテーマテーマテーマ学習学習学習学習    
 社会や理科などのホットな話題を総合的に学

ぶ。「つくる」「話し合う」「まとめる」という考え

方をしている。本物に触れることを重視して、積

極的に出かける。例えば、パン屋さんを見学して

自分たちもパン作りを体験したり、保育園に行っ

て保母さんとして働く体験をしている。 

■■■■ラーンネットラーンネットラーンネットラーンネット紹介紹介紹介紹介ビデオビデオビデオビデオ    
 子供たちが制作したスク 

ールの紹介ビデオを見た。 

映像や音楽も素晴らしく、 

子供たちだけで作ったとは 

思えない出来映えにみんな 

感心！ 

 

講演のあいさつ（ラーンネット吉岡さん） 

 ラーンネット・グローバル 

スクールは六甲山上にあり、 

岡本には幼稚園があります。 

今日はスクールの理念と独 

自のカリキュラムなどをお話 

します。皆さんにテーマ学習 

のカリキュラムづくりを体験 

してもらいます。 

講演内容 

１１１１．．．．スクールスクールスクールスクールのののの理念理念理念理念        
■■■■Oplysning（（（（オプリュスニングオプリュスニングオプリュスニングオプリュスニング））））    
 スクールは Oplysning 

（オプリュスニング）を 

理念にしている。デンマ 

ーク語の教育を表わす言 

葉で、「自分を照らし、 

相手も照らし、お互いに 

成長する」という意味。 

■■■■設立設立設立設立ははははデンマークデンマークデンマークデンマークのののの幼稚園幼稚園幼稚園幼稚園でのでのでのでの経験経験経験経験からからからから    
 創設者の炭谷俊樹さんがデンマークに滞在中、

娘さんを現地の幼稚園に入れていた。人見知りで

おとなしかった娘さんが、子供の特長を伸ばす教

育によって、次第に活発になり、自分からどんど

ん発言する子になっていくのを目にした。帰国後、

日本でも同じような学校を探したが、日本にはな

く、それなら自ら学校を設立しようと思い立った。 

■■■■スクールスクールスクールスクールのののの４４４４つのつのつのつの特長特長特長特長    
◇表現と対話を重視：自分の意見をしっかりと持ち、

それを自分の表現の仕方で相手に伝え、意見の違う

相手の話もしっかりと聞き入れて、認めることがで

きるコミュニケーション力。 

◇主体的に学ぶ：自ら課題を発見し、試行錯誤を繰

り返しながら、解決に向かっていく力。もちろん読

み書き計算等の基礎学力も系統立てて身につける。 

◇出る杭をのばす：個人が持つ好奇心、探究心を満

たし、それぞれが持つ強みをより伸ばして、そこか

ら得る自信とエネルギーで、様々なこと、困難にも

向かっていける、チャレンジしていく力をつける。 

◇本物で学ぶ：本やテレビ、インターネットで得る

知識では不十分。現地や博物館などに積極的にでか

けたり、作ったり、実体験を通して学ぶ。また、様々

な分野の人との出会いも大切にし、頭だけでなく、

心と体も使って学ぶ。 

 

テーマ：出る杭をのばす教育の実践 

第３０回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    
１．あいさつ：１３：００～１３：１５ 
２．講  演：１３：１０～１４：３０ 
３．学習体験：１４：３０～１５：１０ 
４．休  憩：１５：１０～１５：２０ 
５．懇 親 会：１５：２０～１５：５０ 

講演講演講演講演 
①①①①スクールスクールスクールスクールのののの理念理念理念理念 

②②②②カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラムのののの 
            特徴特徴特徴特徴とととと具体的事例具体的事例具体的事例具体的事例 
③③③③テーマテーマテーマテーマ学習体験学習体験学習体験学習体験 

ナビゲータナビゲータナビゲータナビゲータ    

中野真季中野真季中野真季中野真季さんさんさんさん 

ナビゲータナビゲータナビゲータナビゲータ    

吉岡至浩吉岡至浩吉岡至浩吉岡至浩さんさんさんさん 

ビデオビデオビデオビデオのののの紹介紹介紹介紹介 

（（（（ちょっとちょっとちょっとちょっとトラブルトラブルトラブルトラブルがががが発生発生発生発生）））） 
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「「「「野外教育野外教育野外教育野外教育はははは自分自分自分自分のののの力力力力をををを養養養養うううう」」」」とととと池田池田池田池田さんさんさんさん    

学生時代から現在にわたる池田さんのＹＭＣＡ

との関わりや、青少年教育の意義を語っていただ

きました。施設再建の思いや、事業や経営の工夫

についてもお聴きしました。ＹＭＣＡの理念に共

鳴しながら活動する池田さんに、生涯かけて取り

組む熱意を感じました。子供たちが自分の力を養

う上で、野外教育がいかに重要かを見直しました。 

六甲山六甲山六甲山六甲山のののの活動活動活動活動をををを互互互互いにいにいにいに支支支支えようえようえようえよう  

六甲山ＹＭＣＡは、キリスト教の精神に基づい

て活動していますが、宗教団体ではなく教育団体

です。この誰でも使える六甲山上の貴重な施設を、

みんなで活用できるように協力していきたいと思

いました。池田さんたちの４年間の熱心な活動に

もエールを送り、さらなる展開を期待したいです。 

※詳しくは、１．２ページをお読みください。 

 

 
 
サッカーの勇として学生時代 

を過ごされた後、ＹＭＣＡ組織 
に入られました。 
六甲山ＹＭＣＡの長い歴史の 

中における所長として、使命感 
および人生感をもって体験学習 
即ち野外活動学習を通じて、現 
代の教育の不備を補っておられ 
ます。「生きる力を育てる」為の造詣の深さ、熱意
をお話を伺いながらひしひし感じました。 

 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

協力協力協力協力：：：：兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所 神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

六甲山六甲山六甲山六甲山にににに春春春春がががが迫迫迫迫っているっているっているっている  

六甲山は先月にあった雪がなくなり、すっかり

様変わりしていました。時々吹く風は冷たいもの

の、日差しは暖かくどことなく春の気配を感じま

した。今回午前中の参加者は５名と少なめでした

が、いつもの清掃活動に加えて散策路沿いの樹木

の種類を確認しました。歩行の安全面について、

散策路の階段の状態なども検討しました。 

青少年教育青少年教育青少年教育青少年教育キャンプキャンプキャンプキャンプ場開設場開設場開設場開設からからからから５０５０５０５０余年余年余年余年    

 六甲山ＹＭＣＡは、戦後の荒廃から立ち直り始

めた頃、１９５１年に日本初の青少年教育キャン

プ場を創設し、以来、六甲山における代表的な野

外活動の拠点となっています。子供たちが安全で

楽しく、体験学習を通して「生きる力」を育てる

ことに注力されています。 
 所長の池田勝一さんからＹＭＣＡのこれまでの

歴史や活動についてお話いただきました。約５０

年前に六甲山上のキャンプの様子を映したビデオ

も見せていただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市民セミナーVol.35 
六甲山における野外教育 
/池田 勝一  
2006 年 2 月発行 

   第３５回テーマ： 六甲山における野外教育 
                ～六甲山ＹＭＣＡの活動～ 

 

                                                            講演内容講演内容講演内容講演内容    

①①①①ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡとのとのとのとの出会出会出会出会いいいい    

                                                            ②②②②ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡのののの紹介紹介紹介紹介    

③③③③六甲山六甲山六甲山六甲山ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡについてについてについてについて    

④④④④今今今今のののの子供子供子供子供たちのたちのたちのたちの様子様子様子様子    

⑤⑤⑤⑤野外体験野外体験野外体験野外体験のののの必要性必要性必要性必要性    

⑥⑥⑥⑥ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡ野外教育野外教育野外教育野外教育    

                                 実施日：平成１８年２月１８日（土） 

                      午後１時 ～ ３時５０分 

                      場 所：六甲山ＹＭＣＡ 里見ホール 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    吉松吉松吉松吉松    昌紀昌紀昌紀昌紀さんさんさんさん 

講師講師講師講師：：：：池田池田池田池田
い け だ

    勝一勝一勝一勝一
しょういち

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
１９５５年生まれ。大阪体
育大学体育学部卒業。１９
７８年４月大阪ＹＭＣＡ
入職。２００１年１１月大
阪ＹＭＣＡ六甲研修セン
ター（現六甲山ＹＭＣＡ）
所長 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

（（（（財財財財））））大阪大阪大阪大阪コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ財団財団財団財団（（（（東洋東洋東洋東洋ゴムグループゴムグループゴムグループゴムグループ環境環境環境環境

保護基金保護基金保護基金保護基金）、（）、（）、（）、（財財財財））））ひょうごひょうごひょうごひょうご環境創造協会環境創造協会環境創造協会環境創造協会、、、、コープコープコープコープこうこうこうこう

べべべべ環境基環境基環境基環境基金金金金、、、、灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所「「「「地域力地域力地域力地域力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」事業助成事業助成事業助成事業助成 

六甲山六甲山六甲山六甲山ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡ    星星星星野野野野池池池池        

知知知知られざるられざるられざるられざる六甲山六甲山六甲山六甲山ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡのののの歴史歴史歴史歴史をををを紹介紹介紹介紹介 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

５５５５５５５５５５５５－－－－－－－－－－－－④④④④④④④④④④④④            
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市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    
１．昼食懇親：１２：３０～１３：０５ 
２．あいさつ：１３：０５～１３：１５ 
３．講  演：１３：１５～１４：５０ 
４．質疑応答：１５：１０～１５：３０ 

５．懇 談 会：１５：３０～１５：５０ 

講演の挨拶（池田勝一さん） 

 ＹＭＣＡに入って３０年 

になります。六甲山ＹＭＣ 

Ａの所長を務めて４年にな 

ります。話が苦手でどこま 

で話せるかわかりませんが、 

仕事に対する自分の思いも 

含めお話したいと思います。 

講演内容 

１１１１．ＹＭＣＡ．ＹＭＣＡ．ＹＭＣＡ．ＹＭＣＡとのとのとのとの出会出会出会出会いいいい 

■■■■サッカーサッカーサッカーサッカーにににに夢中夢中夢中夢中のののの毎日毎日毎日毎日    

中学生の頃は勉強が嫌いで、スポーツさえして

いれば勉強をしなくても先生になれるのではない

かと思っていたが、現実は学力が必要であること

を大学に入学し痛感した。 
大阪体育大学ではサッカー部に所属し、日々、

ボールに汗しながら将来は教職を志していた。Ｙ

ＭＣＡに入職したのは、ゼミの教官（ＹＭＣＡ体

育研究所委員）の紹介で受験したのがきっかけで

ある。 

２２２２．ＹＭＣＡ．ＹＭＣＡ．ＹＭＣＡ．ＹＭＣＡのののの紹介紹介紹介紹介 

■■■■ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡのののの設立設立設立設立    
Young Mens Christian Association の略で、

キリスト教青年会と称し、キリスト教精神に基づ

く、種々の活動を幅広く展開している。ＹＭＣＡ

は１８４４年、ジョージ・ウイリアムズら１２名

の青年が、ロンドンにＹＭＣＡを創立したのが始

まりで、現在１２８の国と地域で活動を展開して

いる。 

■大阪大阪大阪大阪ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡのののの概要概要概要概要 
大阪ＹＭＣＡは１８８２年に設立された。創設

以来キリスト教精神を基盤として、地域の人びと

と共に活発なボランティア活動を展開し、国内・

国外において多くの社会的貢献を行ってきた。 

現在公益法人として、体育・野外活動などのウ

エルネス事業および宿泊研修事業を財団法人で、

高等学校・専門学校・予備校・語学教育などの教

育事業および幼稚園教育事業を学校法人で、特別

養護老人ホームおよびデイサービスなどの社会福

祉事業を社会福祉法人で行っている。 

さらに、２００６年４月にＹＭＣＡとさぼり保

育園（認可園）を開設する。２１世紀に入り、社 

会の仕組みが大きく変わろうとしている今、「大 

 

阪ＹＭＣＡの使命」によって、「青少年の育成」に

重点を置き、時代の変化が生み出す課題に応え続

けるため、「ボランティア」と「生涯学習」が統合

された「ネットワーク型福祉社会」を形成すべく、

多様な活動を展開している。 

３３３３．．．．六甲山六甲山六甲山六甲山ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡについてについてについてについて    

１９５１年に教育キャンプ場として六甲山ＹＭ

ＣＡが開設された。星野行則氏（第４代大阪ＹＭ

ＣＡ理事長）所有の別荘に加えて、阪神電鉄から

土地を購入した。建物の殆んどは多くの個人・団

体からの募金・寄付金で建てられている。 

暖炉のある「里見ロッジ」は、里見純吉第５代

理事長（元大丸社長）を記念して命名された。 

六甲山の冬は厳しいため、年間を通じて利用が

できるように現在の宿泊館が１９７５年に建てら

れた。現在は改修に手をかけている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４４４．．．．今今今今のののの子供子供子供子供たちのたちのたちのたちの様子様子様子様子    

■■■■集団集団集団集団にににに入入入入れないれないれないれない子供子供子供子供たちたちたちたち 
核家族で育った子供たちは、言葉遣いや礼儀作

法が身についていないことが多いようだ。今の子

供たちは屋外で集団（群れ）で遊ぶことが少なく、

どちらかといえば友達と家でテレビゲーム・ゲー

ムボーイをしていることが多い。 
本来は、実体験を通して学ばなければならない

ことがバーチャルバーチャルバーチャルバーチャル化化化化（（（（実体験不足実体験不足実体験不足実体験不足・・・・運動不足運動不足運動不足運動不足））））し

ている。また、一人遊びが多いために対人関係対人関係対人関係対人関係がががが

希薄希薄希薄希薄で集団遊びやココココミュニケーションミュニケーションミュニケーションミュニケーションのののの取取取取りりりり方方方方がががが

苦手苦手苦手苦手。 
最近、利用していただいている団体客の希望は

段々と個室を希望し、大浴場に入らないで個室の

風呂（特に女子大生）に入る傾向になっている。

だから大自然の中で集団（群れ）で遊ぶこと、そ
して、協力しながら生活することが大切だ。 

 

 

テーマ：六甲山における野外教育 

池田勝一池田勝一池田勝一池田勝一さんさんさんさん 

第３５回市民セミナーの流れ 
講演講演講演講演 
①①①①ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡとのとのとのとの出会出会出会出会いいいい    
②②②②ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡのののの紹介紹介紹介紹介    
③③③③六甲山六甲山六甲山六甲山ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡについてについてについてについて    
④④④④今今今今のののの子供子供子供子供たちのたちのたちのたちの様子様子様子様子    
⑤⑤⑤⑤野外体験野外体験野外体験野外体験のののの必要性必要性必要性必要性    
⑥⑥⑥⑥ＹＹＹＹＭＣＡＭＣＡＭＣＡＭＣＡ野外教育野外教育野外教育野外教育 

ファイヤーファイヤーファイヤーファイヤー場場場場    

貴重貴重貴重貴重なななな記録記録記録記録ビデオビデオビデオビデオをををを視聴視聴視聴視聴    

炊飯場炊飯場炊飯場炊飯場    
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５５５５．．．．野外体験野外体験野外体験野外体験のののの必要性必要性必要性必要性    

■キャンプキャンプキャンプキャンプでのでのでのでの体験学習体験学習体験学習体験学習    
六甲山ＹＭＣＡが主催するファミリーキャンプ

に来られたお客様にあえて伝えるようにしている

ことがある。それは、本来は家では何不自由不自由不自由不自由なく身

近に物があり不足不足不足不足・不便不便不便不便を感じたりすることは少な

いが、この施設ではお困りになることがあるのでは

ないかということだ。 
何故かというとホテル・旅館と勘違いしてこられ

るお客様が居られるからだ。ＹＭＣＡはあくまでも

教育施設である。 
六甲山ＹＭＣＡが管理している呼子キャンプ（鳥

取県日南町）で、子供たちは川の水を汲むのに苦労

している。水が、下の町まで流れていくことを考え

て、汚汚汚汚してはいけないしてはいけないしてはいけないしてはいけないということを学ぶ。不便不便不便不便・・・・不不不不

自由自由自由自由なななな生活体験生活体験生活体験生活体験するするするする中中中中でででで、それを不満に思うのでは

なく、どうしたら良いかと工夫工夫工夫工夫すること、足りない

ものがあれば、自然にあるものを代用するようにな

り自分たちで創創創創るというるというるというるという知恵知恵知恵知恵をはたらかせること

ができるのが自然の中でのキャンプだ。 
また、普段家庭ではいかに便利な生活をしている

かという気づき、感謝にもつながる。キャンプで大

変さを体験した子供が、家に帰ってから部屋の電気

を消しまわったという報告をいただいたことがある。 

６６６６．ＹＭＣＡ．ＹＭＣＡ．ＹＭＣＡ．ＹＭＣＡ野外教育野外教育野外教育野外教育    

■■■■ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡキャンプキャンプキャンプキャンプのののの願願願願いはいはいはいは『『『『生生生生きるきるきるきる力力力力をともにをともにをともにをともに育育育育むむむむ』』』』
ことことことこと    
ＹＭＣＡは多くの青少年に精神、知性、身体、社

会性のバランスのとれた人間像をめざして、プログ

ラムを提供してきた。それぞれの時代、社会状況と

ともに、プログラムの形態は変化してきたが、今も、

変わらないことがある。 
それは、人間の持っている欲求『『『『認認認認められたいめられたいめられたいめられたい、、、、

認認認認めたいめたいめたいめたい』』』』に応じることだ。私たちは、青少年に関

わりあい、関わりの大切さを共に学び、育み続けて

きた。『『『『自分自分自分自分をををを生生生生かしかしかしかし、、、、活活活活かされているかされているかされているかされている、、、、受受受受けけけけ入入入入れれれれ

られてられてられてられているいるいるいる』』』』という情緒の安定を基盤にして、『『『『生生生生

きるきるきるきる力力力力』』』』を育んでいきたいと願っている。 

 

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど 

・レジュメ 

・冊子 

『六甲山ＹＭＣＡ５０年のあゆみ』 

・１９５０年代のビデオ 
・六甲山ＹＭＣＡ紹介ビデオ  

 

  

 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者のののの声声声声～～～～アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより～～～～ 

 ・ＹＭＣＡの歴史を知ることができた。 

 ・昔の六甲山をビデオで見られておもしろかった。 

 ・池田さんの熱心さに感動した。 

 ・昼食のボリュームが多かった。若者向け？ 

・もっとイベント広報をして利用を促して欲しい。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：１８名（順不同・敬称略） 
池田 勝一 寺岡  進 村上 定広 浅井 審一  
浅井 康枝 泉 美代子 七目木修一 小野 涼子 
八木  浄 吉松 昌紀 久保 順一 清水 愛子  
土井すみ子 増田みよ子 笠原かず子 堂馬 英二 
堂馬 佑太 菖蒲 美枝 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ（池田さん） 

私は、ただ場所を貸すだけでなく、ここで体験し

たことを指導・実践して、皆さんとともにやってい

きたいと思っています。施設を有効に使ってもらう

のが使命です。気軽に入って利用していただけたら

な、と思います。 
 

 

 
最近の子供たちは自然体験 

はもとより、生活体験、自ら 
行動を選択・実践する意欲が 
不足している。 

直接体験の不足が問題で、 
キャンプなど野外活動を通じ 
て体験させる事が重要である。 
社会体育教育に関して熱く 

語って頂き、野外活動の重要性を認識できまし
た。子供たちに限らず、大人のためにも野外活
動の機会を増やせていけたら、すばらしいと思
いました。 
  

事務局より 

 六甲山ＹＭＣＡは誰でも使える六甲山上の貴重な施

設です。積極的にＰＲして活用したいと思います。 

 

六甲山六甲山六甲山六甲山ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡ    
〒657-0101 神戸市灘区六甲山町北六甲875  
TEL：078-891-0050 FAX：078-891-0054 
E-mail:rokko@osakaymca.or.jp 
http://www.osakaymca.or.jp/camp/rokko/ 

    

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    久保久保久保久保    順一順一順一順一さんさんさんさん 

市民セミナーVol.35 
六甲山における野外教育 
/池田 勝一  
2006 年 2 月発行 

ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡキャンプキャンプキャンプキャンプのののの理念理念理念理念 

１．自然の生活に適応する能力を育成する。  
２．良い習慣を育て実践させる。  
３．健康のための知識と経験を与える。  
４．生活を豊かにする技術を学び、創造力を育

成する。  
５．よき友人を見出す機会を与え、友情を深め

る方法を学ばせる。  
６．民主的なグループ経験を通じて、社会にお

ける責任感を養う。  
７．神の恵を知らしめ、感謝の心を養う。 
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スタートスタートスタートスタートはははは大成功大成功大成功大成功！！！！継続継続継続継続してしてしてして進進進進めたいめたいめたいめたい    

 六甲山上での環境教育の実践に向けて、継続し

て集まりを持つことを問いかけた結果、全員が参

加または検討すると回答されました。 
 岩木さんの見事なサポートで、環境教育を体験

的に学ぶことができ、皆さんの参画意欲が高まり

ました。これをきっかけにして、活動の輪を広げ

てネットワークを築く可能性を膨らませました。 

※詳しくは１～２ページをお読みください。 
 
 

 環境教育という高いレベ 
ルのテーマに短時間で全員 
が参画できるようにされて 
いました。自己紹介を兼ね、 
誕生日の順番に任意？に並 
び、なごやかな雰囲気つく 
りからスムーズに本題に入 
りました。 
 環境問題を解決する３つのＥ（技術、規制、
教育）は、時代において対応策も大きく変化し
て行くものである事は理解できました。 
 五感の違いを示す「探検！発見！六甲山」で
は参加者それぞれの感性の違いが明確となり、
問題の正解となるものは無いが、それぞれが正
解であり、環境教育も押し付けで無く体験学習
で理解度を高める事が必要です。 
 美しい地球を守る為には、一人一人が日常生
活から見直すことが重要なことを再認識いたし
ました。 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局    兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
   灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所    神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

環境教育環境教育環境教育環境教育にににに触触触触れるいいれるいいれるいいれるいい機会機会機会機会になったになったになったになった    

 台風６号が接近し、野外活動の実施を危ぶみま

したが、運良く晴天に恵まれました。今回は六甲

山上での環境教育を考え、短時間でもワークショ

ップを体験するという、当会では初めての試みで

す。神戸市内の小・中学校や行政機関などで総合

的な学習や環境教育に携わっている方々にも参加

を呼びかけました。約３０名の参加者が集まって、

密度の濃い体験をしていただきました。 

環境教育環境教育環境教育環境教育はははは問題解決問題解決問題解決問題解決のののの学習学習学習学習だだだだ    

岩木啓子さんは、参加・参画・体験の支援を専

門とされています。環境とは「つながり、循環、

バランス」であり、「人間が生きていく条件として

考える」ことで、「切り口は自然よりも、まちや生

活が主体です」と紹介されました。 

また、「環境教育は問題解決学習で、解決策を考

え、行動変容につながる学びである」と核心を語
られました。そして、環境教育の現状を懸念して

「価値・意味とらえ直し型」を強調され、体験的

に学ぶことを端的に説明されました。    

記念碑台記念碑台記念碑台記念碑台でちょっとでちょっとでちょっとでちょっと体験学習体験学習体験学習体験学習    

 ２時間半という短時間の中でしたが、記念碑台

広場に出て「探検！発見！六甲山」という体験学

習も行いました。中高齢者も多かったためか、鈍
った感性を研ぎながら、普段目に見えないものや

体感できないものを困惑しつつ再発見しました。 

 各自各様に体験したことを交流しながら、さら

に理解を深めて、「わかったことを日常に生かす」 

思いを強めました。 

市民セミナーVol.15 
六甲山と環境教育/ 
岩木啓子 
2004 年 6 月発行 

第１５回テーマ： 六甲山と環境教育 
                                                        ～～～～フィールドフィールドフィールドフィールドとしてのとしてのとしてのとしての 

六甲山六甲山六甲山六甲山のののの可能性可能性可能性可能性をををを考考考考えようえようえようえよう～～～～ 

                                                講演内容講演内容講演内容講演内容 

                                                ①①①①環境教育環境教育環境教育環境教育ってってってって何何何何だっけだっけだっけだっけ？？？？    

                                                ②②②②環境教育環境教育環境教育環境教育のののの考考考考ええええ方方方方    

                                                ③③③③体験学習体験学習体験学習体験学習をををを体験体験体験体験してみようしてみようしてみようしてみよう！！！！ 

                                                ④④④④体験学習体験学習体験学習体験学習についてについてについてについて 

                                                    実施日：平成１６年６月１９日（土） 

                                                                午後１時～４時 

                                                    場    所：六甲山自然保護センター内 
                                                           レクチャールーム 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想        三村三村三村三村    栄三郎栄三郎栄三郎栄三郎さんさんさんさん 

講師講師講師講師：：：：岩木岩木岩木岩木
い わ き

    啓子啓子啓子啓子
け い こ

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
１９５６年１２月生まれ 
１９７９年お茶の水女子大
学家政学部食物学科卒業。 
生活協同組合コープこうべ
で組合員活動支援の企画業
務に従事。現在、ライフデザ
イン研究所ＦＬＡＰ代表。 記念碑台広場記念碑台広場記念碑台広場記念碑台広場でででで体験学習体験学習体験学習体験学習 

 

   
 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

生活復興県民生活復興県民生活復興県民生活復興県民ネットネットネットネット・・・・地域活動推進講座地域活動推進講座地域活動推進講座地域活動推進講座、、、、灘区灘区灘区灘区「「「「地域地域地域地域

力力力力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」事業事業事業事業、、、、ひょうごひょうごひょうごひょうご環境保全創造活環境保全創造活環境保全創造活環境保全創造活動動動動、、、、 

コープコープコープコープこうべこうべこうべこうべ環境基金環境基金環境基金環境基金、、、、コベルココベルココベルココベルコ自然環境保全基金自然環境保全基金自然環境保全基金自然環境保全基金 

 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

５５５５５５５５５５５５－－－－－－－－－－－－⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤            
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◇◇◇◇おはなしおはなしおはなしおはなし 

 皆さんが頭に思い描くキーワードは実に様々で

した。環境教育とはこういうものと確定されては

おらず、人それぞれのいろいろな関わりの中でと

らえられています。次のように整理できるのでは。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇◇◇環境問題環境問題環境問題環境問題とくらしのつながりとくらしのつながりとくらしのつながりとくらしのつながり 

「環境」の概念のキーワードは、つながり・循

環・バランスで、人間の活動によりバランスが崩

れると環境問題が起こります。自然界では分解で

きない物質の誕生による質的問題質的問題質的問題質的問題と、乱獲や石油

などの生産と消費・廃棄と分解のアンバランスに

よる量的問題量的問題量的問題量的問題の２つがあります。人間の生きてい

く条件としてどうなのかが、環境問題には外せま

せん。産業公害型から都市生活型へ、北の国と南

の国という構造もあります。 

【環境問題を解決する３つのＥ】 

・Engineering（技術）例：空気を汚染しない車や 

家電の開発技術 

・Enforcement（規制）例：排水規制や京都議定 

書などのルール作り 

・Education（教育＝共育）例：皆で情報交換をし 

て、やることを拡大していく 

◇◇◇◇環境教育環境教育環境教育環境教育はははは問題解決学習問題解決学習問題解決学習問題解決学習 

 学校の教科教育と違う。正解を教えるのでなく、

解決策を考える、行動変容につながる学びです。 

 環境教育で学ぶのは知識・情報のみでなく、感

覚・マインド、態度・価値です。 

現状は、知識・情報偏重型、行動指針提示型、

非日常癒し型が見られます。「価値・意味とらえ直

し型」が必要であり、内在的な価値創造を目指し

て、体験的に学ぶ（体験学習法）ことが有効です。 

 

 

講演講演講演講演のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ（（（（岩木岩木岩木岩木    啓子啓子啓子啓子さんさんさんさん）））） 

 私は、参加・参画・ 

体験の支援を専門とし 

ております。人が主体 

的に動き、みんなが関 

われる様に支援してい 

ます。 

 本日のねらいとして 

は、理解する、つなが 

る、やる気になる、以 

上の３つです。 

理解する：環境教育の大枠を理解して下さい。 

つながる：今日の出会いをきっかけに、六甲山でフィー

ルドを作る新たなネットワークを作ります。 

やる気になる：今日で終わるのではなく、今後の実践に

向けて取り組んでみて下さい。 

■■■■オリエンテーションオリエンテーションオリエンテーションオリエンテーション（（（（自己紹介自己紹介自己紹介自己紹介））））    

 参加者それぞれが知り合うために、無言で誕生

日順を想定して並んだ後、一人ずつ名前と環境教

育や六甲山との関わりについて自己紹介をした。 

これで初対面の人 

とも親しめるきっか 

けができ、一挙に緊 

張感を解きほぐした。 

効果的なアイスブ 

レーキングの手法で 

セミナーへの関心が 

高まってきた。 

 

■■■■セッションセッションセッションセッション１１１１（（（（環境教育環境教育環境教育環境教育とはとはとはとは）））） 

 次に、それぞれが考えた環境教育のキーワード
を、各自が読み上げながらボードに貼りだしてい

った。強気で真ん中に貼る人、控え目に周縁に貼
る人がいて、笑いを誘った。 

 

 

 つながりさがし お金で買えないもの 

自然環境と人の関わりを感じること 

ひとづくり 今よりも美しく 生活の見直し 

周囲を知ること 地球市民の全人的な教育 

 ほっとできる場所 自然と共生 など 

 

テーマテーマテーマテーマ：：：：六甲山六甲山六甲山六甲山とととと環境教育環境教育環境教育環境教育 

第１５回市民セミナーの流れ 

１３：００：あいさつ         

１３：１０：■オリエンテーション 

     自己紹介（誕生日順に） 

１３：２０：■セッション１ 

     環境教育って何だっけ？ 

（一言ラベルの貼り出し） 

１３：４０：◇◇◇◇おはなし 

     環境教育の考え方 

１４：１０：■セッション２ 

                     体験型環境学習を体験 

してみよう 

１５：１０：◇◇◇◇おはなし 

体験学習について 

１５：４５：■ふりかえり・わかちあい 

 

環境教育って何だっけ？ 発表の一部を紹介 

やわらかなやわらかなやわらかなやわらかな口調口調口調口調でででで説明説明説明説明 

各自思各自思各自思各自思いをいをいをいを持持持持ってってってって集合集合集合集合 

環境教育環境教育環境教育環境教育にににに答答答答えはないえはないえはないえはない 

 

自分のくらし 
自分と自然の関

わり、取り組み方 

自然との共生に

ついての社会の

アプローチ、地域

づくり 

関わる様々なも

の、メディア、組

織づくり 

今回は、ワークショップ体験

を踏まえて解説を行った。自

己紹介と環境教育について

の一言をラベルに書き出す

など、随所で時間短縮を工夫
し密度の濃い内容になった。 

自然 生活 

自己 

社会 
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■■■■セッションセッションセッションセッション２２２２（（（（探検探検探検探検！！！！発見発見発見発見！！！！六甲山六甲山六甲山六甲山））））    

    五感を動員して、たくさんのものを発見してみよ

う！と、全員が記念碑台広場に出かけた。ワークシ

ートを手に、まるいもの 生命力を感じるもの といった

項目について、目や耳 

さらに手を使って感じ 

取ろうと歩き回った。 

「どきどきワクワク 

しない」とこぼしなが 

ら、さわやかな風に吹 

かれて結構楽しそうだ。 

■■■■それぞれがそれぞれがそれぞれがそれぞれが感感感感じたじたじたじた五感五感五感五感をわかをわかをわかをわかちあいちあいちあいちあい 

自然保護センターに戻って、３人のグループに分
かれ体験学習で得たものを紹介し合った。ワークシ

ートの内容が各人各様なのに感心し、お互いに触発

されながら、賑やかな対話が飛び交った。 

グループの代表から体験交流で気づいたことを

発表した。小さな体験学習であったが、交流するこ

とにより、さらに気づきが深まる手応えを感じた。 

◇◇◇◇参加体験型参加体験型参加体験型参加体験型のののの学学学学びびびび 

 体験的に学ぶとは、「する」→「みる」→「考え

る」→「わかる」の繰り返し。このステップで何を

感じたのか互いに話し合い刺激を受け合う。通常は

「する」で終わってしまう。「わかる」は人それぞ

れ、日常に生かすことが大切です。 

（続いて参加体験型学 
習プログラムの導入→ 
本編→まとめの基本構 
成や、学習者が自ら学 
ぶことを促進するファ 
シリテーターの役割と 
態度の説明。さらに、 
様々な実践事例の紹介 
をしていただいた） 
 

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど：：：： 

・レジュメ「心に響く環境教育のつくり方・考え方」 

・体験学習ワークシート「探検！発見！六甲山」 

・参考：『地域を活かした環境学習』 
    大阪府環境情報センター発行 
 

    

    

    

    

    

◆◆◆◆カンパカンパカンパカンパにににに感謝感謝感謝感謝！！！！ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。    
 カンパ箱へのご協力、ありがとうございました。

集まりました金額１，２５９円については、次回の

市民セミナーの茶菓子代にさせていただきます。 
 

 

◆◆◆◆シチダンカシチダンカシチダンカシチダンカのののの挿挿挿挿しししし木木木木をおみやげにをおみやげにをおみやげにをおみやげに 

神戸市立六甲山小学校 

より、六甲山のアジサシ 

チダンカの挿し木を参加 

者に一つずつご提供いた 

だきました。この度のご 

配慮に感謝いたします。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：３０名（順不同・敬称略） 
岩木 啓子 小坂 忠之 西川 文雄 三村栄三郎 
村上 定広 西尾 智明 石田 澄子 青木 孝子 

八木  浄 山西 一平 澤田  中 高光 正明 

南馬  進 小笠原康人 岩浅 敬由 高畑  正 

越智 正篤 金坂 尚人 福谷真知子 垣井 清澄 
山下 潤治 中川 勇二 浅見 真一 堂馬 英二 

米村 邦稔 松井 光利 中川貴美子 藤井宏一郎 
中野  一 菖蒲 美枝 

  
 

          兵庫県環境政策課に平成８年に
赴任した時、地球環境サミットが
開かれて５年が経過していたもの
の、環境教育は主要課題ではなか
った。それから、６年間の任期中、
こども環境会議、エコフェスティ
バルの開催など環境教育の普及に
取り組んできた。 

３年前からは神戸生活創造センターで生涯学習の推進
に取り組んでいる。     
 今回、講師の岩木さんにお願いがあり、良い機会だと
六甲山魅力再発見市民セミナーに参加した。産業型、都
市生活型公害など懐かしい言葉が行き交う。アイスブレ
ーキング、体験型学習、振り返り、昔を思い出しつつ、
受講した。岩木さんとは、１０数年来の付き合いだが、
ワークショップを受けるのは初めて。参加者を飽きさせ
ない、短時間で“肝”を外さない講座の進め方は流石だ。  
 しかし、参加者の熱意に比べ、六甲山自然保護センタ
ーの周囲に魅力を感じなかったのは私だけだろうか。行
政として責任を自覚した次第である。 
 
 

◇◇◇◇岩木岩木岩木岩木さんのまとめさんのまとめさんのまとめさんのまとめ 

 今回皆さんには、思いついたことをラベルにした

り、提案をシートに書いてもらいました。これから六

甲山をフィールドとした環境教育を考えるプログラ

ムを実践したいと考えております。今日をきっかけに

ネットワークをつくっていきたいと思いますので、今

回限りでなく、どうぞこれからもお付き合い下さい。 

※※※※事務局事務局事務局事務局のののの抱負抱負抱負抱負 

 「みんなで築こう！六甲山上の生涯学習ゾーン」の

手掛かりがたくさん出ました。賛同してくれる人も大

勢集まった。これからの活動を広げネットワークをつ

くっていきます。岩木さん、これからもよろしく。 

 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    岩浅岩浅岩浅岩浅    敬由敬由敬由敬由さんさんさんさん 

市民セミナーVol.15 
六甲山と環境教育/ 
岩木啓子 
2004 年 6 月発行 

ライフデザイン研究所ＦＬＡＰ 

〒658-0065 神戸市東灘区御影山手 1-10-10 

TEL・FAX：０７８－８４２－３６３７ 

URL：http://www.flap-web.com/ 

E-Mail:kei-iwaki@nyc.odn.ne.jp 

体験学習体験学習体験学習体験学習のののの事例事例事例事例をををを紹介紹介紹介紹介 

大事大事大事大事にににに育育育育てましょうてましょうてましょうてましょう 
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参加者の長老澤田さんは「ボーッとしていました」

と、松井さんは「六甲山の二十四の瞳」と感心す

るなど、あけびグループのリズムに引き込まれま

した。また、手作りの押し花ファイルのおみやげ

もいただき、心配りに感服しました。 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナーのののの持持持持ちちちち味味味味    

 生涯学習の実践例としてあけびグループに発表

していただきましたが、この度のように専門家だ

けでなく一般の参加者も研究発表を行い、参加者

同士で幅広く意見交換することが、市民セミナー

の持ち味だと考えています。今回を生かして市民

の交流を盛んにできるよう取り組んでいきます。 

※詳しくは１～２ページをお読みください。 
 
 
 

 今日は、神戸婦人大 
学の卒業生の「あけび 
グループ」の方々とお 
会い出来ることを楽し 
みに出かけました。 
 六甲山は近くにある 
のに遠くにある、とい 
う存在でした。 

 六甲山の歴史ハイキングの発表では、とて
も詳細に説明していただき３つのコースの特
徴がよくわかりました。ぜひコースを歩こう
と思います。今まで自分の知らなかったこと
が学べて本当に楽しい１日でした。 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局    兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
   灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所    神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

ストーブストーブストーブストーブ３３３３台台台台をををを用意用意用意用意    

 自然保護センターでの今年最後の市民セミナー

となりました。（暖房設備のないセンターは１２

月から来年３月まで冬眠？に入ります。）日中は

好天に恵まれて暖かく、センターにあるストーブ

２台をお借りしました。寒さ対策に持ち込んだス

トーブ３台は使わずに過ごせました。 

生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習２２２２年間年間年間年間のののの成果発表成果発表成果発表成果発表    

 今回は六甲山をフィールドに活動している、神

戸婦人大学卒業生の「あけびグループ」１２名の

皆さんに実践発表をお願いしました。「六甲山の

楽しみ方」をテーマに六甲山全体を見渡した活動

の要点を簡潔に紹介いただきました。そして今後

の活動テーマとして、次世代の子供達に六甲山の

魅力を伝えようと作られた紙芝居を披露していた

だきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
呼吸呼吸呼吸呼吸はぴったりはぴったりはぴったりはぴったり！！！！チームワークチームワークチームワークチームワークとととと演出演出演出演出 
 お揃いのベストを身につけた１２名の発表の呼

吸はぴったりで、時間配分も完璧！その光景には

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想        藤當藤當藤當藤當    和子和子和子和子さんさんさんさん 

   
 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

灘区灘区灘区灘区「「「「地域力地域力地域力地域力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」事業事業事業事業、、、、ひょうごひょうごひょうごひょうご環境保全創造環境保全創造環境保全創造環境保全創造

活動活動活動活動、、、、コープコープコープコープこうべこうべこうべこうべ環境基金環境基金環境基金環境基金、、、、コベルココベルココベルココベルコ自然環境保全自然環境保全自然環境保全自然環境保全

基金基金基金基金 

市民セミナーVol.20 
六甲山に生涯学習の場を 
求めて/あけびグループ 
2004 年 11 月発行 

 

講師講師講師講師：：：：あけびあけびあけびあけびグループグループグループグループ 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
２００３年神戸婦人大学
文化学科卒業生。同年４
月に１２名で「あけびグ
ループ」を結成。 

青青青青いいいい山脈山脈山脈山脈もももも合唱合唱合唱合唱 

紙芝居紙芝居紙芝居紙芝居「「「「やまのゆうびんやさんやまのゆうびんやさんやまのゆうびんやさんやまのゆうびんやさん」」」」        

 第２０回テーマ： 

      六甲山に生涯学習の場を求めて 
 
 

                                                 講演内容講演内容講演内容講演内容 

                                                      ①①①①六甲山六甲山六甲山六甲山のののの 

                                        歴史歴史歴史歴史とととと楽楽楽楽しみしみしみしみ方方方方    

                                                        ②②②②紙芝居紙芝居紙芝居紙芝居 

                                      「「「「やまのゆうびんやさんやまのゆうびんやさんやまのゆうびんやさんやまのゆうびんやさん」」」」 

    

                                          実施日：平成１６年１１月２０日（土） 

                                            午後１時～４時 

                                          場 所：六甲山自然保護センター内 
                                                 レクチャールーム 

 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

５５５５５５５５５５５５－－－－－－－－－－－－⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥            
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はじめに（あけびグループ代表：石田さん） 

 みんなでアケビのつるで 
籠を編んだことから、グル 
ープ名を「あけび」と名付 
けました。 
 私達は、六甲山に関わる 
ことが毎日の暮らしの「や 
さしさ、元気、安らぎ、厳 
しさ」を学ぶ生涯学習の道 
ではないかと考えています。 
神戸婦人大学神戸婦人大学神戸婦人大学神戸婦人大学についてについてについてについて 
 神戸婦人大学は、女性が自らの生き方を発見し、

社会のあらゆる分野における活動に参加並びに参

画するための基礎的な能力を身に付けることを目

的として設置された３年制の学習の場。昭和５２

年に開校。卒業生は４，５００人を超える。 

実践発表 
 あけびグループの神戸婦人大学卒業論文「六甲

山の楽しみ方」を基に、実践内容を紹介された。

多岐にわたる六甲山についての研究内容を要約し

て、スライドも使ってメンバーの方が分担しなが

ら解説された。まさに、六甲山の全容をつかめる

最適のダイジェスト版といえるものだ。解説され

た項目と、その一部を紹介してみる。 

 

 

 

 

 

 

 

    

六甲山六甲山六甲山六甲山のののの概要概要概要概要：：：：名前の由来、地理、地質、砂防事
業、六甲山の開祖、唐櫃村のお話、川向家 

＜＜＜＜唐櫃村唐櫃村唐櫃村唐櫃村のおのおのおのお話話話話＞＞＞＞ 
 唐櫃は六甲山の北側に広がり、昔は炭や材木な

ど六甲山から得られる収入で成り立っていた村

で、様々な昔話が語り伝えられている。 
＜＜＜＜川向家川向家川向家川向家＞＞＞＞ 
 源平合戦での唐櫃村は平家の支配下にあった

が、庭先で源氏平家の区別なく、けが人の世話を

した。「川向家」は３００年前に建てられ、萱葺

屋根の農家で「ヤリガンナ」や「チョウナ」など

の、古い大工道具で作られた戸や柱が残る立派な

建物で、県の指定文化財として保存されている。 

 

テーマテーマテーマテーマ：：：：六甲山六甲山六甲山六甲山にににに生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習のののの場場場場をををを求求求求めてめてめてめて 

第２０回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    

あいさつ １３：００～１３：１５ 
実践発表 １３：１５～１４：１０ 
紙 芝 居 １４：１０～１４：２５ 
休  憩 １４：２５～１４：４５ 
質疑応答 １４：４５～１５：５０ 

講演内容講演内容講演内容講演内容    

    ①①①①六甲山六甲山六甲山六甲山のののの歴史歴史歴史歴史とととと楽楽楽楽しみしみしみしみ方方方方    

    ②②②②紙芝居紙芝居紙芝居紙芝居 

     「「「「やまのゆうびんやさんやまのゆうびんやさんやまのゆうびんやさんやまのゆうびんやさん」」」」    

     
 

歴史歴史歴史歴史ハイキングハイキングハイキングハイキング：：：：    

①三国池～ダイヤモン 
 ドポイント～記念碑 
 台～アイスロード 
②六甲最高峰～有馬 
③摩耶山方面 
以上の３コースの見ど 
ころを紹介。 
 

施設施設施設施設めぐりめぐりめぐりめぐり：：：：ホール・オブ・ホールズ六甲、六甲
高山植物園、（元）ＮＴＴ天文通信館、森林植物
園、六甲ガーデンテラス、六甲山牧場、穂高湖、
有馬、六甲山ゴルフ場 

＜＜＜＜六甲山六甲山六甲山六甲山ゴルフゴルフゴルフゴルフ場場場場＞＞＞＞    

 六甲山ゴルフ場は、六甲山に別荘を建て神戸を

愛したイギリス貿易商人のアーサー・ヘスケス・

グルーム氏によって１９０１年に作られた。４ホ

ールのコースから始まり、２年後には９ホールに

増設され、神戸ゴルフ倶楽部が発足。当時の原型

をとどめているのは現在の２番ホールのみ。 

物物物物づくりづくりづくりづくり体験体験体験体験：：：：山菜摘み、押し花、アケビの籠作
り、ガラス瓶工芸 

＜＜＜＜ガラスガラスガラスガラス瓶工芸瓶工芸瓶工芸瓶工芸＞＞＞＞ 

 記念碑台から徒歩約 

８分にある、阪井保宏 

さんのガラス工房「六 

甲木まぐれ」でガラス 

瓶工芸を体験。色々な 

形のカラフルな空き瓶 

をリサイクル利用で作 

品を作る。 

調調調調べるべるべるべる：：：：神戸市立六甲山小学校、六甲山の緑化 

＜＜＜＜六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校＞＞＞＞ 
 昭和２４年４月、西六甲天主教会堂に唐櫃小学

校の分教場としてでき、昭和２７年に神戸市立六

甲山小学校として独立。今年で５５年目にあたる。

平成１４年度から小規模特認校制度をうけ、校区

以外からの通学が認められ、児童数も増えている。 
＜＜＜＜六甲山六甲山六甲山六甲山のののの緑化緑化緑化緑化＞＞＞＞ 
 明治３５年再度山で植林が始まり、補植を含め

５００万本の苗木が植えられたのが六甲山の緑化

の始まりで、一昨年に１００年を迎えた。平成１

８年に、瀬戸内海国立公園編入５０周年を迎える。 

石田石田石田石田さんとさんとさんとさんと青木青木青木青木さんさんさんさん コースコースコースコースのののの説明説明説明説明 

アケビアケビアケビアケビのつるでのつるでのつるでのつるで編編編編んだんだんだんだ籠籠籠籠 

空空空空きききき瓶瓶瓶瓶ををををリサイクルリサイクルリサイクルリサイクル 

緊張緊張緊張緊張してしてしてして出番出番出番出番をををを待待待待つつつつ皆皆皆皆さんさんさんさん 
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六甲山六甲山六甲山六甲山についてのについてのについてのについてのアンケートアンケートアンケートアンケート調査調査調査調査 

 平成１４年神戸婦人

大学生３００名を対象

にアンケートでは、六甲

山は８割が神戸の象徴

というイメージ。六甲山

へ行く目的は、観光やス

ポーツが多く、生涯学習

は意外と少なかった。    

紙芝居紙芝居紙芝居紙芝居～～～～やまのゆやまのゆやまのゆやまのゆうびんやさんうびんやさんうびんやさんうびんやさん～～～～ 

 あけびグループの今後の新たな活動として、次

世代の子供達に神戸市民のふるさとである六甲山

を語り伝えようと紙芝居を作成した。 

 この紙芝居は、今から４ 
０年位前、六甲山郵便局で 
勤務されていた方をモデル 
にした絵本「やまのゆうび 
んやさん」をもとに作成。 
全て自分たちで描いた手づ 
くりの紙芝居である。 
 軽快に拍子木が打たれ、 
参加者全員が童心に返って楽しんだ。 

＜＜＜＜六甲山郵便局六甲山郵便局六甲山郵便局六甲山郵便局＞＞＞＞ 
 明治４３年、神戸中央 
郵便局の分室として設立。 
昭和６年より現在の場所 
に電話局を併設して開設 
された。平成１４年にロ 
グハウス調に改築。 
 
「「「「青青青青いいいい山脈山脈山脈山脈」」」」をををを合唱合唱合唱合唱！～！～！～！～エンディングエンディングエンディングエンディング～～～～ 

 昭和２４年に西条八十氏が、車窓から六甲山の

山並みの美しさを見てつくった詩に、服部良一氏

が曲をつけた歌。改めて六甲山に親しみを込めな

がら、全員で合唱した。 
 

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど：：：： 

１．手製押し花のファイル、２．レジュメ・六甲

山の四季、４．「青い山脈」歌詞、５．物づくり体

験での創作物、６．神戸婦人大学卒業論文 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者のののの声声声声～～～～アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより～～～～    

・誰でも接することの出来るコースや施設など、 
 六甲山をより身近に感じることが出来た。 
・紙芝居はとても上手。子供達にぜひ伝えたい。 

☆☆☆☆参加者参加者参加者参加者のののの皆様皆様皆様皆様へへへへ    

 カンパ箱へのご協力、ありがとうございました。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：３３名(順不同･敬称略、ｺﾞｼｯｸ字はあけび) 
石田 澄子 青木 孝子 植松冨士子 川口喜預子 
黒田 郁子 白石 郁子 田中 弘子 中務 勝子 
西川 節子 藤本 武子 光宗 智子 山口 紀子 
澤田  中 八木  浄 村上 定広 小坂 忠之 
泉 美代子 兼貞  力 高光 正明 福谷真知子 
水谷 真平 高橋 敬三 阪井 保宏 寺田  充 
藤當 和子 浅井 審一 浅井 康枝 呂  少珍 
堂馬 英二 松井 光利 小野 律子 藤井宏一郎 
菖蒲 美枝 

まとめ（石田さん） 

 私達はまだまだ青春！近くて遠い六甲山が子供

たちにとってふるさとの山として、少しでも近く

に感じるように、これからも六甲山をフィールド

とした生涯学習の道を歩みたいと思います。いつ

もは聴く側のリスナーでしたが、今回は講演する

側のスピーカーになりました。今日のこの体験が、

私達の活動の大きな糧になります。 

質疑応答・発表の感想 

・グループが長続きする秘訣は？：六甲山に対する思い 
 入れの共通と、優秀なリーダーに恵まれたから。（代 
 表の石田さんは照れ笑い） 
・楽しく活動していらっしゃるのがよく伝わった。 
・とても分かり易く、上手な発表。学校や文化祭などで 
 やって欲しいと思います。 
・女性らしい気配りが発表内容に表れていた。 
 
 

 「青い山脈」世代の私達の 
若い頃のように純真に課題に 
取り組まれている「あけびグ 
ループ」のすがすがしさに、 
暗いこと悲しい事の多い中に 
しばし心洗われるひとときで 
した。 
 「やまのゆうびんやさん」 
の紙芝居の絵にも、大変お手 
間をかけておられることもスケッチを楽しんで
いる私にはよくわかりました。私の「山の郵便
局」のスケッチです。（（（（左左左左））））３～４年前に改築
された時の様子です。お互いに前向きに、楽し
くがんばりましょう。 
 

 今回は活発な交流ができで大成功でした。市民

セミナーで、参加者の方に共同研究をしていただ

いたり、発表していただけるよう運営を工夫して

いきたいと意を強くしました。（事務局より） 

市民セミナーVol.20 
六甲山に生涯学習の場を 
求めて/あけびグループ 
2004 年 11 月発行 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    浅井浅井浅井浅井    審一審一審一審一さんさんさんさん 

記念撮影記念撮影記念撮影記念撮影 

郵便局郵便局郵便局郵便局ののののスケッチスケッチスケッチスケッチ（（（（浅井浅井浅井浅井さんさんさんさん提供提供提供提供）））） 

はじまりはじまりはじまりはじまり、、、、はじまりぃはじまりぃはじまりぃはじまりぃーーーー！！！！ 
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    ６．六甲山に親しむ 
      ～スポーツからレジャーまで～ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥⑥⑥⑥六甲山六甲山六甲山六甲山でででで俳句俳句俳句俳句をつくろうをつくろうをつくろうをつくろう 
                                                ＰＰＰＰ１１５１１５１１５１１５～～～～１１７１１７１１７１１７ 

半田半田半田半田    陽生陽生陽生陽生 
九年母俳句会九年母俳句会九年母俳句会九年母俳句会 
 
第３２回市民セミナー講演 

２００５年１１月１９日 

 
⑤⑤⑤⑤六甲山六甲山六甲山六甲山をををを描描描描いていていていて                ＰＰＰＰ１１２１１２１１２１１２～～～～１１４１１４１１４１１４ 

浅井浅井浅井浅井    審一審一審一審一 
画家画家画家画家 
（（（（えんぴつえんぴつえんぴつえんぴつスケッチスケッチスケッチスケッチ画画画画）））） 
第２８回市民セミナー講演 

２００５年７月１５日 

①①①①六甲山全山縦走大会六甲山全山縦走大会六甲山全山縦走大会六甲山全山縦走大会のののの 
生生生生いたちといたちといたちといたちと歴史歴史歴史歴史                ＰＰＰＰ１００１００１００１００～～～～１０２１０２１０２１０２ 

中島中島中島中島        龍龍龍龍 
兵庫県山岳連盟兵庫県山岳連盟兵庫県山岳連盟兵庫県山岳連盟 
会長会長会長会長 
第１８回市民セミナー講演 

２００４年９月１８日 

 
②②②②六甲山六甲山六甲山六甲山をををを楽楽楽楽しもうしもうしもうしもう            ＰＰＰＰ１０３１０３１０３１０３～～～～１０５１０５１０５１０５ 

桑田桑田桑田桑田        結結結結             
ブナブナブナブナをををを植植植植えるえるえるえる会会会会 
会長会長会長会長 
第３６回市民セミナー講演 

２００６年３月１８日 

③③③③六甲山六甲山六甲山六甲山ででででハハハハーブーブーブーブをををを楽楽楽楽しもうしもうしもうしもう 
                                                ＰＰＰＰ１０６１０６１０６１０６～～～～１０８１０８１０８１０８ 

高畑高畑高畑高畑        正正正正 
神戸市公園緑化協会神戸市公園緑化協会神戸市公園緑化協会神戸市公園緑化協会 
公園緑地課長公園緑地課長公園緑地課長公園緑地課長 
第１６回市民セミナー講演 

２００４年７月１７日 

 
④④④④六甲山六甲山六甲山六甲山でででで草玉草玉草玉草玉をををを作作作作ろうろうろうろう    ＰＰＰＰ１０９１０９１０９１０９～～～～１１１１１１１１１１１１ 

伊東伊東伊東伊東    吉夫吉夫吉夫吉夫 
三田山草会三田山草会三田山草会三田山草会 
会長会長会長会長 
第９回市民セミナー講演 

２００３年１２月１３日 

六甲山を訪れる観光客は阪神大震災以来大幅に減っていますが、ハイキングで上山する

人は着実に増えています。熟年の登山者が増えていることもあるでしょうが、六甲山はも

ともと健康増進の適地として有名です。明治時代には居留地の外国人がゴルフやハイキン

グなどを広め、様々なスポーツの日本における発祥の地になっています。自然環境と上手

に接してスローライフを味わうことこそ、六甲山の魅力の醍醐味になると思われます。 

「六甲山物語」の最後の段は「六甲山に親しむ」というくくりで、スポーツからボラン

ティア活動、そして創作活動やレジャーまで、幅広い楽しみ方をご紹介します。 

 中島さんには日本全国から注目されるスポーツ・イベントである「六甲山全山縦走大会」

について、桑田結さんからは「登山、自然環境保全のボランティア活動」などの体験を語

っていただきます。高畑さんには多彩な「ハーブ」の楽しみ方、伊東さんには山野草の「草

玉作り」をご紹介いただきます。浅井さんには「えんぴつスケッチ画」、半田さんには「俳

句をつくる」という六甲山での創作活動を手ほどきしていただきます。これらの様々な楽

しみ方は六甲山上で心豊かに時を過ごすことを触発するでしょう。 
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完走完走完走完走はははは次次次次のののの人生人生人生人生へのへのへのへの起爆剤起爆剤起爆剤起爆剤    

 中島さんは、完走認定証を最後の一人まで手渡

すことを喜びにされています。「完走者は皆、不思

議と心優しい人になります。気力体力を確かめ、

奮い立つ自信をうかがえます。」と中島さんは確信

を持って締めくくられました。 

 縦走大会は自分を鍛える大きなきっかけとして

前向きな生き方に勇気づけていることを知り、ま

さに全縦は生涯学習なのだと実感しました。 

※詳しくは１～２ページをお読みください。 
 会員の尾崎さんにレポートをしていただきました。 
 
 
 

 以前から六甲全山縦走大 
会に興味がありましたが、 
なかなか完走に自信がなく 
参加出来なかったのです。 
 縦走大会が生まれてから 
の歴史や、縦走大会のボラ 
ンティアの皆様の苦労話を 
興味深く聞かせていただき 
ました。これからの課題として、山でのマナーを
どうすればよいのかについて考えさせられる話で
した。 
 完走された方の気力、体力が次の活動への出発
点となるとのことでした。中島先生から、予行演
習として、全縦走行程を分けて歩いてみたらどう
かとのアドバイスをいただきました。次回はぜひ
とも参加したいと考えております。 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局    兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
   灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所    神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

３０３０３０３０年年年年のののの積積積積みみみみ重重重重ねねねね    

 台風が近づいては通り過ぎてと繰り返す、少し

不安定な天候の中、１８回目の市民セミナーを行

いました。今回は神戸のスポーツ文化として有名

な、六甲全山縦走市民の会の「六甲全山縦走大会」

について、主宰者である中島さんにお話しいただ

きました。昭和５０年より開催され、今年は大会

３０周年で大きな節目の年にあたります。蓄積し

た歴史背景や現在の運営の話を伺って、参加者は

全縦への関心を大いに高めました。 

神戸神戸神戸神戸からからからから全国全国全国全国にににに発信発信発信発信しているしているしているしているスポーツスポーツスポーツスポーツ文化文化文化文化    

 「六甲全山縦走大会」は、六甲山系西の須磨浦

公園から東の宝塚までの５６キロを、１日で歩く

ハードな行事です。毎年１１月に２回開催され、

第２９回までの参加者は約１０万人で、ほぼ８

５％の人が完走しています。最近では約６割が神

戸市外や全国各地からの参加者となっています。 

 大都市神戸の背山で、登山道からすぐに市街地

に出られるという、類のない環境が活かされてい

ます。参加者だけでなく主催者やボランティアの

力で大会を支えられています。神戸が全国に誇れ

る代表的なスポーツ文化であると確信しました。 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    渡辺渡辺渡辺渡辺    洋洋洋洋さんさんさんさん 

   
 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

生活復興県民生活復興県民生活復興県民生活復興県民ネットネットネットネット・・・・地域活動推進講座地域活動推進講座地域活動推進講座地域活動推進講座、、、、灘区灘区灘区灘区「「「「地域地域地域地域

力力力力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」事業事業事業事業、、、、ひょうごひょうごひょうごひょうご環境保全創造活動環境保全創造活動環境保全創造活動環境保全創造活動、、、、 

コープコープコープコープこうべこうべこうべこうべ環境基金環境基金環境基金環境基金、、、、コベルココベルココベルココベルコ自然環境保全基金自然環境保全基金自然環境保全基金自然環境保全基金 

市民セミナーVol.18 
六甲全山縦走大会の 
生いたちと歴史/中島 龍 
2004 年 9 月発行 

 

    第１８回テーマ： 

 六甲全山縦走大会の 

       生いたちと歴史 
 

講演内容講演内容講演内容講演内容 

    ①①①①縦走大会縦走大会縦走大会縦走大会がががが生生生生まれるまでまれるまでまれるまでまれるまで    

    ②②②②縦走大会縦走大会縦走大会縦走大会のののの移移移移りりりり変変変変わりわりわりわり    

    ③③③③縦走大会縦走大会縦走大会縦走大会にににに関関関関わるわるわるわるボランティアボランティアボランティアボランティア 

実施日：平成１６年９月１８日（土） 

            午後１時～４時 

場 所：六甲山自然保護センター内 
            レクチャールーム 

講師講師講師講師：：：：中島中島中島中島
なかじま

    龍龍龍龍
りゅう

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
１９３６年芦屋市在住 
サラリーマン歴４５年（公
務員４１年、民間４年） 
現在、六甲全山縦走市民の
会会長、兵庫県山岳連盟会
長として活躍。 

高取山高取山高取山高取山のののの全縦記念碑全縦記念碑全縦記念碑全縦記念碑 

歴史背景歴史背景歴史背景歴史背景についてについてについてについて耳耳耳耳をををを傾傾傾傾けるけるけるける 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

６６６６６６６６６６６６－－－－－－－－－－－－①①①①①①①①①①①①            
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はじめにはじめにはじめにはじめに（（（（中島中島中島中島    龍龍龍龍さんさんさんさん）））） 

 全縦市民の会のお世話

をさせていただいており

ます。六甲全山縦走の話を

しますが、全縦をされた方

はいらっしゃいますか？

（２名の手が挙がった） 
 今年も１１月１４日と

２３日の日程で行います。

今日はそもそも全縦とは

何なのかをお話ししたい

と思います。 

講演内容講演内容講演内容講演内容    

居留地外国人居留地外国人居留地外国人居留地外国人ののののハイキングハイキングハイキングハイキング文化文化文化文化がががが発端発端発端発端    

 明治以降、六甲山の開祖であるグルーム氏など、

神戸居留地外国人達によって、山を歩くというハ

イキングの文化が神戸に入り、毎日登山へとつな

がった。毎日登山の発祥は善助茶屋である。その

後、数多くの登山団体が生まれ、六甲山系を自由

自在に踏破していった。谷や尾根、いろいろなル

ートをつくりそれらをつないで、須磨から宝塚ま

で歩こうとなった。 

 六甲全山は主な山で数えると、１４ぐらいある。

高低差を足すと全部で約３０００ｍ、距離は起点

の須磨から宝塚の終点までで５６㎞ある。 

最初最初最初最初のののの縦走縦走縦走縦走はははは大正大正大正大正１４１４１４１４年年年年 

 文献によると、最初の縦走は、神戸徒歩会の会

長であった直木重一郎氏他２名が、大正１４年１

１月に須磨浦公園の敦盛塚から宝塚まで行った。

翌年の大正１５年に「第１回六甲山脈大縦走」と

して、宝塚から須磨への逆縦走で開催した。 

 その後、昭和４１年からヒヨコ登山会が大会を

開催。神戸市よりも９年も早く開催しており、縦

走大会については大先輩にあたる。現在もヒヨコ

 

テーマテーマテーマテーマ：：：：六甲全山縦走大会六甲全山縦走大会六甲全山縦走大会六甲全山縦走大会のののの生生生生いたちといたちといたちといたちと歴史歴史歴史歴史 

第１８回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    

あいさつ １３：００～１３：１５ 

講  演 １３：１５～１４：１５ 

質疑応答 １４：１５～１４：５５ 

休  憩 １４：５５～１５：１５ 

懇 親 会 １５：１５～１６：００ 

講演内容講演内容講演内容講演内容    

 ①縦走大会が生まれるまで 

 ②縦走大会の移り変わり 

 ③縦走大会に関わるボランティア 

 

登山会にボランティアをしてもらっている。この

ようにそれぞれの山岳団体が独自に六甲山系を利

用して大会を開いていた。 

余暇余暇余暇余暇のののの活用活用活用活用からからからから縦走大会縦走大会縦走大会縦走大会のののの開催開催開催開催へへへへ 

 昭和４０年代後半、世の中が落ち着き、日本が

豊かになった。神戸市では市民の余暇を考える、

余暇開発課を設置した。登山、ハイキングの需要

と、六甲山の活用が浮かび上がった。状況は違う

が課題は現在と似ており、時代は繰り返している。   

 そして、六甲山系を縦走してみたいが一人では

不安という市民を対象に、全縦大会を開こうと話

が進んだ。個人にチャンスを与える大きなきっか

けとなった。 
 最初は神戸市が主催者で、昭和５０年の勤労感

謝の日に「第１回六甲全山縦走大会」を開催した。

５６㎞という長距離を大勢が１日で歩くというこ

とで、安全面からの検討を重ねた。その結果、参

加対象を神戸市在住または在勤者に限った。 

 第３回から全縦市民の会が発足し、神戸市と共

催になり、大勢の参加者が集まり賑わった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約約約約６６６６割割割割がががが神戸市外神戸市外神戸市外神戸市外のののの参加者参加者参加者参加者 

 第９回から参加者が減少したため、第１２回以

降、神戸市外の参加者も受け入れている。六甲山

への憧れか、北海道から沖縄まで全国から集まり、

約６割が神戸市外の参加者である。また当初の主

旨では初めての参加者を優先にしていたが、回数
制限もなくした。 

                須磨須磨須磨須磨アルプスアルプスアルプスアルプス 

温厚温厚温厚温厚なななな中島中島中島中島さんさんさんさん 

菊水山菊水山菊水山菊水山からからからから鍋蓋山鍋蓋山鍋蓋山鍋蓋山へへへへ 
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自己責任自己責任自己責任自己責任～～～～自分自分自分自分のののの力力力力でででで歩歩歩歩くくくく～～～～ 

 全縦大会には、ボランティアはなくてはならな

い存在である。朝から晩まで参加者のために協力

する。チェックポイント係や誘導班他、毎回１５

０名のボランティアが集まる。住民の方も温かく

見守っているという点でボランティアといえる。 
 摩耶山を守ろう会のホットレモンサービスも第

１回から続いており、他には森林整備事務所、兵

庫県山岳連盟、ヒヨコ登山会、毎日登山が協力し

ている。参加者に呼びかけ「緑の募金」も行い、

縦走路の整備や道標の新設に役立てている。アン

ケートには、ボランティアへの感謝の言葉も多い。 
 第２８回で、全縦市民の会がこれまでやってき

た安全を重要視する手取り足とりの対応に、参加

者の甘えが出てきたと反省した。自己責任で自分

の力で歩く力が失われてきたと考え、大会のあり

方を見直した。 

 第２９回からチェックポイントの数を減らし、

装備の確認も自分の力で歩くのだから自分で管理

するべきと、責任を持ってもらうようにしている。 

自分自分自分自分をををを鍛鍛鍛鍛えるえるえるえる大大大大きなきっかけきなきっかけきなきっかけきなきっかけ 

 終点では、完走認定証 
と記念盾が手渡しされる。 
完走者は１日の辛さも忘 
れ、達成感を味わう。縦 
走大会で自分の気力、体 
力を試して完走したら、 
次の人生へと奮い立つ自 
信が生じ、前向きな生き 
方につながるようだ。 
 参加者だけでなくボランティアも喜び楽しんで

協力している。いろいろな力があってこそ大会は

成り立つ。とても感謝している。今後も末永く続

け、神戸の誇るべきスポーツ文化を次世代に伝え

ていきたいと中島さんは語った。 

 
 

 

 

    

    

    

 

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど：：：： 

１．座談会「２５周年を迎えた六甲全山縦走大会」 
２．六甲全縦とともに２７年 

 （１.２とも『月刊神戸グー』より一部抜粋） 

３．『市民グラフこうべ』特集「六甲全山縦走」（回覧）    
４．六甲全山縦走マップ、縦走関係冊子の頒布 

六甲全山縦走大会六甲全山縦走大会六甲全山縦走大会六甲全山縦走大会のののの問問問問いいいい合合合合わわわわせせせせ先先先先 
神戸市生活文化観光局生活文化部文化交流課内
「六甲全山縦走大会係」 
TEL：０７８－３２２－５１６６ 

☆☆☆☆参加者参加者参加者参加者のののの皆様皆様皆様皆様へへへへ    

 カンパ箱へのご協力、ありがとうございました。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２１名(順不同･敬称略) 
中島  龍 八木  浄 小坂 忠之 村上 定広 

澤田  中 石田 澄子 青木 孝子 尾崎 尚子 

渡辺  洋 岡  敏明 前田 康男 森本 隆夫 

澤田 俊哉 大谷安規永 津田  實 北山健一郎 

山田 裕之 堂馬 英二 松井 光利 藤井宏一郎 

菖蒲 美枝 

  
 

 
 富士山を見ながら高学年 
の方々に導かれて、大宮国 
民学校へ通いましたが、戦 
争が激しくなり、山梨に疎 
開をしました。あの雄大な 
美しい富士は、頭の中にだ 
けあります。 
 現在、六甲山の麓に居住 
できて嬉しく思いながらも 
登ることは殆どなく、この度は喜んで上山しまし
た。空気はおいしいですし、心身共に清まり、特
に緑は目が癒され安らぎます。あまりにも近すぎ
て、素晴らしいお山を忘れていると思わせていた
だきました。山を愛し大切に皆さんと共に護らせ
ていただきたく考えています。 
 

参加者参加者参加者参加者のののの声声声声～～～～アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより～～～～ 

・六甲全山縦走大会に来年は参加したい。 

・ボランティアの皆さんに感謝したい。 

・神戸の街のイベントが全国展開してうれしい。 

・市民の大きな財産を後世へ伝えたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

事務局事務局事務局事務局よりよりよりより 

 穏やかな中島さんと活発なやりとりが出来て、

楽しい１日でした。次回挑戦したいとの声もあが

り、盛り上がりました。 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    大谷大谷大谷大谷    安規永安規永安規永安規永
あ き え

さんさんさんさん 

市民セミナーVol.18 
六甲全山縦走大会の 
生いたちと歴史/中島 龍 
2004 年 9 月発行 
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岡岡岡岡    敏明敏明敏明敏明さんさんさんさん 津田津田津田津田    實實實實さんさんさんさん 
鵯越鵯越鵯越鵯越のののの道標道標道標道標 

全縦全縦全縦全縦のののの詩詩詩詩 
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■■■■プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト学習学習学習学習    
 自分で取り組むテーマを決める。疑問や知りたい

こと、伝えたいことを深く追究する。インターネッ

トや本、図鑑を用いて分かったことを自分でまとめ

る。ここでは問題解決能力を身につける。 

■■■■とことんやろうとことんやろうとことんやろうとことんやろう！！！！    
子供たちが自分の好きなことにとことん取り組

む。自分で目標を立て、達成するにはどうすればい

いかを考える。漫画を１０冊描いた子や、裁縫が好

きで小物入れを作った子。クッキーをたくさん焼い

た子など、さまざま。自分でテーマを決められない

子はナビゲータと一緒に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３３３．．．．カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム作作作作りをりをりをりを体験体験体験体験    

ラーンネットでのテーマ学習を参加者で考えた。

まず取り組んでみたいテーマを出し合ったが、大人

になると子供のようにどんどん意見は言えないも

の。六甲山の「古道」、「蜂」、「食べられる植物」を

テーマに決めて、グループごとに模造紙を囲んで意

見を出し合った。まとまった意見はグループの代表

者が発表した。六甲山小学校の南馬先生は歌も交え

て発表するなど楽しい発表会になった。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    ◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど 

 ・レジュメ ・スライド 

 ・スクール紹介ビデオ 

 ・資料①「無限の可能性を 

   引き出す学校をつくる！」 

 ・資料②スクールの紹介  

 ・参考図書『第３の教育』 

       炭谷俊樹著 角川書店 

   

 
    
 

  

 

     

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者のののの感想感想感想感想    ～～～～アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより～～～～     

・スクールの存在を初めて知った。 

・子供達一人一人を理解しナビゲートする重要さ、ナ 

 ビゲーター自身も子供と一緒に成長していくのだな 

 と感じた。 

・新しい小・中教育の一つとして注目したい。 

・ナビゲータの皆さんが元気はつらつで頼もしい。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：１８名（順不同・敬称略） 
吉岡 至浩 石川 朋子 中野 真季 大谷安規永 
村上 定広 八木  浄 青木 孝子 小坂 忠之 
南馬  進 兼貞  力 石田 澄子 泉 千代子 
高光 正明 堂馬 佑太 堂馬 英二 中川貴美子 
藤井宏一郎 菖蒲 美枝  

 

 

 

 

 

質疑応答 

ラーンネットで働こうと思った動機は？：幼稚園で

保母をしていたが、やりたいことをやり切れなかっ

た。そんなとき本でラーンネットを知って、ボラン

ティアとして働き始めたのがきっかけ。自分のいい

ところを伸ばせられる学校だと思う。だからこそ子

供も伸びるのだと実感している。（石川さん） 

まとめ 

 スタッフはお金が目的ではなく子供たちが元気

でのびのびとやってくれたらいいと思っている。テ

ストだけはできるような優秀な人ではなく、堂々と

話のできる人に育って欲しい。 

 
 

初のセミナーで、私達が感じ 
たことは、「楽しかった～！」 
でした。その楽しさの素は、そ 
こに集まって来られた「人」で 
した。当スクールのテーマ学習 
体験をして頂き、「六甲山」を素 
材に「古道」「食べる」「蜂」と 
いろんなアイディアを聞かせて 
頂きました。六甲山をこよなく愛し、楽しもうとし
ている方々と交流を深める場が持て、そこで「仲間」
の輪が広がったことがとても嬉しいセミナーでした。 
  

事務局より 

 今回は、ラーンネット・グローバルスクールの紹

介をもとに教育についていろいろな意見を交換す

ることができました。この出会いをきっかけに今後

も積極的に交流していきたいと思います。 

感想感想感想感想    ナビゲータナビゲータナビゲータナビゲータ：：：：石川朋子石川朋子石川朋子石川朋子さんさんさんさん 

市民セミナーVol.30 
出る杭をのばす教育の実践/
ラーンネット・グローバルスク
ール 2005 年９月発行 

プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト学習学習学習学習のののの様子様子様子様子 

ラーンネットラーンネットラーンネットラーンネット・・・・グローバルスクールグローバルスクールグローバルスクールグローバルスクール    
〒658-0072 神戸市東灘区岡本 2-8-14 

TEL：078-436-8575 FAX：078-436-8576 

URL：http://www.l-net.com/ 

『『『『第第第第３３３３のののの教育教育教育教育』』』』    

「「「「古道古道古道古道」：」：」：」：青木孝子青木孝子青木孝子青木孝子さんさんさんさん グループグループグループグループにににに分分分分かれてかれてかれてかれて話話話話しししし合合合合うううう 

「「「「食食食食べるべるべるべる」：」：」：」：南馬南馬南馬南馬    進進進進さんさんさんさん 「「「「蜂蜂蜂蜂」：」：」：」：藤井宏一郎藤井宏一郎藤井宏一郎藤井宏一郎さんさんさんさん 

ナビゲータナビゲータナビゲータナビゲータととことんやるととことんやるととことんやるととことんやる 
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六甲山六甲山六甲山六甲山をををを生生生生かすかすかすかすアイデアアイデアアイデアアイデアもももも豊豊豊豊かかかか    

講演の後、恒例の焼き芋の他に、ケーキやアル

コールなど沢山の差し入れをいただきました。み

んなで楽しく懇親し、盛り上がりました。 

交流会では当会の活動報告をしました。桑田さ

んから六甲山上を東部・中央部・西部の３つに分

けてそれぞれを楽しむ構想もお話され、六甲山を

生かす議論で賑わいました。 

盛盛盛盛りだくさんのりだくさんのりだくさんのりだくさんの３３３３周年記念周年記念周年記念周年記念  
平成１７年度最後の市民セミナーも盛況に終わ

り、３６回の継続開催を達成しました。新しい参

加者が加わり大変充実しました。 
交流会で挙がったアイデアのいくつかの実現を

検討し、六甲山を楽しめる環境を整備していきた

いと思います。 

※詳しくは、１．２ページをお読みください。 

 
 

セミナーにはじめて参加しま 
した。ブナ育樹の話はもちろん 
大変興味深く伺いましたが、集 
っている皆さんが六甲山に対し 
それぞれ大変熱い思いを抱かれ、 
大切にされていることに感銘を 
受けました。「神戸に住まいは 
じめた新しい世代が、自然散策 
などで六甲山の環境に気軽に親しみ、豊かさを体感
して欲しい」という皆さんの願いの実現に向けて、
自分も少しでもご協力差し上げたいと思います。 
（人と防災未来センター 企画ディレクター） 

 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

協力協力協力協力：：：：兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所 神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

桑田桑田桑田桑田さんはさんはさんはさんは自然自然自然自然にににに関関関関わるわるわるわる名束名束名束名束ねねねね役役役役  

当日は季節はずれの小雪がちらつきました。今

回は六甲山の麓で暮らして７０年になる、桑田結

さんを講師にお招きしました。桑田さんは「ブナ

を植える会」の第５代目会長で、日本山岳会の関

西支部にも所属され、登山や自然環境などの束ね

役として活躍されています。幼少期から現在にわ

たる六甲山との関わりや今後について熱く語って

いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「「「「ブナブナブナブナをををを植植植植えるえるえるえる会会会会」」」」はははは環境保全環境保全環境保全環境保全のののの代名詞代名詞代名詞代名詞    

「ブナを植える会」は、兵庫県の自然環境の保

護・育成を目的として森づくりに関わっている代

表的な市民団体です。会員は３５０名で、但馬地

方や六甲山を中心にブナの植樹や育樹の活動をさ

れています。桑田さんは設立時のメンバーで、２

５年間にわたる様々な活動についてご紹介いただ

きました。ブナは育ちにくく、成長も遅い樹木だ

そうです。数十年後のことを考えて植樹する息の

長い活動に感心しました。 

市民セミナーVol.36 
六甲山を楽しもう 
/桑田 結  
2006 年 3 月発行 

      第３６回テーマ： 六甲山を楽しもう 

 

                                                        講演内容講演内容講演内容講演内容    

①①①①山山山山とともにとともにとともにとともに六十余年六十余年六十余年六十余年    

                                                            ②②②②「「「「ブナブナブナブナをををを植植植植えるえるえるえる会会会会」」」」をををを    

支支支支えてえてえてえて２５２５２５２５年年年年    

③③③③六甲山六甲山六甲山六甲山へのへのへのへの思思思思いはいはいはいは健在健在健在健在、、、、    

ここここ                                                        これからのこれからのこれからのこれからの六甲山六甲山六甲山六甲山をををを考考考考えるえるえるえる    

    

                                 実施日：平成１８年３月１８日（土） 

                      午後１時 ～ ３時４５分 

                      場 所：六甲山ＹＭＣＡ 里見ホール 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    平林平林平林平林    英二英二英二英二さんさんさんさん 

講師講師講師講師：：：：桑田桑田桑田桑田
くわた

    結結結結
むすぶ

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
１９３５年生まれ、神戸市
出身。関西大学法学部卒
業。関西大学山岳部。１９
８０年「ブナを植える会」
設立時に入会、１９９８年
第５代目会長に就任。 
 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

（（（（財財財財））））大阪大阪大阪大阪コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ財団財団財団財団（（（（東洋東洋東洋東洋ゴムグループゴムグループゴムグループゴムグループ環境環境環境環境

保護基金保護基金保護基金保護基金）、（）、（）、（）、（財財財財））））ひょうごひょうごひょうごひょうご環境創造協会環境創造協会環境創造協会環境創造協会、、、、コープコープコープコープこうこうこうこう

べべべべ環境基金環境基金環境基金環境基金、、、、灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所「「「「地域力地域力地域力地域力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」事業助成事業助成事業助成事業助成 

六甲山最高峰六甲山最高峰六甲山最高峰六甲山最高峰ででででブナブナブナブナをををを植樹植樹植樹植樹        

桑田桑田桑田桑田さんのさんのさんのさんのブナブナブナブナへのへのへのへの思思思思いにいにいにいに耳耳耳耳をををを傾傾傾傾けるけるけるける 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

６６６６６６６６６６６６－－－－－－－－－－－－②②②②②②②②②②②②            
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市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    
１．昼食懇親：１２：３０～１３：０５ 
２．あいさつ：１３：０５～１３：１５ 

３．講  演：１３：１５～１４：５０ 
４．質疑応答：１５：１０～１５：３０ 

５．懇 談 会：１５：３０～１５：５０ 

 

講演の挨拶（桑田結さん） 

「ブナを植える会」の第５代 

会長を務めています。「活用する 

会」の幹事も務めています。今 

年で７１歳になります。三宮辺 

りで生まれ、３歳から六甲山の 

洗礼を受けて以来、約７０年六 

甲山に親しんでいます。大学で 

山岳部に入り、昭和２８年頃か 

ら５０年間、登山をしています。 

講演内容 

１１１１．．．．登山生活登山生活登山生活登山生活５０５０５０５０年年年年 

■登山で鍛えた体力と精神力 
登山を始めた当時は化学繊維もなく、装備が悪かっ

た。毎日が辛抱の連続のような山登りで、苦しみなが

らやってきた。インスタント食品が無い時代で、食料

は前もって洗った米か、ビスケットだった。生鮮食料

品もなく、耐乏生活の極で、早く山を降りないと栄養

失調で死んでしまう、というような山登りだった。 

大学３年のときには厳冬期に４０日かけて北アル

プスの稜線を縦走した。今でもこの記録は破られてい

ない。山での経験から自然の厳しい環境に耐えうる体

力と精神力ができたと思っている。 

■ブナの存在は知っていたが・・・ 
山登りを通じて、ブナの木の存在は知っていたが、

特に気に留めていなかった。だが山肌一面、ブナを切

って建材のために造林するという場面にたびたび遭

遇していた。当時は反対運動はまだなかった。 

普通ハイキングではブナ林まで登ってこないので、

雑木林を切られて、針葉樹が植えられていることがわ

からない。山登りでの経験が、今でも植樹地を見ると

きの役に立っていると思う。 

２２２２．．．．ブナブナブナブナをををを植植植植えるえるえるえる会会会会 

■ブナの会は２５年前に発足 
ブナを植える会は今から２５年前に結成された。ス

キーの遭難事故の慰霊に鉢伏高原に行った岳友が、山

にブナがほとんどなくなって 

いるのを目にした。「『ブナ 

を切るな』と言っても手遅れ 

だから、それなら植えていこ 

う」ということでブナを植え 

る会が結成された。 

 

県の林務課に行って交渉し、鉢伏高原に植樹する

ことになった。１０００本のブナの苗木を購入して

植樹した。 

■ブナの会の植樹活動 
活動は但馬地方を中心に進めている。会員は現在３

５０名だ。昔と比べると、環境に対する一般の方の関

心も高くなり、自然保護団体は一層頑張らないといけ

ない。現在は油コブシの登山口でＨＡＴ－Ｊとタイア

ップした植樹活動なども展開している。 

名称は「ブナを植える会」 

だが、ブナだけでなく、落葉 

広葉樹であれば良いと思って 

いる。ブナは存在感がある木 

で、みんなに通じやすい。 

■ブナは森のダム 
ブナは日本の脊梁山脈の頂 

上部分、標高２０００m前後 

が植生に適した高さだ。ブナ 

は根が幅広く張って、根自身 

に保水力がある。落ち葉は積 

み重なって腐葉土に変化し、 

水を蓄えることができる。森 

のダムという呼び名もある。 

■植樹は息の長い作業 
ブナは育ちにくい上に、成長が遅い。最初に植え

た１０００本のうち、５０本ぐらいしか育たなかっ

た。今は苗畑で育てて、６０ｃｍ程度に生長してか

ら植樹している。夏場の下草刈りも欠かせない。広

葉樹を植えて育てるのは本当に大変だ。 

２０年以上前に植樹したブナでも、７～８ｍ程度

の高さになっているだけで、花も咲かせていない。

ブナを植えた人は、その木が花や実をつけるのを見

ずに亡くなっていく。木を植えるのは本当に息の長

い大変な作業だ。サクラを植えて４、５年で花見が

できる感覚とは違う。数１０年後のことを考えて植

樹する計画性も重要だ。 

 

 

テーマ：六甲山を楽しもう 

ブナブナブナブナをををを植植植植えるえるえるえる会会会会のののの活動紹介活動紹介活動紹介活動紹介パネルパネルパネルパネル 

桑田桑田桑田桑田 結結結結さんさんさんさん 

第３６回市民セミナーの流れ 

講演講演講演講演 

①①①①山山山山とともにとともにとともにとともに六十余年六十余年六十余年六十余年    

②②②②「「「「ブナブナブナブナをををを植植植植えるえるえるえる会会会会」」」」をををを支支支支えてえてえてえて２５２５２５２５年年年年    

③③③③六甲山六甲山六甲山六甲山へのへのへのへの思思思思いはいはいはいは健在健在健在健在、、、、    

これからのこれからのこれからのこれからの六甲山六甲山六甲山六甲山をををを考考考考えるえるえるえる    

植樹後植樹後植樹後植樹後ののののブナブナブナブナ    

ブナブナブナブナのののの若葉若葉若葉若葉    
２００５２００５２００５２００５年年年年のののの様子様子様子様子 最初最初最初最初のののの植樹植樹植樹植樹（（（（１９８０１９８０１９８０１９８０年年年年））））    
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■植樹が地域活性にもつながっている 
植樹では農山村の住民との交流も一つのテーマとし

ている。最初は「緑がいっぱいのところに、何でブナ

を植えるんだ」と、怪訝な顔をされた。次第に広葉樹

の重要性を理解していただくことができ、２、３年経

つと地域の方と一緒に活動をするようになった。ブナ

の植樹の際には模擬店や餅つきが行われる。さながら

地域の運動会で、地域の活性化にもつながっている。 

■六甲山のブナ 
平成５年に六甲山のブナが実をつけた。３００個ほ

ど拾って森林植物園の苗畑で育てた。半分ほどは生長

し、紅葉谷や六甲山の最高峰周辺に植樹した。現在六

甲山のブナは全部で１３０本程度が確認されている。 

 ブナは毎年実をつけず、早いサ 

イクルでは３年周期ぐらいで実を 

つける。種がない「シイナ」だけ 

のこともよくある。六甲山では平 

成５年以降、種ができていない。 

そろそろ種ができても良い頃だが、 

なかなか思うようにいかない。 

３３３３．．．．これからのこれからのこれからのこれからの六甲山六甲山六甲山六甲山 

六甲山は大まかに３つの区域に分かれる。最高峰

から東は登山の区域、最高峰から摩耶山までのレジ

ャーや自然を楽しむ区域、摩耶山から西は自然が豊

かで教育施設のある地域だ。中央部は市民が自由に

楽しめる地域であってほしい。 

◆桑田さんからの提案 
公共の広場やハイキングコース：六甲山上には公共

的な広場がほとんどなく、後は私有地と道路ばかり

だ。子供たちがわあわあ言って遊べる広場がない。

公衆トイレも六甲山に少ない。ファミリー向けに１

日遊べるハイキングコースが必要だ。 

自然観察のフィールド：きれいな花があると聞く

と、すぐちぎって持って帰る人がいる。できればそ

ういうことなしに、観察する気持ちが欲しい。自然

保護センターの北側の散策路を「自然観察フィール

ド」として活用してみたい。本当に自然のままを観

察できるようなフィールドが欲しい。 

 

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど 

 ・レジュメ 

 ・参考資料（２種） 

 ・ブナを植える会の 

活動紹介パネル 

 ・創立２５周年記念誌、 

  測樹データ集計表 ほか 

   

 

  

 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者のののの声声声声～～～～アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより～～～～ 

 ・今とは違う昔の登山の話がおもしろかった。 

 ・植樹するという作業がいかに将来を見据えた遠大 

  なものであるかを実感した。 

 ・ブナの特性がよくわかった。 

・懇親会は年代の違う人と交流ができて良かった。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２８名（順不同・敬称略） 
桑田  結 村上 定広 浅井 審一 浅井 康枝 
泉 美代子 八木  浄 福永 一登 武野 真也 
七目木修一 小野 涼子 山田 良雄 森澤 富江 
宇佐見勢都子 岡 敏明 小笠原晋子 山本  茂 
板脇 道雄 里山 文英 向山三年子 平林 英二 
兼貞  力 久保 順一 久保まゆみ 田路  弘 
堂馬 英二 藤井宏一郎 堂馬 佑太 菖蒲 美枝 
  

ボランティア活動のフィールド：六甲山上に広場や事

務所のような、人が集まれる場所が欲しい。ボラン

ティアの人や、自然に親しむために六甲山に登って

きた人たちの憩える場所も必要だ。 

質疑応答 

◆六甲山のブナの植生範囲は増えているの？：下に

笹があると新しい木が育たず、発芽しても２年目に

消えてしまう。自然の幼木は無いようなので今のま

ま行くと減っていく。 

◆ブナはどのぐらいの大きさになるの？：村岡町に

は直径１ｍ以上、高さ約２０ｍのブナがある。六甲

山の紅葉谷にある次郎ブナは直径８０cmか１m程

度あり、樹齢は２００年以上だと思う。 

まとめ（桑田さん） 

「六甲山自然保護センターを活用する会」の活動

は、自然保護センターだけにとらわれず、「六甲山

をどないするんですか」という大きな捉え方で、今

後の活動を展開する必要があると思います。 

事務局より 

「ブナを植えた人は、花や実をつけるのを見ずに亡

くなっていく。」ひとりの一生の規模を越えて、数十

年先の子の代、孫の代を考えた活動に感銘を受けまし

た。市民セミナーの活動の持続や、自然観察フィール

ドづくりに注力したいと思います。 

 

ブナブナブナブナをををを植植植植えるえるえるえる会会会会    
〒652-0884神戸市兵庫区和田山通1-2-25 
D-102 （有）桑田製作所内 桑田結       
TEL：078-652-7624 FAX：078-652-7625 
http://www.bunawouerukai.jp/ 

    

市民セミナーVol.36 
六甲山を楽しもう 
/桑田 結  
2006 年 3 月発行 

 

ブナブナブナブナのののの発芽発芽発芽発芽    

３３３３周年周年周年周年をををを記念記念記念記念してしてしてして、、、、全員全員全員全員でででで記念撮影記念撮影記念撮影記念撮影    

記念誌記念誌記念誌記念誌やややや会報会報会報会報などなどなどなど    
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ハーブの香りが漂い全員がリフレッシュ。ハーブ

ティー、ケーキやクッキー、フェイシャルスチー

ムと盛りだくさんの体験をしました。懇親会でも、

高畑先生を囲んでハーブの育て方やジャムの作り

方、更に楽しいハーブの味わい方などいつまでも

話が弾みました。 

豊豊豊豊かなひとときをかなひとときをかなひとときをかなひとときを大切大切大切大切にしたいにしたいにしたいにしたい    

 今回はハーブを入り口に、自然との密着や結び

つきというものを追求しました。常に「本当の豊

かさ」を求めていくことが根本にあり、生涯学習

をライフスタイルに反映させるヒントも得まし

た。これを契機に、市民セミナーのテーマや運営

に「本当の豊かさ」を味わえる彩りを取り込みた

いと痛感しました。 

※詳しくは１～２ページをお読みください。 
 尾崎尚子さんにレポートをしてもらいました。 
 

 神戸市街を横目に眺めヒ 
グラシの涼しげな声をきき 
ながら、猛暑を忘れて様々 
なハーブの芳香をかぎ、味 
わい、五感をよく使いまし 
た。ローズマリーやゼラニ 
ウム入りのケーキやクッキ 
ー、ハーブティーの試飲で 
心身共に満足の午後でした。 
 
 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局    兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
   灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所    神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

梅雨明梅雨明梅雨明梅雨明けのさわやかなけのさわやかなけのさわやかなけのさわやかな六甲山六甲山六甲山六甲山    

 六甲山はとても涼しく、街中と５℃の気温差が

ありました。登る途中には、紫のブッドレアがぶ

どうのような房をたらし、ねむの木はピンクの花

を左右に揺らしていました。道行く人に扇で風を

送る様な、爽やかな初夏の訪れを感じました。 

「「「「本当本当本当本当のののの豊豊豊豊かさかさかさかさ」」」」をををを説説説説くくくく高畑高畑高畑高畑さんさんさんさん    

 講師の高畑正さんは、今年３月まで神戸市立布

引ハーブ園長を務められ、現在は（財）神戸市公

園緑化協会の公園緑地課長をされています。エコ

アップやトンボサミットなど、自然関係で活躍さ

れる中心的存在です。今回は短時間で、たくさん

のハーブの紹介と実演をご披露いただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

いろいろないろいろないろいろないろいろなハーブハーブハーブハーブをををを五感五感五感五感でででで味味味味わえたわえたわえたわえた    

 ５０種類以上のハーブを、一枚一枚手にして匂

ったり、触ったり、かじったりして味わいました。

市民セミナーVol.16 
六甲山でハーブを 
楽しもう/高畑 正 
2004 年 7 月発行 

第１６回テーマ： 六甲山でハーブを楽しもう 
 
 

                                                講演内容講演内容講演内容講演内容 

                                                ①①①①ハーブハーブハーブハーブとはとはとはとは    

                                                ②②②②世界世界世界世界ののののハーブハーブハーブハーブ・・・・日本日本日本日本ののののハーブハーブハーブハーブ    

                                                ③③③③五感五感五感五感ででででハーブハーブハーブハーブをををを味味味味わおうわおうわおうわおう 

                                                    におうにおうにおうにおう・・・・さわるさわるさわるさわる・・・・食食食食べるべるべるべる 

                                                    実施日：平成１６年７月１７日（土） 

                                                                午後１時～４時 

                                                    場    所：六甲山自然保護センター内 
                                                           レクチャールーム 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想        青木青木青木青木    光子光子光子光子さんさんさんさん 

講師講師講師講師：：：：高畑高畑高畑高畑
たかはた

    正正正正
ただし

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
１９５３年生まれ。１９７
５年大阪府立大学農学部
卒業。神戸市役所に勤務。
現在（財）神戸市公園緑化
協会公園緑地課長。 農都
ネットこうべ代表、前布引
ハーブ園長。 香香香香りいっぱいのりいっぱいのりいっぱいのりいっぱいのハーブハーブハーブハーブをををを囲囲囲囲んでんでんでんで 

 

   
 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

生活復興生活復興生活復興生活復興県民県民県民県民ネットネットネットネット・・・・地域活動推進講座地域活動推進講座地域活動推進講座地域活動推進講座、、、、灘区灘区灘区灘区「「「「地域地域地域地域

力力力力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」事業事業事業事業、、、、ひょうごひょうごひょうごひょうご環境保全創造活動環境保全創造活動環境保全創造活動環境保全創造活動、、、、 

コープコープコープコープこうべこうべこうべこうべ環境基金環境基金環境基金環境基金、、、、コベルココベルココベルココベルコ自然環境保全基金自然環境保全基金自然環境保全基金自然環境保全基金 

 

たくさんのたくさんのたくさんのたくさんのハーブハーブハーブハーブがががが並並並並ぶぶぶぶ 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

６６６６６６６６６６６６－－－－－－－－－－－－③③③③③③③③③③③③            
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ず(中南米、ブラジルの文化がわからないまま入っ

て来ている)歴史がないための物もある。「ハーブ

とは、料理、薬、医療、クラフトなど生活に役立

つ香りのある植物」として定義される。 

 日本固有のハーブとしては、山椒、どくだみ、

わさび、よもぎ等があり、文化となっている。 

～～～～五感五感五感五感でででで味味味味わいわいわいわい・・・・楽楽楽楽しむしむしむしむ～～～～ 
 ハーブの葉を一枚一枚手にしながらそれぞれの

香りを楽しんだ。 
ペニーロイヤルミント：苦味のある匂い、石目地

に植え込み芝生の代わりに使用。 
レモンバーベナ：レモンに近い上品な香り。 
ラベンダー：におい袋に使う。安眠効果あり。 
バジル：トマトとの相性が良い。トマトの横に植

えるとトマトの甘みが増すといわれている。 
ラムズイヤー：羊の耳のような手触り。絆創膏代

わりに使う。 
ローズマリー：クッキー、お茶、肉料理に最適。

美容にも効果があり、若返りのハーブ。 

 

 
 

 

 

 

 

エキナセア：和名はむらさきばれんぎく。アメリカの

代表的なハーブ。薬用で人気。 
コバノランタナ：年中花の咲く小潅木。香りがよい。 

 
 
 
 
 
 
 

モナルダ：別名ベルガモット、和名はたいまつばな。ア

メリカの代表的なハーブ。ティー用。 

フエンネル：和名はういきょう。魚料理のハーブの代表。 

ガーデニングや生花の材料としても有用。 

ナスタチウム：サンドイッチやサラダに最適。種もビー

ルのおつまみに合う。 

ルッコラ：大根の仲間。売っているものより地植えの方

が苦みがある。花も食べられる。 

はじめにはじめにはじめにはじめに（（（（高畑高畑高畑高畑    正正正正さんさんさんさん）））） 

 ハーブは外国のおしゃれ

なイメージがありますが、

「これがハーブ」と特定の植

物ではなく、定義もはっきり

したものはありません。ハー

ブという意味が分かるとい

うことではなく、楽しみ方、

暮らしに取り込めたらいい

と思います。 

まずまずまずまず、、、、ハーブハーブハーブハーブのののの関心関心関心関心をををを確確確確かめたかめたかめたかめた    

 ３種類のハーブの香りを当てながら、自己紹介

をした。ハーブについて詳しい人から植物にあま

りなじみのない人までと様々であった。 

神戸神戸神戸神戸はははは自然自然自然自然とととと融合融合融合融合できるできるできるできる街街街街だだだだ 

 六甲山という山を中心にして神戸がある。１５

０万人の大都会の中に１，０００ｍ級の山があるこ

とは珍しい。市街地と融合出来るセントラルパー

クである六甲山や郊外の田園部で発生した生き物

は、市街地にとんでいく。自然と融合できる街が

人にとっても住みやすい街だと考えやってきたと

語る高畑さん。 

生生生生きるきるきるきる知恵知恵知恵知恵からからからからハーブハーブハーブハーブがががが定着定着定着定着 

 ラテン語のＨＥＲＢＡ(ヘルバ)からハーブと言

う英語になった。緑の草、野草という意味。人間

の文明の発生と同じ地中海沿岸から広がった。本

来人間は、肉や野菜他すべて自然から採集してい

た。薬も知恵から知識に変わり生活の中へ入って

きた。医者もいない昔は草を摘み、ヨモギ、ヤロ

ウ(ノコギリソウ)を血止めに使った。その他、狩

猟した動物の臭み消しや人間の体臭消しに、風呂

へ入れたり石鹸にしたり、服の繊維の染色など、

文化の発展、発達とともにハーブは使われた。 

ヨーロッパヨーロッパヨーロッパヨーロッパからからからから日本日本日本日本へへへへ 

 植民地主義の時、ヨーロッパは、香辛料(コショ

ウなど)を手に入れた。乾燥した物をスパイスと

し、生はハーブとして、食生活は豊かになった。

その後、石油が出だすとハーブ離れになり、価値

は下がった。 

 ベトナム戦争の頃からヒッピー族がハーブティ

ーを飲みはじめた。歴史として２０～２５年にな

るが、本当のハーブとしてはわからない物もある。

例えばセージ、サルビアの仲間は使い方がわから

 

テーマテーマテーマテーマ：：：：六甲山六甲山六甲山六甲山ででででハーブハーブハーブハーブをををを楽楽楽楽ししししもうもうもうもう 

第１６回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    

あいさつ １３：００～１３：１０ 
おはなし １３：１０～１３：５０ 
五感で味わい、楽しむ 
     １３：５０～１５：２５ 

懇親会  １５：３５～１５：５０ 

講演内容講演内容講演内容講演内容    

①ハーブとは 

②世界のハーブ・日本のハーブ 

③五感でハーブを楽しもう 

 におう、さわる、食べる、を体験 

 

やわらかなやわらかなやわらかなやわらかな口調口調口調口調でででで説明説明説明説明 

コバノランタナコバノランタナコバノランタナコバノランタナ エキナセアエキナセアエキナセアエキナセア 

モナルダモナルダモナルダモナルダ フエンネルフエンネルフエンネルフエンネル 
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■■■■インスタントインスタントインスタントインスタントフェイシャルスチームフェイシャルスチームフェイシャルスチームフェイシャルスチーム 

 洗面器にローズマリーを入れて、沸騰した湯を注

ぎ、香りの高い湯気を顔に当てて実演。お肌の若返

り効果大。 

■■■■ハーブティーハーブティーハーブティーハーブティーをををを試飲試飲試飲試飲    

マローティー（うすべにあ
おい）：サプライズティーと

いい、青色の茶にレモンを

絞ると赤色に変化した。 

レモングラスティー：冷凍
したものを使用。甘味料を

入れると飲みやすい。 

■■■■ハーブケーキハーブケーキハーブケーキハーブケーキととととクッキークッキークッキークッキーのののの試食試食試食試食 

 尾崎さんより、ローズマリーのケーキとゼラニウ

ムのクッキーをご提供いただいた。 

■■■■樹木系樹木系樹木系樹木系ののののハーブハーブハーブハーブ((((六甲山地六甲山地六甲山地六甲山地    
    域域域域でででで活用活用活用活用するするするするハーブハーブハーブハーブ))))    

 松井さんからクロモジティ

ーの紹介。その他マツブサ(ウ

シブドウ)、タムシバのつぼみ

等をご紹介いただいた。 
 

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど：：：： 

・レジュメ 
・ハーブ各種 
・ハーブの加工品 
（右写真手前から、ラベンダー 
 スティック、ラベンダーアイ 
 ピューロー、ラベンダーサシェ） 
 

 

 

    

    

    

    

    

☆☆☆☆参加者参加者参加者参加者のののの皆様皆様皆様皆様へへへへ    
 カンパ箱へのご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 
 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２５名（順不同・敬称略） 
高畑  正 岩木 啓子 小坂 忠之 村上 定広 
石田 澄子 青木 孝子 八木  浄 澤田  中 
宗岡摩佐子 白石 郁子 尾崎 尚子 岩井百合子 
神野 和代 中尾文三江 大谷安規永 松本 久雄 
森山  弘 青木 光子 堂馬 英二 米村 邦稔 
松井 光利 中川貴美子 小野 律子 藤井宏一郎 
菖蒲 美枝 

  
 

 本で読んだ知識も、現物を見
せていただくことによって納
得。貴重な体験でした。 
 お茶の話が楽しかったです。
今、植物を生活に取り入れるこ
とに凝っているので、大変有意
義な１日でした。「本当の豊か
さとは何か？」を考えさせられ
ました。 
 

高畑高畑高畑高畑さんのまとめさんのまとめさんのまとめさんのまとめ 

 今便利な生活が世の風潮となってしまっています。

日本の豊かさは世界９位とされ、いつでも何処でも何

でも食べられますが、それが「本当の豊かさ」なのか

考えてみたいです。 

 震災で苦労し自然の恐さと恵みを体験しました。自

然は花の香りなど、心の傷を癒してもくれます。震災

後１０年の節目に、いくつもの豊かさを探りつつ、体

験や発見をしてみてはいかがでしょうか。自分で育て

て入れたハーブティーでおもてなしをする豊かさも

良いものです。来年にはハーブサミット神戸大会を開

催しますので、ぜひお越し下さい。 

事務局事務局事務局事務局よりよりよりより 

 六甲山という自然環境の中で、ハーブを楽しみ、自

然の恵みを素直に感じることができました。今回のセ

ミナーを通して、私達が暮らしてきた生活を自然界か

ら考え直すきっかけとなりました。私達が携わってい

る生涯学習とボランティア活動をとおして、「本当の

豊かさ」に目を向けることを進めていきたいと考えま

した。 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    宗岡宗岡宗岡宗岡 摩佐子摩佐子摩佐子摩佐子さんさんさんさん 

市民セミナーVol.16 
六甲山でハーブを 
楽しもう/高畑 正 
2004 年 7 月発行 

第第第第１４１４１４１４回回回回ハーブサミットハーブサミットハーブサミットハーブサミット神戸大会神戸大会神戸大会神戸大会のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ    

開催日：平成１７年５月２７．２８．２９日 

会場：布引ハーブ園、ポートピアホテルなど市内一円 

主催：第１４回ハーブサミット神戸大会実行委員会 

市民実行委員を募集しています。詳細は下記までお問

い合わせ下さい。 

第１４回ハーブサミット神戸大会実行委員会 

〒654-0163 神戸市須磨区緑台 

TEL： 078-795-5656 FAX： 078-795-5544 

ハーブハーブハーブハーブをををを片手片手片手片手にににに記念撮影記念撮影記念撮影記念撮影 

尾崎尾崎尾崎尾崎さんとさんとさんとさんと松井松井松井松井さんさんさんさん 

 
におうにおうにおうにおう：ミント類（スペアー、パイナップル、 
    アップル他）、レモン系（レモングラ 
    ス、レモンバーム、レモンハーベナ 
    他）、ラベンダー類（フレンチ、レー 
    ス、デンタータ他）カモミール、バジ 
    ル、ローレル、ローズマリー 
さわるさわるさわるさわる：ラムズイヤー、メキシカンブッシュセ 
    イジ 
食食食食べるべるべるべる：ナスタチウム、フエンネル、ディル、 
    ルッコラ、チャイブス、他 
飲飲飲飲    むむむむ：マロウ、カモミール、レモングラス、 
    ウコン、ミント、クロモジ 
そのそのそのその他他他他：オレガノ、ノコギリソウ、ポットマリ 
    ーゴールド、セイジ他 
 

今回紹介今回紹介今回紹介今回紹介されたされたされたされたハーブハーブハーブハーブ（（（（一部一部一部一部）））） 
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六甲山六甲山六甲山六甲山ならではのならではのならではのならではの創作活動創作活動創作活動創作活動 

 六甲山での創作活動を今回初めて試みました。

六甲山は国立公園なので植物を採取できないた

め、今回山野草を持ち込み準備して創作活動に取

り組みました。 

 帰りのバスまでの待ち時間、暖炉を囲みながら

歓談をしました。４時を過ぎて外に出ると、今年

２回目の雪がちらほらと降り出しました。帰りは

雪に見送られ、風情ある六甲山の冬を楽しみなが

らの下山となりました。 
 街中での趣味の活動と比べて、六甲山という自

然環境の中での創作活動は、別世界のようである

と感じました。今後は六甲山での創作活動をもっ

と取り上げていきたいと思います。生涯学習とし

ての市民セミナーをもっと幅広いものに工夫して

いけると確信できました。 

 

 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局    兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 
            灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所 

クリスマスムードクリスマスムードクリスマスムードクリスマスムードのののの六甲山六甲山六甲山六甲山ＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡＹＭＣＡ    

 セミナー前日の１２日、六甲山で初雪がありま

した。去年に比べ１ヶ月程遅い冠雪とのことです。 
 六甲山ＹＭＣＡ本館２階の里見ホールを初めて

利用しました。ホールには暖炉があり、素朴さと

由緒を感じさせます。クリスマスの飾りつけもさ

れていました。昼食懇親から暖炉に火を入れて、

和やかな雰囲気を盛り上げました。 
 
 
    

    

    

    

    

    

    

大人気大人気大人気大人気のののの草玉草玉草玉草玉づくりをづくりをづくりをづくりを体験体験体験体験    

 草玉は山野草等を、苔を張った玉に植え込んだ

もので、インテリア小物の感覚で現在人気を呼ん

でいます。参加者は男性６名、女性２２名と圧倒

的に女性が多く、年末にもかかわらず大勢集まり、

草玉づくりへの関心の強さがうかがえました。 

 講師は三田山草会会長の伊東吉夫さん。セミナ

ー前日までに伊東さんと中川貴美子さんが材料を

準備してくれました。正月の飾り等、各自思いを

込めて一心不乱に草玉作りにチャレンジ。１人２

つの草玉を心弾ませ持ち帰りました。 

市民セミナーVol.９ 

六甲山で草玉を作ろう  

/伊東 吉夫 
2003 年 12 月発行 

第９回テーマ： 
  六甲山で草玉を作ろう 

講演内容講演内容講演内容講演内容 

山野草山野草山野草山野草をををを楽楽楽楽しむしむしむしむ    

 ①山野草の栽培と増殖 

 ②絶滅危惧種の増殖へのチャレンジ 

 ③山野草の栽培環境づくり 

草玉草玉草玉草玉づくりづくりづくりづくり 
 ①草玉の作り方説明 
 ②実習 

実施日：平成１５年１２月１３日（土） 

    午後１時～３時４０分 

場 所：六甲山ＹＭＣＡ 

草玉作草玉作草玉作草玉作りにりにりにりに無我夢中無我夢中無我夢中無我夢中    

草玉草玉草玉草玉づくりづくりづくりづくり 

昼食懇親昼食懇親昼食懇親昼食懇親のののの準備準備準備準備    

講師講師講師講師：：：：伊東伊東伊東伊東
い と う

    吉夫吉夫吉夫吉夫
よ し お

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
昭和２１年生まれ 
千葉県出身、三田市在住 
ノバルティスファーマ株式
会社勤務 薬剤師 
ＮＰＯ法人人と自然の会理事 
三田山草会会長 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

６６６６６６６６６６６６－－－－－－－－－－－－④④④④④④④④④④④④            
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講演講演講演講演のあいさつのあいさつのあいさつのあいさつ（（（（伊東伊東伊東伊東    吉夫吉夫吉夫吉夫さんさんさんさん）））） 

 今日は山野草を楽し 
むというテーマで、自 
分の活動や山野草の基 
礎知識なども盛り込ん 
で広く浅く紹介します。 
その後実習に入りたい 
と思います。 

講演内容講演内容講演内容講演内容 

山山山山野草野草野草野草とはとはとはとは    

 山野草とは、深山、渓谷、湿原、里山、田の畦、

池辺、海岸の砂丘などに自生し、自然のままの姿

で野趣に富み、季節の移り変わりと自然の風情を

身近に感じられる野草をいう。 

絶滅絶滅絶滅絶滅からからからから守守守守るるるる    －－－－カザグルマカザグルマカザグルマカザグルマのののの増殖増殖増殖増殖などなどなどなど－－－－ 

 カザグルマはキンポウゲ 

科の多年生つる草。兵庫県 

の希少生物リスト「レッド 

データブック」のＡランク 

で、ニュータウン開発等で 

減少している。 

 伊東さんは、絶滅から守 

るため、挿し木や取り木に 

より増殖をして、自生地に 

戻す活動をされている。 

 この他、山野草についての基礎知識を詳しく紹

介いただいた。（用土、肥料の与え方、水やり、病

害虫、病気への対策など） 

おおおお待待待待ちかねのちかねのちかねのちかねの実習実習実習実習へへへへ    

 さあ、草玉作りがスタート。草玉の材料は伊東さ

んをはじめ、中川貴美子さんにご準備いただいた。材

料のコケ、植え込み材料のシダ、ヤブコウジなど

を採取してくれた。また、ケト土も作りやすいよ

うにと伊東さんは練って下さった。 

 材料が揃って作り方の

説明を受けた後、全員待

ってましたとばかりに山

野草に飛びつき、捕り合

いになった。山野草のバ

ーゲン会場みたいだとみ

んなで大笑い！ 

 

 

 

 基本となる草玉の作り方をマスターしましょう。草

玉が大きくなりすぎないようにすることがポイント。

成長後の姿を想像しながら作ります。 

 

１.ケト土を練る 

２.植え込む草木を準備する 

 ･黒ポットを外す 

 ･古い土を落とす 

 ･枯れ葉は取り除く 

 ･根を洗う 

 ･古い土は全て取り除く 

３.平らな板を用意する 

４.中心の植物を決める 

 ･手前の植物を決める 
 ･後方の植物を決める 
５.ケト土を貼る 

６.新芽を折らないよう注意する 

７.根をまとめる 

８.草玉を整形していく 

９.底にもケト土を貼る 

１０.コケを貼る大きさに切る 

１１.コケの余分な土を落とす 

１２.コケを貼る 

１３.竹ぐしで押さえる 

１４.水を与える 

１５.もう一度竹ぐしで押さえる 

１６.完成 
 

完成後は 1～2 週間明るい日陰で管理し、草玉の形が

くずれないように霧吹きで水を与えます。 

※ケト土とは湿地に生えるアシやヨシなどの植物が

堆積して分解しかかった黒色の土 

 

テーマテーマテーマテーマ：：：：六甲山六甲山六甲山六甲山でででで草玉草玉草玉草玉をををを作作作作ろうろうろうろう 

第９回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    

１．昼食懇親：１２：００～１３：００ 

２．挨拶案内：１３：００～１３：１５ 

３．講  演：１３：１５～１４：４０ 
４．実  習：１４：５０～１５：３０ 

５．後片付け：１５：３０～１５：４０ 

講演講演講演講演 
    山野草を楽しむ（スライド解説） 
作業準備作業準備作業準備作業準備 
実習実習実習実習 
    草玉づくり  

後片付後片付後片付後片付けけけけ     

※いろいろな種類の山野草や

伊東さんの活動の様子をパワ

ーポイントで紹介していただ

きました。 

３３３３世代世代世代世代でででで体験体験体験体験    佐田佐田佐田佐田さんさんさんさん    

カザグルマカザグルマカザグルマカザグルマのののの花花花花    

２２２２ 

山野草山野草山野草山野草をををを選選選選ぶぶぶぶ    

草玉草玉草玉草玉のののの作作作作りりりり方方方方 

全員全員全員全員でででで後片付後片付後片付後片付けけけけ    

10101010    

１１１１ 

16161616    

山野草山野草山野草山野草をこよなくをこよなくをこよなくをこよなく    

愛愛愛愛するするするする伊東伊東伊東伊東さんさんさんさん    
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草玉作草玉作草玉作草玉作りのりのりのりの感想感想感想感想    

 参加者の方に感想を寄せていただきました。 

～近藤佳里さん～ 

 伊東さんの山野草に対す

る想いがとても感じられる

お話で、内容はもとよりそ

の温かい人柄が素敵でし

た。草玉は今ブームなので

興味があり作ってみたかっ

た。実際に作ってみると、

泥遊びのような感じもあ

り、日本の伝統文化の世界

もありで､自分の中の大人 

と子供両方の感性が満たされました。 

～あけびグループの石田澄子さん～ 
 スライドでの説明に、花屋の花に見慣れている

私の眼には山野草の花の可憐さは新鮮で且つ清々

しく写り、自生地での保護や増殖の現況を知るこ

とが出来たのも収穫でした。講演後の草玉作りは

指導のお陰で無事完成し、無用と化していた水盤

に石を添えて並べ迎春飾りに出来ればと、その成

長を楽しみに育てていきたいと思っています。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

～あけびグループの藤本武子さん～ 
 山野草という素朴な材料にひかれ参加させてい

ただきました。自然にあんなにきれいな花が咲く

とは偉大ですね。講師に二等辺三角形を形作る、

材料を入れすぎない等、コツを教えていただきま

したが、さわる程に思いと違う形になってしまっ

たようです。伊東さんに習い、持ち帰った草玉に

愛情を注いで育てていきたいと思います。 
 

◆◆◆◆配布配布配布配布・・・・参考資料参考資料参考資料参考資料：：：： 
・草玉の作り方資料一式 

・参考資料（イソギクや野ぎくの石付き） 

◆◆◆◆実習材料実習材料実習材料実習材料：：：： 
 ケト土、コケ、山野草（マンリョウ、リュウノヒゲ、 
黄金ゼキショウ、ヤブコウジ、ダイモンジソウ等） 

 

 

    

    

    
 

連絡先連絡先連絡先連絡先：：：：三田山草会三田山草会三田山草会三田山草会    伊東伊東伊東伊東    吉夫吉夫吉夫吉夫    
〒669-1546 
三田市弥生が丘２－２４－１０ 
TEL／FAX：０７９－５６２－６９５６ 
E-Mail：itohke@d1.dion.ne.jp 

市民セミナーVol.９ 

六甲山で草玉を作ろう/ 
伊東 吉夫 

2003 年 1２月発行 

◆◆◆◆アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより 

・暖炉のある部屋でリラックスできた・暖炉の火の守り

役のおじさん（那波昌彦さん）に感謝！・毎回趣向を凝

らしたテーマでとても楽しい・ざっくばらんな雰囲気 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２９名（順不同・敬称略） 
伊東 吉夫 中川貴美子 田中 弘子 川口嬉代子 

石田 澄子 中務 勝子 藤本 武子 山口 紀子 

黒田 郁子 那波 満子 宮本 和子 霜田 泰功 

鳥井 正義 鳥井満喜子 三上加津子 岩井百合子 

重野遊佐子 佐田 利巳 佐田イヨノ 佐田 俊美 

佐田 麻葉 佐田 瑞季 泉 美代子 近藤 佳里 

山内 郁子 堂馬 英二 小野 律子 那波 昌彦 

菖蒲 美枝 

 

作品作品作品作品とととと一緒一緒一緒一緒にににに記念撮影記念撮影記念撮影記念撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演講演講演講演をををを終終終終えてえてえてえて    ～～～～伊東伊東伊東伊東さんさんさんさん～～～～ 

 全員一生懸命に草玉作りにチャレンジされ、私

語を交わす人もなく熱心に作品を作っている姿に

は感動すら覚えました。 

 完成後のアフターケアーを十分にされて、半年

後には青々としたコケが見られることを祈るばか

りです。季節的には初夏～梅雨時が植物の成長が

活発に行われ、色々の山野草が挿し木出来るシー

ズンのためベストです。初冬のクサダマつくりも

植える材料によってはクリスマスや正月の飾りと

しての「ミニ盆栽つくり」としては良いのではな

いかと思います。大変楽しいひと時を、多くの方

と一期一会でお会いでき有難うございました。 

六甲山六甲山六甲山六甲山でのでのでのでの創作活動創作活動創作活動創作活動はははは新新新新たなたなたなたな魅力魅力魅力魅力 

 今回初めての創作活動でしたが、皆さんが嬉し

そうに草玉を持ち帰る様子を見て、楽しいひとと

きを提供できたと実感しています。六甲山という

自然環境での創作活動は大変魅力的です。今後こ

の草玉作りを定番化したり、また新たな創作活動

をセミナーに盛り込んでみたいと思いました。 

楽楽楽楽しかったしかったしかったしかった！！！！    

山内山内山内山内さんさんさんさん、、、、近藤近藤近藤近藤さんさんさんさん    

三上三上三上三上さんさんさんさん、、、、岩井岩井岩井岩井さんさんさんさん、、、、中川中川中川中川さんさんさんさん    鳥井鳥井鳥井鳥井さんごさんごさんごさんご夫婦夫婦夫婦夫婦    

作品作品作品作品をををを自慢自慢自慢自慢するするするする    あけびあけびあけびあけびグループグループグループグループ    

霜田霜田霜田霜田さんさんさんさん、、、、重野重野重野重野さんさんさんさん、、、、小野小野小野小野さんさんさんさん    先月先月先月先月からからからから続続続続けてけてけてけて参加参加参加参加    

泉泉泉泉さんさんさんさん    
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スケスケスケスケッチッチッチッチをををを楽楽楽楽しむきっかけができたしむきっかけができたしむきっかけができたしむきっかけができた 

 六甲山で描いた花や風景のスケッチ画をスライ

ドでご説明いただきました。どの作品もなじみあ

る風景で親しみを持ってお話を聞きました。講演

後はスケッチ画教室の参加者が描いた絵を浅井さ

んに講評していただきました。 

風景風景風景風景をじっくりをじっくりをじっくりをじっくり見見見見つめるというつめるというつめるというつめるという発見発見発見発見    

 鉛筆スケッチ画を切り口に六甲山で充実した１

日を過ごすことができました。日頃景色を眺めた

り写真を撮ったりしていますが、じっくりと見つ

めてはいないことに気づきました。風景を眺めて

さらにその一部分を凝視する、スケッチを通じて

ものの見方や見る態度を学ぶことができました。 

※詳しくは、１．２ページをお読みください。 

 
 

 何十年ぶりかの六甲山！ 
最高でした。若い頃には須 
磨の海で泳ぎ夕方には登山 
バスで六甲山に登り、星座 
を探した頃をなつかしく想 
います。あの頃とはすっか 
り様変わりしましたが、自 
然を残し上手に整備され、 
こんなに身近に楽しめるな 
んて驚きです。 
 浅井先生のご指導を得て四季折々の姿を描く
ことができれば幸せに思います。 

ひぐらしのひぐらしのひぐらしのひぐらしの    声声声声のなつかしきのなつかしきのなつかしきのなつかしき    六甲山六甲山六甲山六甲山 

 

 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

協力協力協力協力：：：：兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

後後後後援援援援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所 神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

午前中午前中午前中午前中ははははスケッチスケッチスケッチスケッチ画教室画教室画教室画教室もももも併催併催併催併催 
 梅雨明けのまぶしい太陽の下、記念碑台で鉛筆

スケッチ画教室を開きました。１５名が集まり、

京都日曜画家協会の会員浅井審一さんに指導をお

願いしました。各自鉛筆と画用紙を持って描きた

い場所に座り込み、黙々と描き始めました。個人

別にアドバイスを受けながら皆がスケッチに集

中。あっという間の２時間で気付けば両腕は日焼

けしていました。 

浅井浅井浅井浅井さんのさんのさんのさんの姿姿姿姿ははははスローライフスローライフスローライフスローライフそのものそのものそのものそのもの    

 浅井審一さんは神戸や六甲山の様々な景色や植

物を鉛筆スケッチ画で描かれています。時間を見

つけては六甲山へスケッチに出かけて楽しまれる

そうです。講演ではスケッチ画との出会い、サン

テレビで放映された神戸を描いている様子、鉛筆

スケッチの楽しさとコツなどをご紹介いただきま

した。風景とゆっくり語り合っておられる姿から

スローライフの楽しみ方を学びました。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 市民セミナーVol.28 
 六甲山を描いて/ 
 浅井審一  
 2005 年 7 月発行 

   第２８回テーマ：六甲山を描いて 

 
         講演内容講演内容講演内容講演内容 

                                         ①①①①私私私私とととと神戸神戸神戸神戸とそしてとそしてとそしてとそして「「「「六甲山六甲山六甲山六甲山」」」」 

                                          ②②②②私私私私のののの「「「「鉛筆鉛筆鉛筆鉛筆スケッチスケッチスケッチスケッチ画画画画」」」」 

                                          ③③③③私私私私のののの描描描描いたいたいたいた「「「「六甲山六甲山六甲山六甲山」」」」のののの 

                                                                                 あちこちあちこちあちこちあちこち  

 

                                                                                                   

                            実施日：平成１７年７月１６日（土） 

                                                                        午後１時 ～ ３時３０分 

                            場    所：六甲山自然保護センター 

                                                                 レクチャールーム 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    井筒井筒井筒井筒    泰子泰子泰子泰子さんさんさんさん 

講師講師講師講師：：：：浅井浅井浅井浅井
あ さ い

    審審審審
しん

一一一一
いち

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 
１９２８年生まれ。（株）
島津製作所定年退職。在
職中より京都日曜画家協
会の会員として鉛筆スケ
ッチ画を楽しむ。コミスタ
こうべ、コープこうべ他教
室で講師として指導。 
 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

（（（（財財財財））））大阪大阪大阪大阪コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ財団財団財団財団（（（（東洋東洋東洋東洋ゴムグループゴムグループゴムグループゴムグループ環境環境環境環境

保護基金保護基金保護基金保護基金）、（）、（）、（）、（財財財財））））ひょうごひょうごひょうごひょうご環境創造協会環境創造協会環境創造協会環境創造協会、、、、コープコープコープコープこうこうこうこう

べべべべ環境基金環境基金環境基金環境基金、、、、灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所「「「「地域力地域力地域力地域力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」事業助成事業助成事業助成事業助成 

浅井浅井浅井浅井さんのさんのさんのさんの作品作品作品作品「「「「六甲山牧場六甲山牧場六甲山牧場六甲山牧場」」」」 

満開満開満開満開のあじさいにのあじさいにのあじさいにのあじさいに囲囲囲囲まれてまれてまれてまれて 
スケッチスケッチスケッチスケッチをををを楽楽楽楽しむしむしむしむ 

浅井浅井浅井浅井さんとさんとさんとさんと井筒井筒井筒井筒さんのさんのさんのさんの 
ツーショットツーショットツーショットツーショット 

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

６６６６６６６６６６６６－－－－－－－－－－－－⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤            
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■■■■描描描描きききき方方方方――――花花花花をををを描描描描くくくく 
 まずは線で描く。描いては消し、消しては描き

を繰り返して一本の線を探す。明暗や色は後回し

にして、絵がまとまってからにする。明暗は暗さ

（黒くする部分）をなるべく少なくすると、花や

葉の薄さ、茎のしなやかさなどが表現できる。細

くても確実な線と必要な部分に陰を描くことでさ

わやかな絵ができる。 

■■■■描描描描きききき方方方方――――道道道道をををを描描描描くくくく 
 野外での写生はまず構図を決めることからはじ

める。上下左右の範囲や奥行き（遠近感）も大事。

「道」を描き込むのは効果の一つ。都会の車道や

田舎の畦道や家並み、小川の流れ、植え込みなど

も遠近感を出すのに効果的である。 

３３３３．．．．私私私私のののの描描描描いたいたいたいた「「「「六甲山六甲山六甲山六甲山」」」」のあちこちのあちこちのあちこちのあちこち    

 浅井さんは西から東へとスケッチの六甲山縦走

をされている。六甲山で描いた花（アジサイ、シ

チダンカ、シャクナゲ、クリンソウ、センニンソ

ウ）と風景（摩耶ロープウェイ山上駅、摩耶山天

上寺、六甲山牧場、丁字が辻、六甲山ＹＭＣＡ、

山の郵便局）をスライドでご説明された。またそ

れらの原画を２０点ほど展示いただき鑑賞した。 

■■■■六甲山六甲山六甲山六甲山のののの花花花花やややや風景風景風景風景ののののスケッチスケッチスケッチスケッチ画画画画をををを説明説明説明説明 

◇◇◇◇シチダンカシチダンカシチダンカシチダンカ 
 シーボルトの『日本 
植物誌』に紹介された 
幻の花。六甲山で発見 
され、六甲山小学校や 
六甲山ＹＭＣＡで育て 
られている。素朴なが 
らも「六甲の名花」に 
ふさわしい気品すら感 
じさせる花。 

◇◇◇◇摩耶摩耶摩耶摩耶ロープウェイロープウェイロープウェイロープウェイ山上駅山上駅山上駅山上駅    
 この駅の辺りは掬星 
台（きくせいだい）と 
名づけられ夜空のきれ 
いなところ。ロープウ 
ェイを降りて登山に向 
かう人や牧場への家族 
連れの人たちの賑やか 
な声が絶えない中での 
スケッチだった。 

午前中はスケッチ画教室 

■■■■セミナーセミナーセミナーセミナー参加参加参加参加者者者者のののの半数半数半数半数がががが体験体験体験体験    
 １５人が参加。記念碑台の思い思いの場所で鉛

筆スケッチを楽しんだ。絵を描くのは「小学校以

来」という参加者がほとんどで、子供に返って２

時間をあっという間に過ごした。 

■■■■浅井浅井浅井浅井さんがていねいにさんがていねいにさんがていねいにさんがていねいに個人指導個人指導個人指導個人指導 
 浅井さんに一人ひとりを回って見ていただい

た。浅井さんが線を数本入れれば、絵が見違える

ように良くなっていくのは驚き。「炎天下では、日

陰で描くのもスケッチのコツ」との指導もあった。 

市民セミナー：講演内容 

 浅井さんのスケッチ画との出会いについて、鉛

筆スケッチの楽しさとコツをご紹介いただいた

後、サンテレビの特集ビデオを視聴。そして六甲

山を描いた鉛筆スケッチ画をご紹介いただいた。 

１１１１．．．．私私私私とととと神戸神戸神戸神戸とそしてとそしてとそしてとそして「「「「六甲山六甲山六甲山六甲山」」」」    

■■■■機械製図機械製図機械製図機械製図がはじまりがはじまりがはじまりがはじまり    
 京都に育ち、終戦の年に工 
業学校の機械科を卒業して当 
時軍需工場だった島津製作所 
に入社した。入社時の仕事は 
機械製図。製図から形を絵に 
する面白さを感じて、会社の 
美術サークルで油絵や木炭デ 
ッサンを楽しんだ。やがて手 
軽な鉛筆画を描くようになって半世紀。 

■■■■サンテレビサンテレビサンテレビサンテレビでのでのでのでのビデオビデオビデオビデオ 

 震災後の平成８年にサンテレビで放映された特

集ビデオを視聴。震災前の神戸の情景を愛おしみ

ながら風景と対話する浅井さんの姿があった。 

２２２２．．．．私私私私のののの「「「「鉛筆鉛筆鉛筆鉛筆スケッチスケッチスケッチスケッチ画画画画」」」」 

■■■■「「「「絵絵絵絵になるになるになるになる風景風景風景風景」」」」はははは絵絵絵絵にしてしまおうにしてしまおうにしてしまおうにしてしまおう    
「絵になる風景だなぁ」と思ったら、そんなと

きは実際に絵にしてみよう。鉛筆と消しゴムと小

さいスケッチブックをいつでも持つようにしてと

にかく描いてみること。    
 スケッチは、楽しく描いて自分の絵をつくるこ

とが大事。自分の描き方でのびのびと進めること。

今回の話は私の描き方なので参考程度に考えて、

自分の描き方を見つけて欲しいと案内された。 
 

 

テーマ：六甲山を描いて 

第２８回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    

１．あいさつ：１３：００～１３：１０ 

２．講  演：１３：１０～１４：４０ 

３．絵画鑑賞：１４：４０～１５：００ 

４．質疑講評：１５：００～１５：３０ 

講演講演講演講演 

①①①①私私私私とととと神戸神戸神戸神戸とそしてとそしてとそしてとそして「「「「六甲山六甲山六甲山六甲山」」」」 

②②②②私私私私のののの「「「「鉛筆鉛筆鉛筆鉛筆スケッチスケッチスケッチスケッチ画画画画」」」」 

③③③③私私私私のののの描描描描いたいたいたいた「「「「六甲山六甲山六甲山六甲山のののの」」」」あちこちあちこちあちこちあちこち    

浅井浅井浅井浅井    審一審一審一審一さんさんさんさん 

摩耶摩耶摩耶摩耶ロープウェイロープウェイロープウェイロープウェイ山上駅山上駅山上駅山上駅 

午前中午前中午前中午前中ははははスケッチスケッチスケッチスケッチ画教室画教室画教室画教室をををを開催開催開催開催 

シチダンカシチダンカシチダンカシチダンカ 
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◇◇◇◇山山山山のののの郵便局郵便局郵便局郵便局 
 山上に古くからあ 
る郵便局。山の郵便 
局が建て替えられた 
ときの写生。山のメ 
インストリートの向 
かい側から六甲山ホ 
テルを遠景に描いて 
いる。 

 

 

は 

 

 

 

 

 

 

 

 

質疑応答・講評 

質問：花を描くときはどこから描けばいいのか？ 

 花はまず大きな塊を描く。アジサイならまず花の

塊の丸を描く。上を向いている花、下を向いている

花などを飛び飛びでいいのでまとめて描いて、徐々

に埋めていく。ガクアジサイは野菜のブロッコリー

で練習するといい。（大笑い） 

■■■■うれしはずかしのうれしはずかしのうれしはずかしのうれしはずかしの講評講評講評講評    
 午前中のスケッチ画教室に参加された方の絵を

浅井さんに講評していただいた。はにかんだ表情で

各自が絵を披露。 
浅井さんは「どの 
絵もなかなかの作 
品です」と褒めら 
れた上でアドバイ 
スをされた。今後 
の完成が楽しみ。 
 

    ◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布資料配布資料配布資料配布資料などなどなどなど 

 ・スケッチ画教室（鉛筆、鉛筆削り、消しゴム 
  画用紙、クリップボード、折りたたみイス、 
  レジュメ描き方の説明） 
 ・講演内容のレジュメとスケッチ画集、スライ 
  ド、サンテレビ放映ビデオ、作品展示 

 浅井さんへのお問い合わせは当会までお願いします。 

 
    
・ 

 ・ 

 

     

    

    

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者のののの感想感想感想感想    ～～～～アンケートアンケートアンケートアンケートよりよりよりより～～～～     

・小学校以来、何十年ぶりのスケッチは新鮮だった。 

・六甲山でのんびりと豊かな時間が過ごせた。 
・自分からつくらない時間を皆で共有でき楽しかった。 
・今日をきっかけにスケッチを気軽に楽しみたい。 
・一筋に道を極めた方の含蓄あるお話は参考になった。 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２５名（順不同・敬称略） 
浅井 審一 大谷安規永 八木  浄 村上 定広 
青木 孝子 霜田 泰功 北山健一郎 山本 治子 
植松富士子 中務 勝子 藤本 武子 久保 紘一 
黒田 郁子 藤井 節子 松田  忠 井筒 泰子 
村上スマ子 板谷 敏子 白井 光江 堂馬 佑太 
堂馬 英二 中川貴美子 小野 律子 藤井宏一郎 
菖蒲 美枝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

左：「空の雲は描かない。漫画っぽくなる。」 
右：「グルームさんの銅像が真っ黒。光が当たって

いるところは思い切って白で飛ばすといい。」 

浅井さんのまとめ 

 画用紙と鉛筆と消しゴムがあれば、手軽にいつで

もスケッチが楽しめます。誰もが幼い頃から手にし

てきた鉛筆を見直してお絵かきを楽しんでみませ

んか。六甲山で私を見かけたら気軽に声を掛けてく

ださい。 
 
 

 「カナカナ」と蜩（ひぐら 
し）が涼やかに呼びかける六 
甲山上は、癒しのセミナー会 
場。浅井先生の鉛筆スケッチ 
画説明、描かれた六甲山の風 
景の数々、そして花の絵。癒 
しの絵です。描きたいと誰も 
が思ったのではないでしょうか。 
 先生からポイントを伝授していただき、目から 
鱗です。参加させていただき感謝しております。    

    

事務局より 

 六甲山で充実した１日を過ごすことができまし

た。今後も要望があれば浅井さんのスケッチ画教室

を開こうと思います。ご希望の方はお申し出下さ

い。六甲山での豊かな時間を皆で共有しましょう。 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    松田松田松田松田    忠忠忠忠さんさんさんさん 

 市民セミナーVol.28 
 六甲山を描いて/ 
 浅井審一  
 2005 年 7 月発行 

休憩休憩休憩休憩をををを兼兼兼兼ねてゆっくりねてゆっくりねてゆっくりねてゆっくりスケッチスケッチスケッチスケッチ画鑑賞画鑑賞画鑑賞画鑑賞 

記念撮影記念撮影記念撮影記念撮影 

山山山山のののの郵便局郵便局郵便局郵便局（（（（六甲山郵便局六甲山郵便局六甲山郵便局六甲山郵便局）））） 

和和和和やかなやかなやかなやかな雰囲気雰囲気雰囲気雰囲気でででで講評講評講評講評 

スケッチスケッチスケッチスケッチ画教室画教室画教室画教室のののの優秀作品優秀作品優秀作品優秀作品（（（（一部一部一部一部）））） 
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和気和気和気和気あいあいのあいあいのあいあいのあいあいの句会句会句会句会    

 句会は和気あいあいの雰囲気で行いました。皆

の俳句を回し読み、各自が気に入った句を選びま

した。全員真剣な表情で、いつになく静かなセミ

ナーでした。俳句づくりは悪戦苦闘しましたが、

初心者も俳人（芭蕉）の真似事？を満喫しました。 

六甲山六甲山六甲山六甲山のののの楽楽楽楽しみしみしみしみ方方方方ののののモデルモデルモデルモデルがまたがまたがまたがまた増増増増えたえたえたえた    

 六甲山で五感をめぐらせ、感じたことを俳句に

する体験ができました。記念碑台周辺の散策路は

距離的にも吟行に向いており、今後も句会を催し

てほしいという声もあがりました。六甲山でスロ

ーライフを楽しむ有力なモデルを見つけました。 

※詳しくは、１．２ページをお読みください。 

 
 
 

 「六甲山自然保護センタ 
ー」のドアを開けると中は 
和気藹々。お弁当やラーメ 
ンを食べる方、コーヒーの 
深い香りもしている。講師 
の半田さんをはじめ皆さん 
が笑顔で迎えてくれた。こ 
んな温かい集いがこんな山 
の上であるなんて、今まで神戸に住みながら知
らなかった。机上には木の実や真っ赤な紅葉や
末枯れたあじさいが置かれ、参加者も登山靴と
いうのも山の句座ならでは。親切なご指導とて
きぱきした運びでとても充実した会であった。 

 

 

 

主催主催主催主催：：：：六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護六甲山自然保護センターセンターセンターセンターをををを活用活用活用活用するするするする会会会会 

協力協力協力協力：：：：兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人兵庫県立人とととと自然自然自然自然のののの博物館博物館博物館博物館 

後援後援後援後援：：：：兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局兵庫県神戸県民局 灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所 神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会神戸市教育委員会 

六甲山六甲山六甲山六甲山のののの冬日和冬日和冬日和冬日和    

 午前中は「半田陽生さんの六甲山俳句教室」が

開かれました。１８名が集まり、九年母会の半田

陽生さんにご指導いただきました。俳句について

の説明の後、記念碑台周辺の散策路を約１時間吟

行しました。外の気温は７度と寒く、携帯カイロ

をポケットに忍ばせて俳句づくりを楽しみました。 
 吟行後は、俳句を大短冊に書いて披露しました。

昼食タイムでは寒かったせいもあり、用意してい

たカップラーメンが大好評でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

半田半田半田半田さんのおさんのおさんのおさんのお仲間仲間仲間仲間がががが手本手本手本手本をををを見見見見せてくれたせてくれたせてくれたせてくれた    

 午後のセミナーは２５名が参加。はじめに、俳

句で使う言葉の読み方をクイズ形式で紹介いただ

きました。見たこともない言葉が多く、答えを聞

いては「なるほど」と納得の連続でした。 
 クイズの後は句会をしました。参加者の中には

半田さんの俳句仲間もおられ、ベテランの豊かな

表現力と感性にほれぼれしました。 

市民セミナーVol.32 
六甲山で俳句をつくろう 
/半田  陽生 
2005 年 11 月発行 

               第３２回テーマ： 

               六甲山で俳句をつくろう 

                                                    講演内容講演内容講演内容講演内容    

                                                    ①①①①六甲山六甲山六甲山六甲山のののの自然自然自然自然とととと親親親親しむしむしむしむ    

                                                    ②②②②六甲山記念碑台周辺六甲山記念碑台周辺六甲山記念碑台周辺六甲山記念碑台周辺をををを    

                                                                                吟行吟行吟行吟行しようしようしようしよう    

                                                    ③③③③身近身近身近身近にあるにあるにあるにある俳句俳句俳句俳句    

    

                                                                                      
              実施日：平成１７年１１月１９日（土） 

                  午後１２時３０分～３時 

              場    所：六甲山自然保護センター 

                  レクチャールーム 

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    藤井藤井藤井藤井    啓子啓子啓子啓子さんさんさんさん 

講師講師講師講師：：：：半田半田半田半田
は ん だ

    陽生陽生陽生陽生
は る お

さんさんさんさん 

プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

１９３５年神戸生まれ。１９
８４年俳句誌、九年母会入会。
主宰：五十嵐播水、現主宰：
五十嵐哲也に師事。１９９４
年同人、課題句選者。日本伝
統俳句、神戸芸術文化会議の
会員。 

【【【【助成金助成金助成金助成金をいただいているをいただいているをいただいているをいただいている機関機関機関機関】】】】 

（（（（財財財財））））大阪大阪大阪大阪コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ財団財団財団財団（（（（東洋東洋東洋東洋ゴムグループゴムグループゴムグループゴムグループ環境環境環境環境

保護基金保護基金保護基金保護基金）、（）、（）、（）、（財財財財））））ひょうごひょうごひょうごひょうご環境創造協会環境創造協会環境創造協会環境創造協会、、、、コープコープコープコープこうこうこうこう

べべべべ環境基金環境基金環境基金環境基金、、、、灘区役所灘区役所灘区役所灘区役所「「「「地域力地域力地域力地域力をををを高高高高めるめるめるめる」」」」事業助成事業助成事業助成事業助成 

皆皆皆皆のののの俳句俳句俳句俳句をををを詠詠詠詠みあげるみあげるみあげるみあげる半田半田半田半田さんさんさんさん 

俳句俳句俳句俳句づくりをづくりをづくりをづくりを楽楽楽楽しむしむしむしむ    

六甲山魅力再発見市民セミナー 
３３３３３３３３３３３３６６６６６６６６６６６６話話話話話話話話話話話話            

６６６６６６６６６６６６－－－－－－－－－－－－⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥            
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３３３３．．．．六甲山記念碑台周辺六甲山記念碑台周辺六甲山記念碑台周辺六甲山記念碑台周辺をををを吟行吟行吟行吟行    

自然保護センターを出て、記念碑台周辺で吟行

に出発した。３０分間散策し、最低でも３句、多

い人で５句を詠むことにした。景色をじっくりと

観察して、俳句の素材になりそうなことをメモす

る。後でメモを見ながら俳句を詠んでいく。 

 当日は秋晴れに恵まれて、記念碑台からの神戸

の景色は澄んでいた。風が強く、寒さに震えなが

らの吟行となった。 
  

 

 

 

 

 

 

 

４４４４．．．．俳句会俳句会俳句会俳句会    
 自然保護センターのレクチャールームに戻って

暖をとり、各自が俳句を詠む。ベテラン勢がスラ

スラと５句を短冊に書いていくのを尻目に、事務

局スタッフなどの素人勢は３句詠むのがやっと。 

俳句を詠んだら、いよいよ俳句会。「互選」で

「選」を決め、「披講」でそれぞれの選を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■互選互選互選互選    
まず①自分の句を短冊に書く。名前は書かない。

②短冊を折りたたんで、全員分を一箇所に集める。 

③自分の詠んだ句の枚数分、集めた俳句から取る。 

④取り出した俳句を別紙に書き写す。これを「清

記」という。次に自分の「選」を決めていく。 

⑤清記を見て、良いと思う句があれば、「選」に加

えて、⑥隣の人に清記を回す。 

互選では清記を見るので、誰が書いた句か分か

らず、先入観無しに句を選べる。全員の俳句から

自分の選を５句決めたら互選は終了。みんな真剣

な表情でひとつひとつじっくりと読む。 

午前中は「半田陽生さんの六甲山俳句教室」 

 参加者の大半が午前中も参加。散策路のボラン

ティア清掃も兼ねて、ゴミ袋片手にゆっくりと吟

行した。自然保護センターに戻った後は、半田さ

んに俳句について解説をしていただいた。 

■■■■俳句俳句俳句俳句ってってってって？？？？    
 最近、俳句人口の増加が著しい。女性の教育レ

ベルの向上や、経済的・時間的にゆとりができた

ことが大きい。日本は四季がはっきりしており、

俳句を嗜む環境に叶っている。 

■■■■俳句俳句俳句俳句のののの約束約束約束約束    
俳句の約束は、五七五の十七音による定型詩で

あること、季題・季語を必ず詠み込むこと、自然

や風土・風物の正しい季節感を詠むことだ。季重

なりをできるだけ避け、音や色、香りの要素を取

り入れて、リズム感のよいものにする。 

秋秋秋秋のののの季語季語季語季語：：：：霧、秋の雲、晩秋、山粧ふ、紅葉など 

冬冬冬冬のののの季語季語季語季語：：：：初冬、北風、短日、枯葉、鼻水など 

市民セミナー：講演内容 

１１１１．．．．あいさつあいさつあいさつあいさつ（（（（半田半田半田半田さんさんさんさん）））） 

俳句誌「九年母」で２０ 

年以上俳句を詠んでいます。 

俳句は型にはまったもの 

ではありません。基本的な 

ルールを守り詠みましょう。 

２２２２．．．．言葉言葉言葉言葉ののののクイズクイズクイズクイズ    
まずは頭の体操として言葉のクイズから始まっ

た。配付されたプリントには「螽蟖」「蟿螽」など

見たこともないような言葉がズラリ。頭を悩ませ

るが、わからない。答えを聞いて納得した。 

■■■■言葉言葉言葉言葉のののの読読読読みとみとみとみと答答答答ええええ（（（（一部一部一部一部））））    
ひともじひともじひともじひともじ：：：：ネギのこと。ながむしながむしながむしながむし：：：：蛇のこと。 

南五味南五味南五味南五味子子子子：：：：さねかずら。美男葛とも。蟿螽蟿螽蟿螽蟿螽：：：：はた

はた。螽蟖螽蟖螽蟖螽蟖：：：：きりぎりす。衣魚衣魚衣魚衣魚：：：：しみ（虫）。 

虫出虫出虫出虫出：：：：むしだし。立春後、虫が出てくる頃の雷の

こと。山鯨山鯨山鯨山鯨：：：：やまくじら。猪鍋。お寺が「肉」と

いわないため。薬食いとも言う。柴漬柴漬柴漬柴漬：：：：ふしづけ。

「しばづけ」ではない。柴の小枝の束を水に漬け

ておき、寄って来た魚を獲るという漁法。 

問題の言葉は、歳時記の傍題から選んだそうだ。

歳時記の題は目に留まるが、傍題まではなかなか

見ないという。傍題には語数の長いものや短いも

のが色々あり、俳句を詠むのに重宝するそうだ。 

 

テーマ：六甲山で俳句をつくろう 

第３２回市民セミナーの流れ 

市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー    
１．あいさつ：１２：４５～１３：００ 
２．講  演：１３：００～１３：１５ 
３．句  会：１３：１５～１５：２５ 
４．交 流 会：１５：２５～１５：００ 
 

講演講演講演講演 

①①①①六甲山六甲山六甲山六甲山のののの自然自然自然自然とととと親親親親しむしむしむしむ 

②②②②六甲山記念碑台周辺六甲山記念碑台周辺六甲山記念碑台周辺六甲山記念碑台周辺をををを吟行吟行吟行吟行しようしようしようしよう 
③③③③身近身近身近身近にあるにあるにあるにある俳句俳句俳句俳句（（（（句会句会句会句会）））） 

半田陽生半田陽生半田陽生半田陽生さんさんさんさん 

散策路散策路散策路散策路をををを吟行吟行吟行吟行 

みんなみんなみんなみんな集中集中集中集中（（（（いつもとちょっといつもとちょっといつもとちょっといつもとちょっと違違違違うううう静静静静かなかなかなかな市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー）））） 

景色景色景色景色をををを見見見見つめるつめるつめるつめる澤田澤田澤田澤田さんさんさんさん 記念碑台記念碑台記念碑台記念碑台でででで俳人気分俳人気分俳人気分俳人気分 
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■■■■披講披講披講披講    
続いて披講。互選で決めた「選」を半田さんが「○

○さん選」として句を読んでいく。自分の句が選ば

れた人は、選者への礼儀として名乗りでる。披講で

は参加者の多くが入選し、満足した様子だった。 

参加者全員の選を読んだ後、半田さんが決めた選

を発表した。 

■■■■半田陽生選半田陽生選半田陽生選半田陽生選（（（（一部一部一部一部））））    
 ベテラン揃いの中で、不得手と言っていた「活用

する会」の会員も大健闘で何人かが入選した。 
 
 

    

     

 ・ 

 

 

  

◆◆◆◆参考参考参考参考・・・・配布配布配布配布資料資料資料資料などなどなどなど 

 ・レジュメ ・歳時記 
    ・清記用紙、短冊 

 ＜午前の部＞ 

 ・メモ帳、筆ペン、大短冊 

 ・カイロ 

◆◆◆◆参加者参加者参加者参加者：：：：２５名（順不同・敬称略） 
半田 陽生 久保 紘一 香西 直樹 大谷安規永 
浅井 審一 下村 光子 澤田  中 岩水ひとみ 
高見 悦子 中村美代子 坂本 朋子 伊東 茂子 
西出 茂子 岡本かおる 岩崎 千子 藤井 啓子 
富岡  穣 辻山 桂子 村上 定広 八木  浄 
平岡 凡夫 北山健一郎 堂馬 英二 堂馬 佑太 
菖蒲 美枝  

参加者の声 

・こんな会があることを知らなかった。また機会が

あれば参加したい。（西出茂子さん） 

・句会に参加したのは今回が２回目。和気藹々とし

た雰囲気はとても楽しかった。（富岡穣さん） 

・俳句や短歌は高校時代から好きだったが、俳句会

に参加したのは今回が初めて。自然を舞台にみんな

が色んなことを思い描いてやるのは面白いと思っ

た。（平岡凡夫さん） 

まとめ（半田さん） 

天気が良く、適当に寒くて俳句をつくるのには真

に結構な日和でした。六甲山は市街地からすぐに来

れるし、標高が高いので季節が早い。俳句は季節の

先取りをするので、俳句に適したところだと思いま

す。ひとりひとりが気づいたことをやって、これか

らも六甲山を守っていければいいと思います。 

 
 

小春日和の六甲山にて、吟 
行とボランティアのゴミ拾い 
を兼ねてサンセット通りを散 
策した。慣れない俳句に戸惑 
いながら、経験豊富な方の俳 
句を拝聴していると、やはり 
言葉の豊かさや表現力の違い 
に驚かされた。 
 ボランティアで山の案内人をしている者とし
て、新たな視点で自然に触れることができ、今後
の活動に活かされるものと期待を膨らませており
ます。このような貴重な機会を提供していただい
た関係者の皆様にお礼申し上げます。 
 

事務局より 

 俳句は全くの素人で、新鮮な体験でした。俳句を

詠むのに頭をひねりながら、自分がいかに言葉に無

関心であったかに気付きました。俳句を詠むという

六甲山の楽しみ方は新しい発見です。多くの人をお

誘いしたいものです。（佑太） 
 

市民セミナーVol.32 
六甲山で俳句をつくろう 
/半田  陽生 
2005 年 11 月発行 
 

半田半田半田半田さんをさんをさんをさんを囲囲囲囲んでんでんでんで記念撮影記念撮影記念撮影記念撮影    

参加参加参加参加のののの感想感想感想感想    香西香西香西香西    直樹直樹直樹直樹さんさんさんさん 
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【あ】 

「青い山脈」 P98 

アオジ P72 

アカマツ林 P50 

赤松円心則村 P32 

赤松城跡 P31 

秋山 弘之 あきやま ひろゆき P64 

あけびグループ  P96 

浅井 審一 あさい しんいち P112 

アサギマダラ P76 

芦屋・六麓荘 P12 

アジサイの家系図 P59 

アジサイの原産地 P59 

アジサイ園 P59 

アセビ P56 

「遊び」から学ぶ P83 

アライグマ P70 

荒木用務員 P60 

アリマウマノスズクサ P57 

有馬温泉のでき方 P7 

 

【い】 

「生きる力」 P83 

池田 勝一 いけだ  しょういち  P90 

育樹作業 P54 

砂山（いさごやま） P29 

泉鏡花 P38 

イチョウウキゴケ P65 

伊東 吉夫 いとう よしお P109 

伊藤 浄厳 いとう じょうごん P36 

イナゴモドキ P74 

イノシシ P69 

イノシシ餌付け禁止条例 P69 

命の教育 P78 

岩木 啓子 いわき けいこ  P93 

イワヒバ P63 

インスタント P108 

フェイシャルスチーム  

 

【う】 

宇宙から見た六甲山 P8 

美しい森づくり P18 

 

【え】 

エキナセア P107 

エゾゼミ P74 

鉛筆スケッチ画 P113 

鉛筆スケッチ画教室 P112 

役行者 P35 

 

【お】 

おいしい酒 P10 

大阪大学 P11 

大阪ＹＭＣＡの概要 P91 

大土神社 P31 

オオバヤシャブシ P51 

岡 敏明 おか としあき P23 

オクマワラビ P63 

越智 正篤 おち まさあつ P84 

お地蔵さん P47 

お地蔵さんのよだれかけ P35 

処女塚古墳 P29 

伯母野山下 P31 

オプリュスニング P88 

オオムラサキ P78 

オリエンタルホテル P44,46 

 

【か】 

外来植物の持ち込み P50 

外来生物法 P70 

描き方 P113 

学習放獣 P69 

カケス P73 

花崗岩 P6,P28,P56 

カザグルマの増殖 P110 

カブトムシ P79 

甲山 P29 

カマキリの卵 P78 

紙芝居 P98 

「やまのゆうびんやさん」 

ガラス瓶工芸 P97 

唐櫃 P35 

唐櫃古道 P34 

唐櫃小学校の分教場 P82 

唐櫃村のお話 P97 

カリキュラム作り P92 

カワセミ P73 

川向家 P97 

完走認定証 P102 

環境カウンセラー P20 

環境教育 P16,P94 

環境大臣賞 P24 

環境保全活動 P51 

環境問題 P13 

環境問題とくらしの P94 

 つながり 

環境問題を解決する P94 

 3つのＥ  

環濠集落 P29 

 

【き】 

希少生物リスト P110 

キナバル山 P65 

記念碑台 P46,P47 

ギフチョウ P78 

キベリハムシ P78 

キャンプでの体験学習 P92 

行者堂 P34 

居留地外国人 P101 

吟行 P116 

『近代における P44 

 駐日英国外交官』 

近代レクレーション P15 

 

【く】 

草玉の作り方 P110 

九体仏 P34 

朽ち木の中の幼虫 P78 

九年母会 P115 

クワガタ P79 

桑田 優 くわた まさる P42 

桑田 結 くわた むすぶ P103 

グリーンベルト構想 P16,P19 

グルーム P15,P18,P32,P101 

グルーム出生届と死亡届 P44 

グルームと神戸外国人 P42 

 居留地文化 

グルームの生い立ちと活動 P44 

 

索引  

『六甲山物語１』には六甲山にまつわる多種多様な事実や話題が登場します。人名、

地名、機関名、テーマ名、植物名、動物名、資料名など、解説を加えている４３７

の用語を選んで掲載しました。また、巻末には第１回～３回の「六甲山魅力再発見

市民セミナー」の年間プログラムも掲載していますので、併せてご参照ください。 
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【け】 

ケーブル通学 P82 

ケト土 P110 

ゲジゲジシダ P63 

 

【こ】 

公共の広場やハイキング P105 

 コース 

郊外住宅 P12 

高地性集落・住居 P29, P32  

神戸ゴルフ倶楽部 P18,44 

神戸外国人居留地 P43 

神戸国際大学 P42 

神戸市公園緑化協会 P106 

神戸市埋蔵文化財センター P27 

神戸大学 P49 

神戸徒歩会 P101 

神戸婦人大学 P96,P97 

神戸歴史クラブ P30,P33 

『苔の話』 P66 

コケ植物・コケ P65,P110 

苔の利用 P65 

五色塚古墳 P29 

互選 P116 

コバノミツバノツツジ P51,P56 

コバノランタナ P107 

小林一三 P46 

小林桂助 P72 

小林桂助 

鳥コレクション（絵画） P73 

古墳時代 P29 

ゴマダラチョウ P78 

コメツキムシ P79 

昆虫の越冬 P78 

昆虫リスト P76 

近藤 浩文 こんどう ひろぶみ P2 

これからの六甲山 P105 

コンパクトシティ P13 

コンパクトタウン P13 

 

【さ】 

西国名所図会 P40 

財産区 P35 

歳時記 P117 

坂田  宏志 さかた ひろし P68 

先山 徹 さきやま とおる P5 

桜ヶ丘銅鐸 P28 

雑居地 P43 

酒造り P32 

ササ（六甲山系の） P21 

サツキ P56 

里見ロッジ P91 

里山 P41 

澤木 昌典 さわき まさすけ P11 

サンコウチョウ P73 

参加体験型の学び P95 

三田山草会 P109 

山王神社 P34 

山野草とは P110 

 

【し】 

シーボルト P59,P113 

シイ・カシ林 P50 

飼育方法 P79 

四鬼家 P34 

施設めぐり P97 

『自然環境ウォッチング P41 

 「六甲山」』 

自然観察フィールド P105 

自然体験 P85 

シダ植物・シダ P62,P110 

シチダンカ P59,P113 

シチダンカの挿し木 P60,95 

市民の力 P19 

借景と縮景 P15 

ジャコウアゲハ P57 

十一面観世音菩薩像 P37 

シュラインロード P34,P72 

修験道場 P32 

生涯学習 P16,P97 

小規模特認校とは P82 

昭和 13年の大水害 P18 

昭和初期の六甲山開発 P46 

照葉樹林帯 P50 

祥竜寺 P31 

植樹活動 P25 ,P104 

植物群落の遷移 P50 

植林のはじまり P18 

白岩 卓巳 しらいわ たくみ P55 

シロヤシロ P56 

人工衛星ランドサット P9 

『森林美学』 P18 

森林改造事業 P18 

森林植物園 P105 

森林整備事務所 P17,P102 

 

【す】 

水質調査 P24 

水車業 P32 

スクールの 4つの特長 P88 

鈴木 武 すずき たけし P61 

スポーツ文化 P102 

住吉村 P12 

 

【せ】 

製塩土器 P29 

青少年科学館（神戸市立） P77 

赤外放射強度 P9 

摂津名所図会 P40 

戦後の六甲山 P46 

善助茶屋 P101 

全縦の詩 P102 

全縦市民の会 P101 

全縦路断面図 P102 

セントラルパーク P107 

 

【そ】 

双眼鏡の使い方 P72 

雑木林 P83,P86 

総合的な学習とは P83 

卒業生の森 P19 

祖父の見た六甲山 P46 

 

【た】 

第 1回六甲山脈大縦走 P101 

第 1回六甲全山縦走大会 P101 

体位向上の山 P46 

『第 3の教育』 P89 

大規模植林 P18 

大腸菌 P24 

帝釈丹生山系 P18 

高岡勇 P47 

高取山 P29 

高橋 敬三 たかはし けいぞう P17 

高畑 正 たかはた ただし P106 

高光 正明 たかみつ まさあき P81 

武田 義明 たけだ よしあき P49 

谷 正俊 たに まさとし P27 

田原 直樹 たはら なおき P39 

タヌキ P70 

 

【ち】 

『地域を活かした P95 

環境学習』 

「知覚動考」 P85 

近松門左衛門 P38 

鎮守の森 P40 

 

【つ】 

ツキノワグマ P69 

月見橋 P47 

ツクシの胞子 P62 

ツツジ P56 
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【て】 

テーマ学習 P91 

出る杭をのばす教育の実践 P87

天狗岩 P32 

デンマークの幼稚園 P88 

 

【と】 

銅鐸 P28 

銅矛 P28 

土器 P28 

トクサ類 P62 

とことんやろう P92 

都市環境と六甲山 P11 

都市環境デザイン学 P12 

都市林 P15 

戸田 信示 とだ しんじ P77 

土地利用計画（ＡＢＳP） P16 

豊田 實 とよだ みのる P30,P33 

 

【な】 

中島 龍 なかじま りゅう P100 

中瀬 勲 なかせ いさお P14 

ナスチウム P107 

灘の樽酒 P35 

ナビゲータ P88 

 

【に】 

西求女塚古墳 P29 

ニセアカシア P19 

日米修好通商条約 P43 

日米和親条約 P43 

二宮尊道 P82 

日本アジサイ協会 P59 

『日本植物誌』 P113 

日本庭園 P15 

日本野鳥の会 P71 

ニューアーバニズム P13 

 

【の】 

野仏 P34 

 

【は】 

ハーブサミット神戸大会 P108 

ハーブティー P108 

ハーブとは P107 

ハイキング文化 P101 

俳句って？ P116 

俳句会 P116 

俳句の寺 P38 

俳句の約束 P116 

ハゲ山・禿げ山 P18 ,P41 

ハシブトカラス P72 

ハシボソカラス P72 

バジル P107 

発掘調査 P28 

ハナムグリハネカクシ P57 

花と市民の協定 P59 

ハマキゴケ P66 

浜風 P9 

パラソルゴケ P65 

ハリミズキ P66 

阪急電鉄 P12 

阪神大震災 P12 

阪神タイガース応援歌 P21 

阪神電鉄 P12 

阪神によるインフラ整備 P46 

阪神・阪急の開発競争 P46 

半田 陽生 はんだ はるお P115 

 

【ひ】 

ビオトープ P16 

火入れ式 P82 

ヒカゲノカズラ類 P62 

ヒガラ P72 

東おたふく山の草原 P50 

東求女塚古墳 P29 

披講 P117 

人と自然の博物館（兵庫県立） 

 P5,P8,P14,P39,P61, 

 P64,P68,P74 

101番屋敷 P44 

兵庫開港 P43 

兵庫県勤労者山岳連盟 P23 

兵庫県山岳連盟 P100,P102 

兵庫県生物学会 P55 

兵庫県知事賞 P24 

ヒヨコ登山会 P101 

 

【ふ】 

フィールド・オブ・ゆう P84 

風水学 P9 

フエンネル P107 

複式学級 P82 

再度山での 30年間の P51 

 植生変化 

仏母摩耶夫人尊 P37 

蕪村句碑 P38 

ブナの木・ブナ林 P50,P53 

ブナの発芽 P105 

ブナは森のダム P104 

ブナを植える会 

 P52,P 53,P103,P104 

不法投棄 P24 

フユノハナワラビ P63 

ふれあい行事 P82 

プロジェクト学習 P89 

 

【へ】 

ベーシック教育 P88 

ベニドウダンツツジ P56 

ペニーロイヤルミント P107 

 

【ほ】 

ボーイスカウト西宮地区 P45 

坊主山 P85 

ホウライシダ P62 

蓬莱峡 P7 

ホオジロ P72 

保久良山 P29 

星野行則氏 P91 

ほたぎ（椎茸栽培の） P77 

ホツツジ P56 

ボランティア活動の P105 

 フィールド 

本多静六 P18 

ホンモンジゴケ P65 

 

【ま】 

毎日登山 P101 

前ヶ辻 P34 

松井 光利 まつい みつとし P52 

松枯れ P51 

松下 猛 まつした たけし P71 

松の絵巻 P40 

マツバラン類 P62 

摩耶合戦 P31 

マヤサンショウウオ P78 

摩耶山忉利天上寺 P36 

摩耶山を守ろう会 P102 

摩耶詣について P36 

摩耶詣祭 P37 

摩耶ロープウェイ山上駅 P113 

マルダイゴケ P65 

 

【み】 

みかげ石採石場 P7 

三国池 P44 

緑条例 P16 

緑の募金 P102 

湊川神社 P40 

ミノムシ P78 

ミヤコツツジ P56 
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宮崎 ひろ志 みやざき ひろし P8 

ミヤマアカネ P74 

ミヤマクワガタ P76 

 

【む】 

武庫山 P40 

 

【め】 

名所図絵から見た P39 

 六甲山と神戸 

明治時代の植林 P50 

明治のころの六甲山 P46 

目印（山は） P29 

 

【も】 

モナルダ P107 

紅葉谷 P51,P75 

森地 一夫 もりち かずお P45 

問題解決学習 P94 

 

【や】 

野外体験プログラム P86 

八木 剛  やぎ つよし P74 

ヤゴ・ミズカマキリ P78 

野生動物 P69 

ヤブコウジ P110 

ヤブソテツ P62 

ヤマイヌワラビ P63 

ヤマツツジ P56 

山手異人館 P43 

倭大乱 P32 

弥生時代のムラ P29 

 

【よ】 

米村 邦稔 よねむら くになり P58 

 

【ら】 

ラーンネット・グローバル P89 

 スクール  

ライフデザイン研究所 P93 

ラベンダー P107 

ラムズイヤー P107 

ランドシャフト P15 

ランドスケープ P15 

 

【り】 

リスの巣 P72 

リョウブ P56 

 

【る】 

ルッコラ P107 

ルリビタキ P72 

 

【れ】 

歴史ハイキング P97 

レモンバーベナ P107 

 

【ろ】 

ローズマリー P107 

ロックガーデン P7 

六甲颪･六甲山おろし 

 P10,P20,P21 

六甲開祖の碑 P44,P46 

六甲川 P31 

六甲銀座 P47 

六甲クリーン＆ P25 

 グリーン地図 

六甲越え P34 

六甲越有馬鉄道 P46 

 （六甲ケーブル） 

六甲砂防事務所 P18 

『六甲山』 P22 

六甲山開発史 P45 

六甲山廻遊道路之碑 P47 

六甲山からゴミを P24 

 一掃する運動 

六甲山北山麓の歴史 P33 

六甲山ゴルフ場 P97 

六甲山小学校 P81,P95,P97 

六甲山小学校の総合的な P81 

 学習 

六甲山全山縦走大会の P100 

 生いたちと歴史 

六甲山地 P12 

六甲山地に埋められた宝物 P27 

『六甲山地の植物』 P62 

六甲山地の地形と地質 P6 

六甲山頂明細地図 P47 

 （昭和 11年版） 

六甲山で草玉を作ろう P109 

六甲山での野生生物との P68 

 共存を考える 

六甲山でハーブを楽しもう P106 

六甲山で俳句をつくろう P115 

六甲山と環境教育 P93 

六甲山と昆虫たちの冬越し P77 

六甲山とツツジ P55 

六甲山における野外教育 P90 

六甲山に生涯学習の P96 

 場を求めて 

六甲山のアジサイ P58 

六甲山のアジサイを P58 

 育てる会 

六甲山の景観計画 P15 

六甲山の景観計画を考える P14 

六甲山の苔 P64 

六甲山の昆虫 P74 

六甲山のシダ植物 P61 

六甲山の植生 P49 

『六甲山の植物』 P22, P51 

六甲山の清掃運動と P23 

 水質調査 

『六甲山のツツジ』 P57 

『六甲山の 100年そして P19 

 これからの 100年』 

六甲山のビジョン P16 

六甲山のブナ・植林 P53,P105 

六甲山のブナについて P52 

六甲山の森づくり P17 

六甲山の野鳥 P71 

六甲山の緑化 P97 

六甲山俳句教室 P116 

六甲山ホテル P46,47 

六甲山南山麓の歴史 P30 

六甲山郵便局 P98,P114 

六甲山ＹＭＣＡ P92 

『六甲山ＹＭＣＡ P92 

 50年のあゆみ』 

六甲山を描いて P112 

六甲山を子どもの遊び場に P84 

六甲山を楽しもう P103 

六甲山をつくる花崗岩の P5 

 性質とその影響 

六甲全山縦走大会の P102 

 問い合わせ先 

『六甲全山縦走マップ』 P102 

六甲登山ロープウェイ P46 

六甲媛神社 P35 

六甲八幡宮 P31 

 

【わ】 

ワークショップ P89 

ＹＭＣＡキャンプの理念 P92 

ＹＭＣＡの設立 P91 

ＹＭＣＡ野外教育 P92 
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平成平成平成平成１５１５１５１５年度年度年度年度    六甲山魅力再発見六甲山魅力再発見六甲山魅力再発見六甲山魅力再発見市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー（（（（２００３２００３２００３２００３年年年年４４４４月月月月～～～～２００４２００４２００４２００４年年年年３３３３月月月月）））） 

開催開催開催開催    テーマテーマテーマテーマ    講師講師講師講師    

第第第第１１１１回回回回（（（（４４４４月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山ののののブナブナブナブナについてについてについてについて 松井松井松井松井    光利光利光利光利（ブナを植える会副会長） 

第第第第２２２２回回回回（（（（５５５５月月月月））））    六甲山南山麓六甲山南山麓六甲山南山麓六甲山南山麓のののの歴史歴史歴史歴史 豊田豊田豊田豊田        實實實實（神戸歴史クラブ理事長） 

第第第第３３３３回回回回（（（（６６６６月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山のののの森森森森づくりづくりづくりづくり 高橋高橋高橋高橋    敬三敬三敬三敬三（神戸市森林整備事務所所長） 

第第第第４４４４回回回回（（（（７７７７月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山ののののアジサイアジサイアジサイアジサイ 米村米村米村米村    邦稔邦稔邦稔邦稔（アジサイを育てる会会長等） 

第第第第５５５５回回回回（（（（８８８８月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山のののの昆虫昆虫昆虫昆虫 八木八木八木八木        剛剛剛剛（県立人と自然の博物館研究員） 

第第第第６６６６回回回回（（（（９９９９月月月月））））    六甲山北山麓六甲山北山麓六甲山北山麓六甲山北山麓のののの歴史歴史歴史歴史    豊田豊田豊田豊田        實實實實（神戸歴史クラブ理事長）    

第第第第７７７７回回回回（（（（10101010 月月月月））））    グルームグルームグルームグルームとととと神神神神戸戸戸戸外国人居留地文化外国人居留地文化外国人居留地文化外国人居留地文化    桑田桑田桑田桑田        優優優優（神戸国際大学経済学部教授）    

第第第第８８８８回回回回（（（（11111111 月月月月））））    六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校六甲山小学校のののの総合的総合的総合的総合的なななな学習学習学習学習    高光高光高光高光    正明正明正明正明（六甲山小学校校長）    

第第第第９９９９回回回回（（（（12121212 月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山でででで草玉草玉草玉草玉をををを作作作作ろうろうろうろう    伊東伊東伊東伊東    吉夫吉夫吉夫吉夫（三田山草会会長）    

第第第第 10101010 回回回回（（（（１１１１月月月月））））    六甲六甲六甲六甲おろしおろしおろしおろし    今昔物語今昔物語今昔物語今昔物語    近藤近藤近藤近藤    浩文浩文浩文浩文（環境省登録環境カウンセラー）    

第第第第 11111111 回回回回（（（（２２２２月月月月））））    名所図会名所図会名所図会名所図会からからからから見見見見たたたた六甲山六甲山六甲山六甲山とととと神戸神戸神戸神戸    田原田原田原田原    直樹直樹直樹直樹（人と自然の博物館 主任研究員）    

第第第第 12121212 回回回回（（（（３３３３月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山のののの野鳥野鳥野鳥野鳥 松下松下松下松下        猛猛猛猛（日本野鳥の会会員） 

平成平成平成平成１６１６１６１６年度年度年度年度    六甲山魅力再発見六甲山魅力再発見六甲山魅力再発見六甲山魅力再発見市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー（（（（２００４２００４２００４２００４年年年年４４４４月月月月～～～～２００５２００５２００５２００５年年年年３３３３月月月月）））） 

第第第第 13131313 回回回回（（（（４４４４月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山ととととツツジツツジツツジツツジ    白岩白岩白岩白岩    卓巳卓巳卓巳卓巳        （兵庫県生物学会会長）    

第第第第 14141414 回回回回（（（（５５５５月月月月））））    宇宙宇宙宇宙宇宙からからからから見見見見たたたた六甲山六甲山六甲山六甲山    宮崎宮崎宮崎宮崎    ひろひろひろひろ志志志志    （人と自然の博物館研究員）    

第第第第 15151515 回回回回（（（（６６６６月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山とととと環境教育環境教育環境教育環境教育    岩木岩木岩木岩木    啓子啓子啓子啓子（ライフデザイン研究所FLAP 代表）    

第第第第 16161616 回回回回（（（（７７７７月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山ででででハーブハーブハーブハーブをををを楽楽楽楽しもうしもうしもうしもう    高畑高畑高畑高畑    正正正正（神戸市公園緑化協会公園緑地課長）    

第第第第 17171717 回回回回（（（（８８８８月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山をををを子供達子供達子供達子供達のののの遊遊遊遊びびびび場場場場にににに    越智越智越智越智    正篤正篤正篤正篤        （フィールドオブ・ゆう代表）    

第第第第 18181818 回回回回（（（（９９９９月月月月））））    六甲山全山縦走大会六甲山全山縦走大会六甲山全山縦走大会六甲山全山縦走大会のののの生生生生いたちといたちといたちといたちと歴史歴史歴史歴史    中島中島中島中島        龍龍龍龍        （兵庫県山岳連盟会長）    

第第第第 19191919 回回回回（（（（10101010 月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山ののののシダシダシダシダ植物植物植物植物    鈴木鈴木鈴木鈴木        武武武武        （人と自然の博物館研究員）    

第第第第 20202020 回回回回（（（（11111111 月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山にににに生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習のののの場場場場をををを求求求求めてめてめてめて    あけびあけびあけびあけびグループグループグループグループ        （婦人大学卒業生）    

第第第第 21212121 回回回回（（（（12121212 月月月月））））    摩耶詣摩耶詣摩耶詣摩耶詣についてについてについてについて    伊藤伊藤伊藤伊藤    浄厳浄厳浄厳浄厳        （摩耶山天上寺貫主）    

第第第第 22222222 回回回回（（（（１１１１月月月月））））    都市環境都市環境都市環境都市環境とととと六甲山六甲山六甲山六甲山    澤木澤木澤木澤木    昌典昌典昌典昌典        （大阪大学大学院教授）    

第第第第 23232323 回回回回（（（（２２２２月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山とととと昆虫昆虫昆虫昆虫たちのたちのたちのたちの冬越冬越冬越冬越しししし    戸田戸田戸田戸田    信示信示信示信示（神戸市立青少年科学館指導主事）    

第第第第 24242424 回回回回（（（（３３３３月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山をつくるをつくるをつくるをつくる花崗岩花崗岩花崗岩花崗岩のののの性質性質性質性質とそのとそのとそのとその影影影影響響響響    先山先山先山先山        徹徹徹徹  （人と自然の博物館主任研究員） 

平成平成平成平成１７１７１７１７年度年度年度年度    六甲山魅力再発見六甲山魅力再発見六甲山魅力再発見六甲山魅力再発見市民市民市民市民セミナーセミナーセミナーセミナー（（（（２００５２００５２００５２００５年年年年４４４４月月月月～～～～２００６２００６２００６２００６年年年年３３３３月月月月）））） 

第第第第25252525回回回回（（（（４４４４月月月月））））    六甲山地六甲山地六甲山地六甲山地にににに埋埋埋埋められためられためられためられた宝物宝物宝物宝物    谷谷谷谷        正俊正俊正俊正俊    （神戸市教育委・文化財課学芸員）    

第第第第26262626回回回回（（（（５５５５月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山のののの景観計画景観計画景観計画景観計画をををを考考考考えるえるえるえる    中瀬中瀬中瀬中瀬        勲勲勲勲    （県立人と自然の博物館 副館長）    

第第第第27272727回回回回（（（（６６６６月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山のののの苔苔苔苔    秋山秋山秋山秋山    弘之弘之弘之弘之    （人と自然の博物館主任研究員）    

第第第第28282828回回回回（（（（７７７７月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山をををを描描描描いていていていて    浅井浅井浅井浅井    審一審一審一審一    （京都日曜画家協会 会員）    

第第第第29292929回回回回（（（（８８８８月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山のののの清掃運動清掃運動清掃運動清掃運動とととと水質調査水質調査水質調査水質調査    岡岡岡岡        敏明敏明敏明敏明    （兵庫県勤労者山岳連盟 理事）    

第第第第30303030回回回回（（（（９９９９月月月月））））    出出出出るるるる杭杭杭杭をのばすをのばすをのばすをのばす教育教育教育教育のののの実践実践実践実践    ラーンネットグローバルスクールラーンネットグローバルスクールラーンネットグローバルスクールラーンネットグローバルスクール    

第第第第31313131回回回回（（（（10101010月月月月））））    六甲山開発史六甲山開発史六甲山開発史六甲山開発史    森地森地森地森地    一夫一夫一夫一夫    （ボーイスカウト西宮地区 役員）    

第第第第32323232回回回回（（（（11111111月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山でででで俳句俳句俳句俳句をつくろうをつくろうをつくろうをつくろう    半田半田半田半田    陽陽陽陽生生生生 （九年母俳句会） 

第第第第33333333回回回回（（（（12121212月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山でのでのでのでの野生動物野生動物野生動物野生動物とのとのとのとの共存共存共存共存をををを考考考考えるえるえるえる    坂田坂田坂田坂田    宏志宏志宏志宏志 （県立人と自然の博物館研究員） 

第第第第34343434回回回回（（（（１１１１月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山のののの植生植生植生植生    武田武田武田武田    義明義明義明義明 （神戸大学発達科学部 教授） 

第第第第35353535回回回回（（（（２２２２月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山におけるにおけるにおけるにおける野外教育野外教育野外教育野外教育    池田池田池田池田    勝一勝一勝一勝一    （六甲山ＹＭＣＡ 所長） 

第第第第36363636回回回回（（（（３３３３月月月月））））    六甲山六甲山六甲山六甲山をををを楽楽楽楽しもうしもうしもうしもう    桑田桑田桑田桑田        結結結結    （ブナを植える会 会長） 

 

市民セミナープログラム  
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     編集後記  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『六甲山物語１』が出来上がりました。平成１５年（２００３年）４月の第１回市民セミナ

ーを開催する前から、毎年の「六甲山魅力再発見ガイド」を発行して３年分を１冊にまとめる

ことを広言しました。月次の報告書も簡潔かつ丁寧に制作してタイムリーに送付しました。目

論見通りに実現できたようですが、内情は火の車の自転車操業でした。 

 

平成１５年度の第１期は、「とにかく、やってみよう」でした。参加者が１０名を割ったら中

止すると悲壮な決意も抱きました。費用のやりくりの不安は、灘区役所の助成金という「干天

の慈雨」に救われました。 

平成１６年度の第２期は、様々な後援や助成金を得て「六甲山上の生涯学習ゾーン」をキャ

ッチフレーズにしました。「六甲山魅力再発見ガイド１」を発刊し、年間の参加者は３３５名と

増えました。この年から、記念碑台周辺の清掃・整備のボランティア活動も行いました。 

平成１７年度の第３期は、「六甲山に関わる、六甲山を楽しむ」をテーマにしました。新たに

（財）大阪コミュニティ財団から大口の助成金をいただきました。「六甲山魅力再発見ガイド２」

を発刊し、運営のノウハウを蓄積して先の見通しもつけました。 

 

 そして平成１８年度の第４期は、「六甲山の自然と環境」と「六甲山の文化と生活」をテーマ

に掲げました。「六甲山魅力再発見ガイド３」を発刊し、期末には「ガイド４」も発刊しました。

市民セミナーには４年間で延べ１，２７１名の方が参加されました。現在、平成１９年度の第

５期の年間プログラムを設定し第４９回の開催を準備しています。平成２０年度末には、『六甲

山物語１』の続編の『六甲山物語２』も発行する予定です。 

 

 手探りで続けてきた活動ですが、講師の皆さん、参加者の皆さん、多くの機関や団体のご理

解とご支援に支えられました。多くの方々に関心をもっていただき、ご協力いただいたことは

市民活動の本懐とするところです。そして、企画・運営や編集制作に多くのスタッフにご尽力

いただきました。改めて感謝を申し上げます。 

 最後になりますが、第１０回の講師をしていただいた近藤浩文さんが２００７年１月に永眠

されました。慎んで哀悼の意を表します。 

 

平成１９年３月 

『六甲山物語１』編集委員会 

 

 

 



 124 

 

「六甲山物語１」「六甲山物語１」「六甲山物語１」「六甲山物語１」    

六甲山を深く知る六甲山を深く知る六甲山を深く知る六甲山を深く知る    ３６話３６話３６話３６話    改訂改訂改訂改訂増刷増刷増刷増刷    

平成１５～１７年度「六甲山魅力再発見市民セミナー」総集編 

発行日 ：２００７年３月２５日 

増刷日 ：２０１８年２月２５日 

編集制作：六甲山を活用する会（六甲山自然保護センター

を活用する会を改称） 

制作協力：株式会社ワークスタイル研究所 

印刷製本：株式会社光陽社 

増刷版印刷製本：株式会社プリントネット 

ご支援いただいた機関・団体の皆さま 

六甲山魅力再発見市民セミナーの開催・報告書の発刊に対して多くの皆

さまからご支援をいただきました。改めてお礼を申し上げます。 

協力：兵庫県立人と自然の博物館 

後援：兵庫県神戸県民局、灘区役所、神戸市教育委員会 

助成：灘区役所・「地域力を高める」手づくりの活動、生活復興県民ネット、 

コープこうべ環境基金、ひょうご環境保全創造活動、 

コベルコ環境保全基金、 

（財）大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境保護基金） 

市民セミナーの会場として県立六甲山自然保護センターを利用させてい

ただきました。また、同センターが閉鎖される冬季のセミナー会場は六甲山

ＹＭＣＡにお世話になりました。 

このたびの『六甲山物語１』の発行は、（財）大阪コミュニティ財団（東

洋ゴムグループ環境保護基金）の助成金を活用させていただきました。ま

た、株式会社光陽社には印刷・製本で便宜を図っていただきました。 

 

２０１８年に、ひょうご県政 150 周年記念県民連携事業の助成によって、

改訂増刷して、『六甲山物語』１～５を取り揃えることができました。ご支

援に感謝いたします。 
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